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    　　序　ファスナー・ロック・ボディ


    



    　綾あや咲さく市を南北に分断するように流れている一級河川の名は、朱しゆ里り川という。凜りん冽れつとした空の下で、その流れは今朝も穏やかだ。


    　十二月一日、早朝。時刻はちょうど、六時を回った頃だった。空はどんよりと曇り、市内には珍しく濃霧が立ちこめている。にもかかわらず、河川敷には人だかりができていた。ちょうど綾咲市の中心部に位置する朱里橋の袂たもとから、やや離れた辺りである。


    　朱塗りの欄らん干かんが鮮やかに映はえる朱里橋は、市内では数少ない名所として知られている。春が巡れば、満開の染そめ井い吉よし野のが河川の両脇を彩いろどり、桜吹雪が朱里橋に降り注ぐ。あいにく、今はまだ、うら寂しい裸の樹木が立ち並ぶのみだったが。


    　河川沿いの道路には、パトカーが二台と覆面パトカー二台、列を為なしている。パトランプの紅あかい閃光が、立ちこめる濃霧を延々と切り裂さいている。


    　今朝の五時二十三分、通行人から一一〇番通報が入った。近所に住む老人だった。河川沿いに愛犬を散歩させていたところ、女性の死体らしきモノを発見したという。


    　実はここ数か月ほどの間に、市内では若い女性ばかりが失踪するという、奇妙な事件が起きていた。


    　一人目＝黒こく蒐しゆう院いん大学経済学部三年生、町まち田だ結ゆ花か（20）身長１５８㎝、体重47㎏。


    　二人目＝会社員、有あり坂さかひとみ（21）身長１５８㎝、体重45㎏。


    　三人目＝綾咲西高校三年生、志し賀が真ま由ゆ璃り（18）身長１５８㎝、体重48㎏。


    　現時点において、身代金の要求はない。各失踪人の境遇はばらばらだし、特に接点も見当たらない。ただし、三人の顔立ちや背格好が似に通かよっていたこともあり、綾咲署では同一犯による誘拐の可能性も視野に入れ、捜査を続けていた。あいにく目撃情報は皆無に等しく、捜査は早くも迷宮入りの様相を呈しつつあった。そんな矢先、若い女性の半裸死体が、朱里川の河川敷で発見された。なんでも、失踪した女性の一人に似ているという。既に公開捜査に踏み切っているため、女性たちの顔写真も一般公開されていた。


    　早朝とはいえ、綾咲署の捜査陣が俄にわかに色めき立ったのは当然だった。


    　　　　　　　†


    　既に河川敷の一部は封鎖されている。現場を囲うように張り巡らされたテープの向こうでは、鑑識員が素早く分散し、指紋、掌紋、足跡、遺留物などを採取すべく、丹念な活動を始めている。衆目を遮さえぎるため、遺体の周辺はブルーシートを駆使して、簡易的な天幕テントが形成されていた。先ほど現場に到着したばかりの捜査員が一人、また一人と石段を下り、現場へと向かう。捜査員が黄色いテープをくぐるたび、制服警官が直立不動で敬礼をよこす。


    　突とつ如じよ、遥か彼方かなたの空の向こう、現場に立ちこめる暗雲を吹き飛ばすかのように、獰どう猛もうなエンジン音が高らかに響いた。野や次じ馬うまたちの意識が、いっせいにそちらへ向かう。


    　その車は暁ぎよう闇あんを突き破るように現れた。誰もが息を呑のんだ。劇はげしいブレーキ音が断続的に続いたかと思うと、路上に止まっていたパトカーの後方に、ぴたりと停車。車間距離は僅わずか数センチだった。


    　野次馬のみならず、捜査員や鑑識員までが、ぽかんとして路上を眺めやった。突とつ如じよとして現場に乗り込んできた車両。あまりにも場違いな、真紅のポルシェだった。９１１ターボとしては六世代目となる、９９７型。


    　エンジン音が途絶え、運転席側の扉が開いた。真っ先に現れたのは、ごついカウボーイ・ブーツに包まれた足先と、オーバーニーソックスにぴっちりと覆われた膝ひざ頭がしらだった。


    　ポルシェから悠然と降り立った女は、黒き死神を思わせた。闇色のトレンチ・コートが、不吉な印象をいやが上にも高めている。反面、その顔容かんばせときたら、死神にしておくにはあまりにも鮮烈だった。くるりとカールさせ、マスカラを塗った睫まつ毛げ。炯けい々けいと輝く双そう眸ぼう。グロスの光沢を浮かべた唇。銜くわえ煙草たばこの先からは、ひとすじの紫煙。


    　ポルシェの扉を閉めると、女はチョコクリーム色に染めたロングヘアをなびかせながら、河川敷へと至る階段を下り始めた。誰もが一言だに発することなく固かた唾ずを呑のんで、女の一挙一動を見守っている。女は河川敷に辿たどり着く直前、懐ふところから携帯灰皿を取り出すと、銜えていたハイライトを始末した。白手袋を嵌はめながら、現場へ向かう。


    「ご苦労さん」


    　女は、門番よろしく仁王立ちしている制服警官に気安く声をかけると、現場周辺に張り巡らされたテープを無造作に摑つかんだ。途端、制服警官が眉まゆ根ねを寄せて、制止の声を放った。


    「ちょっ！　あんた、何やってんすか！」


    「あぁ？　文句でもあるのか？」


    「いや、あの……そのぅ……どちら様で？」


    　女の堂々とした物腰と、すらりとした長身に気け圧おされて、制服警官はしどろもどろになった。実に、女の背丈は制服警官を軽々と追い越している。背丈以上に圧倒的なのは、その胸元だった。たっぷりと量感のある乳房は、衣服越しであるにもかかわらず、つんと空を向いているのがわかる。西欧のモデルもかくやと思わせる、見事なプロポーションだった。


    「……お前、新米か？」


    　女がぎろりと睨にらみつけてきたので、制服警官は慌てて豊満なバストから眼を逸そらすと、神妙に頷うなずいた。女はさも面倒臭そうに、懐から警察手帳を取り出した。ぱさりと上下に開く。


    　上面には写真付きの身分証票。下面には後光を放つ旭きよく日じつ章しよう。


    　御み室むろ咲さく弥や巡査部長。綾あや咲さく署刑事課捜査第一係。れっきとした刑事であった。制服警官は「失礼いたしましたぁ！」と叫ぶや、あたふたと敬礼をした。


    



    「おう、御み室むろ。やっとお出ましか」


    　現場に現れた咲さく弥やを一いち瞥べつするなり、源げん藤どう達たつ郎ろう警部補は苦笑いを漏もらした。小柄で飄ひよう々ひようとした雰囲気をたたえているが、定年退職まで二年を残すのみとなった、百戦錬磨のベテラン刑事である。咲弥にとっては、数少ない理解者の一人でもあった。


    　咲弥は刑事となって以来、その身体能力と格闘センスを最大限に発揮して、数々の功績を挙げた。今年の春先には、悪質なコンビニ強盗を繰り返していた少年グループを全員、素手で叩きのめした。


    　少年たちの弁護団は、咲弥の行為を「警官の横暴だ！」と糾きゆう弾だんし、裁判で争う構えも見せたが、不思議なことに、いつの間にか有う耶や無む耶やとなった。世間の噂うわさでは、咲弥の祖父が圧力をかけたとされている。


    　咲弥の祖父はいわゆる〝地元の名士〟であり、県内随一の資産家である。不動産、建築、金融、デパート、飲食店……様々な分野に進出しており、県下最大の勢力と化している。当然、地元の議員や警察関係者には強力なコネを持っている。弁護士会とて例外ではない。


    　咲弥は基本的に、利用できるものはなんでも利用するタイプだ。祖父の権力に頼るのではなく、それが当然とばかりに利用する。今ではもう、咲弥の自由奔放な振る舞いを咎とがめる者は誰もいない。当初は口を酸っぱくしてたしなめていた源藤も、今ではすっかり黙認している。


    　それに、咲弥は私利私欲のために祖父を利用したことは一度もなかった。


    　咲弥の行動理念は単純明快で、勧善懲悪。その一言に尽きる。その純粋さは、警察という巨大組織の中では諸もろ刃はの剣ではあったが、片田舎の警察署においては、それなりの支持を得ていた。特に若い女性警察官の間では大絶賛を浴びている。毎年、バレンタインの時期が訪れるたび、咲弥の机はチョコレートで山積みとなるほどだ。


    「聞いたか、御み室むろ？　ホトケはどうやら、三人目に失しつ踪そうした女子高生らしい」


    「一人目と二人目を飛ばして、いきなり三人目ですか……」


    　咲弥が眉まゆ根ねを寄せたそのときだった。


    「こ、こいつぁ……！」


    　司法検視に着手していた検視官が、唸うなり声を発したきり、絶句してしまったのだ。


    「おいおい、どうした？」


    　源藤が胡う乱ろんげな眼差しを向けた。検視官はぽかんと呆ほうけたまま、珍妙な面おも持もちを保っている。源藤は仕方なく、物憂げな様子で地面に膝ひざを突くと、遺体の腹部を覗のぞき込んだ。


    「むぅ……」


    　それっきり、百戦錬磨の源藤までが硬直してしまった。不審に思った咲弥は、検視官が落としたペンライトを拾い上げるや、源藤の真横に膝を着いた。


    　目ま蓋ぶたを閉ざした遺体の顔には、確かに見覚えがあった。捜索願を出した両親から提供された写真を、咲弥は克明に思い出した。


    　県立綾あや咲さく西高の三年生、志し賀が真ま由ゆ璃り。十八歳。両親ともに医師であり、彼女自身も医学部受験を控えていた矢先の出来事だった。失しつ踪そうしたのは十月中旬。駅前の予備校で目撃されたのを最後に、消息が途絶えた。


    　遺体の面相を確認した後、咲さく弥やは遺体の胴体に視線を向けた。いつしか、周囲には他の捜査員も集まり、咲弥の一挙一動を見守っている。ブルーシートによる即席の天幕テントは、今や満員御礼となっていた。内心では「うざいなぁ」と思いながらも、咲弥は遺体を観察した。


    　遺体は右の脇腹を下にして、膝ひざを折り曲げている。胎児を思わせる姿勢だった。薄絹のドレスを纏まとってはいるが、その生地はシースルー。最初に報告を受けたときは「半裸」と聞かされていたが、もはや全裸に等しい。薄地のドレス以外、何も身に着けてはいないのだ。


    　咲弥は妙な感慨に囚とらわれた。


    　──なんて美しい……。


    　そう、志賀真由璃の遺体は、遺族から提供された写真の中で、無邪気に微ほほ笑えんでいた姿よりも遥かに美しいのだ。一個の芸術作品としても通用するのではあるまいか……？


    　咲弥は不謹慎な思考を振り払うと、改めてホトケに意識を集中させた。地面に膝を着き、遺体の腹部を覗のぞき込む。透過性の高い布地越し、肉眼で腹部の状態を確認する。


    「……ファスナー？」


    　咲弥は遺体の腹部を覗き込んだまま、不可解な面おも持もちで呟つぶやいた。


    　腹部から臍へそを縦断し、そして下腹部に至るまで、一直線に埋め込まれたファスナー。その桃銀ピンク色から察するに、金属素材はピンク・シルバーといったところか。


    「バカな……こんなことが、あり得るのか？」


    　単にファスナーといっても、衣類や鞄かばんに備そなわっているようなタイプとは根本的に違った。腹部を一直線に正中切開した後、傷口の外縁部に務歯エレメントを一本ずつ装着しているのだ。想像するだけで、それは気の遠くなるような作業に思えた。


    　一方、開閉部品スライダーに吊るされた引き手には、見事としかいいようのない精せい緻ちな彫りで、薔ば薇らの銀細工がなされている。花心には宝石が嵌はまっている。ブリリアント・カットを施ほどこされた紅あかい天然石だった。その輝き具合から、おそらくルビーだろうと咲弥は見当をつけた。


    　見れば見るほど、薄気味の悪いファスナーだった。何を目的に、死体にこのような仕掛けを施したのか。一連の作業はマル害の死後に行われたのか、それとも生前に行われたのか。


    　川面を一陣の突風が吹き抜けた。簡易的な天幕を為していたブルーシートが派手にまくれ上がり、遺体が衆目に晒さらされそうになってしまう。集まっていた捜査員や鑑識員は、慌てて立ち上がると、シートを元に戻そうと躍起になった。


    「ひっ……！」


    　ふいに誰かが叫んだ。風に揺られた遺体の指が、ぴくりと微動したのである。咲弥もまた、ぎょっとして怯ひるんだものの、辛かろうじて踏み留とどまった。なんとか醜態だけは晒さずに済んだ。


    「……こいつは妙だ」


    　冷静になると、ある違和感が浮き彫りになった。確かに強風ではあったが、死体を動かせるほどの風圧ではなかった。にもかかわらず、遺体は動いた。ただ風に吹かれただけで。


    「軽すぎる……」


    　そう、眼の前の遺体には、本来の死体にあるべき重さがなんら感じられない。指で皮ひ膚ふを強く押したら、べこんとへこんでしまうのではないか……そんな危き惧ぐすら抱かせた。


    　咲さく弥やは意を決すると、周囲に宣言した。


    「試したいことがある」


    　返事はない。咲弥は、その沈黙を了承だと解釈することにした。今の咲弥には、現場保存という最優先事項をねじ曲げてでも、確かめたいことがあった。遺体にそっと触れた。手袋越しとはいえ、その蒼白い肌の、硬く冷たい感触は、紛まぎれもなく死体のものに相違ない。なんだろう、この頼りなさは？　咲弥は慎重かつ大胆に遺体を押した。


    　遺体はいとも呆あつ気けなく、ころん、と仰あお向むけになった。


    「やっぱり……おかしい」


    　死体にしては重量感に乏とぼしい。死し斑はんもなければ臭においもない。死後硬直が見られないのも気懸かりだった。死後二時間にも満たない遺体なのか。あるいは、死後四十八時間を過ぎ、緩かん解かいした状態なのか。冬場の寒さも関係してくるので、判断は難しいが……。


    　そこはかとない不安に駆られつつも、咲弥は遺体のドレスをまくり上げた。辺りを覆う深い暁ぎよう闇あんに、少女の艶なまめかしい腹部と、その肌を縫ぬうように装備されたファスナーが克明に晒さらされる。


    　咲弥の指先が遺体の腹部に触れた。ちょうど横おう隔かく膜まくの辺りに、ファスナーの引き手に当たる薔ば薇ら細工が鎮座している。誰かに開いてもらう瞬間を、今か今かと待ち受けているかのように。咲弥の指が薔薇に触れた。人差し指と親指で挟み込む。


    　自分が嫌な汗をかいていることに、咲弥は気づいた。雪こそ降ってはいないものの、十二月の早朝である。凍てつくように寒いはずなのに、咲弥の首筋はじっとりと汗ばんでいた。


    「開くぞ」


    　自分自身にいい聞かせるように宣言すると、咲弥は指先に力を込めた。


    　……じじじじじ。


    　思った以上にまろやかな擦さつ過か音の果てに、少女の腹部にぽっかりと裂さけ目が生じた。裂け目からは不気味な虚空が覗のぞいている。咲弥は迷うことなく、その裂け目に手を差し入れた。左右にびっしりと埋め込まれた務歯エレメント。その異様な雰囲気も相まって、あたかも獣けものの口こう腔こうに手首を突っ込んだ気分だった。


    「空っぽ……なのか？」


    　ファスナーに呑のみ込まれた咲弥の手首は、ただただ空くうを切るばかりだった。そこにあるべき内臓の感触がない。文字通り、この遺体は空っぽなのだ。司法解かい剖ぼうに回さないと詳しいことはわからないが、臓ぞう腑ふをことごとく抜かれているように思われた。


    　ふと、手て許もとでかさりと音がした。咲さく弥やの指先が何かを摑つかんだ。


    「これは……？」


    　咲弥が取り出したのは、一枚の紙片だった。周囲が騒然となった。ごついカメラを構えた鑑識員が、直ただちに駆け寄ってくる。


    「……レシート？」


    　咲弥の呟つぶやきに、誰もが呆あつ気けに取られた。そう、臓腑を抜かれた死体の腹ふく腔こうに残されていたのは、コンビニのレシートだった。購入品はアイスクリームのミニカップ。税込み二百八十四円。日時は十二月一日午前三時二十三分。


    　死体発見時刻より、およそ三時間前のことであった。
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    　　壱　姥うば皮かわ幻想序曲


    



    　どこからか、童わらべ唄うたが聞こえる。


    



    　おらが村　おらが村


    　ミマツリ様が通る　チマツリ御ご前ぜんが通る


    　ハカナシ様が通る　ウブミコ様も通る


    　最後に通るは　ただの人


    　おらが村　おらが村


    



    　逢おう魔まが時。昼と夜の境界。大おお魔まが時とき。あるいは大おお禍まが時とき。辺あたり一面、彼ひ岸がん花ばなが咲いている。曼まん珠じゆ沙しや華げとも、捨すて子ご花ばなとも、死し人びと花ばなとも呼ばれる真っ赤な花々。足あし許もとから、血の海がザッと広がっているような、そんな気がした。


    　水み祭まつり乙きのとは真っ赤な花々を搔き分けながら、何かに呼ばれたかのように、ふわり、ふわりと奥へ向かう。甘い蜜の匂いに誘われた、紋もん白しろ蝶ちようのように。


    　花畑の向こうには、古びた社やしろがあるという。


    　──あの社には、絶対に近づいてはいけませんよ。


    　以前から散々、周囲から注意されてはいた。ならばこそ、強い興味を抱いた。乙は使用人の目を盗み、こっそりと屋敷の裏口から抜け出した。四歳の男の子にしては大人しく、手の掛からない子どもだと誉ほめられていた乙が屋敷を抜け出すのは、容易なことだった。


    　鮮血を満たした池のような花畑が、やがて尽きた。その朽ちかけた社は、あらゆる時の流れから忘れられたかのように、ひっそりと佇たたずんでいた。


    　ぞくり……と、乙は軀からだを震わせた。汗で肌に貼り付いた着物の裾すそが、ふくらはぎの辺りでゆらりと揺れた。冷たいようで生温かい風が、乙の首筋をぞわりと撫なでる。


    　いつしか、夕闇が辺りを覆い始めている。人の気配はない。


    　その社は、どう見ても廃墟にしか見えなかった。


    　──そろそろ帰ろう。


    　乙が大人しく踵きびすを返そうとした、まさにそのときだった。


    　ぎぃ……突然、何かが軋きしむような音がして、社の扉がゆっくりと開いたのだ。開け放たれた戸口には、血ち塗まみれの幼女が静かに佇たたずんでいる。乙と同い年くらいだろうか。


    「ひっ！」


    　乙は咄とつ嗟さに飛び退のいたが、よく見ると、幼女の軀が血に塗れているのではなく、真紅の長なが襦じゆ袢ばんを纏まとっているのだった。異様なほどに白い肌に、鮮血で染めたような生地が、不気味なほど映はえている。


    　真っ直ぐに切り揃えた前髪の下で、切れ長の双そう眸ぼうが乙きのとをじっと見据えた。ゾッとした。全身の血液が沸騰したかと思いきや、即座に凍結したような、そんな感覚。


    　妖あやしげな幼女は、乙の姿を不思議そうに眺め回すと、艶つややかな唇くちびるをゆっくりと開いた。


    「お前は……だぁれ？」


    　　　　　　　†


    「乙さん？　乙さん……」


    　甘ったるい香りに、水み祭まつり乙は鼻び孔こうをくすぐられた。来週から始まる期末試験に備そなえ、勉強机に教科書とノートを広げたものの、うとうとと微ま睡どろんでしまった乙は、誰かの気け配はいに揺り動かされて、ゆっくりと覚かく醒せいした。


    　まただ。また、あの夢……。


    　あの子は誰なんだろう？　あの真っ赤な光景はどこなんだろう？


    「乙さん？　いい加減、起きて下さいましね」


    　なおも夢にしがみつこうとする乙だったが、耳元で頻しきりに囁ささやかれる美声と甘ったるい香りが、乙の意識を現うつ世しよへと引き戻してしまう。


    　勉強机から顔を上げると、聖母のように優しい笑えみを浮かべたメイドが、静かに佇たたずんでいた。漆しつ黒こくの生地に純白のエプロンを重ねたドレス。頭にはキャップを被かぶり、髪は三つ編みにして、後ろで団子状にまとめている。


    「初はつ美みさん……どうしたの？」


    「お夕飯の支度が調ととのいましたので、お呼びしました」


    「ああ……ありがとう。すぐ行くから」


    　初美は優雅に一礼すると、退室しようとした。するすると遠ざかる背中に向けて、乙は咄とつ嗟さに声をかけた。


    「えっと……初美さん？」


    「なんでしょう？」


    　初美はくるりと軀からだごと回転すると、乙に視線を向けた。


    「あ、あのさ……別に大したことじゃないんだけど」


    　乙はしばらく口ごもっていたが、思い切って訊たずねた。


    「香水……どうして変えたの？」


    　初美が香水を変えたのは、一週間ほど前のことだ。


    　──墓参りのため、しばらくお暇ひまを頂きたいのです。


    　十一月初旬、初美は藪やぶから棒に、そんな用件を切り出してきた。乙は快こころよく了承したものの、かれこれ十年もの間、一度として屋敷を空けることはなかった初美の申し出に、困惑したのも事実だった。


    　およそ三週間の休暇を終え、涼しい顔で帰還した初はつ美みは、以前とは異なる匂いを漂ただよわせていた。きっかけは不明だが、香水を変えたのだ。正直な話、乙きのとは残念に思っている。以前の初美がさりげなく漂わせていた白びやく檀だんの香りが、乙は好きだったのだ。


    　初美は口くち許もとを上品に手で覆うと、何を思ったか、くすくす笑いを漏もらした。


    「あらあら、お友達の間では朴ぼく念ねん仁じんだと評判の乙さんが、そんなことに気づくなんて」


    　いつの間にか接近していた初美が、流れるような仕草で、不満げな乙の顔を覗のぞき込んだ。たちまち、乙の心臓が跳ね上がった。時折、初美は家政婦の仮面を脱ぎ捨てて、乙の領域にするりと入り込んでくる。そんなとき、初美は年若い母親、あるいは年の離れた姉のように、しっとりと微ほほ笑えむのだ。


    　初美は人差し指を伸ばすと、乙の鼻先をぴんと弾いた。


    「ふふっ……おませさん」


    「ち、違うってば！」


    　初美はころころと笑いつつ、今度こそ退室した。


    　　　　　　　†


    　綾あや咲さく市は、周囲を山に囲まれた地方都市だ。今から十年前、綾咲町、穂ほ邑むら町、御み鏡かがみ町、そして周辺の村々が合併することで誕生した。人口は今年に入り初めて九万人を突破し、地方紙には九万人目となった赤ん坊の名前と写真が掲載された。要は、その程度のことでもニュースになってしまう、平穏な田舎である。


    　水み祭まつり乙の自宅は、神狼かむろ町一丁目にあった。綾咲市内の北端に位置しており、山さん麓ろくという言葉がぴったりだ。街の北側には、古来より霊峰と見なされてきた神狼かむろ山がそびえている。


    　その洋館は、眼下の街を一望の下に見渡せる高台の上、ひっそりと佇たたずんでいた。


    　市内では唯一の、明治時代に建てられた洋館である。その外観と場所柄も相まって、あたかも西洋の古城を思わせた。事実、近所の主婦たちは高台の洋館を眺めるたび、羨せん望ぼうと皮肉を込め、「水祭城」などと呼んでいる。子どもたちに至っては、空に向けて一ひと際きわ高く屹きつ立りつする尖せん塔とうに対し、どうも不気味なイメージを抱いているようで、


    　──あのお城にはね、吸血鬼が住んでいるんだって。


    　などと、好き勝手に噂うわさするのだった。


    　その洋館の主あるじときたら、吸血どころか肉類も魚介類も苦手だったりする。例えば、部室で教師に隠れて鍋パーティーを開いたときなど、肉を奪い合う部員たちを尻目に、乙だけは豆腐や野菜ばかりを食べる。


    　今宵のメニューもまた、乙の嗜し好こうに合わせた精進料理だった。


    　胚はい芽が米のご飯。納豆。湯豆腐。根菜の味噌汁。里さと芋いもの煮転がし……等々。およそ洋風の食卓には不釣り合いな和食の数々が、一品ずつ並んでいる。同じ部活の仲間などが見たら、きっと「ここって老人ホームだっけ？」と憎まれ口を叩くに違いない。


    　乙きのとは無駄に細長いテーブルの一端に着いて、もぐもぐと食事を始めた。基本的に少食の乙だが、初はつ美みの料理人としての腕前は確かで、ついつい箸はしが進んでしまう。


    　そんな乙の斜め前では、初美がゆっくりと箸を口に運んでいる。相変わらずメイドの服装をしている。一分の隙もない衣装は、初美が乙との間に一線を引くための道具、あるいは武装のように見えた。


    　もっとも、一緒に食べてくれるようになっただけでも、感謝せねばなるまい。以前の初美ときたら、


    「自分はあくまでも、乙さんにお仕つかえする身ですから」


    　と主張し、頑として一緒に食事するのを拒こばんでいたのだから。


    　思えば不思議な間柄だと、乙は思う。


    　水み祭まつり乙には、幼児期の記憶がない。


    　物心ついたときにはもう、この洋館に住んでいた。家族はおらず、メイド役の初美と二人暮らし。両親の顔は覚えてはいないし、写真も残ってはいない。一応、両親が既に他界していることについては、初美からそれとなく聞いてはいるが、記憶にない以上、悲しむこともできない。


    　無む論ろん、初美には何度も訊たずねたのだが、決まって曖あい昧まいな返事しかもらえなかった。なんとか教えてもらえたことといえば──水祭家とは由緒正しき旧家であり、とある村を治めていたこと。その村は、綾あや咲さく市郊外の山間部にあったが、原因不明の事故で滅ほろびたこと。初美の実家である御み園その生う家は代々、水祭家に仕えてきた一族であること。せいぜい、その程度だった。


    　もちろん、それで乙が満足できるはずもなかった。自分の先祖が治めていたという村について、もっと詳しく知りたいと思った。親は死んだと聞いたが、それなら兄弟はいるのか。親族はいるのか。そもそも、自分の生活費はどこから出ているのか。どうして自分は、ぬくぬくとした生活を許されているのか……。


    　ところが、この手の質問をするたび、初美の表情が憂うれいを帯びてしまうことに、乙は朧おぼろ気げながら気づくようになった。結局、同年代の男子と比べると、どことなく老成した感のある乙が達観するのに、さほど時間は要さなかった。自分が無ぶ粋すいな質問さえしなければ、初美の笑顔を奪うこともない。そう、自分が無理に過去を振り返ろうとさえしなければ、すべては丸く収まるのだ。家は広くて快適だし、食事も美お味いしい。学校だってそれなりに楽しい。何も不自由はない。それでいいじゃないか。


    　そんな風に結論づけたとき、乙はまだ小学五年生だった。あれから月日は流れ、乙は高校一年の冬を迎えた。あの頃の気持ちは、今もなんら変わってはいない。


    　　　　　　　†


    　翌朝。朝食を終えた乙は、制服の上に地味なコートを羽織った。


    　十二月、最初の日。気温はますます下がっている。乙は鞄かばんを手に取ると、自分の部屋を後にした。てくてくと廊下を進み、途中で二度も折れ曲がる階段を面倒臭げに下りる。


    　一階の玄関ホールに辿たどり着くや、視界が一気に開けた。もう見慣れた光景なので、豪ごう奢しやなシャンデリアが吊り下げられた天井を、わざわざ仰いだりはしない。


    　そういえば、今朝は何やら町が騒がしいような気がした。


    　明け方、ひっきりなしに鳴り響くサイレンの音を、乙きのとはぼんやりと思い出した。市内で火事でも発生したのかと思い、朝食を食べながら初はつ美みに訊たずねてみたのだが、あいにく、初美自身は何も聞かなかったという。初美は乙よりも遥かに早起きなので、気づいていたとばかり思っていたのだが。自分は夢でも見ていたのだろうか。


    「あら、乙さん」


    　外に出ると、初美が玄関先を箒ほうきで掃いていた。昔ながらの竹たけ箒ぼうきである。初美が自みずから手作りした一品でもあった。


    　水み祭まつり家の家事全般を担う御み園その生う初美にとって、竹箒の製作は唯一の趣味といえた。いや、趣味などといったら、初美は気を悪くするだろう。


    　なんでも御園生家が祀まつる神は、箒と深い関係があるらしい。初美は完成させた竹箒のうち、特に良い出来だと思われるものを、近所の神社に奉納しているのだった。


    　また、洋館のあちこちには、竹箒がさりげなく立てかけられている。玄関先とて例外ではない。詳しくは聞いていないので、そこになんの意味があるのかは乙も知らないが、民俗学に詳しい輝てる美みなら、その由来を嬉々として語ってくれるかもしれない。


    　乙がぼんやりと、そんなことを考えていたときであった。


    「あらやだ、乙さんったら」


    　唐とう突とつに、初美が口くち許もとを手で押さえると、まるで粗そ相そうをした幼児を見るような、さも「仕方ないですわね」とでも云いわんばかりの苦笑を浮かべたのである。掌てのひらに覆われた唇くちびるからは、くすくす笑いが漏もれている。


    「な、何がそんなに可お笑かしいの？」


    　うろたえる乙の足あし許もと、初美は楚そ々そとした風ふ情ぜいで両りよう膝ひざを突いた。ちょうど乙の腹部に、初美の顔が面する格好となる。箒を放した手が、なんら迷いを感じさせぬ仕草で、乙の股間にそっと伸ばされた。


    「ちょっ！　初美さん？」


    　乙はぎょっとした。朝っぱらから玄関先で、何をしようとしているのか。狼ろう狽ばいと羞しゆう恥ち心しんのあまり、乙は頭が真っ白になった。


    「ズボンの前、開いてますわよ？」


    「……はい？」


    　初美の何気ない言葉に、乙はきょとんと小首を傾かしげた。と見る間に、初美の指先がファスナーの開閉装置スライダーをつまんだ。じじじ……無造作に開け放たれていたファスナーが、少しずつ閉ざされていく。スライダーが上へと移動するにつれ、務歯エレメントが嚙かみ合っていく。


    「そっ、それくらい、自分で──っ！」


    　あいにく、最後まで言葉を続けることはできなかった。ファスナーに添えられた繊せん指しが、乙きのと自身の先端部分に軽く触れたのだ。それはあくまでも物理的な接触に過ぎず、初はつ美みはなんら気にした様子はなかったが、乙は戦慄した。電流のようなものが、尾びてい骨から脳のう髄ずいに至るまで、瞬時に駆け抜けた気がした。それどころか、初美に陰いん囊のうを鷲わし摑づかみにされたような錯覚さえ覚えた。


    「いっ、行ってきますっ！」


    　乙は頰ほおを真っ赤に染めながら、初美から逃げるように駆け出した。


    　　　　　　　†


    　曇どん天てんの下もと、高台から住宅街に至る坂を一気に駆け下りた後、乙はようやく立ち止まった。前まえ屈かがみになって、両りよう膝ひざに手を着いてしまう。はぁ、はぁ……と荒い呼吸を繰り返した。唇くちびるから漏もれた息が、真っ白に染まる。


    「おはよ、キノちゃーん」


    　ふいに、背後から可か憐れんな声がかかった。


    「ああ、おはよう……葉は桜ざくら」


    　天あま城ぎ葉桜。近所に住む幼おさな馴な染じみで、同級生。本人は童顔であることを気にしているが、肩先で綺麗に揃えたストレートの黒髪が、ますます見た目の幼さを強めている。いわゆる〝おかっぱ〟なのだが、それを云いうと本人は「ボブだよ！」と反論する。


    　いずれにせよ、黒こく蒐しゆう院いん大学附属高校の制服を着ていなければ、中学生にしか見えないだろう。白鳥の羽毛を思わせる真っ白なハーフコートが、そんな葉桜にはよく似合っている。


    　期末試験が近いこともあり、登校中の話題といえば、自然と試験のことが中心となった。


    「昨日も一応、学校から帰った後、勉強してたんだけど……ついつい居眠りしちまってさ……結局、晩ご飯の直前になって、初美さんに起こされたんだよな」


    「キノちゃんちって、ぬくぬくしてて居心地いいもんね。床暖房ってやつ？」


    「ああ、そうらしいな。俺にはよくわからないんだけど。そういうのは、全部初美さんに任せてるから」


    「そっか……さすがは初美さんだね。キノちゃんが羨うらやましいなぁ」


    　どことなく寂しげな横顔を眺めつつ、乙は葉桜の家庭環境を思い出した。物心ついたときにはもう、葉桜は十一歳も年上の兄と二人暮らしだった。兄妹の両親は随分と昔に死んでおり、葉桜の記憶には残っていない。兄も両親について語ることはないという。この辺りの事情は、乙を取り巻く環境と妙に似に通かよっていた。


    　奇くしくも、二人は誕生日も接近していた。葉桜が三月二日で、乙がその翌日、いわゆる「桃の節句」である。


    　思い返せば、葉は桜ざくらは昔から引っ込み思案で、周囲から孤立しがちだった。そんな葉桜が、不思議と高台の洋館に住む乙きのとにだけは妙に懐なついてきた。本能的に、乙を自分の同類だと見なしたのかもしれない。


    　もっとも、乙の保護者が「万能家政婦」たる初はつ美みなのに対し、葉桜の兄であり保護者も務める天あま城ぎ冬とう梧ごときたら、かなり特殊な人物だった。


    　冬梧は元々、芸術方面での才能に恵まれており、高校卒業後、造形作家を志こころざした。大学には行かずにフリーターとなり、二十四歳で国内の著名なコンクールに入選。現在は造形作家と、黒こく蒐しゆう院いん大学芸術学部の非常勤講師という二足の草鞋わらじを履はいている。その暮らしぶりは、決して裕福とはいえなかった。自分と葉桜の境遇が似にているなどと思うのは、勝手な思い上がりかもしれない……と、乙は思った。


    　やがて、二人は神狼かむろ町の住宅街を抜けた。地元では〝黒蒐院通り〟と呼ばれる大通りに差し掛かる。通学時間は、徒歩で二十分程度。自転車に乗ったほうが遥かに楽なのだが、乙も葉桜もバランス感覚が悪いため、自転車には乗ることができない。そういえば、初美も自転車には乗れないという話を聞いたことがあった。


    「なぁ、葉桜……自転車には乗れるようになったか？」


    　なんとなく訊たずねてみた乙に、葉桜はぶんぶんと首を振った。


    「あんな物ぶつ騒そうな乗物、怖くて絶対に乗れないよ。キノちゃんは覚えてる？　ほら、小学校で自転車の講習があったよね。キノちゃんとわたしだけ、どうしても上手く乗れなくて……」


    「はは……そんなこともあったな。あのときは死ぬほど恥ずかしかった」


    「でも、キノちゃんが一緒だったから……わたし、心強かったんだよ。実はね、わたし……あのとき、キノちゃんがわざと乗れない振りをして、わたしに付き合ってくれてるのかなぁって……ちょっとだけ自うぬ惚ぼれてたの。実はキノちゃんも本当に乗れないんだってわかったときは、正直、夢が壊れた気分だったかも……」


    　そう呟つぶやくと、葉桜はほんのりと頰ほおを染めた。


    「わっ、悪かったな！　どうせ俺は運動オンチだよ」


    　乙は素っ気なく呟つぶやくと、そっぽを向いた。その直後だった。なんの前触れもなく、背後から背中を蹴け飛とばされた乙は、大きくバランスを崩し、前方につんのめったのである。


    「うおっ！」


    　自他共に認める運動オンチだけあって、乙は呆あつ気けなく転んだ。直後、不ぶ様ざまに倒れ伏した乙の背に、固い靴くつ底ぞこが獰どう猛もうな勢いで喰くらいついた。


    「あ痛いたたたっ！」


    　ぎりぎりと音たてて、乙は誰かに背中を踏まれている。万まん力りきで挟まれているような感覚に戦慄した。脂汗を垂らしつつ、身み悶もだえを続ける。周囲の通行人が、何事かとばかりに好奇の眼まな差ざしを向けてきた。


    「だ、駄目ですよっ！　キノちゃんが可か哀わい想そうです！」


    　葉は桜ざくらが懸命に主張してくれたおかげで、乙きのとはようやく、魔手ならぬ魔足から解放された。


    「おはよう、キノっち」


    「何するんですか、会長！　死ぬかと思いましたよ！」


    　眼の前で仁王立ちしているのは、ある意味、乙が最も会いたくない人物だった。


    　御み鏡かがみ輝てる美み。乙と葉桜も所属する郷土史研究部──通称〈逢おう魔まの会〉の会長である。


    　適度に着崩したセーラー服の上には、フードの縁にふさふさとしたファーの付いた、オレンジ色のダウンジャケットを重ねている。真っ赤に染めた髪はエアリー・ボブ。


    　やけに長身に見えるのは、高さが十三センチに及ぶ厚底ブーツを履いているからだ。輝美の実際の身長は一六二センチ程度なので、ブーツを脱げば乙より三センチは低いはずだ。


    「ちょっと？　〝会長〟じゃなくて〝テルミン〟って呼べって、いつも云いってるでしょ？」


    「嫌ですよ、恥ずかしい！」


    「あ、あのぅ……おはようございます」


    　今更のように、葉桜が輝美に向けて、礼儀正しく挨あい拶さつをした。打って変わって、輝美は天てん真しん爛らん漫まんに微ほほ笑えむと、葉桜の肩を優しく抱き締めた。否いな、ただの抱擁に留まらず、頰ほおずりまで始めている。葉桜は真っ赤になって、かちんこちんに硬直してしまった。


    「おはよ、葉桜。今日も可か愛わいいねぇ」


    「そっ、そんなことないですよぅ」


    　乙はそんな輝美をぼんやりと眺めつつ、難儀な人だなぁと、嘆ため息いきを禁じ得ない。


    　そう、会長こと御鏡輝美は、ただ黙ってさえいれば、校内一の美少女だと評する生徒も少なくないのだ。ところが、いったん口を開いてしまうと、その強烈な言動とディープな趣味が災いしてしまう。男を踏みつけにするのが大好きというサド的な嗜し好こうもさることながら、輝美が民俗学──特に綾あや咲さく市の周辺地域における土ど俗ぞくに異様なほど興味を示しているのは、校内では有名な話だった。


    　和なごやかに談笑しつつ、黒こく蒐しゆう院いん通りに沿って登校を続けていた三人だったが、ふいに輝美が奇声を張り上げた。


    「あっ、真っ赤なポルシェ発見！」


    　乙は面倒臭そうに、輝美の視線を追った。車道を挟んだ向こうには、コンビニがあった。輝美の云う通り、駐車場にはやけに高級そうな外車が止まっていた。


    「か、会長さんっ！」


    　葉桜が小さな悲鳴を漏もらした。ポルシェから視線を戻した乙も眼を瞠みはった。輝美がプリーツ・スカートをひらりと翻ひるがえし、威い風ふう堂々、車道に飛び出したのだ。


    「かっ、会長！　何やってるんすか！」


    　乙は蒼白となった。葉桜などは恐怖のあまり、顔を覆っている。巻き起こるクラクションの嵐。急ブレーキによる甲かん高だかいノイズ。そんな中、輝てる美みはバレエでも踊るようにくるくると旋回しつつ、ひらりひらりと、迫り来る自動車をかわしていく。あっという間に、大通りを渡ってしまった。


    「キノっちぃ！　葉は桜ざくらぁ！　何してんのさ！　早く早くー」


    　道路を挟んで、大声を張り上げる輝美。当然ながら、周囲の耳じ目もくを一身に集めている。あまりにも恥ずかしい。だが、ここで無視したら確実に制裁が待っているだろう。まだ知り合って一年にも満たないが、乙きのとは輝美の性格を充分に理解していた。


    「どうする、葉桜？」


    　乙が訊たずねると、突然、葉桜は心底申し訳なさそうに俯うつむいた。


    「あ、あのねっ……ごめんなさい、キノちゃん！　わたし、今日は日直なの！」


    　葉桜はくるりと踵きびすを返すと、ぱたぱたと駆け出した。葉桜が適当な噓うそをついて逃げ出したのではないことは、乙にもちゃんとわかっている。かれこれ十年にわたる付き合いなのだ。苦笑交じりに見送るしかなかった。


    　溜ため息いきを漏もらしつつ、乙は信号のある場所まで引き返すことにした。


    　　　　　　　†


    　志し賀が真ま由ゆ璃りの遺体はいったん、綾あや咲さく署に搬送された。午前中は霊安室で警察医による検視を行う予定だ。その後は十中八九、黒こく蒐しゆう院いん大学医学部の法医学教室で司法解かい剖ぼうを受けることになる。あれほどの異常死体だ。検視で解明できる要素など、たかが知れている。


    　既に遺族は遺体と対面を果たし、志賀真由璃であることを確認した。マスコミもそろそろ騒ぎ出す頃だ。人口九万の地方都市で起こった事件とはいえ、午後には全国ネットのワイドショーでも報道されるだろう。


    　──それにしても、わからないことだらけだな。


    　県道を飛ばしつつ、御み室むろ咲さく弥やは妙な違和感を覚えている。鑑識の結果、遺体の腹ふく腔こうに収まっていたコンビニのレシートからは、二人分の指紋が検出された。一方は被害者マル害本人の指紋であることが判明している。他方は常識的に考えれば店員の指紋だろう。まさか、犯人が堂々と指紋を残しているとも思えない。


    　今朝の午前三時二十三分、何者かが市内のコンビニでミニカップのアイスを購入した。その何者かは、わざわざレシートに被害者の指紋を付着させた上で、遺体の腹腔に収めたのだろうか……？


    　それにしても、どうしてアイスなのか？　遺族がもたらした情報によれば、同銘柄のストロベリーは被害者の好物であったという。材料費の高こう騰とうを理由に、希望小売価格が値上げとなった後も、欠かさず買い続けていたそうだ。まさか被害者本人が深夜のコンビニに現れ、当該商品を購入し、その僅わずか三時間後には、あんな遺体になっていたとでもいうのだろうか。


    　否いな、時間的に考えてあり得ない。検視官の報告によれば、あの遺体は極めて剝はく製せいに近い状態だったらしい。臓器のみならず、脳や肉、骨といった中身をそっくり抜かれた上に、皮ひ膚ふには薬品による防腐処理が施ほどこされていた。皮膚の内側には、意味不明な金属やワイヤーまでが散さん見けんされたという。


    　何はともあれ、まずは当該時刻にコンビニでレジを打っていた店員に事情聴取を行うのが先決だ。無む論ろん、その後は監視カメラの映像を検証することになる。


    「はぁ……今夜も徹夜になりそうだ」


    　車は県道を外はずれ、黒こく蒐しゆう院いん通りに差し掛かった。やがて、右方に目的地であるコンビニが見えた。咲さく弥やは俊敏にステアリングを切ると、駐車場に滑り込んだ。


    



    　挨あい拶さつもそこそこに、咲弥は店内奥の事務所に通された。スチール製の机を挟み、店長と向かい合う。早速、当該時刻に働いていた店員について訊たずねてみると、意外にも、店長自みずからレジを打っていたという。アルバイトの学生が風か邪ぜを引き、急に休みたいと連絡を寄よ越こしてきたため、仕方なく店長が代理を務めたとのことだった。


    「……だったら話は早い。今朝午前三時二十三分に、ミニカップを買った客を覚えているか？」


    　咲弥の質問に、店長は拍子抜けするほどあっさりと答えた。


    「はい。ぱっと見た感じ、高校生くらいの女の子でしたね。真面目そうな感じの……」


    「おいおい、まさか……！」


    　咲弥は嫌な予感を覚えた。志し賀が真ま由ゆ璃りの外見的特徴と、あまりに一致するではないか。


    　試しに志賀真由璃の写真を提示してみると──。


    「そうそう、この子です！　間違いありませんよ！」


    　鼻息も荒く、店長は身を乗り出してきた。


    「そんなバカな！」


    　突然、咲弥が拳こぶしを机に叩きつけたので、店長はびくっと身をすくめた。


    「お、落ち着いて下さいよ！　後で監視カメラのビデオをお渡ししますから……」


    　少なくとも、店長が噓うそや冗談を云いっているようには見えなかった。その証言が確かなら、アイスクリームを購入したのが被害者マル害本人であった可能性は極めて高い。


    「……同行者はいたのか？」


    「一人だったと思います。少なくとも、店内では一人きりでした」


    「店外で誰かが待っていた可能性は？」


    「さぁ、そこまではちょっと……」


    



    　その後、咲弥は店長から監視カメラのビデオを受け取り、さらには店長自身の指紋を採取させてもらった。やることは終えたので、いったん、署に戻ることに決めた。


    　咲さく弥やは店長に名刺を渡すと、事務所を後にした。コンビニの店内は、今しも登校中の高校生で溢あふれ返っていた。黒こく蒐しゆう院いん大学附属高校の生徒たちだ。男子の制服は平凡なブレザーだが、女子の制服には華があった。地元では一目で黒大附属の生徒だとわかるセーラー服。


    　キャッキャとお喋しやべりに興じている女子高生の脇をすり抜け、咲弥はレジの前に立った。素そっ気けなく「ハイライト」と告げる。なんとなく、背後の女子高生たちと比べると、自分が酷ひどくオヤジ臭くさい気がして、鬱うつ々うつとした気分になった。支払いを済ませ、足早に店を出た。


    　扉を開け放った途端、咲弥の胸に飛び込んできた人影があった。


    「サク姉ねえ、見ーつけた！　何やってんの？」


    「……輝てる美み？」


    　輝美は咲弥の乳房から顔を上げると、やや不満げに唇くちびるを尖とがらせた。


    「んもー！　テルミンって呼んでって、いつも云いってるでしょ？」


    　くねくねと身をくねらせて抗議する輝美に、咲弥は嗟さ嘆たんの舌打ちを漏もらした。


    「相変わらずだな、お前……」


    　入り口の前だと客の邪魔になるので、咲弥は駐車場に移動した。愛車の脇で立ち止まると、輝美と肩を並べ、コンビニの外壁に背中を預ける。


    　咲弥が口を開きかけた、まさにそのときだった。


    「──会長？　そんなところで何してるんです？」


    　咲弥は顔を上げた。ちょうど、小柄で神経質そうな少年が、こちらに駆け寄って来るところだった。輝美を「会長」と呼んだことから察するに、郷土史研究部のメンバーだろう。


    「ちょっと、キノっちぃ！　遅いってば！　何してんのさ！」


    　輝美が頰ほおを膨ふくらませると、少年はたどたどしく弁解を始めた。だって、仕方ないじゃないですか。あんな風に道路を横断するなんて、無謀もいいところですよ……云うん々ぬん。


    　少年が弁解を続けている間にも、咲弥はさりげなく、その容姿を観察している。別段、高校生の男子に食指を動かしたわけではなく、職業柄、癖くせになってしまっているのだ。


    　なかなか悪くない顔をしている。目鼻立ちは綺き麗れいに整っていて、中性的。そのくせ、どことなく風ふう[image: ]さいの上がらない雰囲気が漂ただよってくるのが不思議だった。まだ十代にもかかわらず、枯れた印象を感じさせるのだ。


    　御み室むろ咲弥が水み祭まつり乙きのとに抱いだいた、それが第一印象だった。


    



    「えっとね、こちらはサク姉──御室咲弥さん。従姉いとこのお姉さんだよ。このポルシェね、サク姉の愛車なの」


    　あいにく、乙の視界にポルシェなどは入っていない。咲弥の輝かしい美び貌ぼうを前に、完全に気を呑のまれてしまったのだ。


    「ど、どうも……水祭です」


    「ああ、君が水み祭まつり君だったのか。輝てる美みから、いろいろと噂うわさは聞いてるよ。あの洋館に住んでいるんだって？」


    「ええ、まあ……」


    　やんごとなき令嬢を思わせる容姿に似に合あわず、咲さく弥やの口調が男勝まさりだったため、乙きのとは面食らったものの、逆に好感を抱いた。


    　ふと、乙は素朴な疑問を覚えた。確か「御み室むろ」と云いったか。まさか、あの御室グループの関係者だろうか？


    「ところでさー、サク姉ねえこそ、朝っぱらから何してんの？」


    「そりゃあ、お前。仕事に決まってるだろう」


    「相変わらず一匹狼？　捜査って二人一組でやるもんじゃないの？　刑事の基本っしょ？」


    　輝美の鋭い指摘に、咲弥は涼しげに云い放った。


    「一人のほうが性に合っているんだ。本庁ならともかく、こんな田舎の警察署だしな」


    「ふーん、サク姉らしいね。そういえば……今朝、街が妙に騒がしかった気がする」


    　咲弥は懐ふところから取り出した煙草に火を点つけた。


    「殺しだよ。お前だから特別に教えてやるが……例の連続失踪事件、覚えてるか？　あれの三人目が今朝、死体で発見された。午後には報道されるだろう」


    　たちまち、輝美の双そう眸ぼうが爛らん々らんと好奇の光を帯びた。


    「意外だねぇ。一人目じゃなくて、いきなり三人目が発見されたってわけ？」


    　瞳ひとみをきらきらさせながら、輝美は咲弥に迫った。


    「あの、会長？　捜査に関わることなんだから、根掘り葉掘り訊たずねるのはどうかと……」


    　そんな乙の気遣いとは裏腹に、


    「ふむ。確かに、こういうことは案外、輝美の専門分野かもしれんな」


    　咲弥はそう呟つぶやくと、まるで霧の晴れたような表情を浮かべた。乙は底知れぬ不安に駆られた。刑事が捜査情報を民間人に漏もらすなど、常識的に考えればありえない。さすがは御み鏡かがみ輝美の従姉いとこだけあって、型破りな一面を持ち合わせているらしい。


    「えへへー、そう来なくっちゃ！」


    



    　死体の特徴を聞けば聞くほど、乙は背筋が寒くなる思いがした。対照的に、輝美は咲弥が話せば話すほど、次第に興奮度を高めていった。その姿は、あたかも全身の毛を逆立てる仔猫を彷ほう彿ふつとさせた。


    　発見された遺体は、脳から内臓、骨や肉に至るまで、中身をそっくり抜き取られていたという。その上、防腐処理を施ほどこされていた。何よりも異常だったのは、遺体の腹部に装備されたファスナーの存在に尽きる。空っぽの腹ふく腔こうからは、一枚のレシートが発見された。


    　乙はいい加減、耳を塞ふさぎたい衝動に駆られたが、咲弥の話は更に続いた。


    　なんと当の被害者が、遺体で発見される三時間ほど前に、このコンビニでミニカップを買って行ったらしい。


    「……とまあ、こういうわけだ。輝てる美み、何か思うところはあるか？」


    　意外にも、輝美は鼻歌交じりに胸を張ると、自信たっぷりの笑えみを浮かべた。


    「話を聞く限り、その遺体ってさ……死体というよりは、皮に近いよね。犯人は死体の中身を取り出すっていう行為自体に意味を見み出いだしているわけじゃなくて、人間の皮に異様な執着心を燃やしてる感じがする」


    「ふむ……」


    「もし、中身を刳くり抜くことに執着しているんだったら、儀式が終わり次第、外側なんて用済みだよね？　あるいは人間の剝はく製せいを作りたいっていう欲望の持ち主が犯人だった場合、それなら傷口は綺き麗れいに縫ぬい合わせるのが定じよう石せきのはず。お腹なかの裂さけ目にわざわざファスナーを備え付けて、あえて開閉可能にするってところに、重要な意味が隠されてる気がする」


    「ふぅむ……なるほどな」


    「それとさー。皮っていえばやっぱり、姥うば皮かわを思い出すよね！」


    　聞き慣れない単語に、咲さく弥やも乙きのとも揃って、怪け訝げんそうな表情を浮かべた。


    「ウバカワ？　なんだそれは？」


    「知んないの？　昔話の『蛇へびの聟むこ入いり』に登場する、お婆さんの皮のことだよ。この皮を被かぶるとね、お婆さんに成り済ますことができるの。でね、このタイプの昔話は全国各地で採取されてるんだけど、綾あや咲さく市の周辺地域にもしっかり伝わっているんだよね」


    「それは、どういう昔話なんだ？」


    「基本的には〝異類婚〟と〝異類殺害〟っていう、ふたつの要素が根底にあるのね。異類の許もとへ嫁とつぐことになった娘が、夫を殺害するわけ。この〝異類〟ってのはもちろん、人外の存在ね。『蛇聟入』の場合は当然、蛇が異類ってことになるわけ。蛇じゃなくて猿が登場する場合もあるよ。こちらはタイトルが『猿さるの聟むこ入いり』になるんだけど」


    　──異類。


    　その言葉を耳にした瞬間、乙は背筋にぞくりと冷たいものが走るのを感じた。どういうわけか、真っ赤な襦じゆ袢ばんを着た幼女を思い出したのである。


    「水み祭まつり君？　気分でも悪いのか？　顔色が悪いようだが……」


    　上の空となった乙に、咲弥が心配そうに声をかけた。


    「あ、いえ……大丈夫です。なんでもありませんから」


    「キノっちは菜食主義者だかんね。デフォルトで蒼あお白じろいんだよ」


    「別に、主義ってわけではないんですけど……」


    　乙が肉を食べないのは、単に苦手だからであって、そこになんらかの主義主張が絡からんでくるわけではない。要は、単純に好き嫌いの問題なのだ。


    　輝てる美みは乙きのとの反論をあっさりと黙殺すると、嬉々として宣言した。


    「それでは、『蛇へびの聟むこ入いり』のお話を始めまーす」


    　　　　　　　†


    　昔々、あるところに、三人の娘を持つお百姓がおりました。このお百姓が住む貧しい村では、永ながらく日ひ照でりが続いたせいで、田んぼが干上がってしまいました。


    　ある日、お百姓が干かん魃ばつを嘆なげいていたら、紋付きを着た若侍が登場して、


    「ワシが田んぼに水をかけてやるから、お前の娘の一人を嫁にくれい」


    　そう云いいました。お百姓がびっくりして、若侍の正体を訊たずねたところ、


    「ワシは山奥の沼に住む、大だい蛇じやの化け身しんじゃ」


    　その後、すぐに大雨が降り、干上がっていた田んぼは水に恵まれました。大蛇はお百姓の願いを叶かなえてくれたのです。


    　ところが、大蛇と軽率な約束を交わしたお百姓は、頭を抱えてしまいました。


    　三人の娘のうち、一人を大蛇に嫁がせなくてはならなくなったからです。父親からその話を聞かされた長女と次女は、もちろん断りましたが、意外にも末っ子の娘は、大人しく了承しました。


    　娘は千個の瓢ひよう簞たんと千本の針を用意し、山奥の沼に出かけました。そこで大蛇と対面した娘は、


    「我が家のしきたりで、この千個の瓢簞を沼に沈めないうちは、お嫁にはいけません」


    　と告げ、沼に瓢簞をばらばらっと放り込みました。大蛇は懸命になって瓢簞を沈めようとしましたが、なかなか沈めることができません。ひとつを沈めれば他のが浮く。他のを沈めれば別のひとつが浮く。その繰り返しです。


    　くたびれ果てた大蛇は、土手に上って、ぐぅぐぅと寝てしまいました。その隙に、娘は千本の針を大蛇の鱗うろこの一枚一枚に突き刺し、殺してしまいました。　


    



    　大蛇殺しを無事に成し遂げ、自由の身となった娘は、その後、山の中を彷徨さまよいます。やがて、娘は山やま姥んばが住む小屋に辿たどり着きました。


    　山姥は娘の身を案じて、姥うば皮かわを託しました。実は、この山姥の正体とは、かつて大蛇に沼から追い出された、不ふ憫びんな蛙かえるだったのです。


    　蛙から託された姥皮を被かぶり、老婆に成り済ました娘は、山を下りて、長者の屋敷で働くことになりました。あくまでも老婆の姿のまま、娘は庭掃き女として、甲か斐い甲が斐いしく働きました。


    　ところがある日、自分の部屋でこっそり姥皮を脱いでいた娘を、長者の息子が目撃してしまいます。息子は娘に一ひと目め惚ぼれし、恋煩わずらいで寝込んでしまいました。


    　長者は占い師を呼んで、息子の病状を調べさせました。占い師が云うには、屋敷中の女に食事を運ばせ、息子がそれを食べたら、その女と結婚させるが良いとのこと。


    　かくして、女たちが次々と息子の許もとに食事を運びに行きましたが、息子はことごとく断ってしまいました。最後に残ったのは、老婆の皮を被かぶったあの娘でした。


    　長者は仕方なく、老婆にも食事を運ばせることにしました。


    　姥うば皮かわを脱いだ娘が食事を運ぶと、息子は笑って食べてくれました。　


    　こうして、娘は長者の息子と結ばれました。めでたし。めでたし。


    　　　　　　　†


    　あれほど学生たちで賑にぎわっていた店舗は、時間が経つにつれ、いつしか、がらんどうと化していた。学校では、とっくに一限目の授業が始まっている頃だ。駐車場をぎっしりと埋めていた車両も、一台、また一台と走り去り、今や真紅のポルシェを残すのみだった。


    　昔話を語り終えるなり、輝てる美みは突拍子もないことを告げた。


    「要するに、姥皮ってのは〝人間の着ぐるみ〟ってわけだね！」


    「はぁ？　またまた、何を云いい出すかと思えば……着ぐるみだと？」


    　不可解な面おも持もちで呟つぶやいた咲さく弥やだったが、ふいに、はっと何かに勘付いたように、表情を強こわ張ばらせた。これで二本目となる煙草たばこの尖せん端たんから、灰の塊かたまりがぽろりと零こぼれ落ちた。


    「お前……まさかとは思うが……」


    「うん！　そのまさかだよ」


    　乙きのともまた、二人が思い当たった可能性を察し、啞あ然ぜんとした。


    　そう……「姥皮」などという現実離れした単語だから、ぴんと来なかった。


    　だが、「姥皮」を「着ぐるみ」に変換しただけで、俄が然ぜん、現実味を帯びてしまう。死体の腹部にファスナーが装備されていたとなれば、なおさらだ。そう、着ぐるみならばファスナーが装備されていても、なんら不思議はない。


    「じゃあ、お前は……コンビニに現れた志し賀が真ま由ゆ璃りの中には、実は誰かが入っていた……とでも云うのか？」


    「もちろん、テルミンの憶測に過ぎないけどね。ま、可能性のひとつってことで」


    「あの皮を誰かが被っていた……。そんなことが、果たしてあり得るのか……？」


    　咲弥の声が震えていることに、乙は気づいた。その豪ごう奢しやな雰囲気とは裏腹に、案外、怖がりのようだ。よく見ると、指でつまんだ煙草の尖端までが、小刻みに震えている。ほとんど吸わないうちに、火はフィルターの付近にまで達していた。


    「うふふ……大丈夫、サク姉ねえ？　今夜、一人で眠れるかな？」


    　輝美の悪いた戯ずらっぽい言葉を聞いて、乙は自分の推測が正しいことを知った。どうやら、この美しい女刑事は、その毅き然ぜんとした態度とは裏腹に、ホラーが苦手らしい。


    「バカ！　あっ、あたしを誰だと思っているんだ？」


    　虚きよ勢せいを張る咲弥だったが、その声はますます震えを帯びてしまい、もはや説得力は皆無である。


    「ふふ……サク姉ねえったら、可か愛わいい……」


    「こ、こらっ、くっつくな！　水み祭まつり君が呆あきれているぞ！」


    　非難の声も虚むなしく、輝てる美みが咲さく弥やの耳たぶに、ふっ……と生温かい息を吹きかけた。


    「ひっ！」


    　よほど驚いたのか、咲弥は劇はげしい反応を示した。


    「あはっ！　ホラーが苦手なのは、昔から変わんないんだよね。本物の死体を調べるのは平気な癖くせにねぇ」


    「まあ……なんだ。死体はあくまでも現実として、そこに横たわっているからな。あたしが苦手なのは、得体の知れない闇を感じさせる現象なんだよ。ほら、お前らはとっとと学校に行け！　あたしも署に戻る。まだビデオ解析が残っているからな……それと、水祭君」


    「は、はい？」


    　唐とう突とつに声をかけられ、乙きのとは狼ろう狽ばいした。咲弥はいつの間にか、右手の人差し指と親指をぴんと伸ばし、ピストルを形作っている。その優美な銃口は、何故か乙の胸に向いている。


    「あたしの弱点については、決して口外しないように」　


    「はい？　ああ、その……ホラーが苦手ってことですか？」


    　乙の言葉に、咲弥はほんのりと頰ほおを染めた。


    「そ、そうだ。誰かに漏もらしたら、承知しないぞ！」


    　乙は素直に了承した。確かに、咲弥のように毅き然ぜんとした女刑事が、実はホラーが苦手でした──などというのは、さすがに体てい裁さいがよろしくない。


    　ちょうどそのとき、唐突に咲弥の携帯電話が鳴った。咲弥は面倒臭そうに、端末を懐ふところから取り出した。


    「……はい、御み室むろ。どうした？　……はぁ？　お前、何云いってんだ？」


    　咲弥が急に語調を荒らげたので、輝美と乙は不思議そうに顔を見合わせた。


    「あぁ？　ちょっ……そんなバカなことがあってたまるか！　わかった、今すぐ戻る！」


    　乱暴に通話を切ると、咲弥は別れの言葉も告げずに、ポルシェに乗り込んだ。凄すさまじいエキゾースト・ノートを響かせるや、急発進。真紅の車体が完全に消失するまで、五秒と要さなかった。


    「何があったんでしょうね……？」


    「さぁ……なんなんだろうね？　あんなサク姉、初めて見たかも」


    　さすがの輝美も、ぽかんとした表情で、言葉が見つからない様子だった。

  


  
    　　弐　濃霧神隠し奇き譚たん


    



    　──〈逢魔おうまの会〉。


    　弱小ではあるが、サークルではなく、れっきとした「部」である。その歴史は意外に古く、今年で[image: ]部三十周年を迎えるという。正式名称は「郷土史研究部」なのだが、いつしか〈逢魔の会〉という通称で呼ばれるようになった。


    　不ふ穏おんな通称を考案したのは、かれこれ十年以上も昔に在籍していた、当時のメンバーとのことだ。それ以降、歴代の代表者は「部長」ではなく、「会長」と呼ばれるようになった。


    　部室は校庭の片隅にひっそりと佇たたずむ粗末な建物で、見た目は粗末な木造家屋である。掘っ立て小屋も同然の、築五十年は過ぎている建物だった。


    　一応、電気や水道は通っており、座敷の中央には昔ながらの掘り炬ご燵たつがある。元々は校務員の居室として建てられた小屋だったが、校舎に新しい部屋が用意され、校務員がそちらに常駐するようになってからは、〈逢魔の会〉が借り受けた。それ以前は、社会科資料室が〈逢魔の会〉の部室だったという。


    　面白いことに、郷土史研究部が〈逢魔の会〉を名乗り始めた時期と、専用の部室を獲得した時期は、ぴたりと一致するらしい。もしかしたら、よほど個性的な生徒が在籍していたのかもしれない。それこそ、現会長のように。


    　乙きのとが様々な文化部の中から、あえて〈逢魔の会〉に所属したのには、それなりの理由があった。綾あや咲さく市と周辺地域の郷土史を調べることで、自分が生まれた村について、何かが判明するかもしれないという、淡い期待を抱いたのだ。それは、失われた幼少時の記憶を探ることを意味した。


    　あいにく、現時点ではなんの成果も出てはいない。一度、輝てる美みにそれとなく訊たずねてはみたのだが、綾咲の周辺地域、特に山間部には驚くほど多数の村落が点在しており、過疎化や土砂崩れなどの理由で村々が消滅した例など、枚まい挙きよに遑いとまがないという。結局、お気楽な輝美に振り回されているうちに、その問題は有う耶や無む耶やとなった。


    　部員数は総勢七名。二年生が四名に、一年生が三名。


    　二年生のうち三人は、部を存続させるために輝美が搔き集めた幽霊部員である。乙などは顔も名前も知らない。なので、きちんと部室に顔を出すメンバーといえば、二年生の御み鏡かがみ輝美と、一年生の水み祭まつり乙、八や百お井い初はつ春はる、天あま城ぎ葉は桜ざくら──この四名だった。


    



    　来週に期末試験を控えていることもあり、放課後の校庭は人影もまばらで、どことなく寂しげな雰囲気が漂ただよっている。


    　教室を出る直前、葉桜は乙を呼び止とめると、


    「今日は夕食の買い出しに行かなくちゃ駄目だから……」


    　と切り出し、今日の部活は休むと伝えてきた。


    　部室代わりの掘っ立て小屋に辿たどり着いた乙きのとは、扉の前で突然、背中を叩たたかれた。　


    「やぁ、キノっち！」


    　無駄に爽やかな声音。会員の八や百お井い初はつ春はるだった。お世辞にも人付き合いが良いとはいえない乙にとっては、腹を割って話すことのできる貴重な友人である。愛称は「ハル」。身長は乙より数センチ高い程度。髪を茶色に染め、健康的に日焼けしている。おかげで軟派な優やさ男おとこという印象が強く、一見、乙とは正反対のタイプに見えるのだが、見た目以上にバカだというのが、輝てる美みの「八百井初春」評であった。これには乙も概おおむね同意している。


    　初春は小学生だった頃、酷ひどいいじめに遭っていたという。四年生の頃から始まった些さ細さいないじめは、徐々にエスカレートして、五年生の一学期には最高潮に達した。そんな初春を危機から救ったのが、同じ小学校に通っていた先輩、御み鏡かがみ輝てる美みであった。


    　当時から厚底ブーツを愛用していた輝美は、五人の悪ガキどもを片かたっ端ぱしから叩きのめし、教室の床に這はいつくばらせた挙げ句、一人ずつ背中を踏みつけていった。当初は劇痛に呻うめいていた悪ガキどもだったが、その反応はやがて、甘かん美びなものへと変わっていった。


    　そんな光景を前に、なんと被害者だった初春までもが、


    「ぼくにもお願いするっス！」


    　と、加害者どもの隣に横たわったという。まるで冗談のような話だが、輝美と初春、双方から聞いた話なので、実話なのは間違いない。


    　そんな縁をきっかけに、初春は輝美に懐なつくようになった。その関係は今でも続いている。輝美を追いかけて黒大附属に入学した初春の努力を思えば、微ほほ笑えましくもあり、涙ぐましくもあった。ただでさえ勉強嫌いな初春が黒大附属に入るのに、どれほどの苦難を乗り越えたのかは……想像に難かたくない。


    　あいにく、輝美は今でも初春を完全に子分扱いしており、その関係が別の方面へと進展する気配は感じられない。当の初春自身、今の主従関係に満足しきっているように見える。


    「ところでさー。キノっちもいい加減、『アルマガ』に入会しなよ。招待状ならいつでも送れるけど？」


    　以前から何度も繰り返されてきた話題に、乙は面倒臭そうに答えた。


    「面倒臭いからパス。何度も云いわせるなって」


    　初春は露ろ骨こつに、大おお袈げ裟さな溜ため息いきを漏もらしてみせた。


    「……ったく、そんなんだから、テルミン先輩からバカにされるんだって。ま、興味が湧わいたらいつでも云ってよ。できれば、葉は桜ざくらちゃんにも招待状を送りたいんだけどなぁ」


    「おいおい……葉桜の性格、知ってるだろ？　たぶん、俺以上に不向きだって」


    　初春が『アルマ＝ガロ』──通称『アルマガ』を始めたのは、ごく最近のことだ。いわゆるＳＮＳ（ソーシャル・ネットワーキング・サービス）である。


    　何でも、日記を書いたりメッセージを送ったり、コミュニティで語り合ったり、「アル友」と呼ばれる仲間を増やしたりと、様々なことが可能らしい。


    　ＳＮＳの分野では後発ながら、『アルマ＝ガロ』の会員数は今年で三百万人を突破したという。その理由は諸説あるが、音楽やファッションといった業界を中心に、コアな人気を誇っているのは確かだ。特に、〝メジャー〟や〝定番〟といった概念を嫌い、〝カウンター〟をこそ愛する者たちの間で、圧倒的な支持を得ている。


    　その一方で、特別に選ばれた会員だけがアクセスを許される領域、すなわち「プレミアム・スペース」が存在するという噂うわさも、まことしやかに囁ささやかれていた。とはいえ、完全無料を謳うたっている以上、そのような領域が存在するのは矛盾している。いってみれば都市伝説のようなものだが、密ひそかに話題となっているのは事実だった。


    　なんにせよ、乙きのとはこの手のブームに懐疑的である。そもそも、日記とは他人に隠れて記しるすものではなかったか？


    　あれは乙がまだ、小学生だった頃のことだ。葉は桜ざくらの勉強部屋で、乙は一冊のノートを発見した。ピンク色の革表紙。いかにも葉桜らしい日記帳だった。


    　──だっ、駄目ぇ！　早く返してよぅ！　絶対に見ちゃ駄目なんだからっ！


    　普段は大人しい葉桜が、あのときだけは顔を真っ赤にし、涙目になりながら、乙から日記帳を強引に奪い返したものだ。


    　ところが、今ではどうだ。多くの者がブログだのＳＮＳだのにハマり、自分の日記を他者に向けて発信するようになった。あまりに奇妙なことだ。他人に読んでもらうことを前提とした日記とは、果たしてなんなのか。乙にはその神経がまったく理解できない。こんな風に考えてしまうのは、単に乙が時代に乗り遅れているだけなのだろうか。


    「そういや知ってる？　アルマ＝ガロ社の代表ってさ、蓮れん城じよう征せい志し郎ろうっていうんだけど、黒大附属のＯＢらしいよ。ぼくたちの大先輩ってわけだね。大学は黒大じゃなくて東大だけど。地元の英雄ってとこかな」


    　初はつ春はるの言葉に、乙は少しだけ驚いた。


    「へぇ……そいつは初耳だ。ところで、耳に付けてるそいつはなんだ？」


    　乙がぶっきらぼうに訊たずねると、初春はニカッと会心の笑えみを漏もらした。あたかも、髪型を変えたことを彼氏に指摘され、心の裡うちでガッツポーズを決める少女のようであった。


    「へへっ、『Ｌ．Ｆ．Ｌ』のファスナー・アート。渋いだろ？　こいつも『アルマガ』のコミュニティで紹介されててさ。Ｗｅｂ通販のみの限定品なんだよね！」


    　ファスナーと聞いて、乙はぎくりとした。今朝、コンビニの駐車場で咲さく弥やから聞いた捜査情報を思い出したのである。


    　乙は気が進まないながらも、初春の左耳を飾る連結型ピアスを観察した。〝ファスナー・アート〟を標ひよう榜ぼうするだけあって、その造形は確かにファスナーに通ずるものがあった。


    「『Ｌ．Ｆ．Ｌ』ね……そんなに流行はやってるのか？」


    「シルバー・アクセ業界じゃあ、『Ｌ．Ｆ．Ｌ』を立ち上げた烏からす丸まさんっていえば、カリスマ的存在だよ。烏丸だけにカリスマ、なんてねー」


    　寒いギャグを披露しつつ、初はつ春はるはファスナー・アートのスライダーを滑らせた。りりり……という涼やかな音色は、とてもファスナーとは思えない清涼感があった。


    　それより何より、乙きのとはどうしても初春に指摘したいことがあった。実は先ほどから、ずっと気になってはいたのだ。


    「なぁ、ハル……ズボンのチャック、開いてるぞ？」


    「えっ、マジ？　あっ、ほんとだ！　テルミン先輩に見つからなくて良かったぁ！」


    　そんな初春を苦笑交じりに眺めていたら、乙は今朝の恥ずかしい一件を思い出してしまった。


    　──ズボンの前、開いてますわよ？


    　乙の前に躊躇ためらいなく跪ひざまづき、無防備な股間に指を添え、無邪気にファスナーを引き上げる初はつ美みの姿は、妙に艶つやっぽく映った。しなやかな指先に触れられた感触が、生々しくも脳のう裡りに甦よみがってしまい、乙は頰ほおが熱を帯びるのを自覚した。無む論ろん、初美の行為になんの他意も含まれていなかったことは、乙も充分に承知している。初美にとっては、幼児の服装を正してやるのと同次元の感覚だったはずだ。それでも、乙は初美の「女」としての部分を意識せずにはいられなかった。


    　そんな乙の煩ぼん悩のうを吹き飛ばすかのように、突如として、部室の扉が乱暴に開け放たれたかと思うと、鬼気迫る顔をした輝てる美みが飛び出してきた。


    「キノっちぃ！　大変大変！　これはヤバいって！　ほんとにヤバい！　サク姉ねえどころか、綾あや咲さく署……ううん、県警を揺るがす大ニュース！」


    「……はい？」


    　ぽかんと呆ほうける乙の腕を強引に摑つかむと、輝美は無理やり室内に引きずりこんだ。靴くつを脱ぐ暇ひまさえ与えてはもらえない。輝美に引きずられながら、乙は仕方なく、ぽいぽいと靴を脱ぎ捨てた。


    　戸口にただ一人、ぽつんと残された初春は、見た目の割りに几帳面な部分もあるらしく、乙が乱雑に脱ぎ飛ばした靴を直してやりながらも、しょんぼりと呟つぶやいた。


    「ぼくは存在すら無視ですか、テルミン先輩……」


    　輝美は掘り炬ご燵たつに両足を突っ込むと、ワンセグ機能付きの携帯電話を突きつけてきた。


    「なんですか、これ……ワイドショー？」


    　乙は小首を傾かしげた。遅れてきた初春も、脇から興味深そうに覗のぞき込んでくる。


    　小さな液晶画面に映し出された番組を観ているうちに、輝美がこれほどまでに取り乱している理由が、少しずつわかってきた。乙きのとの膝ひざ頭がしらが、ガクガクと震えを帯びる。


    「噓うそだ……こんなことが……？」


    　午後三時から始まったワイドショー。


    　そこで報道されている事実は、あまりにも信じがたいものだった。


    　　　　　　　†


    　結局、ワイドショーが終わると同時に、会長自みずから部室を飛び出してしまったため、部活はお開きとなった。自他共に認める「テルミン先輩の犬」である初はつ春はるもまた、輝てる美みを追いかけてしまった。


    　それ以前の問題として、来週からは期末試験が始まる。いつもの癖くせで、ついつい居い心地ごこちの良い部室を訪れた乙だったが、規則にうるさい運動部などは、とっくに試験休みに突入している。運動部と違い、文化部はこの辺りの境界線が曖あい昧まいだった。


    　結局、乙は一人で帰路に就ついた。黒こく蒐しゆう院いん通りに沿って歩きつつ、ワイドショーから得た情報を頭の中で整理する。


    　河川敷で発見された、女子高生の遺体。当初は、今年の十月に失踪した志し賀が真ま由ゆ璃りだと思われていた。遺族でさえ、本人に間違いないと断定したという。


    　だが、あまりにも予想外の結果が待ち受けていた。御み室むろ咲さく弥やが別れ際ぎわ、あれほど動揺していた理由が、今ならよくわかる。


    　綾あや咲さく署の捜査員は、警察医による検死を終えた後、当然ながら、司法解かい剖ぼうの手続きを取るつもりだった。実際、捜査員の一人は裁判所に赴おもむいて、鑑定処分許可状を申請したところだったという。


    　だが、司法解剖どころか、検死の段階で、まさかの大失態が判明した。


    　河川敷に遺い棄きされていた死体の正体とは、精せい巧こうな造り物──等身大の人形だった。


    　死体遺棄だと大騒ぎした挙げ句、なんと、その実態は不法投棄。杜ず撰さんな捜査に対し、今では全国各地から批判の声が殺到しているという。県警が開いた記者会見の場では、露ろ骨こつな嘲ちよう笑しようを浮かべた記者たちの間から、こんな指摘までもが飛び出した。


    「またダッチワイフでも拾わされたんじゃないですかぁ？　ほら、静岡でも実際にあったでしょう？　老人が棄すてた人形を、警察までが死体だと勘違いして大騒ぎした事件がさぁ！」


    　あまりにも信じがたい結末だった。歩道を歩きつつ、乙は自問する。


    　あの御室咲弥もまた、死体と人形を見間違えたのだろうか？　そんな失態を犯おかすような人には見えなかった。捜査情報を輝美と乙に漏もらすなど、確かに非常識な一面もあったが、死体を見慣れているはずの刑事が、そんな勘違いをするものだろうか？


    　そもそも、死体が人形だったというのなら、深夜のコンビニに志賀真由璃らしき人物が現れ、買い物をしたという情報はなんだったのだろう？


    　なまじ咲弥から捜査情報を聞いていただけに、乙は混乱した。あんな情報を聞かされてさえいなければ、乙きのとも初はつ春はると同様、今頃は失笑を漏もらしていただろう。


    　ほとんど上の空で歩いていた乙は、やがて神狼かむろ町に差し掛かった。


    　山さん麓ろくの住宅街には、冷え冷えとした山さん気きが吹き下ろし、冬場の気温と曇どん天てんの灰色も相まって、うら寂しい雰囲気を醸かもし出している。霧も発生しつつあった。


    　ふと、乙は前方を歩く人影に気づいた。


    「……葉は桜ざくらか？」


    　襟えり元もとで真っ直すぐ切り揃えた髪に、真っ白なコート。どことなく頼りなげな歩き方。どう見ても葉桜だった。てっきり、もう帰宅していたものと思っていたが、もしかしたら日直の雑務を片付けていて、遅くなったのかもしれない。


    　今すぐ走れば、余裕で追いつける距離だったが、乙はどうしたものかと迷った。そう、葉桜はこれから夕食の買い出しに行かねばならないのだ。兄と二人暮らしの葉桜。家事全般はすべて、葉桜が担っているという。下手に声をかけたりしたら、かえって悪いのではないだろうか……？。


    　乙がそんな思いを抱いだいた矢先のことであった。


    　突然、葉桜が民家と民家の狭はざ間まに吸い込まれ、ふっ……と消失したのである。


    「……葉桜？」


    　乙は慌てて、葉桜が消えた地点へと駆け寄った。


    　なんのことはない。眼の前には石造りの鳥とり居いがあった。狭い空間に無理やり嵌はめ込んだ感じの、幅が二メートルにも満たない鳥居である。その奥には、山の斜面に沿った石段が延々と続いている。行き先は側かわ屋や守がみ神社の境けい内だいである。咄とつ嗟さに頭上を振り仰ぐと、いよいよ濃さを増しつつある霧の向こう、石段を上る葉桜の背中が見えた。


    　どうしてだろう……酷ひどく、胸騒ぎがした。葉桜がこんな時間帯に、わざわざ側屋守神社に赴おもむく理由が、どうしてもわからない。普段は風景の一部でしかない小ぶりな鳥居が、このとき、何な故ぜか異界への入り口に見えた。鳥居とは、神域と俗界の境界線上に建てられる門なのだと、以前、輝美が云いっていたのを思い出す。


    　霧はますます濃くなって、ついに、葉桜の輪りん郭かくが完全に消えた。


    　乙は高鳴る鼓こ動どうを胸に、鳥居をくぐり、石段に足を掛けた。


    　今すぐ連れ戻さなければ──どういうわけか、乙の胸にはそんな衝動が芽生えていた。


    「乙君じゃないか」


    　と、背後から突然、野太い声で呼ばれてしまい、乙は両肩を跳ね上げた。別段、驚くほどの状況でもなかったのだが、さすがにタイミングが悪かった。怖こわ々ごわと背後を振り向くと、大柄な人影が立っている。まったく気け配はいがしなかったため、乙は幽霊にでも出くわしたような面おも持もちとなった。


    「とっ……冬とう梧ごさんっ？」


    　天あま城ぎ冬とう梧ご。新進気鋭の造形作家にして、黒こく蒐しゆう院いん大学芸術学部の講師。


    　もっとも、そんな肩書きとは対照的に、格闘家といわれたほうが、よほどしっくりする風ふう貌ぼうをしている。あの可か憐れんな葉は桜ざくらと血が繫つながっているとは、とても思えなかった。


    　さっぱりと短く刈り上げた髪。筋骨逞たくましい体たい軀くは、優に一八〇センチを超える。その巨きよ軀くとは裏腹に、つぶらな瞳ひとみは草食動物を思わせた。


    　職業柄、あまり外見に気を遣う必要がないのか、洒しや落れっ気は皆かい無むである。無ぶ精しよう髭ひげもやたらと目立つ。場所柄も相まって、のっそりとした山男を彷ほう彿ふつとさせた。


    　そんな風ふう貌ぼうとは裏腹に、葉桜の髪を綺麗に切り揃えているのは、なんと冬梧らしい。その武骨な指で鋏はさみを握り、葉桜の髪を切る冬梧の姿など、あいにく乙きのとには想像もつかなかった。


    　とりあえず、乙は無難な挨あい拶さつを口にした。


    「こんにちは、冬梧さん」


    「うむ」


    　冬梧は仏ぶつ頂ちよう面づらで頷うなずいた。横柄だと受け取られがちだが、葉桜によれば、単に無口で、喋しやべるのが苦手なだけらしい。乙も別段、それで気を悪くしたりはしない。ただ、どうしても気になることがあった。


    「あの……今、葉桜がこの石段を上っていくのが見えたんですけど……」


    　乙の問いに、冬梧は眉まゆひとすじ動かすことなく、ぼそりと答えた。


    「見間違いだ」


    　あまりに確固たる口調で断定されたので、乙は戸と惑まどいを隠せない。


    「いや、でも……確かに見たんですよ」


    「葉桜はとっくに帰宅した。今は俺の新作を手伝ってもらっている」


    　乙は言葉に詰まった。そんなはずがない。乙は確かに見たのだ。あの後ろ姿は、絶対に葉桜だった。いくら乙が朴ぼく念ねん仁じんでも、自信をもって断言できる。


    　だが、冬梧の言葉が事実であるなら、他人の空そら似にだったのだろうか……いや、ちょっと待て。葉桜が冬梧の新作を手伝っている？　なんのことだろう？　少なくとも、葉桜からそんな話は聞いていない。


    「あの、冬梧さん？　葉桜に何かさせているんですか？　ただでさえ家事とか大変そうだと思うんですけど……もうすぐ期末試験だし」


    　口にしてしまってから、乙は余計なことだったかと後悔した。幸い、冬梧は特に気にした様子もなかった。


    「あらあら、珍しい組み合わせですわね」


    　突然、二人の遥か頭上から、まるで霧の奥から湧きだしたかのように、さらりとした美声が降り注いだ。


    「……初はつ美みさん？」


    　石段を下りてきた初はつ美みは、外出中にもかかわらず、メイド服を着用していた。


    　初美が側かわ屋や守がみ神社に足あし繁しげくお参りしているのは、乙きのともよく知っている。初美が自作の竹たけ箒ぼうきを奉納している神社というのが、この側屋守神社なのだ。


    　そんな縁もあって、初美はこの神社の神主とも懇こん意いにしている。神主の名は川かわ屋や達たつ比ひ古こという。乙も何度か顔を合わせたことがあった。いつ見ても好こう々こう爺やという言葉がぴったりの、優しそうな神主だ。乙がまだ小学生だった頃、初美に手を引かれてお参りに行った際、お饅まん頭じゆうと緑茶をご馳ち走そうになった記憶があった。


    「じゃあ……俺はこれで」


    　初美に軽く会かい釈しやくをすると、冬梧はあっさりと立ち去った。その大きな背中を見送ると、乙は初美に訊たずねねた。


    「あの……初美さん？　境けい内だいで葉は桜ざくらを見なかった？　もしかしたら、葉桜にそっくりな女の子かもしれないけど」


    　初美は怪け訝げんそうに小首を傾かしげると、答えた。


    「いいえ。境内には、登と美み子こさんしかいませんでしたよ」


    「そうですか……」


    　登美子とは川屋家の一人娘で、神社の巫み女こを務めている人だ。


    　狐きつねにつままれたような顔で佇たたずむ乙に、初美が訊たずねた。


    「ところで、今夜のお夕飯ですけど、何かリクエストはあります？」


    　半なかば無意識に「湯豆腐」と答えた乙に苦笑を返すと、初美はおっとりとした笑みを零こぼして立ち去った。
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    　立地条件に恵まれた附属高校とは反対に、その母体である黒こく蒐しゆう院いん大学のキャンパスは、随分と辺へん鄙ぴな場所にあった。綾あや咲さく市郊外に連れん綿めんと横たわる山地の、真っ只ただ中なかである。山嶺から山腹にかけて、オニキスの墓碑を思わせる建築物が林立している様は、壮観とも異様ともいえた。


    　来客専用駐車場に愛車を止めた御み室むろ咲さく弥やは、脇目も振らず医学部棟を目指した。既に十九時を過ぎており、広大なキャンパスは夜や陰いんに覆われている。


    　咲弥は劇はげしく憤いきどおっていた。


    「あの死体が人形だと？　バカなっ！」


    　ブーツの踵かかとを鳴らしつつ、呪じゆ詛そのように呟つぶやく。


    　あれは人間の死体だった。あの質感、あの存在感……無む論ろん、不可解な要素は山ほどあった。ならばこそ、きちんと検死を行い、その後は直ちに司法解かい剖ぼうに処すべきだった。


    　だが、咲弥の思いとは裏腹に、死体遺い棄きは不法投棄と見なされた。そうなると、もはや刑事課の仕事ではない。事案を引き継いだのは、生活安全課だった。


    　無論、仮にあれが本当に人形だったとして、失踪中の志し賀が真ま由ゆ璃りがモデルになっているのは一目瞭りよう然ぜんである。決して単なる不法投棄ではない。これはあくまでも刑事課が担当すべき事案のはずだった。しかし、まるで神の見えざる手でも働いたように、誰も咲さく弥やの主張を聞き入れてはくれなかった。


    　黒こく蒐しゆう院いん大学医学部の建物は、大学病院と研究棟が対に配置されており、巨大な双そう塔とうを為なしている。周囲の校舎や研究棟と同様、外壁は黒々とした光沢を帯びている。今の咲弥には、忌いま々いましい悪魔の棲すみ処かのように思われた。


    　研究棟の受付で、咲弥は身分と来訪の理由を述べた。受付嬢が内線で問い合わせた結果、目当ての女医は研究室にいるという。


    　咲弥は受付嬢に礼を述べると、エレベーター・ホールに向かった。


    



    　咲弥がこれから訪ねようとしている女医は、海え老び沢さわ玲れ魅みという。


    　三十二歳にして、黒蒐院大学医学部法医学教室の准教授。だが、その肩書きに騙だまされてはいけない。


    　海老沢玲魅は間違いなく、現代に生きる魔女だ。咲弥はそう確信している。


    　綾あや咲さく署から嘱しよく託たくされた警察医でもあると同時に、司法解かい剖ぼうでは鑑定人をも務める。自みずからメスを握るというわけだ。噂うわさでは、この大学の法医学教室に搬送された遺体はすべて、玲魅が自ら解剖するらしい。


    　海老沢玲魅は死体を愛している。わざわざ警察医を務めているのも、より新鮮な死体に出逢うためではないか。咲弥は玲魅の笑顔を思い出すたび、そんな邪じや推すいを禁じ得ない。


    　海老沢研究室は五階にあった。扉には「在室」の表示。咲弥はノックと同時に、返事も待たずに扉を開け放った。


    「海老沢ぁ！」


    　盛大に怒鳴りつつ、咲弥は室内に踏み込んだ。医学者の個室らしく、壁際の本棚は医学書で埋まっている。扉の脇には応接用のスペース。室内最奥には、豪ごう奢しやな机。


    「あぁら、咲弥さん。ここは暴力団の事務所じゃなくってよ？」


    　一面の窓ガラスから覗のぞく闇夜を背景に、海老沢玲魅は席に着いたまま、妖よう艶えんに嗤わらった。常とこ闇やみを塗り込めた唇くちびるの両端が、きゅっと吊り上がる。


    　今日の玲魅は、イブニング・ドレスを思わせる濃こ紫むらさきの衣装に、白衣をふわりと重ねている。首から鎖さ骨こつの辺りにかけては、金のネックレスをじゃらじゃらとぶら下げている。


    　次第に、薔ば薇らの香油を思わせる匂いが咲弥の鼻び孔こうを埋め尽くした。素早く周囲に視線を巡らせると、部屋の四方で香が焚たかれている。噎むせ返りそうになるくらい、それは濃密な香りだった。無論、咲弥は気づいている。この過剰なまでの香りは、玲魅がその肌に染み付いた屍し臭しゆうをごまかすための措置なのだ、と。


    「お前と比べたら、暴力団マルＢのほうがよっぽど可愛かわいいだろうよ」


    「随ずい分ぶんなご挨あい拶さつね、咲さく弥やさん。でも、あなたのそういうところ、私は好きよ」


    　黒くろ縁ぶち眼鏡を軽く押し上げながら、玲れ魅みは熱っぽい口調で告げた。ぞぞぞ……と、咲弥は鳥肌が立つ思いがした。この女と対面するたび、咲弥は決まって萎い縮しゆくして、いたいけな蝶ちようになってしまう。咲弥が蝶なら、玲魅は網を張って獲物を待ち受ける、巨大な女じよ郎ろう蜘ぐ蛛もといったところだろうか。


    　普段は誰よりも気丈であり、凄せい惨さんな死体を見ても眉まゆ一筋動かさない咲弥だったが、玲魅が纏まとう曖あい昧まい模も糊ことした不気味さは、何よりも苦手とするところだった。腐ふ乱らん死体と一夜を明かすほうが、まだマシかもしれない。


    「それで、ご用件は何かしら？」


    　わざわざ問うまでもないことを、玲魅は悪戯いたずらっぽく告げた。咲弥はカッとなるや、頰ほおを朱に染めた。


    「決まっている！　今朝、お前が検死を担当したホトケのことだ！」


    「駄目よ、咲弥さん。あれは人工物──等身大のシリコン・ドールよ。死体検案書を提出するまでもなかったわ。まぁ、生体素材が含まれていたことは否定しないけどね。体毛はすべて天然だったわけだし。一本一本、丹念に植毛したのね」


    「だったら！　その体毛をＤＮＡ鑑定にかける必要があったはずだ！　もし、志し賀が真ま由ゆ璃りのＤＮＡと一致したらどうするんだっ？　少なくとも、あれが志賀真由璃に繫つながる唯一の手がかりなのは間違いないんだ！」


    　咲弥がまくし立てると、玲魅は陽気な欧米人さながら、肩を大おお袈げ裟さにすくめて見せた。


    「あらあら、せっかちなお嬢さんね。鑑定が必要だと思うなら、ご自由にどうぞ。正式な手続きを踏んでくれれば、我が法医学教室はいつでも応じるわよ。いいこと？　私はただ、あれが人形だと云いっただけ。司法解かい剖ぼうにしたって、応じないとは一言も云っていないわ」


    「だ、だったら！」


    　ほんの僅わずかだが、咲弥の顔に希望の兆きざしが現れた。だが、玲魅は実にあっさりと、その芽を刈り取ってしまう。


    「でもね、さっきも云ったでしょう？　あれはシリコン・ドールなのよ。まあ……もしかしたら、シリコンに類るい似じした高分子化合物だったかもしれないけどね」


    「ふざけるな！　あれは確かに人肌だった！」


    「その根拠は？」


    「……刑事の勘だ」


    「あら、嫌だ。それでは、お話になりませんわね」


    「バカにするな！　そういうお前こそ、あれが人形だったと証明できるのか？」


    「あら、それくらいなら、わざわざ私が出張らなくても、科捜研で充分じゃないかしら？」


    　科捜研──科学捜査研究所。各都道府県警に設置されている、科学捜査を専門とする研究所だ。そうだ、どうして気づかなかったんだろう？　あの大騒動に気を取られた挙げ句、誰もが冷静な判断を失っていたのだ。無む論ろん、綾あや咲さく署のような片田舎の警察署に科捜研は設置されていないが、県警本部なら──。


    「わかった。少し待て」


    　咲さく弥やは懐ふところから携帯電話を取り出した。綾咲署にかけようかとも思ったが、源げん藤どうの携帯電話にかけることした。そのほうが早いだろう。幸い、源藤はすぐに出てくれた。


    『……どうした、御み室むろ？』


    「お願いがあります！　今すぐ科捜研に志し賀が真ま由ゆ璃りの遺体を調べさせて下さい。あれが海え老び沢さわの云いう通り、本当にシリコン・ドールなのかどうか、確かめたいんです！」


    『お前……まだ調べていたのか？』


    　咲弥が志賀真由璃の名前を出した途と端たん、意外にも、源藤は急に歯切れが悪くなった。ベテランの源藤にしては、珍しいことだ。


    『いいか、よく聞け。例の人形だが……大変遺い憾かんなことに、署内で紛失した』


    「……はい？」


    　咲弥は呆あつ気けに取られた。あまりに予想外の事実。源藤が「人形」と断定したのも意外だった。源藤も咲弥と同様、あれが死体だと確信していたはずではなかったのか？


    『あの騒動の間、例の物件はずっと霊安室に保管されていたわけだが……二時間ほど前、生活安全課の連中が引き取りに行ったところ、どこにも見当たらなかったんだ。あれだけの大失態が報道された直後に、証拠物件を紛失したとあっては、綾咲署どころか、県警の面子メンツだって丸まる潰つぶれになっちまう』


    「そ、それでは……まさか……？」


    『ああ。すべてはなかったことになるだろう。今後、本件について口にすることは厳禁だ。いいな？　お前も今日は疲れただろう。今夜はゆっくり休んで、頭を冷やせ。なんなら、しばらく休暇を取っても構わんぞ。じゃあな』


    「ちょっ、源藤さ──」


    　無情にも、源藤は一方的に通話を切ってしまった。それでもなお、咲弥は携帯電話を耳に押し当てている。


    「あらあら、どうかしたの？　今のあなた、生理とつわりが同時に来たような顔だわ」


    　普段の咲弥なら、「生理とつわりが同時に来るはずないだろう！」と突っ込んでいたところだが、今はそんな余裕もなかった。


    「例のホトケが……紛失しただと？　そんな、バカな……」


    「駄目よ、咲弥さん。それって極秘事項なんじゃないの？　本当に悪いお口だこと。チャックが必要かしらね？」


    　玲魅の軽口は、ただただ、咲弥の耳じ朶だを素通りするだけだった。


    「なんなんだ……この綾あや咲さく市で……いったい、何が起こっているんだ……？」


    「いい加減、認めたらどう？　あれは愛あい玩がん用のシリコン・ドールでした。自分は精せい巧こうな人形を、死体だと間違えてしまいましたってね」


    「ふざけるなっ！　あたしは、あたしは……それでも自分の勘を信じたい……」


    　意固地な咲さく弥やに、玲れ魅みは幾いく分ぶん、挑戦的な眼差しを向けた。


    「それじゃあ、あなたに訊たずねるけど。死体発見時刻の三時間ほど前、市内のコンビニに現れたという女の子は、誰だったのかしらね？」


    「なっ……どうして、お前がそれを知っている？」


    　愕がく然ぜんとした。誰かが捜査情報を漏もらした？　確かに、記者から小金を受け取って、捜査情報をリークする捜査関係者など珍しくもないが……玲魅の場合は金ではなく、色仕掛けといったところだろうか。


    「冷静に考えてね、咲弥さん。仮にあれが志し賀が真ま由ゆ璃りさんの遺体だった場合、僅わずか三時間程度で、鼻び孔こうから脳を搔き出し、すべての臓器を抜いて、肉も骨格も除去して、残った皮には防腐処理を施ほどこさなくちゃならないわ。極めつきは、あのファスナーよ。あれをお腹なかの裂れつ傷しように装着するだけで、丸一日はかかるんじゃないかしら？」


    「ふざけるなっ！　捜査員でもないお前に、その情報を楯たてにする資格はない。医師なら医師らしく、お前はあの死体と正面から向き合うべきだったんだ。だいたい、監視カメラに映っていた少女が志賀真由璃本人だという確証はない。他人の空そら似にだった可能性もあるんだ！」


    　咄とつ嗟さに叫んだものの、かくいう咲弥自身、他人の空似だったという可能性を信じてはいない。実は今朝、あの一大騒動に巻き込まれながらも、咲弥はコンビニの監視カメラが記録した映像を解析していたのだ。


    　志賀真由璃らしき少女が映っていたのは、せいぜい三分程度だった。店内を歩いている映像。氷菓コーナーで立ち止まる姿。レジで支払いを済ませ、立ち去る姿。ほくろの位置や耳たぶの形状を見れば、同一人物か他人かはすぐに判明する。


    　咲弥の見立てでは、コンビニに現れた少女は、志賀真由璃本人だとしか思えなかった。試しに、食事中だった鑑識員を捕まえて、ビデオを見せてみたところ、咲弥と同じ結論に達した。


    　だからと云いって、ここで同一人物説を咲弥が肯定してしまったら、玲魅の思う壺つぼだろう。そう、現実的に考えて、コンビニに現れた志賀真由璃が、僅か三時間程度で〝防腐処理を施された皮〟になってしまうのは、時間的に不可能に決まっている。


    　ふと、咲弥の脳のう裡りに、輝てる美みが口にした「姥うば皮かわ」という単語が甦よみがえった。


    　そうだ……あのゴタゴタに引っかき回されたせいで、すっかり忘れていた。何者かが志賀真由璃の皮を被かぶり、コンビニに現れたという可能性を……。だが、仮に咲弥が「姥皮説」を口にした場合、玲魅がいかなる反応を示すかは、想像するまでもなかった。嘲ちよう笑しようか、あるいは罵ば倒とうか……。


    　いつしか咲さく弥やは完全に言葉を失い、その場に立ち尽くした。


    「どうしたの、咲弥さん？　お顔の色が優れないわよ。良かったら、私が診みて差し上げましょうか？　私の専門は法医学だけど、あなたのような女性なら是非、診察したいわ。うふふ……私ね、実は前から思っていたの。あなた、とってもいいカラダをしているのね」


    　幽ゆう艶えんな流し目をくれると、玲れ魅みはゆらりと立ち上がった。たったそれだけで、室内の空気がねっとりとした湿り気を帯びた。かつん、かつん、と玲魅の踵かかとが鳴った。


    「──っ？」


    　次の瞬間、咲弥は驚きよう愕がくのあまり、全身を硬直させた。


    　玲魅の唇くちびるが、咲弥の唇をぴったりと塞ふさいでいる。間かん髪はつを容いれず、玲魅の生温かい舌が、咲弥の唇を強引に割った。爬は虫ちゆう類るいを思わせる舌先の蠢うごめきに、咲弥は戦せん慄りつした。


    　本能が劇はげしく警鐘を鳴らしている。


    　咲弥は総毛立つ思いで、玲魅の軀からだを押しのけようとした。が、玲魅は咲弥に負けず劣らず長身で、びくともしない。その上、あまりにも人間離れした腕力に、咲弥は恐怖と焦しよう燥そうに駆られた。どう考えても、人間の範はん疇ちゆうを超えているとしか思えない。


    「あらあら……どうしたの？　あの勇ましい咲弥さんが、こんなにも震えちゃって。もしかして……実は処女？」


    　その不ぶ躾しつけな問いに、咲弥は頰ほおをサッと赤らめた。


    「あらあら、図星？　だったら、処女膜はホルマリン漬けにして、臓器保存室に飾ってあげる。うふふふふ……」


    　玲魅の舌が蛇へびのように伸びて、咲弥の喉のど元もとをぺろりと舐なめ上げた。咲弥は一瞬、巨大な女じよ郎ろう蜘ぐ蛛もの糸に絡からめ取られた気がした。自分でも気づかぬうちに、不気味な幻想に囚とらわれている。玲魅の背中から黒と黄の縞しま模も様ようをした節足が計八本、にょっきりと生え、咲弥を嘲あざけるかのように、かくかくと蠢うごめいているという幻想である。


    「いっ──嫌ぁああああっ！」


    　絶叫すると同時に、咲弥の肘ひじが唸うなった。


    　ごっ、と鈍い音が響く。からん、という軽やかな音が流れた。床の上に、玲魅の黒くろ縁ぶち眼鏡が無造作に転がっている。


    　直後、玲魅の肢体がぐらりと揺れて、咲弥の足あし許もとに崩れ落ちた。


    　咲弥は右肘を戦闘的に突き出した姿勢のまま、呆ぼう然ぜんと硬直している。恐怖のあまり、つい肘が出てしまったのだと、今更のように気がついた。


    　玲魅は白眼を剝むいて横たわっている。頸けい骨こつがあらぬ方向に折れ曲がっている。それこそ、生命の輝きとは無縁な人形のように。皮肉なことに、咲弥は眼の前の玲魅が人形であってくれれば……と、強く願った。だが、玲魅の頸けい部ぶに指を押し当ててみても、なんの脈動も伝わっては来ない。肌に宿った温ぬくもりも、今では残り香のように思われた。


    「噓うそだろう……？」


    　忘ぼう我がの呟つぶやきが、半開きとなった唇くちびるから零こぼれ落ちる。


    　確かに玲れ魅みの行為は誉ほめられたものではなかった。いきなりキスをされたのだ。だからといって、瞬殺してしまっては過剰防衛もいいところである。


    　その刹せつ那な、ぎょろり、と玲魅の眼球が左右同時に移動して、咲さく弥やを見上げた。


    　毛細血管がびっしりと浮かび上がった白眼。


    　咲弥の相そう貌ぼうを映し出す瞳どう孔こう。


    「ひっ！」


    　驚きよう愕がくのあまり、咲弥は尻しり餅もちを突いた。今しも玲魅の唇から、ごぽ、という呼気の塊かたまりが漏もれた。ごぽ、ごぽ、ごぽ……玲魅は立て続けに数度、あまりに怪異な咳せきをした。と見る間に、ぶるぶると全身の皮ひ膚ふが蠕ぜん動どうを始める。ネックレスがじゃらじゃらと耳みみ障ざわりな音を奏かなでる。蒼白だった肌に、ほんのりと赤みが差した。


    　小刻みに震える繊せん手しゆが、咲弥の足首を、きゅ、と握った。


    「……！」


    　咲弥は言葉にならぬ絶叫をほとばしらせると、枯れ枝を思わせる玲魅の手を振り払い、一いち目もく散さんに逃げ出した。


    　　　　　　　†


    　脇目も振らず走り去った女刑事の背を、飄ひよう々ひようとした顔で見送った孤こ影えいがあった。流れるような銀髪を肩に垂らした、美び貌ぼうの青年である。彼は海え老び沢さわ玲魅の研究室を覗のぞき込むと、


    「おやおや……これはただごとではありませんねぇ」


    　まるで他人事のように呟つぶやいた。


    　見れば見るほど、眉び目もく秀しゆう麗れいな青年であった。その双そう眼がんは細く、流りゆう麗れいである。鼻び梁りようも高く尖とがっている。驚くべきは、薄い唇の両端から両耳にかけて、銀製のファスナーが走っているという事実だった。あろうことか、口くち許もとから耳にかけて深々と裂さけた頰ほおを、ファスナーで縫ぬい止とめているのだ。その異様な装飾は、しかし、彼の美貌を決して損そこなうことはなく、むしろ凄せい艶えんさを強めている。


    　年の頃は二十代半なかばといったところだろうか。それにしては、あまりにも老成した感があった。否、老成したというよりは、老成し尽くした感だろうか。その肌がたたえる不自然なまでの青白さは、濡れ光る大だい蛇じやの鱗うろこを思わせた。


    　容よう貌ぼうのみならず、衣装も奇き抜ばつである。


    　男にしてはあまりに線の細い肢体には、象ぞう牙げ色のレザー・コート。襟えり周りには豊かなファーが備そなわっている。その毛並みはふさふさとして、男の美貌をますます彩いろどっている。生地の表面には幾本もの鋲びようが打たれ、縦横無尽にファスナーが走っている。あたかも、自分自身を拘こう束そくしているかのようにも見える異装だった。


    　青年が見つめる中、玲れ魅みはいまだに奇妙な蠕ぜん動どうを繰り返していたが、やがて、その動きがぴたりと静止した。かと思うと、むくりと上半身を起こし、両手をぐっと頭上に突き上げたではないか。


    「うーん……」


    　たった今、深い眠りから覚めたような風情であった。何事もなかったかのように、ゆったりと立ち上がる。寝ね惚ぼけ眼まなこが、すぐ傍そばに佇たたずむ青年を捉とらえた。


    「あらあら、烏からす丸まさんじゃないですか」


    　たちまち、玲魅は破顔した。眼を覚ましたら、すぐ隣で愛人が寝ているのに気づいたような、そんな笑顔であった。


    「いやぁ、例のブツを拝みに来たんですけどねぇ。そしたらなんと、玲魅さんが死んでいるじゃないですか。あの女刑事さんに、ちょっかいでも出しましたか？」


    　烏丸と呼ばれた男は飄ひよう々ひようと喋しやべりつつ、足あし許もとに転がっていた黒くろ縁ぶち眼鏡を、ひょいと拾い上げた。差し出された眼鏡を受け取ると、玲魅は悠然とかけ直した。普段と寸分違わぬ海え老び沢さわ玲魅が、完全復活を遂げた。


    「ふふっ……そうですわね。咲さく弥やさんがあんまり可愛かわいいもんだから、つい我慢できなくなって。ちょっとした悪戯いたずらのつもりだったのに、まさか殺されるとは思いませんでしたわ」


    「油断していたとはいえ、玲魅さんはぼくの血けつ族ぞくです。あの刑事さん……なかなか侮あなどれませんねぇ」


    「危うく咲弥さんを殺人犯にするところでしたわね」


    「それで、例のブツはどちらに？」


    「少々お待ちになって下さいましね」


    　艶えん然ぜんと応じるや、玲魅はこつこつと踵かかとを鳴らしつつ、隣の部屋へと消えた。やがて、台車を押しながら烏丸の前に戻ってきた。通常の台車に比べると、縦方向が異様に長いのが特徴的だった。台車の上では、柩ひつぎを思わせる白木の匣はこが、粛しゆく然ぜんとした気け配はいを漂ただよわせている。


    　玲魅は柩の脇に立つと、蓋ふたに手を添えた。


    　ゆっくりと、その蓋を開く。


    　柩の底には、腹部にファスナーを縫ぬい付けられた志し賀が真ま由ゆ璃りの遺体が、静かに横たわっている。綾咲署の霊安室に安置されていたときと同様、シースルーのドレスを纏まとっている。


    「相変わらず、手回しが良いですねぇ」


    「うふふ……片田舎の所轄署ですわよ。証拠物件の管理も杜ず撰さんでしたわ。よもや、警察医が犯人だったとは、想像すらしてないでしょうね」


    　愉たのしげに嗤わらいつつ、玲魅はいつしか、柩に横たわる少女に視線を奪われている。


    「この街で開花した姥うば皮かわ師の才能には、本当に脱帽ですわね」


    　玲魅は視姦でもしているように、志賀真由璃の全身をねっとりと眺め回した。


    「せっかくですから、姥うば皮かわ師の始し祖そであるあなたのご意見、伺うかがいたいものですわ」


    　烏からす丸まは応接スペースのソファに腰を下ろすと、苦笑交じりに答えた。


    「今のぼくは姥皮師じゃありません。シルバーアクセのデザイナーですよ。自慢じゃないですが、『Ｌ．Ｆ．Ｌ』といえば、ちょっとは名の知れたブランドだったりするのです。ふひゃひゃ……」


    「あらあら、ちょっとどころじゃありませんでしょう？　新作のファスナー・ピアス、若者たちの間で大評判らしいじゃないですか」


    　玲れ魅みも烏丸の向かい側に腰を下ろすと、悠ゆう然ぜんと足を組んだ。ニーハイ丈のエナメル・ブーツが、てらてらと光沢を放つ。いわゆるストッキング・ブーツであった。玲魅の長い脚にはよく似合っている。


    「ありがたいことですねぇ。それよりも、問題なのはその姥皮師のことです。ふひゃひゃ」


    「本当に問題ですわね。例の姥皮師はまず、三人の女性を拉ら致ち殺害し、試作品を完成させました。本番前の腕慣らしといったところでしょうか」


    「その通りです。一人目の町まち田だ結ゆ花かと、二人目の有あり坂さかひとみの姥皮は、出来具合に満足できなかったのでしょうね。完成させた直後にはもう、処分したと見られます。ですが、三人目の志し賀が真ま由ゆ璃りに関しては、見ての通り、驚くほどの完成度ですねぇ。姥皮師が志賀真由璃を棄すてずに保管したのは、なんら不思議なことではありませんよ」


    「きっと有坂ひとみから志賀真由璃に至る過程で、ひとつの壁を乗り越えたのでしょうね」


    「その後……あの姥皮師は、産うぶ巫み女こ様の姥皮を制作するという大任を見事に果たしました。いやはや、なかなかの才能ですねぇ。ふひゃひゃ……」


    「高みの見物を決め込んでいる征せい志し郎ろうさんも、今頃は鼻高々ですわね。子飼いの姥皮師に産巫女様の姥皮を作るよう指示したのも、外ほかならぬ彼なんですから」


    「ふひゃひゃ……彼も随ずい分ぶんと思い切った計画を立てたもんです。飼い犬に手を嚙かまれなければ良いのですが」


    　嗤わらう烏丸とは対照的に、玲魅は眉まゆ根ねに皺しわを刻んだ。


    「このままですと、その飼い犬が更に暴走する危険もありますわね。自分が作った姥皮を、これ見よがしに河川敷に遺い棄きした上に、あのレシート。そこから導き出された、コンビニの監視映像。明らかに、姥皮師は自分の作品を発表したつもりでいるのでしょう。こんなに危ない橋を渡ってまで、発表したがる気持ちは理解できませんけど」


    　玲魅の不可解そうな呟つぶやきに、烏丸は愉ゆ悦えつの笑えみを浮かべた


    「いいですか？　芸術作品というものは、他人に鑑賞してもらって初めて、意味を為なすのです。観測者の存在によって、初めて成立する宇宙と同じように。ふひゃひゃひゃひゃ」


    「つまり、芸術作品もまた、観測者を必要とする一個の宇宙ってことかしら？」


    「はぁい！　それはもう！」


    　烏からす丸まの嬉々とした返事に、玲れ魅みは苦笑で応じたものの、すぐさま真顔となった。


    「……で、烏丸さんはこれから、どうするおつもり？」


    「まぁ、ぼくはあくまでも道どう化けですからねぇ。正直、何もしたくはないのですが……あの姥うば皮かわ師の暴走は、確かに気がかりですね。姥皮を世間に公表しようとした罪は、個人的にも許せません。ここらで一度、釘を刺しておくべきかもしれませんねぇ」


    「あらあら、なんだか楽しそうですわね。私にできること、何かあります？」


    　そう訊たずねた玲魅の笑顔は、童女さながら無邪気なものだった。


    「いえ、玲魅さんはこのまま、警察医を続けて下さい。これから先も、姥皮師の作品が発表されないとも限りません。そのときは、また検死をお願いします」


    「それは構いませんわ。ただ、烏丸さんはどうやって、あの姥皮師を牽けん制せいするおつもり？」


    「そうですねぇ……なんなら血ち祭まつり御ご前ぜんを動かしてみますか。彼女は既に、姥皮師を成敗すると息巻いていますしねぇ」


    　血祭御前。その異様な単語が烏丸の口から飛び出すや、玲魅は眼鏡越しに鋭利な眼光をほとばしらせた。


    「まさか……血祭御前が生きていたのですか？　てっきり、あの村が滅ぼされた際に、死んだものとばかり……。おそらくは征せい志し郎ろうさんですら、彼女の生存は確認していないんじゃないかしら？」


    「くっくっ、ちゃんと生きていますよ。白びやく蓮れんとともに漂ひよう泊はくを続けることで、永ながらく身を隠してきた彼女ですが、つい先日、綾あや咲さく市に到着しました。彼女なりに、今回の件は気になっているようですね」


    「となれば、感動の再会劇が見られるのかしら？」


    「ふひゃっ……彼女はそういう性格じゃありませんよ。何はともあれ、血祭御前が働いてくれれば、ぼくは楽ができます。それに、血祭御前の生存を知った途と端たん、征志郎さんはますます、今回の計画を早めようとするでしょう。それはそれで、また面白いことになるやもしれません。ふひゃふひゃ……」


    「本当に、あなたって道化役がお好きですのね。でもね、烏丸さん？」


    「なんです？」


    「今夜は決して、楽をさせるつもりはありませんわよ？」


    　そう宣言すると、玲魅は音もなく、ゆらりとソファから立ち上がった。黒くろ縁ぶち眼鏡を外はずし、白衣をはらりと脱ぎ捨てる。続けざま、濃こ紫むらさき色の天鵞絨ビロードを仕立てたイヴニング・ドレスを、ぱさりと落とす。


    　爪つま先さきから膝ひざ上までを覆う、エナメル地のストッキング・ブーツ。太ももの半なかばに達する網タイツ。ガーターベルトから吊り下がる四本のストラップ。下着は上下揃いのデザインで、黒地に紫のレース模様。その幻げん惑わく的な肢体は欧米のモデルばりにすらりとして、腰などは砂時計の容器さながら、きゅっとくびれている。


    「烏からす丸まさんの生き血、たっぷりと啜すすらせてもらいますわ」


    　海え老び沢さわ玲れ魅みの腹部には、ピアノの白鍵と黒鍵さながら、白銀と燻いぶし銀の務歯エレメントを交互に配したファスナーが、禍まが々まがしい迫力を以もつて縦断している。引き手の部分には、燻し仕上げの般はん若にやが吊るされていた。
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    　　参　上弦の月、狼ろう上じようの姫騎士


    



    「……と、いうわけなんですよ」


    　翌日、十二月二日の放課後。期末試験は刻一刻と迫っているが、例によって、輝てる美みと初はつ春はる、乙きのとの三人は、部室で掘り炬ご燵たつをぬくぬくと囲み、のんべんだらりと過ごしていた。壁際には輝美が集めた民俗学や郷土史の資料が山積みにされ、畳にはスナック菓子の袋やペットボトルが転がっている。一応、乙だけは手て許もとにノートを広げ、試験直前の緊迫感を演出してみたものの、結局、輝美と初春がだらだらと過ごしているのを見ると、どうしても昨日の出来事を語らずにはいられなくなった。


    　側かわ屋や守がみ神社の石段で遭遇した、あの不可解な現象についてである。


    「ふぅん。つまり、神社の石段で葉は桜ざくらが忽こつ然ぜんと消えたってわけか……まるで神隠しだね」


    　輝美は早速、興味を抱いた様子である。ポテトチップをバリバリと囓かじりながら、虚こ空くうに視線を彷徨さまよわせている。考え事にふけっているときの、輝美の癖くせである。


    「けどさ、キノっちの見間違いってこともあるよね？　昨日は霧も濃かったし」


    　初春の指摘に、乙は大人しく頷うなずいたものの、もちろん納得するつもりはなかった。


    「まあ、そうなんだけど。でも、確かに葉桜が石段を上っていったんだよ。いくら俺が鈍いって云いっても、葉桜を見間違えるはずがないだろ？」


    「お、珍しく大胆発言だね。ついにキノっちも恋に目覚めたとか？」


    「別に深い意味はない！」


    　うろたえる乙を制するように、輝美が訊たずねてきた。


    「とりあえず、その女の子が本当に葉桜だったのか、それとも別人だったのかは置いとくとしてさ。不思議な話ではあるよね。で、初はつ美みさんと別れた後、キノっちはどうしたの？　まさか、そのままトボトボと帰っちゃったわけじゃないよね？」


    　乙は頷うなずいた。


    「もちろんですよ。実はあの後、石段を上って、境けい内だいに行ってはみたんです」


    　　　　　　　†


    　乙は初美と別れた直後、どうしても釈しやく然ぜんとしなかったため、運動不足の肉体に鞭むち打って、あの石段を上ってみた。無む論ろん、ただ漫まん然ぜんと上っただけではない。山林に抜けられるようなルートがあるかどうか、その確認も怠おこたらなかった。その結果、石段の左右はくまなく、そそり立つ石壁に覆われており、か弱い女の子が乗り越えられるような場所は絶無だったことが、改めて実証された。


    　石段を上りきった乙は、白と黒の玉砂利を踏みながら、古びた社殿に向かった。


    　ちょうど、顔見知りの巫み女こが竹たけ箒ぼうきで石畳を掃はいていた。


    　神主の一人娘、川かわ屋や登と美み子こだった。初はつ美みが先ほど「登美子さんしかいませんでしたよ」と云いっていたのを、乙きのとは思い出した。


    　初美の情報によれば、登美子は現在、黒こく蒐しゆう院いん大学文学部神しん道とう学科に通う四年生。母を早くに亡くしており、神狼かむろ町の自宅にて、年老いた父親と二人暮らし。


    　乙は緊張した。いくら初美がご近所付き合いをしている相手とはいえ、乙と登美子は年が離れていることもあり、会話を交わした記憶はほとんどない。そんな登美子に話し掛けるのは、当然ながらかなりの勇気を要した。


    「あ、あのぅ……」


    「あら、あなたは確か……水み祭まつりさんちの乙君？　大きくなったわねぇ」


    　涼やかな美声だった。その佇たたずまいは、確かな威い厳げんを感じさせる。乙よりは小柄なはずなのに、そうとは感じさせぬ迫力があった。


    「ど、どうも。あ、あのぅ……ちょっと、お訊たずねしたいことがあるんですけど」


    「何かしら？」


    「えっと、今から少し前に、女の子が来ませんでしたか？　俺と同じ、黒大附属の生徒で……そのぅ、もしかしたら、その子は俺の友達かもしれないんですけど」


    「女の子ねぇ。今日の参拝客っていえば、初美さんくらいだったわよ。初美さんとはね、ずっと立ち話をしていたの。ほら、そこの狛こま犬いぬの付近でね」


    　登美子の視線を追うと、石段を上りきった地点、すなわち境けい内だいの入り口の両脇を守護するように、二頭の狛犬が配置されている。


    「じゃあ、誰かが石段を上って来ても、川屋さんと初美さんが気づかないなんてことは？」


    「まず、あり得ないわね」


    　　　　　　　†


    　乙が神社での一件を話し終えると、輝てる美みは機嫌良く云いい放った。


    「結局、不可解なことだらけだけど、キノっちにしては頑張ったといわざるを得ないね。褒ほめてつかわす！」


    「いや、そんな偉そうに云われても、嬉しくないですから」


    「んもぅ、ノリ悪いなぁ。そこは『ありがたき幸せ！』って平伏してくんなきゃ」


    「全っ然、ありがたくないです」


    　その途と端たん、掘り炬ご燵たつの下で輝美の足が俊敏に動き、乙の足を踏んづけた。


    「あいたっ！」


    　悶もだえる乙をにんまりと見やりつつ、輝美は告げた。


    「じゃあ、まずはふたつの大前提を設定しようか。ひとつ目は、いったん石段を上り始めたら、左右の石壁が高すぎて、山林に脱出するのは不可能だってこと。ふたつ目は、キノっちの時間感覚に誤差がなかったということ」


    　乙きのとも初はつ春はるも神妙に頷うなずいた。


    「まずは、キノっちが見た女の子なんて、本当は実在しなかった場合ね。理由は白昼夢でも枯れ尾花でも、なんでもいいんだけどさ。実はね、困ったことに……この可能性が、最も破は綻たんがないんだよね」


    「破綻ですか？」


    「そう。キノっちが自分の見間違いだって認めさえすれば、すべては丸く収まるの。わかるでしょ？」


    「はぁ……確かに」


    「じゃあ、次の可能性について考えてみよっか。キノっちが見たっていう女の子が、実は他人の空そら似にだった場合ね。つまり、女の子は確かに実在したんだけど、葉は桜ざくら本人ではなかった場合。これだと、少しずつ破綻が見えてくるんだよね」


    「何故です？」


    「だって、初はつ美みさんと登と美み子こさんが二人揃って噓うそをついたことになるんだもの。あの神社の境けい内だいはそんなに広くないし、参拝客が石段を上ってきたら、普通は気づくよね」


    「確かに。登美子さん自身も、そんなことを云いってましたし……」


    「じゃあ、次は最後の可能性。もし、その女の子が本当に葉桜だった場合ね。この場合は本当に特殊なケースになるよ。なんといっても、初美さんと登美子さん、そして冬とう梧ごさんまでが、揃いも揃って噓をついたことになるんだからね」


    　輝美の指摘に、乙も初春も「あっ……！」と、異口同音に叫んだ。


    「どうして、この三人が結けつ託たくしてキノっちを騙だます必要があるわけ？」


    「確かに……そんな必要性、どこにもないですよね」


    　あの三人が乙に対し、葉桜の存在を隠し通すだけの理由など、とても思いつかない。


    　結局、輝美のおかげで何が問題なのかが浮き彫りになったのは良いが、ますますわけがわからなくなったのも事実だった。


    「あのさ……葉桜ちゃんを捕まえて、直接、訊たずねてみるってのはどうかな？」


    　ふと、初春が珍しくまっとうな意見を述べたのだが、乙は静かに首を振った。


    「いや、それはそうなんだけど……実は葉桜の奴、今日は欠席でさ」


    「えっ？　なんで欠席？　生理痛かな？」


    　初春の不ぶ躾しつけな発言に、乙はうんざりとした。案あんの定じよう、輝美がすかさず、初春の足を踏みつける。初春は苦く悶もんの叫びを放つと同時に、鼻息を荒くした。


    「で、葉桜が休んだ理由ってのはなんなのさ？」


    　初春の足をぎりぎりと踏みながら、輝美も訊ねてきた。


    「実は、ただの微熱らしいんです。今朝、葉桜からメールが来まして」


    「はぁ？　微熱って……それだけ？」


    　輝てる美みは呆あきれたように呟つぶやいた。初はつ春はるにしても、さも拍子抜けしたといった様子である。


    「えっと、葉は桜ざくらはそんなに丈夫じゃないんです。冬場はちょくちょく休むんですよ。厳密には、心配性な冬とう梧ごさんが無理やり休ませてるらしいですけど」


    「ふぅん。冬梧さんって、結構、過保護なお兄さんなんだね。そういえば、さっきの話にも冬梧さんが登場したけど、どんな人なのかな？」


    　輝美の興味津々な問いかけに、乙きのとは少々、困った顔をした。実をいうと、乙が冬梧について知っていることなど、たかが知れているのだ。基本的には、葉桜の受け売りとなる。


    「なんていうか……造形作家として活動してる、すごい人ですよ。黒大の芸術学部で非常勤講師もやってるらしいです。芸術家ってやつですね」


    　輝美は幾分、懐疑的な眼まな差ざしをした。


    「芸術家っていえば、変わり者ってイメージがあるよね」


    「いやいや、それは偏見じゃないですか？」


    「わかんないよ？　案外、その天あま城ぎ冬梧って人も……可愛かわいい妹を作品の素材にすべく、牙きばを剝むいていたり……なーんてね」


    　輝美がとんでもないことを云いい出したので、乙は動揺した。


    「いやいや、冬梧さんに限ってそれはないですって！」


    　大真面目に返した乙に、輝美は苦笑した。


    「冗談だってば。そんなことよりさ、その側かわ屋や守がみ神社について、ちょっとばかり気になることがあるんだけど。キノっちは、あそこが何を祀まつっている神社か知ってる？」


    「さぁ？　考えたこともありませんね。ハルはどうだ？」


    「ぼくが知るわけないっしょ？」


    「ったく、それでも〈逢おう魔まの会〉の会員？　じゃあ、お姉さんが優しく教えてあげるね」


    　輝美は嬉き々きとしてペンを手に取ると、乙が広げていたノートに、側屋、川かわ屋や、厠かわや──三つのキーワードを記しるした。


    「いい？　側屋守神社の〝側屋〟っていうのは、〝厠〟、つまりはトイレを意味するのね。あの神社は〝厠かわや神がみ〟──要はトイレの神様を祀ってるってわけ」


    　輝美が何を云い出すのかと思いきや、トイレの話題に移ったので、乙は面食らった。斜め前を窺うかがうと、初春もぽかんと呆ほうけている。


    「じゃあ、もうひとつ質問ね。この厠神とはいったい、どんな神様なのでしょう？」


    「いやぁ……俺、民俗学には詳しくないんで。さっぱりですよ」


    「もう、情けないなぁ！　ハルはどう？」


    「キノっちが知らないのに、ぼくが知るわけないっしょ？」


    「あのねぇ、こんなのは基礎中の基礎だっつーの！」


    「トイレに住まうなんて、なんだか嫌な神様だなぁ……くらいのことしか云えませんよ」


    　乙きのとの投げやりな返答を聞いた途と端たん、輝てる美みは露ろ骨こつに不機嫌な顔をした。


    「こらこら、失しつ敬けいな！　美人で清潔好きな女神様、なんて説もあるんだよ？　ちなみに、側かわ屋や守がみ神社の〝側屋〟っていう当て字は、家屋の脇にある建物って意味なの。昔のトイレは、外便所が主流だったからね。家の側かわに建てられてた便所って意味で、〝側屋〟なわけ」


    「はぁ……」


    「でもね、厠かわやの語源にはもうひとつの説があって、それが川かわ屋やさん親子の〝川屋〟なのね。これはつまり、川の上に建てたトイレを意味するの。川の上に建てて……まあ、要は川に流しちゃうわけね」


    　そこで妙な恥じらいを見せた輝美が、ほんの一瞬だけ、不覚にも可愛かわいく映った。


    「いわば便所づくしの神社ってわけ。いや、バカにしてるわけじゃないんだからね？」


    「うーん……。あの登と美み子こさんの姓が、実はトイレを意味するものだったなんて……俺にはその事実がショックですね。その厠神ってのは、人間に何をもたらしてくれるんです？」


    「一言で云いってしまえば、子どもの安全だね」


    「へぇ……意外にまともですね」


    　今の御時世にぴったりの神様かもしれないな、と乙は思った。


    「子どもを護まもる神様だけあって、厠神には〝お産を助ける神様〟っていう一面もあるの。実際、側屋守神社で売られている御お守まもりなんかは、安産祈き願がんのものが大半だし。でね、お産を助ける神様ってのは、総じて〝産うぶ神がみ〟って呼ばれてるんだけど、問題はここからなの」


    　輝美が珍しく真顔になったので、乙も初はつ春はるも思わず、ごくりと生唾かたずを呑のみ込んだ。


    「この産神にはね、厠神や山神、産うぶ土すな神がみの他に、箒ほうき神がみってのも含まれるのね」


    「箒神？」


    　ふいに、乙の胸きよう裡りにもやもやとした気分が湧き起こった。


    　箒。乙にとって、否いな、厳密には初はつ美みにとって、あまりに馴な染じみ深いアイテム。


    「そう、初美さんが奉納してるっていう箒ね。箒もまた、産神とは深い関係にあるアイテムなの。つまり側屋守神社に箒を奉納するって行為は、産神への祈願に繫つながるってわけ。この事実から導き出される答えは、ただひとつ。初美さんの実家、御み園その生う家が祀まつっている神様ってのは、箒神、すなわち産神だってこと。その証拠になるのかどうかはわからないけど、〝御園生〟には〝生む〟の字が入っているよね。それだけじゃなくて、初美さんの〝初〟って字はさ、実は〝ウブ〟とも読めるんだよね」


    「あっ！　そうだ、そうですよ！」


    「ひょっとしたら、初美さんの親類縁者には、名前に〝初〟の字が入っている人が多いのかもしんないね。どう？　〈逢おう魔まの会〉の会員としては、なかなか興味深いっしょ？」


    　幼少の頃から、乙はずっと疑問に思ってきた。一応、御園生家が祀る神様と箒になんらかの関係があるというのは、初美からそれとなく聞いていたものの、それ以上は教えてもらえなかったし、乙きのともまた、自分から進んで調べようとは思わなかった。その、永年にわたる謎への解答を、輝てる美みはあっという間に導き出してしまったのだ。


    「あのぅ、テルミン会長？」


    　呆ぼう然ぜんと眼を瞠みはる乙の傍かたわらで、ふと、初はつ春はるが挙手した。


    「〝初〟って字なら、ぼくの名前にも入ってますけどー」


    　たちまち輝美は激げき昂こうした。


    「お前は関係ないっ！　今すぐジュースとお菓子を買ってきな！」


    「ははーっ！　ありがたき幸せ！」


    　初春は下級の武士さながら平伏すると、弾かれたように部室を飛び出した。自分が尊敬する人物に対し、あそこまで自己を最適化できるというのは、それはそれで尊敬に値するようにも思えるが、決して見習いたくはなかった。ましてや、相手は会長である。


    「そういえば……初はつ美みさんって、今では随分と丸くなりましたけど、昔はガチガチに迷信深い人だったんですよ。北枕で寝るのは駄目だとか、夜に爪つめを切ったりするなとか」


    「ふぅん。それで？」


    「実は初美さん、トイレ掃除をものすごく念入りにするんですよ。風呂掃除はせいぜい三十分くらいで終わらせる人が、風呂よりもずっと狭いトイレを掃除するのに、二時間……いやいや、三時間くらいかけていた記憶があります。子ども心に、不思議に思っていました」


    「へぇ……またまた興味深いエピソードだねぇ。初美さんって、もしかして……我らが〈逢おう魔まの会〉の研究サンプルとして、実に貴重な存在なのかもしんないね」


    「サンプル呼ばわりは酷ひどいですってば」


    「あははー、ごめんごめん。にしても、その顔だとまだまだ訊きき足りないって感じだね？」


    　輝美の指摘が怖いくらいに的を射いていたので、乙は苦笑した。事実、もうひとつだけ、この際だから訊いておきたいことがあったのだ。　


    「実はですね、初美さんは自作の箒ほうきを、家のあちこちに立てかけてるんです。玄関先から外壁、廊ろう下かとか。これって、何か意味があるんですかね？」


    　乙の予想に反し、輝美は「うーん」と腕組みをすると、考え込んでしまった。


    「ふーん……安産を願うため、産室に箒を立てかける──なんて風習はよく聞くけど。とかく箒ってのは、出産にまつわる呪じゆ術じゆつ的なツールとしての側面が強いんだよね。妊婦のお腹なかを箒の先で撫でたら安産になるとか、妊婦が箒を跨またぐのは御ご法はつ度ととか……あっ！」


    「なっ、なんですか？」


    「もしかして、初美さんって妊娠中？」


    「そんなわけないでしょうが！　初美さんはそんなことしません！」


    　乙の断言を受けた途と端たん、輝美は仰向けに引っ繰り返ると、身み悶もだえした。


    「あはっ！　あははははっ！　何それ？　これだから童貞君は！　初美さんみたいな美人に男の一人や二人、いないはずがないっしょ？　きっとキノっちが見てないところで、執事のセバスチャンあたりと仲睦むつまじく……」


    「うちにセバスチャンなんて執事はいません！　大体、それを云いうなら、会長にだって男はいないじゃないですか！　美人には必ず男がいるなんて思い込みはナンセンスですよ！」


    　輝てる美みはほんの一瞬、珍獣でも見るような目つきになったものの、たちまち頰ほおを緩ゆるませた。


    「ふーん……そっか。キノっちって、テルミンを美人さんだと思ってるんだ？　ふーん……あのキノっちが、テルミンをそんな眼で見ていたなんて。これはこれは意外なことで」


    　輝美は頻しきりにニヤニヤと嗤わらっている。乙きのとはそっぽを向くと、ぶっきらぼうに告げた。


    「いや、その……まあ……悪くはないんじゃないっすか？」


    　云った傍そばから、乙は空気が凍りついた気がした。輝美は黙って掘り炬ご燵たつを抜け出すと、玄関口で厚底ブーツを履はいた。そのまま土足で畳に上がると、「くわっ！」と牙きばを剝むいた獣けものさながら、獰どう猛もうに吠えたのだった。


    「この不能星人！　今すぐそこに這はいつくばれぇ！」


    　　　　　　　†


    　妖あやしげな幼女は、乙の姿を不思議そうに眺め回すと、ゆっくりと、濡れた唇くちびるを開いた。


    「……だぁれ？」


    「ぼ、ぼくは……乙」


    　今すぐ逃げ出したい衝動に駆られながらも、乙は辛かろうじて答えた。


    「ふぅん……あたしは＊＊＊。不思議ね。＊＊＊と乙……とっても、よく似にてる」


    　＊＊＊は敷布団の上に正座すると、乙に背を向けた。振り返ることなく、後ろ手に何かを差し出してきた。


    「……これは？」


    「見ればわかるでしょう？　櫛くしよ」


    　＊＊＊の体温を残り香のようにたたえた、それは確かに櫛だった。黄褐色の下地に黒褐色の斑点。鼈べつ甲こうの櫛だ。かなりの歳月を経へているように見えた。


    「あの……この櫛が、どうかしたの？」


    　きょとん、と小首を傾げる乙に、＊＊＊の背中がひんやりとした冷気を帯びた。


    「櫛は、髪を梳くしけずるためにあるものよ。さぁ、始めてちょうだい」


    「う、うん……」


    　女の子の髪を梳る。乙にとっては初めての経験だ。乙は何故か鼓動を高鳴らせつつ、＊＊＊の背後に膝ひざを突いた。恐る恐る、＊＊＊の髪に櫛を入れる。


    　肩先で綺き麗れいに揃えられた真っ黒な髪は、墨ぼく汁じゆうにたっぷりと浸ひたした刷は毛けのようだ。わざわざ梳すかずとも、その髪は絹糸のようにさらさらとして、櫛の行く手を阻はばむことはない。


    「ねぇ……いつもは自分でしているんじゃないの？　なんで人にやらせるの？」


    　乙きのとがぼんやりとした口調で訊たずねると、


    「本当にバカね、お前は」


    　＊＊＊はさも小バカにしたように、傲ごう然ぜんと応じた。


    「人にしてもらったほうが、気持ちいいからに決まってるでしょう？」


    　　　　　　　†


    　テレビの電源を落としたように、乙の夢はそこでぷつんと途絶えた。


    　幼女の髪を梳くしけずる自分──初めて夢に見た光景だった。今までに見た夢では、決まって幼女が社やしろの入り口に姿を現し、「だぁれ？」と訊たずねた時点で終了した。あの奇妙な夢に続きがあったことも意外だったが、それ以上に、幼女と自分との間にあんな交流があったのかと、新鮮な驚きを覚えた。


    　無む論ろん、所しよ詮せんは夢の話。一連の映像が、乙が現実に体験した出来事であるという保証など、どこにもない。ただ、あの妖よう艶えん極きわまる不思議な幼女に、乙は異様なまでに惹ひかれている。それは事実だ。不思議と、あの幼女が赤の他人だという気がしないのである。


    「君はいったい……誰なんだ？」


    　茫ぼう漠ばくとした口調で呟つぶやきながら、しばらくは寝ね惚ぼけ眼まなこを擦こすっていた乙だったが、ふと、室内が真っ暗なことに気づいた。勉強机を離れると、手探りで蛍光灯のスイッチを入れる。


    　あまりの眩まぶしさに、一瞬、眼が眩くらんだ。壁時計を見やると、十一時を回っている。窓の外は当然ながら、もう真っ暗だ。


    　乙は再び席に着いて、卓上カレンダーを眺めやった。十二月七日も、あと一時間足らずで終わろうとしている。明日はいよいよ期末試験の最終日だ。


    　明日の試験科目は地理Ａと保健。暗記の得意な乙には楽勝だといえる。ある意味、試験はもう終わったも同然だった。そんな油断もあって、つい眠り込んでしまったのだろう。


    「いや、ちょっと待てよ？」


    　そこで、乙の思考はぴたりと停止した。ざわざわとした違和感が、背筋を一匹の黒蜥蜴とかげさながら、かさかさと這はい上がる。


    　改めて、乙は壁時計をチェックした。


    　十一時四分。秒針はちゃんと動いている。念のため、携帯電話の時刻表示も確認してみたが、誤差はない。


    「初はつ美みさん……こんな時間になるまで、どうして起こしてくれなかったんだ？」


    　そういえば、初美は午後五時頃、買い出しに行ってくると云いって屋敷を出た。それはちゃんと覚えている。


    「……まさか！」


    　ふいに、嫌な予感が胸をよぎった。あのまま、初美は帰宅していないのではないか？　その可能性に思い至ったとき、乙はいても立ってもいられなくなり、部屋を飛び出した。


    「くっ──」


    　案あんの定じよう、廊ろう下かは真っ暗で、壁沿いを伝って歩くのがやっとの状態である。乙きのとは慌てて自室に戻り、懐中電灯を持ち出した。今では慣れたが、小学一年生だった頃の乙は、消灯後の廊下を満たす闇が怖くて、どうしても一人でトイレに行くことができなかった。


    　そんな乙が廊下で泣きじゃくっていると、どこからともなく初はつ美みが現れて、手を引いてくれた。髪を下ろし、ナイトガウンを羽は織おり、薄ぼんやりと発光する燭しよく台だいを手にした初美の姿は、普段のメイド姿とはあまりに懸け離れていた。その、あまりに聖母めいた雰囲気と、繫つないだ手の安らかな温ぬくもりに誘われて、乙は自然と、その言葉を口にした。


    　──お母さん……？


    　その結果、初美は怒った。決して激げき昂こうしたわけではなく、あくまでも静せい謐ひつな怒りではあったが、それゆえに、なお一層の後悔を乙にもたらした。


    　──わたくしはあなたの母親ではありません。わたくしにそんな資格はないのです。もう二度と、わたくしをそんな風に呼んではなりませんよ？　よろしいですか、乙様？


    　ああ、そうだ……今更のように、乙は思い出した。当時の初美は、乙を「さん」付けではなく、「様」付けで呼んでいたんだっけ……。


    　いや、今はそんな過去に浸ひたっている場合ではないと、乙は思い直した。懐中電灯で足あし許もとを照らしつつ、闇の中を必死で駆ける。心当たりの場所を覗のぞいては、失望感に襲おそわれる。厨ちゆう房ぼう、広間、食堂、初美の寝室。初美の姿は影も形も見当たらない。


    　それ以前に、館内はどこもかしこも深い闇に閉ざされており、ほとんど廃墟の様相を呈ていしている。暗闇が災わざわいし、何度か躓つまづいては、転びそうになった。屋敷の管理から家事全般に至るまで、すべてを初美に一任してきたツケが、今になって回ってきたのだ。自分がどれほど無力で、初美に頼り切っていたのかを痛感する。


    「くそっ！　初美さん……どこにいるんだ？」


    　心当たりの場所はすべてチェックした。いや、まだ最後の一箇所が残っている。乙は屋敷の中央に位置する尖せん塔とう部分を思い出した。


    　基本的には二階建ての洋館において、唯一、尖塔部分には三階と四階が存在する。各階層は螺ら旋せん階段で繫がれているが、常日頃、四階への入口は固く閉ざされ、〝開かずの間〟となっていた。小学生だった頃、初美にその理由を問いかけたこともあったが、


    　──塔の最上階は、特別な場所なのです。神聖なお部屋ですので、普段は立ち入りを禁じられているのですよ。


    　そんな返答しかもらえなかった。乙にはその意味が理解できなかったし、日々の生活を送っているうちに、いつしか気にしなくなった。


    　乙は屋敷の中央に向けて、廊下を走り抜けた。螺旋階段を駆け上がり、三階部分へ至る。懐中電灯で周囲を照らした。およそ五年ぶりに訪れた塔内は、記憶の中と寸分違わぬままだ。


    　急に大気が冷え込んだ気がした。眼の前には観音開きの扉。その周囲には、逆さにした竹たけ箒ぼうきが何本も立てかけてある。初はつ美みが自作した箒だと一目で判わかった。ひときわ豪勢な作りの竹箒が、扉の取っ手に通されている。その様子は、まるで閂かんぬきを思わせた。


    　実際には、竹箒はあくまでも飾りに過ぎなかった。扉はきちんと施せ錠じようされており、乙きのとが押しても引いても、びくともしない。ちなみに、他に経路は見当たらないため、四階に通じる階段は扉の奥にあるのだろう。


    　この時点で、塔内の探索も諦あきらめざるを得なくなった。二階の自室に戻った乙は、卓上充電器に載せていた携帯電話を手に取った。が、そこで動きを止とめてしまう。初はつ美みが日頃、携帯電話を所持していないことを、今更ながらに思い出したのだ。


    　と──唐とう突とつに、握り締めた携帯電話がぷるぷると鳴り出した。デフォルトで設定されている、単調な電子音。液晶表示を確認もせずに、乙は荒々しい手つきで電話に出た。


    「もしもしっ！」


    『やっほー、テルミンだよ！　試験勉強は順調かね、少年？』


    　乙は脱力すると同時に、沸ふつ々ふつと沸わき上がる怒りを覚えた。


    「会長！　今はそれどころじゃないんですよ！」


    　乙の剣幕に、さすがの輝てる美みもたじろいだらしい。神妙な口調になった。


    『ちょっ……どうしたのさ？』


    「初美さんが……買い物に出たきり、帰って来ないんですよ！」


    『とりあえず、落ち着きなって。こういうときは、落ち着きが肝心──』


    「落ち着いてなんかいられませんよっ！　俺、これから初美さんを捜しに行きますから！」


    『ちょっと、キノっ──』


    　乙は荒々しく通話を切ると、同時に電源も落とした。これ以上、能天気な輝美の相手をしてはいられない。コートを無造作に羽織ると、乙は闇夜に飛び出した。


    　　　　　　　†


    　夜空は気が滅入りそうなほどに、どんよりと曇っている。あたかも、自分が月からも星からも見放されたように思えた。


    　乙は黒こく蒐しゆう院いん通りの歩道を駆けていた。初美の姿は一向に見当たらない。自おのずと不安が高まってくる。自宅でじっと待っていたほうが、実は良かったのではないか。今更のように、輝美の言葉にもっと耳を傾けていれば……などという、自責の念が芽生えてしまう。


    　初美が毎日のように通っている店にも寄ってみた。


    　──『ミムロ・セントラル・スクウェア』。


    　御み室むろグループが経営するショッピング・センターである。無駄に広大な敷地には、食料品店のみならず、ホーム・センターや家電量販店、レストランやカフェ、さらにはゲーム・センターなどが林立している。あいにく、閉店時刻は午後八時。すべての店舗が灯あかりを落としている。出入り口も封鎖され、眼の前にはただ、空くう漠ばくとした駐車場が広がっているのみ。


    「初はつ美みさん……」


    　しばらくは呆ぼう然ぜんと立ち尽くしていた乙きのとだったが、はっと我に返ると、今度は朱しゆ里り橋の方角へ向けて駆け出した。


    　　　　　　　†


    　御み鏡かがみ輝てる美みの自宅は、綾あや咲さく市の東南部を占める旧御み鏡かがみ町ちようの、閑静な住宅街にあった。十字路に面した木造の一軒家は、既に築六十年に達しており、さも昔ながらの日本家屋といった風情である。


    　輝美の父親である御鏡右う京きようは、黒こく蒐しゆう院いん大学文学部の教授である。専攻は民俗学。普段は風来坊も同然の生活を続けている。フィールド・ワーク──自らの足で目的とする村を訪れ、その暮らしを体験し、村人から話を聞く。著作も何冊か出版しているが、あまりにマニアックな内容のため、売れ行きは芳かんばしくない。それどころか、出版費用を自己負担しているほどだ。


    　そんなわけで、右京は家を空けることが異様に多い。母親の寿す々ず恵えも、輝美が成長してからは、右京の旅先に付き添う機会が圧倒的に増えた。寿々恵自身は平凡な主婦なのだが、未いまだ新婚気分が抜けきっていないのか、右京がフィールド・ワークに出かけるとなれば、嬉き々きとして同行する。結婚して十八年目となる今もなお、熱愛中というわけだ。


    　輝美自身は、そんな両親を微ほほ笑えましく思っているし、独り暮らしも同然な日々は、実にお気楽なものだった。


    　そんな輝美の許もとに、かれこれ一週間ほど前から、予想外のお客さんが入り浸びたっていた。


    「サク姉ねえ！　いい加減、復活してよね！」


    　寝室に飛び込むなり、輝美は「うっ！」と顔をしかめ、窓を開け放った。煙草たばこの匂いが充満している。ハイライトに特有の、洋酒を煮詰めたような匂いだった。ベッドの周囲には大量の空き缶が転がり、ポテトチップの空き袋が散乱している。枕元にはファッション誌が何冊も積み上げられ、灰皿には吸い殻がらが山盛りである。


    　ベッドの奥に潜伏していた咲さく弥やは、浜辺で子どもたちにいじめられていた海亀よろしく、さも恐る恐るといった様子で、布団から顔を覗のぞかせた。その表情に、美び貌ぼうの女刑事の面影はない。酒に酔っているらしく、頰ほおが紅あかく染まり、白眼は充血している。


    「あぁ……輝美ぃ。すまないが……ビールを、買ってきてくれないか……」


    　だらしない返事に、さすがの輝美も母親のように、小言を並べずにはいられなかった。


    「あぁもう！　うちに泊まるのは全然構わないんだけどさー！　毎日毎日、頭からお布団被かぶって、ビールとポテトチップと煙草だけの生活なんて……それって人としてどうよ？　綾咲署の野郎どもが今のサク姉を見たら、百年の恋もいっぺんに醒さめちゃうよ？」


    「別に……どうせ、警察なんかにろくな男はいないし……ひっく。あたしには、お前がいれば充分だし……」


    　意想外の言葉に、輝てる美みは不覚にも胸をときめかせてしまった。


    「そ、そういう問題じゃないのっ！　だいたいさぁ、お仕事には行かなくていいの？」　


    「貯たまってた有休、一気に大量放出したから……大丈夫」


    　ああ云いえばこう云う。輝美の忍耐も、そろそろ限界に達しつつあった。


    「あのさぁ……いったい、何があったの？　いい加減、教えてくれてもいいんじゃないの？」


    「どうせ、云っても信じないだろ」


    　咲さく弥やは子どもみたいにむくれると、再び頭から布団を被かぶってしまった。


    　咲弥が突然、御み鏡かがみ家に押しかけてきたのは、十二月一日のことだった。綾あや咲さく署が「シリコン・ドールの不法投棄」を「死体遺い棄き」だと勘違いしたことが判明し、大騒動となったあの日である。確か夜の十時頃だったと、輝美は記憶している。咲弥は突然、御鏡家に押しかけると、「お願いだから泊めてくれ！」と懇こん願がんしたのだ。


    「……ったく、まるでゾンビにでも出くわしたような顔してさぁ」


    　輝美が何気なく口走った言葉に、次の瞬間、咲弥は異常な反応を示した。布団を被ったままベッドを転がり落ち、輝美の足にすがりついたのだ。


    「ちょっ、ちょっと……サク姉ねえ？」


    「そんな……そんな不吉な単語……お願いだから、云わないで……」


    「不吉な単語？　えっと……ゾンビ？」


    「いやっ！」


    　咲弥は輝美の腹に顔を埋うずめると、劇はげしくかぶりを振った。


    「サク姉？　まさか……そういった現象に出くわしたとでも云うの？　その……死んだ人が甦よみがえったとか？」


    　泣き喚わめく赤児をあやすように、輝美は猫撫なで声で訊たずねた。そのまま、しばらく頭を撫でてやっていたら、咲弥はこくんと頷うなずいた。


    「じゃあ、とりあえずさ。詳しい話、聞かせてくる？」


    「信じて……くれるのか？」


    　心に傷を負った童女さながら、弱々しく訊ねてきた咲弥を、輝美は力一杯抱き締めた。


    「大丈夫。サク姉の云うことだもん。頭ごなしに否定したりはしないよ。安心して話してごらん？　ね？」


    



    　あの晩、咲弥が繰り出した渾こん身しんの一撃は、玲れ魅みのこめかみを直撃した。その結果、玲魅は確かに死んだという。呼吸も脈拍も完全に停止していた。それに咲弥自身、相手の命を奪ったという生なま々なましい手応ごたえを、確かに感じていた。


    「あのとき……あたしには、海え老び沢さわがとんでもない魔物か何かに思えてしまって……ふと気がつけば、奴を攻撃していた。なのに……あいつは確かに死んでいたはずなのに、生き返ったんだよ！　あたしの眼の前で！」


    　なおも布団を被かぶったままではあったが、咲さく弥やはあの忌いまわしき出来事について、輝てる美みに詳しく語り聞かせた。輝美は柿ピーをつまみに大人しく咲弥の話を聞いていたが、やがて、難しい顔で腕組みをした。輝美が黙り込んでしまったため、咲弥は急に怖くなったのか、情けない声をあげた。


    「お、おい……どうしたんだ？　お前らしくもない……頼むから、なんとか云いってくれ。でないと、お前に話した甲か斐いがないじゃないか……」


    　頭から布団を被り、ぶるぶると震えている咲弥の姿は、妙に可愛かわいく映った。輝美は、もう少しいじめてやりたい衝動に駆られたが、さすがに可哀想かわいそうかと思い直し、微笑を浮かべた。


    「あははー、ごめんね。死んだ人が甦よみがえった……なんて聞いたらさ、どうしても気になることがあってね」


    　輝美は壁際を埋め尽くす本棚の一角から、やけに古びた書物を取り出し、咲弥の手て許もとに置いた。咲弥は怪け訝げんそうに、変色したカバーに記された題名を読み上げた。


    「……『果は敢か無なし村のハカナシ達』？　なんだ、この本は？」


    「果敢無村っていうのは、神狼かむろ山の秘境に存在したとされる、古い古い村のことだよ。あまりに謎が多いせいで、大した情報は集まってないんだけどね。そんな果敢無村に言及している唯一の文献が、この本なの。羅ら臼うす天てん膳ぜんって人は、柳やなぎ田だ國くに男おや折おり口ぐち信しの夫ぶと同じ時代を生きた民俗学者でね。この地方を取り巻く山地に点在する村落を、頻ひん繁ぱんに訪問していたんだって」


    「……それが、海え老び沢さわ玲れ魅みの蘇そ生せいと、なんの関係があるんだ？」


    「せっかちだなぁ。とりあえず、この序文を読んでみてよ」


    　そう告げると、輝美は書物の表紙をめくった。


    



    　その村では、呪いを受けた胎児は生誕を拒こばみ、子宮で首を吊るという。


    　羊水に漂う臍へその緒を、己おのれの首に巻きつけて。


    　それでもなお、生まれて来てしまう赤児は、母胎に己の「死」を置き去りにしたが故ゆえに、限りなく不老不死に近い存在となるそうだ。


    　いつしか、村に住まう不死者達は「ハカナシ」と呼ばれるようになった。


    　果は敢か無なし。あるいは、墓はか無なし。


    



    「な、なんだ、これは……？」


    　胎児が子宮で首を吊る。


    　その、あまりに異様な表現に、ただでさえホラーの苦手な咲弥は震え上がった。


    「残念ながら、果敢無村に言及している書物は、それ一冊きり。その羅臼天膳って人も、結局、この本を自費出版した直後、行方不明になっちゃった。何気なく置いてるけど、実は希少本なんだよね」


    「そんな本、よく手に入ったな」


    「もちろん探し当てたのはテルミンじゃなくて、パパだけどね。でもね、せっかく見つかった希少本なんだけど……虫食いや破損だらけで、まともに読める部分なんて、ごく一部なんだよねぇ。確かなのは、果は敢か無なし村には、ハカナシと呼ばれる不死者の伝説が残っているっていう事実だけ」


    「じゃあ……海え老び沢さわ玲れ魅みもまた、そのハカナシだって云いうのか？」


    　咲さく弥やの真剣な反応に、輝てる美みは思わず吹き出した。


    「あはっ！　何云ってんのさ。だから、単なる伝説だって。サク姉ねえが不死者を目撃したなんて話をするから、この古文書を思い出しただけ。果敢無村ってさ、火葬じゃなくて土葬が主流だったんだよ。それについては、著者もちゃんと言及してるしね」


    「土葬が主流だと、どうなんだ？」


    「東欧の吸血鬼伝承と同じでさ、死者を土葬している地方ってのは、不死者の伝説が残りやすいんだよね。科学的見地に立ってみれば、いろいろと見えてくることもあるんだよ」


    「じゃあ……お前はどうして、わざわざこんな本を引っ張り出してきたんだ？　まさか……あたしをからかっているんじゃないだろうな？」


    　咲弥がぷるぷると拳こぶしを震わせ始めたので、輝美は焦あせった。


    「滅めつ相そうもないって！　肝心なのは、海老沢玲魅って人が本当に死んでいたのかってこと。つまりは、科学的見地に立とうってことだよ！　ほら、サク姉ってさぁ、恋愛に関してはチョー奥手じゃん？」


    「うるさいっ！」


    「突然、予想外の相手──しかも、女の人から迫られたりして、頭が真っ白になったんじゃないのぉ？　ただ単に気絶させただけなのに、殺したと勘違いしただけかもしんないよ？」


    「それは、まあ……可能性がゼロだとは云い切れんが……」


    　不ふ承しよう不ぶ承しようながらも、その事実を認めた咲弥に、輝美は妙にさっぱりした表情で、突拍子もない提案を切り出した。


    「じゃあ、今から海老沢玲魅に連絡してみようよ」


    「ほっ、本気か？」


    「もちろん、本気。大おお真ま面じ目めだよ。番号は知ってるの？」


    「……まだ、あたしが刑事になったばかりの頃、こちらが頼んでもいないのに、携帯の番号を教えてきやがった。たぶん、まだメモリーには残っているはずだ」


    「じゃあ、今から早さつ速そく、電話してみよう！」


    　咲弥はなおもためらっている様子だったが、輝美の力強い眼まな差ざしを受けているうちに、ようやく決心がついたらしい。


    「……わかった」


    　こくんと頷うなずくと、枕元に放置していた携帯電話を手に取り、ボタンを操作。アドレス帳を呼び出し、海え老び沢さわ玲れ魅みの番号を表示させた。


    「じゃあ、行くぞ……」


    「頑張れ、サク姉ねえ！」


    　ごくりと生なま唾つばを飲み下し、咲さく弥やは通話ボタンを押した。


    　五回目のコール音が鳴った直後だった。


    　あの粘りつくような嬌きよう声せいが、ねっとりと糸を引きつつ、咲弥の耳じ朶だに零こぼれ落ちたのだ。


    『はぁい、咲弥さん。あなたのほうからお電話頂けるなんて、珍しいこともあるものね。明日は雪かしらぁ？』


    「えっ、海老沢……なのか？　お前……軀からだは大丈夫か？」


    　早鐘のように高鳴る鼓動を胸に、咲弥は戦々恐々として訊たずねた。


    『あらあら、心配して下さってるの？　私、とっても嬉しくてよ』


    「じゃあ、本当に……なんともないんだな？」


    『そりゃあ、あなたの肘ひじは痛かったけど。でも、お見苦しいところを見せて、本当にごめんなさいね。実はあのとき、持病の発作に襲おそわれてしまって』


    「発作……だと？」


    　予想もしなかった言葉に、咲弥は口を半開きにさせたまま、呆ほうけてしまった。


    『ええ、そうよ。あ、もちろん、あなたの攻撃とは無関係に発症したのよ。だから気にしないでね。本当に、ただの持病なの。ちょっとだけ呼吸困難に陥おちいったけど、命に別状はなかったわ。あなたが逃げ帰ってしまったのには、ちょっぴり傷ついたけど……ぐすん』


    　たちまち、咲弥は顔面蒼白となった。


    「す、すまない……！　あたしは刑事失格だ！　眼の前で発作に苦しんでいる民間人を前に……逃げ帰ってしまうなんて！　こ、この罪は……万死に値する！」


    『うふっ。咲弥さんって、本当に可愛かわいい人ね……食べちゃいたいくらいに。機会があれば、また綾あや咲さく署の霊安室でお会いしましょう。それと、あんまり余計なことには首を突っ込まないでね。あなただって、解かい剖ぼう台に横たわりたくはないでしょう？』


    「……何を云っている？」


    『私、咲弥さんのご遺体をメスで切り刻むなんて……そんな哀しくて恐ろしいこと……ああん……想像しただけで、なんだか興奮してしまってよ！　素っ裸に剝むかれて解剖台に横たわる咲弥さんのお肌を、頸けい部ぶから恥ち骨こつにかけて、一直線に切り開くの。咲弥さんの子宮は何色かしら？　きっと綺麗なピンク色ね。うふっ、今夜のオカズはこれで決まりだわ』


    「あたしを変な妄想に使うな！」


    　咲弥は今にも卒そつ倒とうしそうな顔で叫ぶと、荒々しく通話を切った。あわや携帯電話を床に叩きつけてしまうところだったが、辛かろうじて踏み留とどまった。


    　やがて、咲さく弥やは妙に清すが々すがしい眼をして、すっくと立ち上がった。


    「サク姉ねえ？　どうしたの？」


    　事態を眺めていた輝てる美みが、不思議そうに訊たずねた。今や咲弥の表情は生気に満ち、前髪の下で瞳ひとみは炯けい々けいと輝いている。玲魅が健在であることが判明したことで、どうやら完全復活を遂げたらしい。


    「輝美、世話になったな。あたしはもう、大丈夫だ」


    



    　あっという間に豆粒と化したポルシェを見送った後、輝美は思い出したように、携帯電話をポケットから取り出した。期末試験は明日で終了する。無む論ろん、午後からは愉たのしい部活動の時間だ。期末試験の終了記念に、鍋パーティーでも開くのはどうだろう、と思い立ったのである。


    　輝美は水み祭まつり乙きのとの電話番号を呼び出すと、通話ボタンを押した。数度のコール音を経て、乙が電話に出た。


    「やっほー、テルミンだよ！　試験勉強は順調かね、少年？」


    『会長！　今はそれどころじゃないんですよ！』


    　乙にしては珍しい剣幕に、さすがの輝美もたじたじとなった。


    「ちょっ……どうしたのさ？」


    『初はつ美みさんが……買い物に出たきり、帰って来ないんですよ！』


    　予想外の事態に輝美は面食らったものの、ここは年長者らしく、冷静に諭さとすことにした。


    「とりあえず、落ち着きなって。こういうときは、落ち着きが肝心──」


    『落ち着いてなんかいられませんよっ！　俺、これから初美さんを捜しに行きますから！』


    「ちょっと、キノっちってば！」


    　既に通話は切れていた。輝美は呆ぼう然ぜんと、携帯電話の液晶画面を見つめている。


    　若いに似合わず落ち着き払った奴だと思っていたのに、あの取り乱しようは意外だった。乙にもそういう感情があったのだと安心すると同時に、ふと、別の不安が輝美の脳のう裡りをよぎった。


    「確か、連続して失踪した女性たちって……三人揃って、身長が一五八センチ台だっけ」


    　以前、乙の自宅に遊びに行った際、ほんわかとした笑顔で迎えてくれた初美の姿を、輝美は脳裡で思い描いた。


    「初美さんも……一六〇を少し切るくらいだった」


    　妙な胸騒ぎを覚えたが、身長が一五八センチ前後の若い女性など、市内にいくらでも存在する。考えすぎかもしれない。それよりも、このまま乙を放っておくわけにはいかない。ここは先輩として、乙の無謀を止とめてやらねばなるまい。


    　輝美は初はつ春はるに連絡を入れると、愛車のベスパＳ50に飛び乗った。


    　　　　　　　†


    　朱しゆ里り橋が近づきつつあった。夜はいよいよ冷え込み、一定の間隔で立ち並ぶ橙だいだい色の街灯が、河川通りの石畳を照らし出している。


    　やがて、五〇メートルほど前方に、ライトアップされた朱里橋が見えた。朱塗りの欄らん干かんが、橙色の照明を浴び、神秘的に輝いている。僅わずか一週間ほど前に、精せい巧こうなシリコン・ドールが投棄されていたと、話題になった場所でもある。あれが本当に死体であれば、今も現場は保存されていたかもしれないが、既にブルーシートの類たぐいは撤去されている。


    　ふいに、乙きのとの耳じ朶だを妙なノイズが打った。


    　──がきぃん……きぃん……。


    　まるで剣けん戟げきの響きを思わせる、異様な音色だった。


    「なんなんだ……？」


    　恐怖に打ち震えながらも、乙は最寄りの石段を利用して、河川敷に下りた。一歩を踏み出すたびに、朱里橋の全容が迫る。


    「えっ……？」


    　橋きよう脚きやくの袂たもとに、誰かが俯うつぶせに倒れている。河川敷に向けて、幽かすかに差し込む照明が、その人物の横顔と無惨に引き裂さかれた衣装を、ぼんやりと照らし出している。


    「はっ──初はつ美みさんっ!?」


    　乙は蒼そう然ぜんとなって、初美と思おぼしき女性の許もとへと駆け寄った。


    「しっかりして下さい、初美さん！」


    　乙は初美の脇に膝ひざを着くと、その肩先に手を伸ばした。引き裂さかれた布地から覗のぞく肌に、指先が触れる。その冷たさに、乙はゾッとした。まるで物体だ。生命の気け配はいというものが、まるで感じられない……。　


    「う、噓うそだろ……噓だよね、初美さん……返事をしてよ……」


    　乙の声音が、両手が、膝ひざ頭がしらが、がくがくと震えを帯びた。半なかば衝動的に、初美の上半身を抱き起こす。美しく結ゆい上げていたはずの髪が乱れ、鬢びんの毛がほつれ、蒼あお白じろい頰ほおに振り掛かった。


    　凄せい艶えんとすらいえる美しさに、はっと息を呑のんだのも束つかの間、乙は怒りに拳こぶしを震わせた。エプロン・ドレスの生地が、縦一閃、ざっくりと切り裂かれている。もはや、ドレスを着ているというよりは、破れた生地を纏まとい付かせているのも同然の状態だった。眼を背そむけ、自分のコートを掛けてやろうとして、乙はふいに愕がく然ぜんとした。


    「な、なんなんだ……これは？　……ファスナー？」


    　そう、剝むき出しとなった腹部にはファスナーが装備されている。皮ひ膚ふの裂け目に直接、嵌はめ込まれた金属片。引き手には薔ば薇らの銀細工が吊るされている。花心には多面カットを施ほどこされた紅あかい天然石。


    　薔薇の細工は下腹部の辺り、ファスナーの最下端でぷらぷらと揺れている。


    　ファスナーは今、全開の状態だった。


    　裂さけ目にびっしりと務歯エレメントが埋め込まれた皮ひ膚ふ。


    　ぽっかりと開いた虚こ空くう……。


    　今更ながら、乙きのとは気づいた。


    　その死体が、あまりにも軽すぎるという事実に。


    　なんだこれは？　いったい、なんなんだこれは？　どうして、初はつ美みの腹部にファスナーが？　バカな。バカな。そんなバカな……！　乙の顔から、さぁっと音を立てんばかりに血の気が引いていく。あまりに現実離れした事態を前に、頭がどうにかなりそうだった。


    　次の瞬間、何かが放物線を描いて、橋の上から落下した。西瓜すいかほどの大きさの物体は、乙の足あし許もとで、ぐしゃり、という嫌な音を響かせた。


    「うっ……」


    　乙は呻うめいた。河川敷に放り落とされたのは、鮮血を滴したたらせる生首だった。その容よう貌ぼうに、乙は確かに見覚えがあった。川かわ屋や達たつ比ひ古こ。側かわ屋や守がみ神社の神主だった。


    　驚くべきことに、神主の生首は今なお生きていた。ごぽごぽと血の泡を吹きながらも、ぴくぴくと蠢うごめいているのだ。


    　……しゃらん。


    　錫しやく杖じようを思わせる涼しい音色が、朱しゆ里り川の穏やかなせせらぎに重なった。


    　たちまち、辺りに森しん厳げんとした気配が満ちた。


    　その清せい澄ちような音ね色いろは、忘ぼう我がの状態にあった乙の意識を頭上に向けさせるのに、充分な神しん威いを孕はらんでいた。


    　乙は橋の上を振り仰あおぐや、呆ぼう然ぜんとなった。


    　上弦の月を背に、深しん紅くと常とこ闇やみを纏まといし少女が、欄らん干かんに腰掛けている。冥めい府ふに君臨する姫君のごとく、超然とした佇たたずまい。まっすぐに切り揃えた前髪の下で、爛らん々らんと輝く吊り目がちな双そう眸ぼうが、眼下を物憂うげに眺めやった。


    「来たわね、姥うば皮かわ師」


    　鮮血の色をした唇くちびるが、初めて動いた。凜りん然ぜんと降り注ぐ佳こ音えに、乙は心臓を鷲わし摑づかみにされた思いがした。硝子ガラス細工の鈴を思わせる、それは冷たくも澄んだ声音だった。その反面、少女が告げた「姥皮師」という言葉の意味が、乙には理解不能だった。


    　そもそも、少女の双眸は最初から、乙を見てはいなかった。その視線を追うように、背後を振り返った乙は、河川敷にひっそりと佇む巨漢の姿を見出した。


    「……冬とう梧ごさん？」


    　どういうわけか、天あま城ぎ冬梧が橋きよう畔はんに佇み、遥か頭上の少女を睥へい睨げいしている。あの朴ぼく訥とつな冬梧が浮かべている苛か烈れつな表情に、乙はゾッとした。見た目は確かに冬梧なのに、冬梧ではない気がしたのだ。


    　少女は、襟えり周りにふさふさとしたファーを備えた深紅のコートを翻ひるがえすや、橋上から颯さつ爽そうと飛び降りた。夜よ降ぐだちの色をした鬢びん削そぎの御髪みぐしが風になびき、艶つややかに舞い踊る。


    　一秒と経たぬ間に、少女は河川敷に着地した。同時に、しゃらん……という鈴の音が、再び聞こえた。


    　乙きのとはようやく、少女が腰に差した得え物ものに気づいた。


    　銀の装飾を施ほどこした鞘さやと柄つか。およそ戦闘とは縁のなさそうな、絢けん爛らん豪ごう華かなる飾かざり太た刀ちであった。先ほどから乙の耳じ朶だを刺激してやまない複数の鈴は、その飾太刀から吊るされていた。


    「お前は……お前はなんなんだ！　お前が、お前が……初はつ美みさんと神主さんをっ──」


    　乙は声を詰まらせた。ここで「殺したのか？」と訊たずねてしまったら、二人の死を認めてしまう気がして、どうしても云いえなかった。


    　少女は、あくまでも視線は冬とう梧ごに固定したまま、涼やかに訊ねた。


    「あれも、お前の血けつ族ぞくかしら？　やたらと吠ほえるのが好きみたいね」


    　冬梧は相手の問いには答えなかった。乙に一いち瞥べつをくれることもしなかった。ただ、少女の質問を遮さえぎるように、質問で返した。


    「そいつは〝銀ぎん露ろ梅ばい〟か？」


    　冬梧の鋭い眼まな差ざしは、少女の飾太刀に注がれている。


    「そうよ」


    「なんということだ……まさか十年前の惨劇で死んだはずの血ち祭まつり御ご前ぜんが、こうして生き延びていたとはな」
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    　その物騒な単語を冬とう梧ごが口にした途と端たん、少女の眉まゆがぴくりと反応を示した。


    「その呼び名は嫌いよ。あたしには、甲きのえと云いう名前がある！」


    　烈風が逆巻いた。激げき昂こうした少女が冬梧との距離を瞬時に詰めるや、電光石火の抜ばつ刀とう術。風が哭なき、銀ぎん閃せんが谺こだまする。大気が揺れ、真空地帯が生じる。


    　轟ごう！　河川敷に凄すさまじい風圧が満ち、乙きのとの背中を圧迫する。河川敷に敷き詰められた小石までもが、虚こ空くうに生じた真空に吸い込まれてしまう。


    　だが、冬梧のほうが早かった。少女の凄まじい斬撃をひらりとかわすや、あまりに人間離れした跳躍を見せたのだ。冬梧は宙で綺麗な放物線を描くと、乙の脇に着地した。


    「冬梧さん！」


    　初はつ美みを庇かばい、その場で硬直していた乙だったが、冬梧が自分の傍そばに辿たどり着いたので、心強さを感じた。と同時に、少女の斬撃が生んだ常軌を逸する風圧と、冬梧が見せた跳躍の異常さに、疑問を抱いたのも事実だった。信じがたいことだが、少女と冬梧、どちらも人間には見えない──。


    　安あん堵どと疑念に囚とらわれた乙を、次の刹せつ那な、冬梧の腕が羽は交がい締めにした。


    「……冬梧、さん？」


    　乙は一瞬、自分の身に何が起きたのか、理解できなかった。ただ確かなのは、冬梧が乙を後ろ手に拘束しているという事実。冬梧の握力は凄まじく、乙は身動きひとつ取れなくなってしまう。


    「どういうつもりですかっ！」


    　冬梧は乙の言葉には耳を貸さず、少女を睥へい睨げいした。少女は一定の間合いを保ちつつ、抜き身の刀を八はつ相そうに構えている。ぎらりと光る剣けん尖さきに、乙は蒼白となった。


    　少女が怪け訝げんそうに訊たずねた。


    「なんのつもりかしら？　このあたしに人質が通用するとでも？」


    　今度は冬梧が怪訝そうな表情を浮かべた。


    「……知らなかったのか？　この子は水み祭まつり家の現当主だ」


    「なんですって？」


    　少女の貌かおに、初めて動揺の波が走った。


    「お前の役目は、その飾かざり太た刀ちを以もつて水祭家の権勢を誇こ示じすると同時に、当主を守護すること……そうだろう？」


    「冬梧さん？　何を云っているんですかっ？」


    　乙は冬梧の握力に苦く悶もんしつつも、訊ねずにはいられなかった。


    「乙君。彼女の名は水祭甲きのえ。君にとって双子の姉に当たる人物だ。理由は定かではないが、代々、水祭家には必ず男女の双子が生まれてくる。平凡な人間として生まれた男は次期当主となり、ハカナシとして生まれた女は〝血ち祭まつり御ご前ぜん〟を襲名し、当主を護まもる。それが水み祭まつり家の習わしなんだ」


    「なっ、何を云いってるんですか……？」　


    　呆然となった乙きのとの呟つぶやきを搔き消すように、川面を一陣の風が吹き過ぎた。


    　乙は眼の前の少女──水祭甲きのえを眺めつつ、呟いた。


    「俺の……姉？」


    　甲は眼の前の少年──水祭乙を眺めつつ、呟いた。


    「お前が……弟？」


    　乙は過去に何度も見てきた夢を思い出した。


    　鮮血のような夕陽に満ちた世界。朽ち果てる寸前の社やしろに、日ひ射ざしを避けてひっそりと閉じこもっていた幼女。眼の前の少女には、あの幼女の面影が確かに残っている。むしろ、その妖あやしさと艶つややかさには、さらに磨きがかかっているといえた。


    　そんな乙の想念を打ち破るように、突如、冬とう梧ごが要求を告げた。


    「水祭甲……聞け。今日のところは、御み園その生う初はつ美みさえ回収できれば、俺は満足なんだ。ここは引いてもらえないか？」


    　たちまち、甲の柳りゆう眉びが吊り上がる。


    「下げ郎ろう、推すい参さんなり！」


    　甲の剣けん尖さきが、まるで青い炎のように、ゆらりと揺れた。その切っ先が、冬梧に真っ直すぐ突きつけられる。


    「姥うば皮かわ師、天あま城ぎ冬梧！　水祭家が定めし掟おきてを破ったハカナシを、あたしは赦ゆるさない！　骨の一片すら、この世に遺のこせるとは思わないことね。白びやく蓮れん！」


    　甲は白はく刃じんを振りかざすや、夜空に向けて叫んだ。


    「妾わらわの出番のようじゃな」


    　森しん厳げんたる声音が、闇の底から這はい上がるように、大気を震わせた。


    　なおも冬梧に拘束されたまま、乙は背後を振り返った。路上にて、白銀の巨獣がその威容を誇示している。乙の眼には狼に見えたが、それにしてはあまりにも巨おおきな獣だった。


    　白蓮と呼ばれた巨狼は間かん髪はつを容いれず、河川敷を駆け下りた。冬梧と乙が佇たたずむ地点に向け、僅わずか一瞬で距離を詰める。冬梧にとっては、背後からの奇襲となった。乙の視界には、白蓮が銀色の光こう芒ぼうと化したかのように見えた。


    



    　冬梧は咄とつ嗟さに乙を突き飛ばし、自分は反対側に飛ぶことで、白蓮の体当たりをかわした。その唇くちびるから、驚愕の呟つぶやきが漏もれた。


    「くっ！　人語を語る狼おおかみだと？　もしや……神狼[image: ]かむろめか！」


    　白蓮はくるりと旋回すると、甲の脇に静止した。砂すな埃ぼこりが朦もう々もうと舞い上がる。


    　冬とう梧ごは体勢を立て直すと、皮肉っぽい笑えみを漏もらした。


    「ふっ……やはり小細工が通用する相手ではなかったか。最初から本気で戦うべきだった」


    「これは戦いじゃないわ。一方的な殺さつ戮りくよ！」


    　冬梧に凄絶な一いち瞥べつをくれるや、甲きのえは抜き身の太刀を高々と頭上に構えた。闇夜を貫つらぬかんばかりの妖気がほとばしる。右手は絢けん爛らんたる唐から鍔つばの真下を、左手は柄つかの先端部分を覆う兜かぶと金がねを握っている。要は、右手と左手の間隔をぎりぎりまで空けているのだ。左ひだり拳こぶしを右みぎ肘ひじのあたりにぴたりと添わせているのも、不気味だった。


    「その構え──〝蜻蛉とんぼ〟か！」


    　冬梧がはっとして呟つぶやいたときにはもう、甲は裂れつ帛ぱくの気合いとともに地を蹴けっている。冬梧の眼には、甲の軀からだが視界一杯に、ぶわっと膨ふくらんだかに映った。


    　先反りの刀身が、いよいよ夜陰を吸い込んで、ぎらりと禍まが々まがしく光る。一刀必殺をこそ信条とする渾こん身しんの斬撃が、疾しつ風ぷう迅じん雷らい、冬梧の肩口を襲おそう。冬梧は咄とつ嗟さに左腕を振り上げ、楯のように構えた。


    　とてつもない衝撃が冬梧の腕を襲った。がきぃぃぃん……という金属的な響きと同時に、冬梧の左腕がくるくると舞い踊る。河原を覆う幽ゆう暗あんに、鮮血の華が咲いた。


    「ちっ──！」


    　左腕を犠牲にしたおかげで、冬梧は袈け裟さ懸がけに斬られるのだけは免まぬがれた。後方に跳躍し、甲の間合いから逃のがれる。


    　冬梧は袖口に暗器を隠していた。自みずからが鋳ちゆう造ぞうした鉤棍トンフアーである。素材はチタン。甲の白はく刃じんと冬梧の左腕が交錯したとき、金属的なノイズが走ったのは、そのためだ。


    　無む論ろん、冬梧は完全に防げると思っていた。のみならず、左手で相手の刃やいばを食い止めると同時に、右手にも仕込んでいた鉤棍を繰り出すつもりだった。


    　その思惑は呆気なく、左腕と一緒に断ち切られた。あろうことか、甲の斬撃はチタン製の鉤棍までも一刀両断したのである。


    「〝蜻蛉〟の構えに、一刀必殺の初しよ太だ刀ち。まさか、薩摩の──！」


    「自じ顕げん流りゆうよ」


    　ボタボタと鮮血を滴したたらせつつ瞠どう目もくする冬梧に、少女は素っ気なく答えた。のみならず、ニッと会心の笑みさえ浮かべたではないか。


    「銀ぎん露ろ梅ばいによる切断面は、そう簡単に肉体の再生を許さないわ」


    「ふん……たとえ右腕だけでも、お前ごときっ！」


    　冬梧が闇夜に吠ほえた。銀光が閃ひらめき、青い火花を散らす。白刃と鉤棍。甲の斬撃が及ぼす威力は先ほど思い知らされたため、冬梧もまともに受け止とめたりはしない。右手の鉤棍を器用に駆使し、白刃を真横から払うことで、武器破壊を辛かろうじて免れている。


    　甲が古流剣術を嗜たしなんでいるのに対し、冬梧は琉りゆう球きゆうに伝わる武術を囓かじっていた。


    



    　乙きのとはただ呆ぼう然ぜんと、眼の前の死闘を眺めている。乙にとって天あま城ぎ冬とう梧ごという人物は、あくまでも葉は桜ざくらの兄であり、無愛想なご近所さんであり、一風変わった芸術家だった。それ以上でも、それ以下でもなかった。乙が冬梧に抱いていたイメージは、今夜を境に崩壊した。


    　一方、水み祭まつり甲という名の少女を、乙は改めて眺めやった。


    　先ほど、冬梧は確かに断言した──甲が乙の姉なのだ、と。


    　過去に何度も夢に現れた、いとも妖あやしげな幼女。その面影を宿やどした水祭甲。だが、単に肉親というだけで、味方だと思ってしまうには、あまりに獰どう猛もうかつ危険な存在に思えた。そもそも、初美が無惨な姿で横たわっているのも、甲の仕業ではないのか。


    　もはや、どちらを信頼すべきなのかもわからず、乙はただただ、忘ぼう我がの表情を浮かべることしかできない。


    　そんな矢先、二人の間合いが大きく空いた。


    　それまで甲と冬梧との攻防を傍観していた白びやく蓮れんが、その間隙を縫ぬうように、素早く飛び込んでくる。


    「妾わらわに乗るのじゃ。一対一では相手に分がある。そなたもわかっておるじゃろう？」


    　甲は一瞬、不満そうな表情を浮かべたものの、素直に頷うなずいた。ひらりと跳躍し、白蓮の背に跨またがった。


    　甲のブーツが白蓮の脇腹を蹴けった。活を入れられたように、白蓮は朗々たる雄お叫たけびを放つと、大地を勇ましく蹴った。一息に距離を詰め、冬梧に襲おそいかかる。


    「ちっ……機動力ではこちらが不利か」


    　そう呟つぶやくと、冬梧は跳躍した。横方向でもなければ後方でもなく、真上に跳んだ。その巨きよ軀くは羽毛のように軽々と舞い上がり、どん！　という衝撃音とともに着地した。乙は信じられぬ思いで、橋上の冬梧を振り仰いだ。


    　冬梧は腕の切断面から鮮血を垂らしたまま、橋の中央に仁王立ちしている。


    　狼ろう上じようの姫騎士となった甲は、橋上の冬梧に凄せい絶ぜつな一いち瞥べつをくれた。


    「白蓮、この一撃で決める！」


    「了解じゃ、甲！」


    　甲が白蓮の脇腹を烈はげしく蹴った。と同時に、白蓮の筋肉が膨張し、風が唸うなる。地面にびりびりと亀き裂れつが走る。その巨軀が夜空に舞い踊る。


    「地軸の底まで──ぶった斬るっ！」


    　甲が白はく刃じんを頭上に振りかざし、裂帛の気合いをほとばしらせた。


    「うおおおおおおおおおお──っ！」


    　冬梧も獰猛な唸うなり声を発するや、自家製の鉤棍トンフアーを突き出した。


    　上弦の月を背に、白刃と鉤棍が交錯する。


    　カッ──という金属的な響きと同時に、凄すさまじい風圧が闇夜に渦巻いた。乙きのと自身、凄まじい烈れつ風ぷうに襲おそわれ、咄とつ嗟さに初はつ美みの遺体を庇かばおうとしたのだが、できなかった。


    　乙は辛かろうじて踏み留とどまったものの、中身をごっそり抜かれた初美の遺体は、まるで紙切れのように、呆あつ気けなく吹き飛ばされていた。


    「初美さんっ！」


    　軽々と宙を舞った初美の遺体は、河岸に横たわっていた枯れ枝に引っ掛かり、辛かろうじて朱しゆ里り川に流されることだけは免まぬがれた。乙は慌てて初美を追いかけようと、腰を上げた。


    　みしりという不穏な音が、乙の頭上で鳴った。


    「えっ……？」


    　乙は信じられぬ思いで、凝ぎよう然ぜんと立ちすくんだ。橋上を振り仰いだまま、瞬まばたきすら忘れてしまう。蜃しん気き楼ろうさながら大気が歪ゆがみ、ゆらゆらと揺らめいている。その空間だけ、三次元の法則が崩壊しているようにさえ思われた。


    　果たして、甲きのえと冬とう梧ごはどうなったのか。あいにく、乙の位置からは何も見えない。烈風はなおも続いている。立て続けに、びし、びし、びし……と、橋きよう架かの底に亀き裂れつが走った。亀裂の狭はざ間まから、ぱらぱらと砂さ塵じんが零こぼれ落ちる。砂塵はやがて小石に代わり、小石はやがて瓦が礫れきに代わった。びしびしと走り続ける亀裂の先端は、ついに橋きよう脚きやくにまで及んだ。


    　最初に落下した瓦礫は、朱里川の水面みなもに吸い込まれ、劇はげしい水みず飛沫しぶきをもたらした。


    「う、噓うそだろっ……？」


    　今すぐ逃げなければ。本能はそう警告を発している。だが、動けない。あまりにも非現実的な事態を前に、足が完全にすくんでしまっている。動け、動け、動け……自分の足に何度も命令してみるが、足は一向に動かない。


    　頭上で再び、不穏な音が鳴った。それは紛まぎれもなく、崩壊を意味する音だった。


    「うわああああっ！」


    　乙が絶叫した。大規模な鎌かま鼬いたちにでも襲われたかのように、朱里橋は真っ二つに分断され、雪崩なだれを思わせる勢いで崩ほう落らくした。大量の瓦礫が乙の頭上に容よう赦しやなく降り注いだ。まるで隕いん石せきを思わせる巨大な塊かたまりが、無力な少年の頭を直撃する。


    　それでも崩落は収まらず、雨あられと降り注ぐ瓦礫群が、俯うつぶせに倒れた少年の肉体を、完かん膚ぷなきまでに押し潰す。


    　やがて、水煙と砂煙が朦もう々もうと舞い上がり、闇夜を朧おぼろ気げに満たし始めた。


    


  


  
    　　肆　亡なき骸がら覚かく醒せい狂詩曲


    



    　十二月八日午前一時半。時間帯はやや違えど、一週間前の早朝と同じく、朱しゆ里り橋の周辺は騒然となっていた。否いな、一週間前の比ではない。何せ、朱里橋が崩落したのである。永ながらく厄やつ介かいになっていた御み鏡かがみ家を去り、綾あや咲さく署の女子寮に戻ったばかりの咲さく弥やは、入浴を終えた途と端たん、化粧もそこそこに、現場への急行を余よ儀ぎなくされた。


    　咲弥はテープをくぐり抜けると、現場に足を踏み入れた。橋きよう畔はんでは、既に捜査員や鑑識員が忙せわしなく立ち回っている。一週間前にも世話になった、例の検視官も到着していた。検視官が来ているということは、死者が出たのだ。咲弥はやるせない思いに駆られた。


    　だが、空爆でも受けたのかと思えるほどの破壊ぶりを前に、そんな思いは吹き飛んだ。


    「こいつは……」


    　朱塗りの欄らん干かんも、石造りの橋きよう架かも、頑がん丈じように造られていたはずの橋きよう脚きやくも、完かん膚ぷなきまでに破壊し尽くされている。


    　咲弥の到着に気づいた源げん藤どうが、ゆっくりと近寄ってきた。


    「よぉ、御み室むろ。いろいろと吹っ切れたようだな。いい面つら構がまえだ」


    　一週間もの間、有給休暇を頂ちよう戴だいした咲弥を、源藤は責めなかった。一応、咲弥は源藤に頭を下げておいた。


    「ご迷惑をおかけしました」


    「構わんさ。それよりも、だ」


    　源藤は改めて、瓦が礫れきと化した朱里橋を眺めやった。


    「爆破……でしょうか？」


    　咲弥の問いに、源藤は「まだわからん」と、素っ気なく答えた。


    「今のところ爆発物に繫つながる物証は何も出ていない。火薬の臭いもしないし、焼け焦こげた痕跡も見当たらない。鑑識の話じゃあ、爆発物以外の圧力で、強引に砕かれた──といった雰囲気らしい。ホトケは今のところ、一名が確認されている。若い女性だ」


    「女性の身元は？」


    　咲弥が訊たずねると、何故か源藤は口ごもった。どういうわけか、奥歯に何かが挟まったような顔をしている。


    「源藤さん？　ホトケに何か問題でも？」


    「……ついて来い」


    　源藤はあえて余計な説明をせず、歩き出した。不可解そうに小首を傾かしげながらも、咲弥は源藤の小柄な背中を追った。源藤は河岸に辿たどり着くと、ブルーシートで囲われた区画に入った。鑑識員がカメラを構え、あちこちを撮影している。


    「御み室むろ……驚くなよ」


    　源げん藤どうが顎あごをしゃくって、足あし許もとを示した。ホトケが横たわっている。その遺体は、十九世紀のロンドンから抜け出してきたかのような、メイドの衣装を着用しているのだ。年の頃は、第一印象では二十代前半から半なかばといったところだが、女性の外見年齢が当てにならないことは咲さく弥やも重々承知している。一応、三十代前半くらいまでを想定しておくべきだろう。


    　改めて、咲弥は遺体を観察した。


    「こいつは……酷ひどい」


    　思わず、咲弥の唇くちびるからそんな呟つぶやきが漏もれた。髪はちりぢりに乱れているし、エプロン・ドレスはずたずたに切り裂さかれ、もはや見る影もない。肩先や胴体は剝むき出しとなっており、半裸も同然であった。


    　それ以上に驚くべきは、遺体の腹部だった。


    「……これはっ！」


    　咲弥は混乱した。一週間前の悪夢が、まざまざと甦よみがえった。衣類を切り裂かれ、剝き出しとなった腹部には、全開となったファスナーが嵌はめ込まれていたのだ。


    　　　　　　　†


    　暗闇の中、天あま城ぎ冬とう梧ごは傷ついた軀からだを引きずるようにして、側かわ屋や守がみ神社に辿たどり着いた。かなりの深手だった。左腕をはじめ、左肩から左胸、そして腹ふく腔こうにかけてが、ざっくりと失われている。衣類の下では、傷ついた組織がジュクジュクと音をたて、再生活動を続けているが、明らかに治りが遅い。


    　よもや、水み祭まつり甲きのえ──否いな、妖刀・銀ぎん露ろ梅ばいにあれほどの威力があろうとは想像の外だった。結局、冬梧は御み園その生う初はつ美みの姥うば皮かわを奪だつ還かんすべく戦ったのに、目的を果たすことなく、逃げ帰る羽目となった。のみならず、自分の血族として使役していた川かわ屋や達たつ比ひ古こを失う羽目となった。


    「随ずい分ぶんと派手にやったようだね、冬梧君」


    　ふいに、神しん籟らいにも紛まがう声音が、冬梧の耳じ朶だを打った。


    「せっ、征せい志し郎ろうさん？」


    　冬梧は瞠どう目もくした。上弦の月に照らされて、悠然と現れた男は、ただそこに在いるだけで、強烈な神しん威いに満ちている。一目で海外ブランド品だとわかるスーツを着用しているが、衣装に何十万、否、何百万を費やそうが、その男を本当の意味で飾ることなど不可能だろうと思われた。その足許には、艶つややかな黒毛が印象的な子猫がちんまりと佇たたずんでいる。名を黒こく曜よう石せきという。一見、可愛かわいい盛りの子猫に見えるが、なんと隻せき眼がんである。固く閉ざされた左眼には、縦一閃、ざっくりと古傷が走っているのだ。


    　蓮れん城じよう征志郎はいかなる場合でも、黒曜石を伴ともなっている。仕事中であろうと、インタビューの最中であろうと、蓮城は黒曜石を手放さない。黒曜石の存在もまた、蓮城のトレードマークといえた。


    　冬とう梧ごの脳のう裡りに、劇はげしい疑問が渦巻いた。東京にいるはずの蓮れん城じようが、単身、こんな場所に佇たたずんでいる。あまりにも不自然な事態だった。


    　蓮城はさりげなく銀ぎん縁ぶち眼鏡を外すと、胸ポケットに収めた。普段は端正な面おも差ざしが、月華の下もと、今では玲れい瓏ろうと照り輝いて見える。


    　蓮城征せい志し郎ろうを怖いと思ったことは数知れずだったが、美しいと思ったのは、実に初めてのことだった。


    　蓮城征志郎は冬梧の雇い主であると同時に、救世主でもある。そう、蓮城が与えてくれた任務を達成できれば、冬梧は晴れて「背徳者の子」という汚名から解放される。無む論ろん、葉は桜ざくらにも同じことがいえた。


    　否いな、今では違う。確かに、当初は互いの利害が一致したに過ぎなかった。ところが、出会って以来、何かと世話を焼いてくれる蓮城に対し、冬梧はいつしか忠誠を誓うようになっていた。何よりも、葉桜の将来を保証すると請け合ってくれたのが、大きかった。常日頃、貧しい生活を余よ儀ぎなくされている葉桜の将来を思うたび、冬梧は暗あん澹たんたる気分に陥おちいったものだが、蓮城と出会ったことで、そんな悩みは噓うそのように解消した。利用されるだけ利用され、捨てられるという可能性を思い浮かべたことはあったが、蓮城の真しん摯しな眼まな差ざしに見つめられるたび、そんな疑念は一瞬にして吹き飛んだ。


    　冬梧は喘あえぐように、掠かすれた声で訊たずねた。


    「何故、あなたが綾あや咲さく市に？」


    「野暮用だ。それよりも、君をそこまで痛めつける者が現れたとはね。何者だ？」


    「血ち祭まつり御ご前ぜんが生きていました」


    　ほんの一瞬、蓮城が息を呑のむ気け配はいがした。この世界に、蓮城征志郎ほどの男を驚かせる事象があるのかと、冬梧は意外な気分を覚えた。つまりは、それほどの事態なのだ。


    「偽物の可能性は？」


    「銀ぎん露ろ梅ばいを確認しました。神狼かむろ山の[image: ]ひめ神がみ……白びやく蓮れんも同行していたので、水み祭まつり甲きのえ本人に間違いないと思われます」


    「そうか……水祭甲が生きていたか。おそらくは、烏からす丸ま君の仕し業わざだろうね。彼の秘密主義にも困ったものだ」


    「儀式を早めますか？」


    「本来……〝成人の儀〟とは、十六歳の誕生日を迎えた夜に執行されるものだ」


    「では、あくまでも、乙きのと君の誕生日を待つと……？」


    「いや、冬梧君の云いう通りだな。現当主の誕生日は三月三日。まだまだ先だ。儀式の日取りは重要だが、前倒しすることは構うまい。要は産うぶ巫み女こが孕はらみさえすれば良いのだからな」


    「……了解、しました」


    　冬梧は素直に頭を下げたものの、やや歯切れの悪い口調であった。産巫女が孕む。それは冬梧にとって大切な存在が、もう二度と純真無垢な少女には戻れないことを意味した。


    「あの、征せい志し郎ろうさん……！」


    　冬とう梧ごが呼びかけたときにはもう、蓮れん城じようの姿は消えていた。


    　　　　　　　†


    　十二月八日の早朝は、冬場の綾あや咲さく市には珍しく、快晴となった。


    　カーテンの隙間から射し込む朝陽に、目ま蓋ぶたをちかちかと刺激され、水み祭まつり乙きのとは清すが々すがしい目覚めを迎えた。頭はすっきりしているし、軀からだもすこぶる快調に思える。目覚めに特有の倦けん怠たい感とは無縁だし、今すぐ外に飛び出して、ジョギングでもしたくなるほどの爽快さを覚えていた。これほど清々しい朝があるのだと、初めて知った気分ですらあった。


    「うーん……よく寝た……」


    　ベッドから軀を起こそうとして、乙はお腹なかの辺あたりに妙な重量感を覚えた。


    「……会長？」


    　紛まごう方かたなく、御み鏡かがみ輝てる美みが携帯電話を握り締めたまま、寝息を立てている。


    「……なんで先輩がここに？」


    　乙がぼんやりと呟つぶやいたそのとき、輝美が弾かれたように起き上がった。


    「うっ……えぐっ……キノっちぃ！」


    「ええっ？　会長っ？」


    　輝美は涙交じりに「キノっち！」を連呼すると、乙の胸に飛び込んできた。その感触に、乙は初めて自分が裸であることに気づいた。


    「ちょっ！　なんですか？　なんなんですか？　俺はいったい……？」


    　乙は輝美の温ぬくもりを感じつつ、昨夜のことを思い出そうとしたが、あいにく何も思い出せない。夕刻、初はつ美みが「お買い物に行ってきます」と云いって、屋敷を出たのは覚えている。それから地理Ａの教科書を開き、試験の最終日に備そなえていたことも覚えている。だが、その先は？　おかしい。その先の記憶が、まったく抜け落ちている。


    「あ、あの……俺、記憶が飛んじゃってるみたいで……昨日の夜、何かありましたか？」


    「バカ！　バカバカバカ！」


    　輝美は乙の胸板を、ぽかぽかと拳こぶしで叩たたいた。そんな仕草が不思議と可愛かわいく映ってしまい、乙は妙な気分に駆られた。未いまだかつて、自分が輝美を可愛いなどと思ったことが、果たしてあっただろうか。なのに、今の輝美ときたら、何故だか無性に可愛らしく感じられてしまう……。


    　妙な動どう悸きを覚えつつ、乙はさりげなく輝美の軀を押し、自分から引き剝はがした。


    「とりあえず、事情を話してもらえませんか？」


    



    　昨夜、乙を心配した輝美は、初春に連絡を入れると、愛車のベスパＳ50に飛び乗った。乙が本当に初美を捜索すべく、夜の街に飛び出したというのなら、今すぐ連れ戻さねばならないと考えたのだ。電話に出た乙きのとは、明らかに冷静さを欠いていた。正気を失っていたといってもいい。このまま闇やみ雲くもに出歩いたところで、初はつ美みが見つかるとも思えなかった。まずは一喝してやり、落ち着かせるのが先決だと、輝てる美みは判断したのだった。


    　一方、輝美の連絡を受けた初はつ春はるは、原付の免許などは取得していないため、自転車で急行したという。


    　高台の洋館に着いたのは、当然ながら輝美のほうが先だった。案あんの定じよう、屋敷はもぬけの殻からであり、何度呼び鈴りんを押しても返事はなかった。輝美の眼には、まるで廃墟のように映ったという。それからしばらくして、自転車に乗った初春が、坂道を必死で上ってきた。


    　輝美は二手に分かれて乙を捜すことを提案し、お互いの担当地区を指定後、坂道を下りていった。ぜいぜいと呼吸を荒げつつ、自転車で坂を上ってきた初春は、数分と経たないうちに坂を下りる羽目となった。


    　神狼かむろ町、そして黒こく蒐しゆう院いん通りを中心に、二人は乙の姿を捜し回ったが、どこにも見当たらなかった。時間は刻一刻と過ぎ去っていくばかり。再び初春と合流した輝美は、新たな提案をした。捜索範囲を広げ、朱しゆ里り橋の辺りまで出向くことに決めたのだ。


    　自転車にすら乗れない乙が、綾あや咲さく市の北端から中心部まで移動したとは考えにくいが、これだけ捜しても見つからないのだから、僅わずかな可能性に賭けようというわけだった。


    　その前に、輝美も初春もクタクタになっていたので、ファミレスで少しだけ休憩することにした。


    　その爆発音は、輝美と初春が入店し、コーヒーを注文した頃に起こった。


    



    「朱里橋が……崩落？」


    　乙は眉まゆ根ねを寄せた。ずきり、と奇妙な頭痛が走ったのだ。頭痛は一瞬のことだったので、輝美が乙の異変に気づくことはなかった。


    「まあ、あたしらはファミレスの中にいたから、せいぜい国道で事故でも起こったのかなぁ……くらいに考えていたのね。そのときは、まさか朱里橋が落ちたんだとは想像もしてなかった。あたしらが朱里橋に辿たどり着いたのは、爆発音が聞こえてから一時間後くらいだったと思う」


    「俺を心配してくれてた割りには、ファミレスに一時間もいたんですね……」


    　たちまち、輝美は視線をあらぬ方向に逸そらした。


    「あ、あははは……新作のケーキが美お味いしくってさ。と、とにかく！　その頃にはね、野や次じ馬うまどもが朱里橋の周辺を取り囲んでたの」


    「そんなことが……」


    「正直云いうとね、夜の街に勝手に飛び出したキノっちなんかより、朱里橋崩落のほうが、テルミン的にはよっぽど興味深かったんだけど……」


    「まあ、そうでしょうね」


    　乙きのとは苦笑する一方で、自分が夜の街に飛び出したなどという情報が、未いまだに信じられない気持ちだった。


    「でもね、野や次じ馬うまのせいで路上はギュウギュウ詰めで、まともには見物できない状態だったの。仕方なく、いったん、キノっちの自宅に戻ってみようって決めたのね。そしたら──」


    　そこで、輝てる美みは何故か口ごもった。輝美らしくもないなと、乙は不可解な気分になった。


    「そしたら、どうしたんですか？」


    　乙が促うながすと、輝美は意を決したように、口を開いた。


    「……まるでボロ雑ぞう巾きんみたく汚れたキノっちが、上着も着ずに門前に倒れてたの。服には血も付いてたから、最初は死んでるのかと思った。全身、砂や土に塗まみれてたし……」


    「なるほど……そういや、ハルはどうしたんです？　姿が見えませんけど」


    　乙の問いに、輝美は苦笑いを浮かべた。


    「あいつ、このままだと地理Ａの単位を確実に落としそうだから、お願いだから今すぐ帰らせて下さいって土下座してさぁ。仕方ないから、帰らせてやったよ」


    「はは……ハルらしいですね。でもまあ、あいつにも後で礼を云いっておかなくちゃ。もちろん、会長にもね。本当に、ありがとうございました」


    　乙はベッドの上から、軽く頭を下げた。そのまま数秒が経過する。輝美が何も返事をよこさないので、乙は妙な不安に駆られた。恐る恐る頭を上げると、どうしたことか、輝美は頰ほおを紅潮させ、硬直している。


    「会長？　どうかしたんですか？　あ、もしかして……照れてます？」


    　輝美はたちまち激げき昂こうし、拳こぶしを振り上げた。


    「ばっ、バカ！　こ、このテルミン様が、キノっちごときを相手に照れるわけないでしょうが！　それより、さっさと服を着てよね！　いつまで裸でいるつもり？」


    「あっ、すみません！」


    　乙は慌ててベッドを下りた。途と端たん、輝美が「きゃっ！」と可愛かわいく叫んだ。乙はトランクス一枚しか身に着けてはいなかったのだ。


    「あ、あたし……食堂で待ってるから！　あっ、そうそう！　今ね、葉は桜ざくらが朝ご飯を用意してるから」


    　輝美はそれだけを云い残すと、ドアの向こうに消えた。


    「変な会長だなぁ……こんな程度で恥ずかしがるなんて」


    　独りごちて、乙はクローゼットから制服を取り出した。裸のまま何気なく鏡の前を通過したとき、乙は妙な違和感を覚えた。


    「……なんだ、これ？」


    　うなじと左肩の境目あたりに、奇妙な印が並んでいる。虫刺されにも似にた腫はれが、ぽつぽつと肌に浮かび、歪いびつな四角形を形成しているのだ。季節は冬なので、虫刺されというのは考えにくいが……。


    「ま、そのうち治るだろ」


    　特に痛みや痒かゆみがあるわけでもない。今は気にしないことに決めた。


    　乙きのとは手早く制服を身に着けると、足取りも軽く、食堂に向かった。


    　　　　　　　†


    　今しも食卓には、葉は桜ざくらの手料理がふんだんに並んだところだった。乙の姿に気づくや、ちょうど配膳を終えた葉桜が、とてとてと駆け寄ってきた。心なしか、葉桜は青ざめている。


    「あっ、キノちゃん！　会長さんから、話は聞いたけど……本当に大丈夫？」


    「ああ、大丈夫だよ。むしろ、いつになく調子がいいっていうか」


    「キノっちってば、遅いよ！」


    　輝てる美みもまた、ちゃっかり席に着いているところを見ると、ご馳ち走そうになるつもりらしい。食卓に二人分しか用意されていないことに気づき、乙は葉桜に声をかけた。


    「葉桜は一緒に食べないのか？」


    「えっと……ごめんね。わたし、これからお兄ちゃんのご飯も用意しなきゃならないの。あ、今日はわたしのこと、待たなくていいからね」


    　葉桜はエプロンを脱ぐと、忙せわしなく食堂を飛び出した。そのよそよそしさに、乙は妙な違和感を抱いた。なんとなく、普段の葉桜とは違う気がした。


    「じゃあ、せっかく葉桜が作ってくれたんだし、食べちゃおっか。肉も魚もないけどねぇ。育ち盛りの若者としては、せめて卵くらいは付けて欲しいんだけど」


    　輝美の言葉で、乙は我に返った。


    「まぁ、葉桜は俺の好みをちゃんとわかってますからね」


    「のろけるな！　でもまぁ、葉桜ってさ、きっといいお嫁さんになるよね。頂きまーす！」


    　輝美に倣ならい、乙も手を合わせた。


    　その刹せつ那な、今更のように、乙は重大な欠落に思い至った。


    「あ、あのっ！　会長？」


    「なぁに？」


    　輝美は既に、胚はい芽が米まいのご飯をもぐもぐと頰ほお張ばっている。


    「結局、初はつ美みさんは見つかったんですか？」


    　輝美は急に神妙な顔つきになると、箸はしも茶碗も置いてしまった。どうやら、乙を気遣うあまり、あえてその話題は避けていたのだろう。


    「落ち着いて聞いてね。初美さん、実はまだ……帰っていないの」


    　無む論ろん、予想はできていたことだ。葉桜がわざわざ朝食を作ってくれた時点で、気づくべき問題だった。


    　それにしても……と、乙きのとは不思議に思う。輝てる美みの話によれば、昨夜の乙は初はつ美みが帰ってこないのを極度に心配するあまり、完全に正気を失っていたらしい。対照的に、今の自分はどうだろう？　無む論ろん、初美のことは心配だ。一刻も早く帰ってきて欲しい。なのに、今の乙は自分でも驚くほどに、冷静沈着に構えている。確かに深刻な事態ではあるが、まずは眼の前の食事を摂取するのが最善だと、冷静な判断を下しているのだ。本当に、自分はどうしてしまったのだろう？


    　そんなことを考えていたら、輝美とばったり視線がぶつかった。


    「あ、あの……会長？　俺の顔に、何かついてます？」


    　輝美はもぐもぐと箸を進めつつ、ぶっきらぼうに返した。


    「別にぃ。ただ……なんとなく、昨日までのキノっちと様子が違うなって、そう思っただけ」


    「例えば、どんな風に？」


    「上う手まくは云いえないけど、強しいて云うなら……若返ったみたい」


    　乙は喉のどの奥で笑いを嚙かみ殺した。


    「はい？　若返ったも何も、俺は十五歳のままなんですけど」


    「だっ、だからぁ！　上手くは云えないって断ったでしょうが！」


    　妙な調子だなぁ、と乙は思った。とても〈逢おう魔まの会〉に君臨する御み鏡かがみ輝美会長の言動だとは思えない。輝美に背中や腰を踏みつけられていた日々が、遠い昔のように思えた。少なくとも、今の乙は輝美と対等の立場で会話ができている。そんな実感があった。


    　とりあえず、葉は桜ざくらの手料理が冷めては申し訳ないと思い、乙は黙って箸はしを取った。黙々と食べ始める。納豆を嚙み砕き、茄な子すのお浸ひたしを口に放り込み、味み噌そ汁しるをすする。清すが々すがしいくらいの精進料理だった。蛋たん白ぱく質しつといえば、豆腐と納豆くらいだろうか。初美から直じき々じきに仕込まれただけあって、葉桜の腕前も相当なものだ。


    　箸を進めていくうちに、しかし、乙は次第に物足りなさを覚え始めた。


    　──何かが足りない。


    　　　　　　　†


    　海え老び沢さわ玲れ魅みが〝愛の巣〟と呼んでいる解かい剖ぼう室は、黒こく蒐しゆう院いん大学医学部の二階にある。現在は未使用ゆえに、入り口は固く施錠されているはずの解剖室だったが──解剖台の上には、一人の少女が横たわっていた。それこそ解剖を待つ死体のように、微動だにしない。衣類は何も身に着けておらず、その代わり、軀からだの至るところに包帯を巻いている。出血が酷ひどいらしく、包帯は深紅に染まってしまっている。


    　静かに横たわる少女の孤影は、廃墟にただ一体、ぽつんと置き去りにされた日本人形さながらであった。ただし、絢けん爛らん豪ごう華かな装飾を施ほどこした太た刀ちをしっかと握り締めている。


    　闇の中、長い睫まつ毛げに縁取られていた双そう眸ぼうが、ふいに、カッと開かれた。


    「……ここはどこ？」


    「やっと目覚めたようじゃな」


    　解かい剖ぼう台の真下、微睡まどろんでいた白びやく蓮れんが重苦しい口調で告げた。白銀の毛並みこそ健在だが、今は典型的な日本犬といった姿をしている。その姿で街に出ても、白蓮が千年を生き抜いた山やま神がみであるとは、誰も気づかないだろう。野良犬に間違われるのが関の山だ。


    「状況を教えてちょうだい……記憶が曖あい昧まいだわ」


    「うむ。昨夜、そなたは天あま城ぎ冬とう梧ごと相打ちとなったのじゃ。その結果、そなたも天城も重傷を負った上に、勢い余って朱しゆ里り橋を崩落させた。そなたの剣風が、とてつもなく大規模な真空地帯を生み出した結果じゃ。さすがの妾わらわも肝を潰したぞ」


    「川かわ屋や達たつ比ひ古この遺体は？」


    「妾が始末しておいた。老人の肉は不味まずかったがな」


    「天城冬梧は？」


    「重傷を負った天城は、御み園その生う初はつ美みの姥うば皮かわを回収することなく撤退した。一方、そなたは瓦が礫れきの下敷きになった水み祭まつり家当主を強引に掘り起こした。既に死んでおった当主に、そなたは……こともあろうに、自分の血を与えた。当主の身柄については、妾が自宅まで送り届けてやった」


    「あぁ……そうだわ。思い出した」


    　甲きのえの脳のう裡りで、欠けていた記憶のピースが、かちりと嵌はまった。


    　そう、やっと会えたと思ったら……甲の片割れは瓦礫の下敷きとなり、死んでいた。冷たくなった亡なき骸がらに、甲は自分の血を与えることに決めた。弟の首筋に嚙かみついて、己の血を注ぎ込んだのだ。


    　甲の血液成分は、弟の血管を我が物顔で循環し、その肉体を改造した。


    　実のところ、甲はいまだかつて、ヒトを己おのれの血けつ族ぞくにしたことはない。その忌いまわしき行為自体に、強い嫌悪を抱いているからだ。


    　ヒトをハカナシの血族にする──それは、相手の自由意志はもちろんこと、人生までも奪うことを意味する。あまりに愚おろかしい行為だ。どうしても屈服させたい相手がいるのなら、力ずくで跪ひざまずかせれば良い。それこそが、甲の矜きよう持じだった。


    「だけど、あの子を救うためには、ああするしか……」


    　十年の時を経て、やっと再会できた弟を、甲はどうしても見殺しにはできなかった。


    「それでも、じゃ。とんだ失態だったことに代わりはない」


    「白蓮の云いう通りよ、甲さん」


    　突然、見覚えのない少女が解剖室に踏み込んできた。甲の記憶が正しければ、黒こく蒐しゆう院いん大学附属の制服を着用している。ここが解剖室であることを鑑かんがみれば、あまりに場違いな存在だったが、甲の名前を呼んだ以上、ただ者ではない。入り口に現れるまで、甲にも白蓮にも気配を悟らせなかった事実からも、それは明らかだ。仲間か。あるいは敵か。


    　警戒した白びやく蓮れんが、甲きのえを守護するように前に出ると、唸うなり声を発した。


    「そなた、何者じゃ？」


    「ふふっ……大丈夫よ。あたしは味方。これ、甲さんの新しい服ね」


    　理知的な笑顔を浮かべた女子高生は、つかつかと解かい剖ぼう台に歩み寄ると、後ろ手に提げていた紙袋を甲に手渡した。甲は警戒心も露あらわに、紙袋を受け取った。中身を改めると、確かに甲の衣類が収まっている。


    「お前……もしかして、烏からす丸まの血けつ族ぞくなの？」


    　甲の問いに、女子高生は頭かぶりを振った。


    「違うわ。一目見て相手の本質を見抜けないなんて、甲さんもまだまだね」


    「なっ、なんですって！」


    「とりあえず、服を着たら？　そのまま解剖台で寝ていたら、玲れ魅みさんに生きたまま解剖されるわよ？」


    「その女の云いう通りじゃな。まずは服を着よ、甲」


    　白蓮の言葉に、甲は不ふ承しよう不ぶ承しようながらも従った。血染めの包帯を、はらはらと床に落とす。たった一夜の間に、甲が負った深手は完全に癒いえていた。包帯の下から現れたのは、今や傷ひとつない、白はく磁じのような素肌だった。


    「ふひゃひゃひゃひゃ」


    　突然、女子高生の喉のどから、ひび割れたような笑い声が漏もれた。


    「おっ、お前はっ──！」


    　甲は頰ほおに朱を散らすや、解剖台の向こう側に転がり込んだ。


    「かっ、烏丸だったの？　なっ、なんて格好してるのよっ！」


    「相変わらず、甲さんはからかい甲が斐いがありますねぇ。ふひゃひゃ……」


    　女子高生は瞬時に声色を変えている。否いな、本来の声に戻ったというべきか。


    「どういうことよっ？」


    「いやいや、例の姥うば皮かわ師、冬とう梧ご君が制作した姥皮の着心地を確かめているんですよ。玲魅さんに処分してもらうつもりだったのですが、ついつい着てしまいましたぁ。ちなみに、志し賀が真ま由ゆ璃りさんの母校は県立の綾あや咲さく西なんですが、あえて、地元では人気の高い黒大附属の制服をチョイスしてみました。おや、甲さん？　どうかしましたか？」


    　甲は憤ふん慨がいと羞しゆう恥ちに駆られるあまり、唇くちびるをぶるぶると震わせている。なまじプライドが高いだけに、不用心に裸身を晒さらしたことを劇はげしく後悔していた。頭上に手を伸ばすと、解剖台の上にある紙袋を躍やつ起きになって探す。運悪く、その手が紙袋を直撃し、横倒しになった。中身がばらばらと、甲の頭上に降り注いでしまう。


    「あぁもう！　なんなのよ！」


    　乱雑に散らばった衣類と格闘しつつ、甲は忌いま々いましげに叫んだ。


    「ふひゃひゃ……何もそこまで恥ずかしがる必要はありませんよ。ぼくが一人の芸術家として甲きのえさんの裸身を賛美することはあっても、男として劣情を抱いだくことはありませんから。ふひゃひゃ……むしろ甲さんよりも、乙きのと君のほうがよっぽど魅力的ですよねぇ。ぼくはね、いい加減、女性には食傷気味なんですよ。ふひゃひゃひゃひゃ」


    「こっ、この変態！　あたしの弟に手を出したりしたら、承知しないんだからっ！」


    「おやおや、これは意外ですねぇ。肉親にはまったく興味のなさそうだった甲さんが……感動の再会を果たした途と端たん、情でも湧きましたか？」


    「うるさいっ！」


    　甲は衣類を身に着けると、憤ふん怒どの形ぎよう相そうで立ち上がった。左手には銀ぎん露ろ梅ばいの鞘さやを握り締めている。煌きらびやかな唐から鍔つばには親指の先端が触れており、いつでも鯉こい口ぐちを切れる状態だった。


    　張り詰めた風船と化した甲を前に、烏からす丸まは「やれやれ」と肩をすくめて見せた。見た目こそ志し賀が真ま由ゆ璃りなのに、唇くちびるを歪ゆがめてシニカルに笑う姿は、紛まぎれもなく烏丸に相違ない。


    「それでは、本題に入りましょうか。甲さん……君は昨夜、あまりに多くの失態を犯おかしましたねぇ。ぼくが頼んだのは、あくまでも牽けん制せいです。これ以上の犠牲者を出さぬよう、冬とう梧ご君に釘を刺してくれれば、それで良かったのですよ」


    「……………………」


    「なのに、どうやったら朱しゆ里り橋崩ほう落らくに結びつくんでしょうねぇ？　ましてや、水み祭まつり家の当主を巻き込んで、殺してしまった挙あげ句く、自分の血けつ族ぞくにしてしまうなど……」
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    「そ、それは……」


    　反論の余地もなく、甲きのえはしゅんとうなだれた。


    「ぼくはね、冬とう梧ご君がやろうとしていることを止とめろとは云いってません。所しよ詮せんは、冬梧君も征せい志し郎ろうさんの傀く儡ぐつに過ぎませんから。問題なのは、志し賀が真ま由ゆ璃りの件を見てもわかる通り、冬梧君は征志郎さんの思おも惑わくとは別に、姥うば皮かわ師の闇に取り憑つかれています。自分の才能に溺おぼれた冬梧君は、必ず新たな犠牲者を出すでしょう。ぼくが警戒しているのは、ただそれだけです」


    「だけど、あいつは既に四人の女を毒牙にかけたのよ？　その上、川かわ屋や親子を自分の血族にして、その人生を奪った！　この大罪は万死に値するわ！」


    「ふひゃひゃ……甲さん、あなたならそう云うと思っていましたよ」


    　てっきり諭さとされるかと思ったのに、烏からす丸まが愉ゆ悦えつの笑えみを漏もらしたので、甲は面食らった。


    「ぼくは所しよ詮せん、道化です。何がどう転んでも、嗤わらって受け容いれてみせますよ。例えば昨夜、甲さんが乙きのと君を見殺しにしていたとしても、それはそれで構わなかった。そうすれば、征志郎さんの計画だって水泡に帰きしていたわけですから」


    「……結局、あたしのしたことが、奴の計画を救ったって云いたいの？」


    「酷こくなようですが、その通りです。ところで甲さん？　今現在、御み園その生う初はつ美みの姥皮がどこにあるのか、知ってますか？」


    「おおかた、綾あや咲さく署の霊安室といったとこかしら？」


    「はぁい、大正解！　無む論ろん、冬梧君もバカじゃありません。それくらいは嗅かぎつけているはずです。もし、冬梧君が御園生初美の姥皮を奪い返すとしたら、いつ動くでしょうねぇ？」


    　そこで言葉を切ると、烏丸はにやにやと嗤った。


    「どうして、その情報をあたしに？」


    　そう訊たずねると、甲は唐から鍔つばから親指を外した。


    「云ったでしょう？　ぼくは道化だと。この情報をもとに甲さんがどう動こうと、ぼくはなんら問題にはしません。ふひゃひゃひゃひゃ……これから、どうします？」


    　腰まで伝う緑の黒髪をはらりと翻ひるがえすや、甲は烏丸に背を向けた。


    「決まってるわ。地軸の底までぶった斬ぎる！」


    　　　　　　　†


    「それでは、始めて下さい」


    　一限目のチャイムが鳴ると同時に、担任が告げた。生徒たちが弾かれたように鉛筆を取った。裏を向けていた問題用紙をいっせいにめくる。


    　地理Ａの試験が始まった。乙は順調に解答欄を埋めていった。昨夜の記憶がごっそり抜け落ちているため、かなり不安ではあったが、平均点なら超えられるだろう。


    　ひとつだけ、気になることがあった。乙は担任からカンニングの嫌けん疑ぎを受けない程度に、さりげなく葉は桜ざくらの机を眺めやった。


    　どういうわけか、葉桜の座席は空っぽのままだ。真ま面じ目めな葉桜が試験を欠席するなど、とても考えられないことだった。今朝、葉桜は「待たなくていい」と云いっていたが、こんなことなら輝てる美みと一緒に迎えに行けば良かったと、乙きのとは自責の念に駆られた。


    　そもそも、葉桜が試験を休む理由がわからない。今日が試験だということは、冬とう梧ごだって聞いているはずだ。葉桜を無理に引き止とめてまで、家事をやらせたりはしないだろう。あるいは、急に体調でも崩したのだろうか。


    　試験開始後、十五分が経過しても、葉桜は教室に現れなかった。やはり熱でも出したのだろうかと、乙は心配した。今ではもう、試験のことよりも、葉桜のことが気になって仕方がない。今朝、葉桜は輝美の連絡を受け、わざわざ食事を作りに来てくれた。もしかしたら、あれが負担だったのかもしれない……。


    　乙が解答欄の四割を埋めた頃だった。突然、教室の扉が開いた。何事かと顔を上げた生徒たちの視線が、いっせいに戸口を向いた。


    　──葉桜か？


    　期待と不安の入り交じる思いで、乙も衝動的に顔を上げた。あいにく、戸口に顔を覗のぞかせているのは、頭の禿はげ上がった学年主任だった。試験監督を務めていた担任が、怪け訝げんそうな顔をして、戸口に向かう。二人はひそひそと言葉を交わしていたが、やがて、担任が生徒のほうに視線を彷徨さまよわせた。彼女の視線は、乙の顔を見つけると、ぴたりと静止した。


    「水み祭まつり君……試験はいいから、こっちに来てちょうだい」


    　不安を搔き立てるには充分すぎるほど、それは厳げん粛しゆくな口調だった。


    　乙の脳のう裡りに、初はつ美みの楚そ々そとした後ろ姿が浮かび──泡ほう沫まつのように消えた。


    　　　　　　　†


    　黒こく蒐しゆう院いん大学附属高校の応接室にて、御み室むろ咲さく弥やは水祭乙を待ち受けていた。


    　応対してくれた事務員の話によれば、今日は期末試験の最終日だという。あと一時間半、待ってやれないこともないが、咲弥としては海え老び沢さわ玲れ魅みによる検死が始まる前に、なんとしても乙を御み園その生う初美と対面させておきたかった。志し賀が真ま由ゆ璃りのケースと同様、御園生初美の腹部にもまた、奇妙なファスナーが嵌はめ込まれていた。既に志賀真由璃を模したシリコン・ドールは紛失しており、綾あや咲さく署はこの事実を闇に葬ほうむった。


    　無む論ろん、咲弥は未いまだに、あれが本当に人形だったとは信じていないのだが、署内で紛失してしまった以上、もはや確かめようがない。ましてや、あれが正真正銘の遺体だったことが証明された場合、署長の首だけでは済まないだろう。


    　御園生初美の腹部にファスナーが装備されていたことで、綾咲署は現在、酷ひどく神経質になっている。一応、現在は霊安室に保管してあるが、まだ検死すら終わっていないのに、「どうせシリコン・ドールなのだから、さっさと生活安全課に引き渡せ」という意見も飛び交っている始末だった。


    　ちなみに、現場で司法検視を担当した検視官は、前回と同じ轍てつを踏むのを恐れたのか、「警察医の判断を仰ぐ」とだけ答えた。臆おく病びような奴だ。それでプロといえるのか。


    　連続失踪事件の当事者であり、公開捜査に踏み切っていた志し賀が真ま由ゆ璃りと違い、御み園その生う初はつ美みの身元がこんなにも早く割れたのには、理由があった。死体の衣服は無惨にも切り裂さかれていたが、ポケットに収めていた財布は手つかずのまま残っていたのだ。


    　現金は四万円。身分証やクレジットカードの類たぐいは認められなかったが、綾あや咲さく銀行のキャッシュカードと『ミムロ・セントラル・スクウェア』の会員証が見つかった。


    　キャッシュカードの名義は水み祭まつり乙きのと。その名前を聞くなり、咲さく弥やは愕がく然ぜんとした。先日、輝てる美みから紹介された少年と、まったく同じ名前ではないか。ちなみに、預金残高は三千万円に達しており、その金額にも驚いた。いくらなんでも、一介の家政婦に預けておくような金額ではない。一応、こちらも調べてみたところ、不正な引き出しが行われた形跡は皆無だった。


    　その後、咲弥の実家が経営する『ミムロ・セントラル・スクウェア』に照会を依頼したところ、ここで初めて御園生初美という名前が浮上した。


    　御園生初美。二十九歳。職業欄は空白。住所は水祭乙と同じく、神狼かむろ町一丁目。地元では有名な、あの〝水祭城〟だった。


    　念のため、咲弥は神狼町に赴おもむき、近隣住民に聞き込みをしたところ、遺体が御園生初美であることはほぼ確定した。高台の洋館に住み込んでいる家政婦。常に白いキャップとエプロン・ドレスを身に着けており、それは外出時も例外ではなかったという。その証言は、遺体の服装とも一致する。


    　がちゃり、と扉が開く音がして、咲弥の思考を中断させた。初老の学年主任に伴ともなわれた水祭乙が、静かに入ってくる。咲弥はふと、妙な違和感を覚えた。輝美の話では、水祭乙は若いに似合わず、菜食しか摂とらないという。その事実を裏付けるように、以前の彼は蒼あお白じろい顔をしていた。ところが、今の水祭乙は血色も良いし、姿勢も良い。歩調も[image: ]はつ剌らつとして、見ていて気持ちがいい。若々しい生気に満ちた少年が、そこにいた。


    　一週間前の乙が引退間際の老馬なら、今の彼は駿馬しゆんめだろうか。さぞかし御園生初美の安否を心配しているだろうと思いきや、表面上は落ち着いて見えるのも意外だった。よもや、彼が犯人ではあるまいな……と、咲弥は刑事の悪い癖くせで、そんな疑いを抱いてしまう。


    　咲弥はソファから立ち上がると、水祭乙と対峙した。不思議だった。以前はあんなにも小さく華きや奢しやに見えた乙が、不思議と大きく見える。


    　そんな違和感はおくびにも出さず、咲弥は厳げん粛しゆくな面おも持もちで切り出した。


    「水祭君……こんな形で君に会うことになるなんて、本当に心苦しいのだが」


    「初美さんが、見つかったんですね？」


    　乙の語調は、予想以上にしっかりとしている。咲弥は頷うなずいた。


    「昨夜、朱しゆ里り橋が崩ほう落らくしたのは知っているな？」


    「学校でも、その噂うわさで持ちきりですよ」


    「崩落現場のすぐ傍そばで、御み園その生う初はつ美みさんは発見された。期末試験中に申し訳ないのだが、今すぐ署まで同行して欲しい。いろいろと複雑な事情があってな……詳細は後で説明する」


    　最悪の事態を想定していたのだろうか、乙きのとは真しん摯しな眼まな差ざしで頷うなずいた。


    　　　　　　　†


    　時を同じくして、綾あや咲さく署の玄関を一人の少女がくぐった。小柄な肢体には、ぶかぶかとした男物のコート。頭にはフードを被かぶっており、その顔かん容ばせは窺うかがい知れない。


    　平日の朝とはいえ、受付には多くの市民が詰めかけている。何かの相談をしている市民がいれば、険けわしい顔で苦情を述べている市民もいる。まるで市役所みたい、と少女は思った。


    　屋内にもかかわらず、フードを被ったままの少女は、明らかに不審人物だったが、受付を担当する制服警官たちは多忙らしく、誰も咎とがめはしなかった。


    　少女は脳のう裡りに綾咲署の見取り図を思い描いた。教えられた経路を辿たどり、地下の霊安室に向かう。


    　既に、川かわ屋や登と美み子こが署内に潜伏していることは、天あま城ぎ冬とう梧ごから聞いていた。事実、少女は関係者以外立入禁止の廊ろう下かを歩いている最中、誰ともすれ違うことはなかった。


    　やがて、少女は霊安室に辿たどり着いた。施錠はされていない。


    　不用心だな、と少女は思った。


    　扉を開けると、線香の匂いがした。


    　寝台には死体が横たわっている。


    　白布を静かに取り払うと、御園生初美の裸身が露あらわとなった。


    　真っ白な腹部には、桃銀ピンク色のファスナーが埋め込まれている。今は全開となっている。


    　いつ見ても……なんておぞましい造形なのだろうと思う。と同時に、ぞくりとするような美しさも覚えてしまうのが、自分でも不可解だった。


    　少女は男物のコートを無造作に脱いだ。起伏に乏とぼしい、青い蕾つぼみを思わせる裸身が、冷えた大気に晒さらされる。


    「初美さん……ごめんなさい」


    　少女は神妙な面おも持もちで謝罪すると、御園生初美を着た。


    　じじじ……と音をたて、ファスナーを引き上げる。


    　かくして、御園生初美は再生した。


    　蒼そう白はくだった肌には、今やほんのりと血色さえ甦よみがえっている。


    　以前、冬梧は少女に告げた。


    　真に優れた姥うば皮かわとは、なおも生きている。たとえ、姥皮と中身との間に明確な体格差があったとしても、姥皮は自己と中身の差異を的確に分析する。そして、ついには自みずからを中身に最適化する……。


    　あまりに異様な話だったが、こうして初はつ美みの姥うば皮かわを被かぶってみると、冬とう梧ごの話が決して誇こ大だい妄もう想そうではなく、事実であることが窺うかがえる。少女は死体を加工した皮を被っているにもかかわらず、なんら違和感を覚えてはいない。


    　少女は今、姥皮こそが自分の膚はだえなのだと、確かに実感している。


    　と、天井の通風孔から、低く押し殺した声が漏もれ聞こえた。


    「……姫様、私でございます」


    　馴な染じみ深い声。川かわ屋や登と美み子こだ。登美子はたった一人の肉親である父、達たつ比ひ古こを亡くしたばかりだった。昨夜、水み祭まつり甲きのえは御み園その生う初美を拉ら致ちし、中に入っていた登美子を無理やり引きずり出した。そこに達比古が駆けつけたのだが、あえなく返り討ちに遭った。それでも登美子を逃がすことには成功したので、達比古としては満足だったのかもしれないが……。


    　少女自身もまた、既に初美の試運転を始めている。先月から、何度か御園生初美を着用していた。来るべき儀式の日に向けて、初美の姥皮を自分の軀からだに馴な染じませるためだ。仮に昨日、御園生初美を着ていたのが自分だったら……そう考えると、少女は慄りつ然ぜんとせざるを得ない。


    　少女は、自分たちがしていることが異常であることに、気づいている。自分が敬愛していた女性の姥皮を着る……その行為はあまりにおぞましく、あまりに罪深い。


    　結果として、かけがえのない相手を騙だますことにもなった。


    　それでもなお、少女は冬梧に従したがい続けている。


    「姫様？　どうかなさいましたか？」


    　登美子が怪け訝げんそうに、天井裏から訊たずねてきた。


    「いえ、なんでもありませんわ」


    　少女は答えた。否いな、艶つややかな唇くちびるから漏もれたのは、少女自身の声ではなかった。いかなる神秘の為なせる業わざか、それは生前の初美自身が紡つむいでいた、深みのある美声だった。


    「姫様、誰かがこの部屋に近づいています。ここはいったん、死体のふりをしてやり過ごして下さい。万が一の場合は、私が姫様を護まもります」


    　自分は姫様などではない。何度云いっても、登美子はその呼び名を改めようとはしない。仕方のないことではあった。登美子は冬梧を絶対的な君主として崇あがめている。ならば、確かに少女は姫様かもしれない。


    「わかりました」


    　少女は──否、御園生初美は素早くコートと靴くつを寝台の真下に隠した。間かん髪はつを容いれず、寝台に横たわると、その豊満な裸身を白布で覆い隠した。


    　　　　　　　†


    　綾あや咲さく署の建物は、十年前に新設された。町村合併によって綾咲市が誕生したのと、ほぼ同じ時期である。国道沿いの、市の中心部からは離れた辺へん鄙ぴな場所に位置している。


    　建物の外観は尖せん塔とうを戴いただかない双塔形式であり、各おの々おのの窓はランセット風のアーチを描き、外壁は白はく亜あ。デザインを請け負った建築家が、末期ゴシック様式を取り入れた結果だった。


    　いつ見ても、警察署というよりは教会じみた雰囲気を醸かもし出している。完成当時は税金の無駄遣いだと、市民から痛烈な批判を食らったものだ。


    　咲さく弥やは愛車を来客用駐車場ではなく、地下の職員専用駐車場に滑り込ませ、壁に衝突させる寸前に急停車させた。僅わずか十分程度のドライブだったが、咲弥の荒っぽい運転は、乙きのとをぐったりとさせるに充分だった。ただ、あれほど揺れたにもかかわらず、乗物酔いしなかったのが、乙は自分でも意外だった。昔から、劇はげしく揺れる乗物には弱かったのだが……。


    「行くぞ、水み祭まつり君」


    「はい」


    　乙は車を降りると、咲弥のすらりとした背中を追いかけた。咲弥は右手に見えるエレベーターではなく、反対方向に見える扉に向かっている。


    　咲弥は車を運転中、一言も喋しやべらなかった。その峻しゆん厳げんとした態度から、乙は既に最悪の事態を想定している。


    　──初はつ美みの死。


    　その事実を思い浮かべた途と端たん、またしても頭痛に襲おそわれた。何かがむくりと、脳のう裡りで鎌首をもたげる。ところが、乙の本能がそれを拒絶する。断続的な頭痛に眉まゆをしかめながら、乙は咲弥に続いて扉をくぐり抜けた。


    　やけに薄暗く、森しん閑かんとした廊ろう下かを無言で突き進む。咲弥の踵かかとだけが、かつん、かつん、と秒針さながら、規則正しく鳴り響く。乙は何故か、刑場での行進を連想した。これから断頭台に赴おもむく受刑者といったところか。


    　廊下の突き当たりには、扉があった。


    「ここだ」


    　鋼鉄製の扉には、「霊安室」の表札。扉は固く閉ざされているのに、乙は線香の匂いを嗅かいだ気がした。


    「いいか？　これから何を見ても、驚かないように。あたしはただ、水祭君の率直な意見を聞かせて欲しいんだ」


    「はぁ……」


    　咲弥が何を云いいたいのか、乙には理解できない。咲弥もまた、自分の言動が乙に余計な戸惑いを与えていることに気づいたのだろう。それ以上は何も云わず、黙ってドアノブに手をかけた。がしゃん、と重たげな金属音が鳴った。


    　室内は狭く、薄暗く、ひんやりと冷たかった。線香の匂いが満ちている。廊下よりもさらに数度、気温が低下したようにも感じられた。


    　壁際には寝台が設置され、白布が掛けられている。その表面は盛り上がり、誰かが横たわっていることを如によ実じつに示している。


    　──あれが、初はつ美みさんなのか？


    　乙きのとは自分の心が決壊しそうになるのを、辛かろうじて堪たえた。


    　咲さく弥やは寝台の脇に立つと、感情を押し殺した声で訊たずねてきた。


    「以前、志し賀が真ま由ゆ璃りの遺体にファスナーが装着されていた話は覚えているか？」


    　こんなときに、咲弥は何を云いい出すのか……乙は訝いぶかしげに眉まゆをひそめた。


    「もちろん覚えてますけど……あれって死体じゃなくて、人形だったんですよね？」


    「確かに綾あや咲さく署は、あれが人工物だったと公式発表した。だがな、あたしは違う。あたしの勘は、今でもあれが志賀真由璃の遺体だったと告げている」


    「……何が云いいたいんです？」


    「これを見ろ！」


    　咲弥が無造作に、遺体を覆う白布をばさりと取り去った。


    「──っ！」


    　乙は息を呑のんだ。咲弥の行為は明らかに遺体への礼儀を欠いていたが、それを非難することさえできなかった。


    　初美は一糸纏まとわぬ姿で、静かに横たわっている。


    「ファスナー……！」


    　そう、初美の腹部から臍へそを経由し、下腹部に至るまで……そこには確かに、ファスナーとしか呼びようのない金属群が、肉にびっしりと埋め込まれている。引き手は乳房の真下まで完全に引き上げられ、桃銀ピンク色の務歯エレメントはひとつ残らず嚙かみ合っている。


    「うっ……」


    　乙は呻うめいた。その異様な細工に驚くと同時に、脳のう裡りでフラッシュバックが炸さく裂れつする。朱しゆ里り橋が見えた。その袂たもとに倒れ伏す初美の姿が見えた。エプロン・ドレスを切り裂さかれた初美の腹部が見えた。ファスナー。なんだ？　なんなんだ、この映像は？　この既視感は？


    「ファスナー……ファスナーがっ！」


    　乙は頭を抱かかえると、その場でしゃがみ込んだ。凄すさまじい頭痛を覚えた。知っている。自分は確かに知っている。初美の腹部にファスナーが装備されているのを、この眼で見たという確信。そう、この眼で見たのだ。見たはずなのだ。なのに記憶が繫つながらない。他人の記憶を無理やりねじ込まれたような異物感を覚えた。


    「水み祭まつり君？　大丈夫か？」


    　咲弥が心配そうに、乙の傍そばに屈かがんだ。


    「頭が……頭が痛い……！」


    　苦く悶もんの形ぎよう相そうを浮かべる乙の頰ほおに、ふと、懐かしい感触が触れた。


    「……えっ？」


    　心地良い温ぬくもりが、乙きのとの体内に流れ込んでくる。乙は静かに目ま蓋ぶたを閉ざした。噓うそのように頭痛は治まり、まるで母親の胸に抱かれている赤児のように、安らかな心地を覚えた。


    「乙さん……大丈夫？」


    　初はつ美みがむくりと身を起こし、乙の頰に優しく触れていた。


    　　　　　　　†


    　綾あや咲さく署の西塔。その屋上にて、天あま城ぎ冬とう梧ごは木枯らしに吹かれている。


    「ちっ……治りが遅い」


    　忌いま々いましげな呟つぶやきが、乾いた唇くちびるから零こぼれ落ちた。まだ傷は完全に癒いえていない。橋上の一騎打ちにて、銀ぎん露ろ梅ばいで斬られた影響が祟たたっているとしか思えなかった。


    　銀は幸運や魔ま除よけの象徴である。古代では、金よりも銀のほうが希少価値に優れ、金に銀メッキを施ほどこしていた時期すらあったという。


    　例えば、綾咲市の周辺地域で採取された『蛇へびの聟むこ入いり』では、農家の娘が大だい蛇じやを退治する際、銀製の針を使用する。冬梧の知る限り、この手の昔話でわざわざ銀製と断ことわっているのは、綾咲版の『蛇聟入』だけであった。


    　安易に銀製品に触れてしまうと、ハカナシの皮ひ膚ふは軽いアレルギー反応を示す。慣れればどうということはないが、冬梧自身、銀製品を扱う際はなるべく手袋を着用する。


    　銀露梅もまた、銀が秘める退魔能力を利用した刀なのだろう。銀露梅に斬られたことで、冬梧の再生能力は著いちじるしく低下した。左手の再生は完了したが、今も痛み止どめは欠かせない。


    　今朝、御み園その生う初美の姥うば皮かわを奪回すべく動いたはずの冬梧が、あえて実行役ではなく、サポート役に回っている理由が、そこにあった。


    　冬梧は冬梧なりに、銀露梅について考察を済ませている。おそらくは、日本刀の素材としては伝統的な玉たま鋼はがねに、銀を混ぜた合金を素材としているのだろう。


    　──果たしてそれだけなのか？


    　冬梧は自問する。そもそも、銀とは非常に脆もろい金属だ。玉鋼に安易に混入させた場合、刀身の硬度を下げることになりはしないか。


    　冬梧の見立てでは、銀露梅には人智を超えた何かが秘められているように思われた。そんな冬梧の思考を寸断したのは、しゃらん……という涼しげな音色だった。


    「見つけたわよ、姥皮師」


    　いつの間にか、水み祭まつり甲きのえが東塔の屋上に佇たたずんでいる。風に深紅の裳も裾すそをはためかせ、腰には銀露梅、あの忌々しい飾かざり太た刀ちを差している。その足あし許もとには、白びやく蓮れんも付き従したがっていた。戦闘時とは打って変わって、今では柴犬を思わせる姿をしている。


    　冬梧はゆらりと立ち上がると、甲を物もの憂うげに見やった。


    「悪いが、お姫様に構っている余裕はないんだ」


    「逃げるつもり？　そうは行かないわよ」


    　甲きのえは嘲ちよう笑しようを浮かべると、すらりと白はく刃じんを抜いた。


    「白びやく蓮れん、助けは要いらないわ」


    「ふむ……良かろう」


    　白蓮が後退すると同時に、甲の喉のどから裂れつ帛ぱくの気合いがほとばしった。地面を劇はげしく蹴けりつけるや、東塔から西塔へと、瞬時にして飛び移る。


    　冬とう梧ごの右手が素早く閃ひらめいた。懐ふところから得え物ものを抜いたのだ。スチェッキンだった。ロシア警察などに支給されているマシン・ピストルだが、冬梧が手にしているのはロシア製ではなかった。冬梧自身が設計図を不正入手し、自宅の工房で鋳ちゆう造ぞうした密造品である。


    　冬梧の手て許もとで銃口が吠えた。甲は地を這はう雌豹さながら、異様なまでに体勢を低くして、弾丸の雨あられをやり過ごす。そして一閃。銀ぎん露ろ梅ばいは銃身を見事に一刀両断し、破断された部品を撒まき散らした。


    「……ちっ！」


    　冬梧は銃を犠牲にすることで、甲の初しよ太た刀ちを外した。銃の残骸を放棄すると同時に、渾身の回し蹴りを放つ。案あんの定じよう、甲は軽やかな足裁さばきでかわすや、更に踏み込んでくる。無む論ろん、回し蹴りはフェイクに過ぎない。回し蹴りの最中さなか、甲に背中を向けた一瞬の合間に、冬梧はもう一挺のスチェッキンを抜いていた。既に大振りの体勢に入っていた甲の表情に、僅わずかな動揺が走る。


    　冷たい銃口が、甲の脇腹に触れた。


    「甲ぇ！」


    　白蓮の叫びを搔き消すように、連射音が轟とどろいた。


    「がはっ！」


    　九ミリ×18のマカロフ弾。決して威力のある弾丸ではないが、計二十発。甲の体内に入った途と端たん、容赦なく暴れ、耐え難がたい灼熱をもたらした。


    「云いっただろう？　お前の相手をしている余裕はないんだ」


    　涼しげに告げた冬梧に、しかし、甲は猛然と吠えた。血ち塗まみれの両手には、なおも銀露梅の柄つかを握り締め、鮮血の花を咲かせながらも斬りかかる。あいにく、冬梧は後方に大きく跳躍することで、煌きらめく白刃に空を切らせた。


    　甲は劇痛と大量出血で意識を朦もう朧ろうとさせながらも、憎々しげに唇くちびるを吊り上げた。


    「ふん、さすがは天あま城ぎ道どう山ざんの息子ね。姑こ息そくさは父親譲りってところかしら」


    　その名を耳にした途と端たん、冬梧の眼光が禍まが々まがしい光を帯びた。甲は唇をぺろりと嘗なめた。挑発の成功を確信したのだろう。


    「ふっ……そんなことをほざく余裕が、今のお前にあるのか？」


    「なんですって？　──かはっ！」


    　突とつ如じよ、甲は口くち許もとを押さえて血を吐いた。


    「甲きのえっ？　どうしたのじゃっ！」


    　東塔から両者の死闘を見守っていた白びやく蓮れんが、ついに跳躍した。西塔に着地するや、甲の脇に駆け寄った。


    「しっかりせい！　普段のそなたなら、その程度の傷、とっくに……」


    　弾丸は次々と排出され、地面に零こぼれ落ちたものの、何故か傷口は塞ふさがらない。それらの弾丸が奇妙な形状をしていることに、白蓮は気づいた。既に粉々に砕けてはいたが、例えるならば、それらの弾は薬品のカプセルを彷ほう彿ふつとさせた。


    「なんなのじゃ、この弾は……？」


    「硝しよう酸さん銀ぎんの水溶液を詰めた、特製の弾丸だ。思った以上の効果だな」


    　冬とう梧ごが冷厳たる口調で応じた。


    「この外道……！　絶対に、絶対に……許さない……」


    　毒づきながらも、甲は真っ青になっている。ひとたび体内に侵入した銀は、排除に時間を要する。こうなると、肉体の自浄作用が完了するのを待つしかない。


    「そなたは逃げるのじゃ！　ここは妾わらわが食い止とめ──っ！」


    　甲の前に立ち塞ふさがった白蓮だったが、冬梧に脇腹を蹴けり飛ばされた。いくら白蓮といえども、エネルギー消費を抑えた仮の姿では、冬梧の相手にはならない。


    　白蓮を一撃で昏こん倒とうさせるや、冬梧は吐き捨てた。


    「血ち祭まつり御ご前ぜんといえども、所詮はこの程度か」


    　冷笑の余よ韻いんを残すと、冬梧は屋上から颯さつ爽そうと飛び降りた。


    　　　　　　　†


    　乙きのとは言葉にならない叫びを放つと、尻しり餅もちを突いた。死んでいたはずの初はつ美みが、むくりと起き上がったのだ。慈じ母ぼのように微ほほ笑えんで、乙の頰ほおに手を伸ばしている。


    「──っ！」


    　咲さく弥やは喉のどの奥で叫ぶと、銀色の銃を抜いた。Ｓ＆ＷＭ39デベル・カスタム。宝飾にも通ずる美しさを備そなえた拳銃であった。グリップには窓が穿うがたれ、装そう塡てんされた九ミリ・パラベラム弾が覗のぞいている。朱しゆ里り橋が崩落したと聞いた直後、用心に用心を重ね、ショルダー・ホルスターに愛銃を忍ばせておいたのだ。


    「動くな！」


    　咲弥は銃口をまっすぐ初美に向けた。妙な違和感を覚えた。無む論ろん、御み園その生う初美が起き上がった以上、違和感どころの話はないのだが、その正体はすぐに判明した。


    　初美の腹部に装備されていたファスナーが、閉ざされている。咲弥は混乱した。


    　バカな、そんなはずがない。死体発見時より、あのファスナーは全開のままだった。あの無能な検視官は気味悪がって、ファスナーには触ろうともしなかった。それは他の捜査員も同じだった。咲弥とて例外ではない。


    「はっ、初はつ美みさん……？　これはいったい……」


    　尻しり餅もちを着いたまま、乙きのとが震える声で訊たずねた。初美は何も答えない。その刹せつ那な、天井の通風孔を覆っていた鉄格子が床に落下して、がしゃんと鳴り響いた。耳障ざわりな残響が消えやらぬうちに、通風孔から何者かが這はい出して、急降下した。


    「お前はっ──？」


    　咲さく弥やが叫んだ。突然の闖ちん入にゆう者しやは、白と赤の巫み女こ装しよう束ぞくを纏まとっていた。ただし、顔は能面で隠している。小こ面おもてと呼ばれる能面だった。若い女、あるいは少女を表わす面である。


    　巫女は一振りの剣つるぎを構えている。反そりのない刀身は、日本神話に登場する直刀によく似にていた。


    　気合い一閃、巫女は容よう赦しやなく咲弥に斬りかかった。咲弥は虚きよを突かれたものの、紙一重でかわした。すかさず銃口を巫女の胴体に向ける。撃つ。撃つ。さらに撃つ。乾いた銃声が何度も轟とどろき、大気が明めい滅めつする。


    　一発目、二発目こそ直刀に弾かれたが、三発目以降は巫女の胴体に命中した。


    　巫女は被弾のたびに軀からだを跳ね上げ、鮮血をほとばしらせた。なのに不思議と倒れない。それどころか、一度は肉に埋没したはずの弾が、血染めの巫女装束に穿うがたれた風穴を通過して、ぽろぽろと床に零こぼれ落ちた。咲弥は蒼そう白はくとなった。悪い夢、あるいは、Ｂ級のホラー映画でも見ているような気分だった。


    「バカな……」


    　咲弥の首筋を、嫌な汗が伝い落ちた──自分はいったい、何を相手に戦っている？　思考が麻ま痺ひし、銃口がカタカタと震え始める。既に弾は尽きた。


    　ふと、咲弥の脳のう裡りに「異類」という言葉が甦よみがえった。以前、輝てる美みが口にした言葉だ。当然ながら、咲弥は他た愛わいのない昔話だと思っていた。異類など、所詮は空想の産物であり、現実に存在するはずなどない、と……。


    　眼の前の巫女を異類といわずして、なんという……？


    　そんな咲弥の迷いを見逃さず、巫女は容赦なく斬りつけてきた。後退しようとして、咲弥の背中が壁に当たった。かわす余裕はない。咲弥は咄とつ嗟さに銃を構え、強烈な斬ざん撃げきを受け止とめた。がきぃいん！　という響きとともに、火花が散った。白はく刃じんは銃のスライドに仄わずかな傷痕を残したものの、辛かろうじて静止した。


    　巫女はなおも力を緩めず、咲弥を圧迫する。凄すさまじい膂りよ力りよくだった。腕うでっ節ぷしにはそれなりの自負を抱いている咲弥でさえ、まったく歯が立たない。


    「今です！　姫様、お逃げ下さい！」


    　咲弥の動きを封じるや、巫女が背後に向けて叫んだ。姫様だと？　水み祭まつり家のメイドを務める初美が、どうしてお姫様扱いをされているのだろう？　壁際で圧迫されながらも、咲弥の脳のう裡りにそんな疑問が渦巻いた。


    「後を頼みます」


    　厳げん粛しゆくな面おも持もちで応じた初はつ美みは、巫み女こが獅し子し奮ふん迅じんの働きを為なしている間にも、身なりを整えていた。男物のハーフコートを羽織り、素足にはスニーカーを履はいている。


    「初美さん、待って！」


    　乙きのとの呼びかけも虚むなしく、初美はフードを被かぶって顔を隠すと、霊安室を飛び出した。


    「追いかけろ！　大切な家族なんだろうっ！」


    　咲さく弥やが叱しつ咤たを飛ばした。


    「はい！」


    　その言葉に弾かれるように、乙は駆け出した。


    　霊安室には咲弥と巫女、ただ二人が取り残された。なおも力比べを続けながら、巫女が能面の奥で低い声を漏もらした。


    「お遊びは、おしまいです」


    「これが……遊びだと？」


    　咲弥は慄りつ然ぜんとなった。巫女の右手がゆっくりと、剣の柄つかから離れていく。それでもなお、互いの力関係は崩れない。巫女はあくまでも左手一本で、咲弥の動きを完全に封じている。


    　咲弥は文字通り、命の危機を覚えた。


    　巫女の右手には、いつの間にか短刀が握られている。袖そで口ぐちに仕込んでいたのだ。その禍まが々まがしい尖せん端たんが、咲弥の脇腹を急襲する。刃は肋ろつ骨こつと水平の角度を保っている。脇腹から斜め上に突き刺して、心臓を串刺しにするつもりなのだ。


    「かはっ！」


    　断だん末まつ魔まの叫びを漏もらしたのは、しかし、巫女のほうだった。


    　刺される寸前、咲弥が放った渾こん身しんの前蹴げりが、巫女の鳩みぞ尾おちを直撃したのだ。脚の長い咲弥にとって、前蹴りは得意技のひとつだった。モデルのような美脚ながら、咲弥の前蹴りには石壁を砕くほどの威力が秘められている。いくら屈強の化け物といえども、内臓破裂は免まぬがれまい。無む論ろん、咲弥が今まで一度も蹴り技を放たなかったのは、窮きゆう地ちのために温存していたのである。


    「うぐっ……っ！」


    　巫女は背中から倒れると、直刀も短刀も取り落とした。


    「はぁ、はぁ……」


    　危うく殺される寸前だった咲弥は、呼吸も荒く、やや正気を失っている。軽い興奮状態に陥おちいっていた。素早くマガジンを交換するや、巫女の脇に仁王立ちとなった。通常、日本の警察官が弾倉交換を余よ儀ぎなくされる事態に陥ることは、まずない。にもかかわらず、咲弥は予備弾倉を懐ふところに忍ばせていた。咲弥が本能的に覚えていた危機感は正しかったのだ。


    　巫女の無防備な頭部に向けて、容よう赦しやなく銃口を突きつける。


    「このっ……化け物め！」


    　咲さく弥やは連射した。能面が割れ、砕け散った。その下から現れたのは、意外にも美しい女だった。純和風の顔立ち。


    　それでも咲弥は躊躇ためらうことなく、全弾を撃ち尽くした。ビルの屋上から落とした西瓜すいかさながら、女の頭部はぐしゃぐしゃに潰れ果てた。


    　起き上がる気配は──ない。


    　上司に連絡せねばと思い立ったのも束つかの間、咲弥は携帯電話に伸ばした手を止めた。


    「そうだ……水み祭まつり君が！」


    　咲弥は居ても立ってもいられず、霊安室を飛び出した。嫌な胸騒ぎがした。最後の予備弾倉を懐ふところから取り出すと、デベルのグリップ部に叩たたき込んだ。


    　　　　　　　†


    「初はつ美みさん！」


    　霊安室から地下駐車場へと至る廊ろう下かを、乙きのとは必死で駆けている。初美の背中は、今や手を伸ばせば届くほどに迫っていた。利用者の少ない通路らしく、乙と初美以外、通行人の姿は皆無だった。


    「初美さん！　お願いだ……待ってよ！」


    　地下駐車場に飛び出した直後、乙は初美の肩に手をかけ、引き止めた。その拍子、初美が被かぶっていたフードがはらりと翻ひるがえって、乱れ髪がふわりと肩口を覆った。


    「初美さん！」


    　乙は勢いに任まかせて、初美の背中を力任せに抱き締めた。その抱き心地に愕がく然ぜんとした。予想していたよりも、遥かに華きや奢しやな肢体だった。今にも折れ砕けてしまいそうな、そんな脆もろさを感じさせる。昔はあんなにも大きく感じていた初美の存在が、今ではこんなにも小さい。


    　だが、決して初美が小さくなったわけではないことに、乙は気づいた。そう、乙のほうが成長したのだ。初美の背丈を追い抜いたのは、確か中学三年の一学期だった。


    　刹せつ那な、乙の胸に湧き起こったのは、くるおしいまでの愛いとしさだった。


    　それは、もう二度と初美を離したくはないという、純粋な気持ちだった。年の差や立場の違いといった問題はもちろんのこと、あの異様なファスナーのことも、そして霊安室での蘇そ生せいについても、少なくとも、今この瞬間だけは脳のう裡りから消え失せた。


    　思い返せば、乙は恋愛とは無縁な学園生活を送ってきた。自分はまだ、初恋すら知らないのだと思い込んでいた。そんな自分が朴ぼく念ねん仁じんだとからかわれても、仕方のないことだと諦あきらめていた。違う。そうではなかったのだ。物心ついた頃から、乙の傍そばには初美がいた。家政婦という立場を弁わきまえながらも、時には母のように、時には姉のように、優しく乙を守ってくれた初美。


    　そう……ただ単に、乙は自分の気持ちに気づいていなかっただけなのだ。乙は衝動的に、初美の乱れ髪に顔を埋うずめた。


    　乙は今、初美を一人の女として抱き締めている。


    「初はつ美みさん……俺は……俺は、初美さんのことが──」


    　うわごとのように呟つぶやきながら、乙きのとは腕に力をこめた。


    　そんな乙の激情に水を浴びせかけたのは、初美自身だった。


    　初美は、乙の手にそっと自分の掌てのひらを重ねると、蚊の鳴くような声で告げた。


    「……駄目だよ、キノちゃん」


    　その声音こわねに、乙は絶句した。明らかに初美の声ではなかった。乙はその可か憐れんな声を確かに知っている。否いな、知っているどころではない。そもそも乙を「キノちゃん」などと呼ぶ者など、世界広しといえども一人しかいない……。


    「葉は桜ざくら……なのか？」


    　どういうわけか、初美の中に葉桜がいる。


    　期末試験を欠席した葉桜が、何故か初美の中にいて、乙に抱き締められている。


    「そこまでだ、乙君」


    　いつの間にか、地下駐車場の中央に、天あま城ぎ冬とう梧ごが立っていた。その途と端たん、初美は乙の腕を逃れると、冬梧の傍かたわらに駆け寄った。乙は劇はげしい喪失感に胸を締めつけられた。


    「冬梧さん……くっ！」


    　またしても、乙は劇しい頭痛に襲おそわれた。何故だ……何故、冬梧を意識するだけで、これほどまでに頭痛が起こるのか？　いや、今は頭痛などどうでもいい。初美の中に葉桜がいて、冬梧が迎えに来た。それが意味するものとは──なんだ？


    　苦く悶もんの相を浮かべる乙に、冬梧が右手を差し出した。


    「さあ、乙君。もう時間がないんだ。俺たちと一緒に来てもらおう」


    「冬梧さん……？」


    「水み祭まつり君！　何をしている！」


    　咲さく弥やだった。先ほど乙がくぐり抜けた扉の前で、拳銃を構えている。銃口はなんら迷いを秘めることなく、冬梧にぴたりと向けられていた。


    「何者だ！　それに……お前の背後にいる女、御み園その生う初美だな？」


    　詰問口調で指摘されるや、初美はびくんと肩を震わせ、冬梧の背後に隠れた。そんな初美とは対照的に、冬梧は悪びれる様子もなく、逆に質問で返した。


    「まさかとは思うが……彼女を倒したのか？」


    　冬梧の云いう「彼女」というのが、小こ面おもての能面を被かぶった巫み女こを意味するのは明らかだった。


    「あたしが今、ここにいるという事実がすべてだ！」


    　咲弥がそう宣言した直後、初美が息を呑のむ気け配はいがした。


    「ふっ、平凡な人間の分際で、我が血けつ族ぞくを退しりぞけたか──ふははははっ！」


    　冬梧が大音声を張り上げたので、乙は戸惑った。そんな風に嗤わらった冬梧など、未いまだかつて見たことがなかった。


    「……何が可お笑かしい？」


    　咲さく弥やの問いに、冬とう梧ごはなおも嗤わらい続けていたが、やがて答えた。


    「風の噂うわさで聞いたことがある。綾あや咲さく署の刑事課には、とんだ〝じゃじゃ馬〟がいるとな。そいつは御み室むろグループのご令嬢でありながら、刑事を志こころざしたそうだ。その名は御室咲弥」


    「……だったら、どうだと云いうんだ？」


    「その美貌に、その強さ……素晴らしい。噂以上だ。ふはっ！　素晴らしいぞっ！」


    　冬梧は明らかに興奮している。はぁはぁ……という、荒い鼻息がこちらにまで伝わってきた。その双そう眸ぼうは充血し、頰ほおには赤みが差している。今しも禍まが々まがしい鬼き気きが、冬梧の全身から噴ふき上がったかに見えた。


    「やっと、やっと巡り合えた！　俺自身が着てみたいと思えるほどの女に！」


    　その言葉が意味するところを、咲弥は咄とつ嗟さには理解できなかったのだが、冬梧が発する異様な鬼気に怖おぞ気けを覚えるあまり、問答無用でトリガーを引いた。銃声が次々と谺こだまする。


    　怒ど濤とうの八連射の果てに、怖いくらいの静せい寂じやくが訪れた。


    「バカな……」


    　啞あ然ぜんとした呟つぶやきが、咲弥の蒼あお褪ざめた唇くちびるから漏もれた。冬梧は避けようともしなかった。弾はすべて冬梧の腹部に命中したが、瞬時に再生を果たした筋肉線維に押し戻され、ぽろぽろと零こぼれ落ちた。


    「お前は……なんなんだ？」


    　刹せつ那な、冬梧は僅わずか一瞬で距離を詰め、咲弥の背後に回り込んだ。乙きのとの眼には、冬梧の姿が消えたとしか思えなかった。それは咲弥も同じだったろう。


    「俺は──ハカナシだ」


    　冬梧の指が咲弥の頸けい部ぶを軽く押さえた。たったそれだけで、咲弥はがくんと崩れ落ち、冬梧の腕に収まった。失神していた。銀色の銃が地面に転がり落ちて、虚むなしい響きを発した。


    「咲弥さん！」


    　悲痛な面おも持もちで叫んだ乙に、冬梧は酷こく薄はくな口調で返した。


    「他人の心配をしている場合か？　君も一緒に来るんだ。俺たちには君が必要なんだ」


    「ふざけるな！　冬梧さん……あなたは、あなたはいったい、何者なんですか？」


    「俺と一緒に来れば教えよう。俺たちの祖先が一千年にわたり築き上げてきた、あまりにも忌いまわしく、呪わしい歴史をな──」


    　しゃらん。冬梧の言葉に応じたのは、清澄な音色だった。


    　少女が、そこに立っていた。


    　腰には絢けん爛らんたる飾かざり太た刀ちを携たずさえて。足あし許もとには白銀の毛並みをした獣けものを引き連れて。何故か衣服はボロボロだし、せっかくの御お髪ぐしも乱れてはいるが、その高貴さは隠しようもない。


    　少女は、ぞっとするほど凄せい艶えんな笑えみとともに、痛烈に宣告した。


    「おあいにく様。その子に真実を告げるのは、お前の役目じゃないわ」


    



    　乙きのとは眼を剝むいた。


    　──あの女の子は！


    　衝撃が脊せき髄ずいを突き抜けた。幻想絵巻でも観ているように、次から次へと闇夜の記憶が甦よみがえっては、欠落を埋めていく。一度はゴミ箱に棄すてられていたファイルが、元の場所に戻されたような、異様な感覚だった。あたかも、少女の圧倒的な存在感が引き金となって、乙の記憶障害を強引に修復したとしか思えなかった。


    　失われていた昨夜の記憶は、完全に復元された。


    　失踪した初はつ美みを捜し、闇夜に飛び出したこと。水み祭まつり甲きのえと名乗る姫騎士。甲と冬とう梧ごの死闘。規格外の巨おおきさを誇る銀狼。頭上で崩れ落ちた朱しゆ里り橋……。


    　そこまで思い出した時点で、乙は生なま唾つばをごくりと呑のみ込んだ。


    「俺はなんで……無傷なんだ？」


    



    　溢あふれ出した記憶に翻ほん弄ろうされる乙を尻目に、甲と冬梧は微動だにすることなく、互いに烈はげしい眼まな差ざしで睨にらみ合っている。


    「もう二度と、銃は通用しない」


    　甲はそう宣言すると、唐から鍔つばに親指を添え、鯉こい口ぐちを切った。冷たい金属音が鳴った。


    「あれだけの硝しよう酸さん銀ぎん弾を喰らっておきながら、意外に早い回復だったな」


    　冬梧は咲さく弥やを小脇に抱えたまま、空いた手で拳銃を抜いた。屋上で甲を足あし止どめしたスチェッキンより、一回りも二回りも巨大な銃だった。〝ハンド・キャノン〟の異名をとるデザート・イーグル。こちらもまた、冬梧自みずからが手がけた密造品だった。貧弱な射手には到底、扱いきれない代物なのだが、冬梧のような巨漢が構えると、とてつもない威圧感を醸かもし出す。


    「無駄よ！」


    　甲が一気に距離を詰める。刀身が銀光をほとばしらせる。眼にも留まらぬ抜ばつ刀とう術。白はく刃じんが猛然と唸うなり、拳銃もろとも冬梧の肉体を斬り上げる軌道を描く。


    　銀ぎん露ろ梅ばいを受け止とめたのは、しかし、冬梧ではなかった。


    　霊安室で咲弥に倒されたはずの巫女みこが、冬梧を庇かばうように立ちはだかり、諸もろ手てで剣つるぎを構えている。咲弥が気を失っていなければ、戦慄のあまり絶叫していただろう。あれほどの銃撃を頭部に受けながらも、巫女は甦よみがえった。完かん膚ぷなきまでに潰された頭部も、血に塗まみれてはいたが、傷口は塞ふさがっている。無む論ろん、能面までは修復できるはずもなく、素顔を晒さらしていた。


    「……登と美み子こさん？」


    　乙が愕がく然ぜんと呟つぶやいた。つい先日、神社の境けい内だいで言葉を交わした巫女が、あろうことか、甲と鍔つば迫ぜり合っている。


    「たかが血けつ族ぞく風ふ情ぜいが、このあたしに楯たて突つくとはね。親子そろって大バカ者よ！」


    　甲きのえの髪が風を孕はらみ、逆立った。圧倒的な膂りよ力りよくに任せ、登と美み子この腹を蹴けり上げる。登美子の華きや奢しやな肢体が、天井めがけて吹っ飛んだ。どん！　と天井に激突し、コンクリートに亀裂が生じる。ぱらぱらと降り注ぐ微細な破片とともに、登美子は甲の頭上を目がけて、ゆらりと背中から落下した。


    　白はく刃じんが旋回し、斬ざん！　と大気を薙ないだ。


    「冬とう梧ご様、今は……お逃げ……下さい──……」


    　その言葉を最後に、深紅の花が咲くように、登美子の軀からだが四散した。肉塊と臓器が血の雨となって降り注ぎ、その中央には、姫君の鮮烈な孤影が超然と君臨している。


    　今度こそ、登美子に甦よみがえりの気配は感じられない。


    「次はお前よ、姥うば皮かわ師」


    　甲が血に濡ぬれた剣けん尖さきを冬梧に突きつける。


    「登美子……お前の思い、無駄にはしない」


    　刹せつ那な、冬梧があらぬ方向に向けて発砲した。銃声というよりは、砲声に匹ひつ敵てきする発射音が轟とどろいた。射出された50ＡＥ弾は、壁際に駐車していたパトカーを直撃した。


    　冬梧は狙い過あやまたず、一発でエンジンタンクを撃ち抜いた。間かん髪はつを容いれずガソリンに引火して、爆発する。冬梧は更に発砲し、別の車両も爆発させた。爆風が吹き荒れ、煙が充満する。一瞬にして視界が奪われてしまう。


    「なっ──！」


    　甲は絶句した。銃に対する警戒は万全のつもりだったが、これには虚を突かれた。警報装置が火災を検知するや、けたたましいアラームを発する。


    「姥皮師ぃいい！」


    　甲が憎にく々にくしげに叫んだ。天井の低い地下駐車場には朦もう々もうと煙が立ちこめて、冬梧の位置を完全に隠してしまっている。冬梧はその巨きよ軀くを楯に、初はつ美みと咲さく弥やを爆風から護まもりつつ、黒煙に紛まぎれて姿を消した。


    



    　突然の気け配はいに、乙きのとは顔を上げた。


    「ったく……世話の焼ける子なんだから！」


    　水み祭まつり甲が仁王立ちし、乙を見下ろしている。その鋭い明めい眸ぼうは凜りんとした光に満ちて、艶なまめかしいほどに紅あかい唇くちびるからは、皓こく歯しの輝きが覗のぞいている。混乱していた記憶が戻ったおかげか、甲の鮮烈な姿を眼前にしても、もう頭痛は起こらなかった。


    「唯一の僥ぎよう倖こうじゃったな、甲」


    　甲の足あし許もとでは、白銀の毛並みを持つ犬が、信じがたいことに人語を紡つむぎ出した。昨夜、朱しゆ里り橋に登場した巨きよ狼ろうだと思われるが、今は野良犬も同然のサイズだった。


    　そのとき、地下の異変を察知した警官たちが、ようやく雪崩なだれ込んできた。


    「おいっ！　何があった！」


    「なんだこれはっ！　どうなっているっ！」


    「消防に連絡しろっ！」


    　制服組も私服組も入り乱れ、警官たちは口々に叫びながら、事態を呆ぼう然ぜんと見やっている。あまりの惨事に、何から為なせば良いのかもわからない様子だった。


    「甲きのえ、今は逃げることが先決じゃ！　水み祭まつり家の当主よ！　そなたも一緒に来るのじゃ！」


    　白びやく蓮れんに促うながされ、甲は駆け出した。乙きのとも慌てて後に続く。


    　冬とう梧ごと同様、今なお立ちこめる黒煙のヴェールを利用して、二人と一匹は車両専用の出口に向かった。地上に通じる坂を駆け上がり、なんとか脱出を果たす。


    　ちょうど、建物の裏手に位置する場所だった。白塗りの積み木を重ねたようにも見える双塔が、末期ゴシック様式の威い容ようをたたえつつ、二人と一匹を超然と見下ろしている。


    「待ってくれ！」


    　なおも走り続ける甲を、乙は衝動的に引き止とめた。


    「……何よ？」


    　案あんの定じよう、不機嫌そうな返事が返ってきたが、甲は足を止とめてくれた。忙せわしなく揺らめいていた御み髪ぐしが、はらりと腰の位置で静止する。


    　凜りん冽れつとした青空の下で、乙は改めて甲と対峙した。


    　ふと、乙は懐なつかしい匂いを覚えた。白びやく檀だんの香りだった。甲の肌から漂ただよっているように思われた。その心地良さに誘いざなわれるように、乙はぼんやりと訊たずねた。


    「俺たちは、本当に……双子の姉弟なのか？」


    　甲はなおも柳りゆう眉びを吊り上げてはいたが、やがて、その表情が幽かすかに和なごんだように見えたのは、乙の錯覚だったのだろうか。


    「そうよ。あたしたちは同じ日に、同じ子宮から生まれた間柄。それがすべてよ」


    「じゃあ、やっぱり……あの夢に登場した女の子は……」


    　あいにく、乙の言葉は甲かん高だかいエキゾースト・ノートに遮さえぎられた。


    　突然、優雅なボディラインを描くフェラーリが現れたのだ。ボディ・カラーは紫。フロントにエンジンを積んだ、６１２スカリエッティだった。車体は姉弟の真っ正面で、ぴたりと停車した。


    「はぁい、甲さん」


    　運転席から顔を覗のぞかせたのは、白衣姿の女だった。その妖よう艶えんぶりに、乙はくらくらと眩暈めまいを起こしそうになったが、辛かろうじて堪たえた。妖よう女じよは黒くろ縁ぶち眼鏡の位置を指先で補正しつつ、漆しつ黒こくのルージュを塗った唇くちびるの両端を、キュッと吊り上げた。


    「ふふっ……ついに弟さんと合流したのね。良かったら乗せてあげるわよ？」


    　その妖よう艶えんな声を聞いた途と端たん、甲きのえはムスッと不機嫌な顔になった。


    「どうしてお前がここにいるのよ！」


    「あら、まだ云いってなかった？　私は綾あや咲さく署から嘱しよく託たくを受けた警察医よ。検死に訪れたんだけど、後の祭りね。さ、お乗りなさい」


    「甲よ、今は一刻も早く、この場を離れねばならん。我らだけならどうにでもなるが、水み祭まつり家の当主は、そなたとは違う。然しかるべき足が必要じゃろう」


    「む……わかったわよ」


    　甲は不ふ承しよう不ぶ承しようながらも、白びやく蓮れんの言葉に従したがうことに決めたようだ。助手席のシートを倒し、後部座席に乙きのとと白蓮を放り込む。白蓮は綺麗に着地を決めたが、乙はあちこちに軀からだをぶつけてしまった。なんとか体勢を立て直し、シートに腰を落ち着けたのも束つかの間、


    「うっ……この匂いって、まさか……」


    　乙は濃密な香りを感じ、思わず顔をしかめたが、馴な染じみのある匂いだと気づいた。そう、濃度こそ段違いだが、最近の初はつ美みが纏まとっていたのと同種の香りなのだ。嗅かいだ者の官能を劇はげしく揺さぶるような、妖あやしい香り……。


    　助手席に腰を落ち着けた甲もまた、車内を満たす香りには辟へき易えきしたらしい。


    「ちょっと……これって黒こく戀れん香こうじゃないの？」


    　甲の指摘に、玲れ魅みは艶えん然ぜんと微ほほ笑えんだ。


    「そうよ。神狼かむろ山の奥地でしか採取できない希け有うな植物、黒戀。その花弁は香水の原料に、枝は香木として使われるの。いい匂いでしょう？」


    「微量ならともかく、濃すぎるわよ！」


    「うふっ……情の深い女の証よ。それより甲さん？　シートベルトはちゃんと締めてね」


    　玲魅は愉たのしむように告げると、無造作にアクセルを踏み込んだ。５・７リットルのＶ12エンジンが、甲かん高だかい雄叫びを発する。謎の爆発で騒然となっている綾咲署を尻目に、玲魅が駆るスカリエッティは、来客用駐車場を猛スピードで横切ると、国道に飛び出した。


    


  


  
    　　伍　跪ひざまずいて足をお嘗なめ


    



    　海え老び沢さわ玲れ魅みは水み祭まつり家の門前でフェラーリを止とめると、甲きのえ、乙きのと、白びやく蓮れんを順に降ろした。


    「それじゃあ、私は仕事があるから、この辺で失礼するわね」


    　茶目っ気たっぷりに嗤わらうと、玲魅は車体をＵターンさせ、あっという間に豆粒と化した。


    「とりあえず……入るか？」


    　乙は恐る恐る、甲に声をかけた。乙には甲に訊ききたいことが山ほどあった。甲自身、今がすべてを説明するときだと判断したからこそ、ここまで来てくれたのだろう。


    　甲は乙の問いかけに振り向くと、きょとんと小首を傾げた。


    「入るって、どこに？」


    「いや、だから……俺んちに」


    「それは構わないけど、どこにあるの？」


    「どこって、ここだけど」


    　乙は背後を振り返った。広漠とした庭園の向こう、ひっそりと佇たたずむ洋館を指し示す。甲はぽかんと呆ほうけ、眼をまん丸にすると、ぷるぷると拳こぶしを震わせ始めた。


    「お、お前は……この十年間、こんな屋敷でぬくぬくと暮らしてたってわけ？」


    「そんなことを云いわれても……だいたい、ここが俺んちだってこと、知らなかったのか？」


    「だ、だって……」


    　ぷい、とそっぽを向いた甲に代わって、白蓮が嬉々として答えた。


    「甲はこう見えて、恥ずかしがり屋なのじゃ。一応、屋敷の住所だけは聞かされていたのじゃが……何せ生き別れになっていた弟と十年ぶりに再会するのじゃ。いろいろと不安もあったじゃろうて。特にここ数日は……くっくっく。髪型や化粧など、普段の何倍も気を遣っておったしのぅ」


    「バ、バカ！　何を云ってるのよ！」


    　羞しゆう恥ちのあまり真っ赤に頰ほおを染めた甲に、白蓮はニタニタと嗤わらってみせた。


    「妾わらわはそなたの母代わり。なんでもお見通しじゃ！」


    「このバカ犬がっ！」


    　甲の一言で、白蓮は血相を変えた。


    「なっ！　この妾を……よりにもよってバカ犬じゃと！」


    「そうよ、お前なんてバカ犬で充分！」


    「おお、嘆なげかわしい！　そなたが幼女じゃった頃は、妾を〝母様〟と呼んで慕ってくれたというに……あの頃のそなたは、どこへ行ってしまったのじゃ！」


    　白蓮は泣き崩れると、坂を駆け下りてしまった。意外に涙脆もろいらしい。


    「おい……あのままでいいのかよ？」


    「別に、いつものことだから。お腹を空すかせたら戻って来るわよ」


    　甲きのえはあくまでも素っ気ない。野良犬と間違えられた挙あげ句く、保健所に連れて行かれなければいいけど……と、乙きのとは不ふ穏おんな想像を巡らせた。


    　　　　　　　†


    　広大な玄関ホールに辿たどり着くなり、甲はぽかんと呆ほうけてしまった。


    「ここって……本当に家？　ホテルじゃなくて？」


    「家だよ。俺はここで、初はつ美みさんと二人で暮らしていたんだ」


    　初美の名前を出した途と端たん、乙は暗あん澹たんとした気分になった。冬とう梧ごに誘拐された咲さく弥やのことも気懸かりだった。元々、咲弥は初美の遺体が発見されたため、身元確認のため、乙を迎えに来たのだった。結果的に、自分が咲弥を巻き込んだことになるのではないのか……そう考えると、ますます憂ゆう鬱うつになった。


    　ふと気づけば、甲が何故か、きょろきょろと周囲を見渡している。よっぽど洋館が珍しいのだろうかと思いきや、


    「ねぇ、ブーツはどこで脱げばいいの？」


    　そんなことを大おお真ま面じ目めに訊たずねてきた。笑ってはいけないと思いつつ、乙はつい吹き出してしまう。暗澹とした気分が、少しは晴れた気がした。


    「ちょっと！　何が可笑おかしいのっ？」


    「ここは洋館だからさ。靴くつは脱がなくてもいいんだ」


    　たちまち、甲は頰ほおに朱を散らした。


    「云いわれなくてもわかってるわよ！　ただなんとなく、訊きいてみただけなんだからっ！」


    　もはや支離滅裂である。乙は不ふ覚かくにも、そんな甲を可愛かわいいと思ってしまった。笑いを嚙かみ締めつつ、一階の応接間に向かう。木製の扉をゆっくりと開いた。この屋敷で唯一、暖炉のある部屋だった。


    「ふひゃっ！　お帰りなさぁい！」


    　部屋に足を踏み入れるなり、乙はぎょっとして立ちすくんだ。見慣れたはずの室内には、真っ新さらな白壁に浮かぶ不愉快な染みのごとく、謎の異物が鎮ちん座ざしていた。


    「ふひゃふひゃ……さぁさぁ、こちらへどうぞ」


    　見知らぬ青年が、応接間のソファでふんぞり返っている。三人掛けのソファの中央に陣取って、両肘ひじを背もたれに引っかけている。ゾッとするほど美しく、禍まが々まがしい青年だった。唇くちびるの両端から耳にかけては、銀色のファスナーが横断している。


    「だっ……誰ですか、あんた！」


    　咄とつ嗟さに身構えた乙とは対照的に、甲は謎の青年に声をかけた。


    「烏からす丸ま？　なんで、お前がここにいるのよ？」


    「ふひゃっ！　一度、水み祭まつり家の現当主に、きちんと挨あい拶さつしておこうと思いましてねぇ。それより……甲きのえさん？　案あんの定じよう、また服をボロボロにしてますねぇ」


    「仕方ないでしょ！　まさか撃たれるとは思ってなかったんだもの！」


    「そんなことだろうと思って、新しい服を用意してきましたよ。向こうの部屋で着替えてきて下さい」


    　そう告げると、烏からす丸まは甲に紙袋を手渡した。


    「わかったわよ……」


    　不ふ承しよう不ぶ承しようながらも、部屋を出て行った甲を尻目に、烏丸はふらりと立ち上がった。


    「初めまして、水祭乙きのと君」


    　乙の正面に歩み寄った烏丸は、乙より頭ひとつ分は長身だった。間近で見ると、左右の頰ほおを横断するファスナーの禍まが々まがしさが余計に際立つ。あまりに浮世離れした男だった。


    「ぼくは烏丸。シルバー・アクセのデザイナー、といったところです」


    　その名を聞いた途と端たん、乙は初はつ春はるが耳に付けていたピアスを思い出した。


    「烏丸……さんって、もしかして『Ｌ．Ｆ．Ｌ』の？」


    　たちまち、烏丸が歓喜を露あらわにした。今にも小躍りしそうな様子だった。


    「ふひゃっ！　光栄の至りですねぇ。もしかして、ぼくのファンですかぁ？」


    　烏丸がさりげなく、軀からだを寄せてくる。乙はたじたじとなった。例えるならば、蛇へびに睨にらまれた蛙かえるのような気分だろうか。少しでも油断すると、その妖あやしげな瞳ひとみに吸い込まれそうになってしまう。


    「い、いえ、ぼくじゃなくてですね、友達があなたの大ファンで……」


    「ほう、それは良い友達に恵まれましたねぇ。ところで、乙君自身はどうなんでしょう？　アクセに興味はありますか？」


    　予想外の質問に、乙は口ごもった。


    「ぼ、ぼくには……その……そういうチャラチャラしたアイテムは、似合わないっていうか……すっ、すみません！　決して烏丸さんの作品を貶けなしているわけでは！」


    「ふひゃひゃひゃ。構いませんよぉ。好みなんて人それぞれなんですからね。とはいえ、ぼくのアクセが君に似合わないなんてことは、あり得ません。乙君はまだ、自分の魅力に気づいていないのですよ。ふひゃひゃひゃひゃ」


    　烏丸は自信満々に宣言すると、くねくねと這はいずり回る蛇さながら、華きや奢しやな右腕を乙の肩に回した。肩先をさわさわと撫なでられているような気がして、乙はゾッとした。


    「ちょっと！」


    　突如、甲が両者の間に割り込んできた。新品の洋服に着替え終わり、ちょうど戻って来たところだったのだ。


    　烏丸は子どものようにむくれると、不満を露わにした。


    「なんですか、甲きのえさん？　今、とってもいいところなんですから」


    「どこがいいところよ！　お前、この子を口く説どきにやって来たんじゃないでしょうね？」


    　甲がとんでもないことを云いい出したので、乙きのとは狼ろう狽ばいした。


    「いやいや！　そんなはずないでしょう？　ふひゃひゃひゃひゃ……」


    　烏からす丸まは大おお袈げ裟さに肩をすくめると、再び三人掛けのソファに腰を落ち着けた。


    「それでは、本題に入りましょうか──乙君」


    　突然、烏丸の眼まな差ざしが凄すごみを帯びたので、乙は思わず背筋を正した。先ほどの締まりのない雰囲気からは一転して、峻しゆん烈れつな気け配はいを漂ただよわせている。


    「君には、水み祭まつり家当主として知っておかねばならないことが、たくさんあります。このぼく自みずから、そいつを説明して差し上げようというのですよ」


    「ちょっと待って下さい。どうして、烏丸さんが？」


    　乙の率直な問いに、烏丸は艶つややかに微ほほ笑えんだ。


    「ぼく自身も、君たちと同じ村の出身者だからですよ」


    　　　　　　　†


    　烏丸と向かい合う形で、甲と乙もソファに腰掛けた。


    　ソファは三人掛けがもう一脚と、一人掛けが二脚残っていたが、甲はさっさと一人掛けに腰を落ち着けた。左手には銀ぎん露ろ梅ばいの鞘さやを握り締めたままだ。その気になれば、いつでも抜ける体勢である。


    　一見、甲は烏丸と共同戦線を張っているように見えるが、完全に心を許しているわけではないらしい。それとも、単に「心を許している」のを悟られたくなくて、あえて油断なく身構えているのだろうか。そんなことを考えつつ、乙も一人掛けのソファに腰掛けた。


    「ふひゃひゃ……何から話しましょうかねぇ」


    「まずは俺たちの故郷について、教えてはもらえませんか？」


    「構いませんよ。綾あや咲さく市を取り巻く山地には、実に多数の村落が点在しています。ぼくたちの故郷だった果は敢か無なし村もまた、そのひとつでした」


    「はかなし村……」


    　胸きよう裡りに刻み込むように、乙はその名を呟つぶやいた。


    「果敢無村の起源は、実に一千年以上も昔に遡さかのぼります。永ながい歴史を通じて、先祖代々、果敢無村を治めてきた一族こそが、水祭家。そして、乙君。十年前に先代の当主が死んだ以上、君こそが水祭家の現当主なのです！」


    「俺が、一族の当主……？」


    「はぁい！　水祭家の当主とは、代々、すべての村人から〝ミマツリ様〟と呼ばれ、崇あがめられてきた存在なのです」


    　俄にわかには信じられぬ話だったが、そのとき、乙の脳のう裡りには夢の中で聴いた童わらべ唄うたの一節が、はっきりと再生されていた。


    　──ミマツリ様が通る……。


    「乙きのと君は、〝異人殺し〟については知ってますかねぇ？」


    　唐とう突とつな質問に、乙は我に返った。異人殺し。一応、輝てる美みから聞いたことがあった。


    「あ、はい。異人ってのは、要するに……閉鎖的な村にとって、外部からやって来た人間のことですよね。例えば旅のお坊さんとか。そういった来訪者は、村に富をもたらすこともありますが、その一方で、抹まつ殺さつされてしまうことが多いと聞きます」


    　乙の返答に、烏からす丸まは満足げな笑えみを漏もらした。


    「いやいや、なかなか博識ですねぇ。感心しましたよ。さすがは、水み祭まつり家の現当主です」


    　しょせんは輝美の受け売りなので、乙は「そんな……」と呟つぶやいて、赤面してしまった。


    「あくまでもひとつの伝承に過ぎないのですが、水祭家の祖先に当たる人物もまた、異人殺しによって得た黄金を元に、ひとつの村に君臨したと云いわれています。それが、果は敢か無なし村の発祥だと云われています」


    「水祭家の祖先が……異人殺しを？」


    「神狼かむろ山には、政府すら把握していない鉱脈がありましてね。永い歴史を通じて、金や銀をはじめ、様々な貴金属が採取されてきました」


    「じゃあ、水祭家の先祖が手に入れたというのは……？」


    「はぁい。実際には、鉱脈そのものでしょうね。ところが、水祭家がムラの頂点に立って以来、奇妙な赤ん坊が生まれるようになりました。ハカナシと呼ばれる、不老不死の鬼です。一部の村人たちは、それが異人殺しという罪を犯した水祭家への祟たたりではないか……そんな風に噂うわさしました。まあ、なんと云っても千年も昔のことですから、真相はわかりません」


    　烏丸はニタニタと嗤わらいつつ、左右の足を組み替えた。


    「中には、こんな云い伝えもあります。異人殺しの呪いを受けた胎児たちは、自らの生誕を拒こばみ、子宮の中で首を吊る。それでもなお、生まれてしまう胎児たちは……母ぼ胎たいに自分の死を置き去りにしたがために、不老不死の存在となってしまう」


    「子宮で……首を吊る……？」


    「まぁ、ぼく自身、祟りだの呪いといったことは、信じていませんがねぇ。ただし、不死の鬼──ハカナシと呼ばれる種族は、確かに存在します。乙君も見たでしょう？　甲きのえさんと冬とう梧ご君の戦いを」


    「は、はい。とても……人間離れしていたというか……」


    　一瞬、「化け物」という言葉が脳のう裡りをよぎったが、口に出すのはさすがに控えた。


    「……そのハカナシは何故、生まれてくるようになったんです？」


    「さぁねぇ……世界広しと云えども、果敢無村と周辺地域──要は、神狼山というフィールドでしか誕生しないというのは確かです。風土病みたいなものでしょうかねぇ。ごく平凡な人間の夫婦から、突とつ如じよとして生まれてくる異類……それがハカナシです。その際、母親は出産と同時に死亡します。〝胎児は母胎に自分の死を置き去りにする〟という下くだりは、この現象に由来しているのでしょう」


    「なるほど……では、冬とう梧ごさんや川かわ屋や達たつ比ひ古こさん、そして登と美み子こさんも……ハカナシだったというわけですか？」


    「それは違うわ。お前の眼は節穴かしら？」


    　甲きのえの手厳しい指摘に、乙きのとは面食らった。


    「確かに天あま城ぎ冬梧はハカナシよ。それは間違いないわ。でもね……神主と巫み女こについては違う。天城冬梧が、あの平凡な親子を自分たちの世界に引きずり込んだのよ」


    「いったい、どうやって？」


    「そ、それは……」


    　先を促うながす乙に対し、甲は何故か口ごもってしまった。


    「ふひゃひゃ……その答えは、ぼくがお答えしましょう。ハカナシには、人間に己おのれの血を与えることで、自分の〝血けつ族ぞく〟を生み出すという、特殊な性質があるのですよ。例えば、先ほどの玲れ魅みさんは、ぼくの血族です」


    「じゃあ、血族というのは、ハカナシにとっては……？」


    「云いってみれば、奴ど隷れいですねぇ！　ふひゃひゃひゃひゃ！」


    「奴隷……ですって？」


    「そうです。まあ、乙君も、そのうちわかりますよ。ねぇ、甲さん？」


    「うるさいわよ！」


    　どうして、そこで烏からす丸まが甲に話題を振ったのか、乙は理解に苦しんだが、ふと、気になることを思い出した。


    「そういえば……昨夜、冬梧さんが妙なことを云っていました」


    　一度は失った記憶の糸を手た繰ぐり寄せるように、乙は切り出した。


    「ほぅ、なんです？」


    「水み祭まつり家には、必ず双子の男女が生まれるって……本当なんですか？」


    　烏丸はニタニタと嗤わらいつつ、あっさりと頷うなずいた。


    「その通りですよ。ただし、厳密には、水祭家の当主と、御み園その生う家の女が契ちぎった場合に限って、双子の男女が生まれてくるのです。そして、これまた不思議なことに、男の子は必ず人間として生まれ、女の子はハカナシとして生まれます。古くからのしきたりで、男子は次期当主となり、女子は血ち祭まつり御ご前ぜんを襲名します。血祭御前とは、云ってみれば、当主の守護神であると同時に、水祭家の権威を象徴する存在ですね」


    　──チマツリ御前が通る……。


    「ふん、くだらない呼び名だわ！」


    　憤ふん慨がいする甲きのえに対し、烏からす丸まは悪いた戯ずらっぽい表情を浮かべた。


    「おやおや、甲さんにはぴったりと思いますけどねぇ。ふひゃひゃひゃひゃ」


    「なんですってぇ！」


    　激げき昂こうした甲の傍かたわら、乙きのとは真顔になると、烏丸に視線を向けた。


    「あ、あのう……さっき御み園その生う家って云いいましたよね？　初はつ美みさんは以前、『御園生家というのは、代々、水み祭まつり家に仕つかえてきた一族』だと、そう云ってたんですけど」


    「当たらずとも遠からず、ですねぇ。厳密には、御園生家は産うぶ巫女みこの家系なのですよ」


    　──ウブミコ様も通る……。


    「ウブミコって、なんなんです？」


    「ふひゃひゃ……文字通り、出産を司つかさどる巫女ですよ。御園生家とは、水祭家当主の正妻に代わり、次期当主の出産を請け負ってきた一族なのです。云ってみれば、代理母ですねぇ。乙君に甲さん。君たちもまた、御園生家の女から生まれた子どもなのです」


    「待って下さい！　じゃあ、その代理母も……出産直後に死ぬんですか？　生まれてくる双子のうち、女の子は必ずハカナシだから……」


    「いいえ、違います。まさしく生命の神秘とでも云いますかねぇ……御園生家の女に限っては、ハカナシを出産しても死なないという特異体質を獲得していたのですよ。その体質のおかげで、御園生家は水祭家に重用されるようになったのです。元が身分の低い家系だったこともあり、決して正妻の地位に就つくことは許されませんでしたがね」


    「なんだか……可哀かわい想そうですね」


    「ふひゃひゃ。感傷に浸ひたっている場合じゃありませんよ。次は、どうして甲さんと乙君が生き別れにならざるを得なかったのか──についてです。知りたくはありませんか？」


    　乙は緊張の面おも持もちで頷うなずいた。


    　　　　　　　†


    　天あま城ぎ冬とう梧ごは、神狼かむろ山の中腹に位置する廃寺を新たな拠点に定めた。さすがは霊れい峰ほうだけあって、山中の至るところには、社やしろや寺が散在している。冬梧が選んだのは、麓ふもとから二合目あたりに位置する、かつては狼ろう閣かく寺じと呼ばれていた廃寺だ。


    　水祭家当主を護まもるべく、銀ぎん露ろ梅ばいを振るう血ち祭まつり御ご前ぜんが現れ、襲撃をかけてきた以上、自宅にも川かわ屋や家にも近寄ることはできない。側かわ屋や守がみ神社も放棄せざるを得なくなった。


    　永ながらく人の手を離れていた古寺は、あまりにも貧相だったが、囲い炉ろ裏りのおかげで暖はとれるし、隠れ家としては充分だった。


    　障しよう子じを隔てた隣室には、今も御み室むろ咲さく弥やが眠っている。もうじき眼を覚ますだろう。


    　冬梧は改めて、御室咲弥の美貌を思い描いた。間違いなく咲弥は最高の素材だ。たとえハリウッドやパリを探し歩いたとしても、あれほどの素材は見つかるまい。


    　御室咲弥と対峙した瞬間、冬梧は渇望した。


    　──何がなんでも最高の姥うば皮かわに仕立ててやる。俺自身が着るために。


    　部屋をほんのりと暖める囲い炉ろ裏りをぼんやりと見つめながら、冬とう梧ごはなおも黙考に耽ふける。


    　ふと、古い記憶が脳のう裡りをよぎった。今から十年前、天あま城ぎ冬梧は十六歳の高校生だった。葉は桜ざくらはまだ、大柄な兄の背中を追いかけるのが大好きな、あどけない幼児に過ぎなかった。


    　冬梧がまだ小学生だった頃、父の道どう山ざんが突然、連れてきた赤ん坊……それが葉桜だった。葉桜の両親が誰なのか、どうして嬰えい児じを手放さざるを得なかったのか、どうして天城家が引き取ることになったのか。


    　結局、道山はそれらの理由を一言も語らなかった。


    　──この子の名は、葉桜という。天城葉桜。今日から、お前の妹だ。


    　冬梧は永ながらく一人っ子だった。母親は冬梧を出産後、即座に死亡した。ハカナシという異類を産み落とした結果である。果は敢か無なし村においては、別段、珍しいことでもなかった。


    　思えば奇妙な種族だと、冬梧は思う。


    　神狼かむろ山というフィールドにおいてのみ、ハカナシは誕生する。ただし、果敢無村におけるヒトとハカナシの比率は、永い歴史を通じて、およそ七対三を保ってきたという。両親がハカナシであっても、ヒトが生まれるケースも多いと聞く。個体としては圧倒的な生命力、戦闘力を誇るハカナシだが、繁殖力に限っては、あまりに弱いといわざるを得ない。


    　もっとも、その比率に関しては、村のあちこちで黒い噂うわさが流れてもいた。すなわち、村内におけるヒトとハカナシの比率は、人為的に保たれているのではないかという噂であった。その噂が事実であれば、無む論ろん、主導者は水み祭まつり家に決まっている。


    　なお、母体が不老不死のハカナシであっても、いざハカナシを出産したが最後、その場で即死する。不死の母さえも殺して生まれてくる異類……改めて、ハカナシが呪われた種族であることを痛感せずにはいられなかった。


    　そんな種族を抱えた村を、天城道山は呆あつ気けなく滅ほろぼしてみせた。その理由は未いまだにわからない。何故、父は故郷を裏切らねばならなかったのだろう？


    　天城道山は職人だった。家屋から包丁まで、作れる物ならなんでも作った。女たちが身に着ける装飾品や、子どもたちの玩がん具ぐを作ったりもした。あるときは木材を削り、あるときは石材を切り、あるときは鍛か冶じに従事した。


    　そんな道山には、もうひとつの顔があった。


    　──姥皮師。


    　昔話にも登場する姥皮は、空想の産物ではない。果敢無村には古来から実在した。元々は姥に変装するための皮だから「姥皮」と呼ばれていたが、果敢無村においては、この手の皮はすべて「姥皮」と呼称する。それが青年の皮であろうと、幼女の皮であろうと、呼び名はあくまでも「姥皮」なのだ。


    　その製作工程は秘中の秘とされてきたが、天城家には連れん綿めんと伝わっていた。なんでも、天城家の先祖は、「姥うば皮かわ師の始祖」として崇あがめられた人物に弟子入りしていたという。


    　そもそも、どうして姥皮なる着ぐるみが果は敢か無なし村で生まれたのか。冬とう梧ごは常に、その問題について考え続けてきた。おそらくは、ハカナシの存在と無関係ではないのだろう。


    　不老不死の鬼、ハカナシ。個人差にもよるが、ある一定の年齢に達すると、ハカナシの老化は完全に停止する。あの蓮れん城じよう征せい志し郎ろうなど、気の遠くなるような永えい年ねんを生きてきたという。


    　ハカナシの人生はあまりにも永ながい。永く生きれば生きるほど、業ごうを深めていく。時には過去をリセットし、新たな人生を送りたいとの渇望が芽生えることもあるだろう。


    　姥皮とは、そんなハカナシたちの渇望を満たしてくれる貴重な道具なのだ。それゆえに、ハカナシは姥皮に惹ひかれる。抗あらがいようもなく、魅みせられてしまう……。


    　　　　　　　†


    　水み祭まつり家の応接間では、なおも烏からす丸まが語り続けている。


    「果敢無村が滅ほろんだのは、今から十年ほど前のことです。あの頃、果敢無村は綾あや咲さく市に吸収されようとしていました。元々、外部との関係を断ち、自給自足を成り立たせていた村ですし、あの村にはあまりにも秘密が多すぎました。ハカナシという異種、歴史を通じて繰り返されてきた異人殺し、そして姥皮……。水祭家を筆頭に、村人たちは合併に対して強固に反対しました。ついには乱闘騒ぎに発展し、自治体のお役人が多数、村の中で殺害されました。綾咲市もこれには激怒したものの、死体が発見されなかったため、殺人罪で起訴することもできない。綾咲市の連中が、果敢無村を吸収するのではなく、徹底的に滅ぼすべきだ、との結論に達するのに、さほど時間はかかりませんでした。そんなとき、綾咲市に手を差し伸べた一人のハカナシが現れたのです。その名を、天あま城ぎ道どう山ざんと云いいます」


    「天城？　もしかして……」


    「はい、冬梧君の父親ですよ。当時のぼくは山を下りていたために、詳しいことは知らないのですが……天城道山は単身、村を焼き討ちにしたそうです。その際、多くのハカナシが殺害されました。ハカナシは不死の存在ですが、無む論ろん、生命体である以上、殺す方法がないわけではありません。君たちの親類縁者もまた、皆殺しにされました」


    「そんな……」


    「命からがら逃げ出した村人は、全国各地に離散しました。乙きのと君は水祭家の使用人たちに護まもられ、この洋館に辿たどり着きました。元々、この洋館は文明開化の折、乙君の曾祖父に当たる人物──水祭己つちのとさんが、別荘として購入したものです。果敢無村は閉鎖的な村ですし、水祭家の当主ともなれば当然、保守的な人物が多かったのですが、己さんは歴代当主の中でも相当の変わり者でしてね」


    「じゃあ、この洋館は純粋に……水祭家の資産ということですか？」


    「それはもう、このぼくが保証しますよ。もしかして、借り家だと思っていましたか？」


    「はい……初はつ美みさんは、そういうことを何も教えてくれなかったんです。借り家の可能性のほうが高いと予想していました」


    「ふひゃひゃ。その慎重な性格は、どうやら乙きのと君の長所のようですね。おっと、話が逸それました。えぇっと……どこまで話しましたっけ？」


    「ぼくが使用人に護まもられて、この洋館に辿たどり着いたところまでです」


    「あぁ、そうでしたそうでした。結局、この洋館に辿り着いた使用人たちは、会議の結果、初はつ美みさんを乙君の養母兼メイドとして残すことを決定しました。そして、現在に至るというわけです。そんな乙君とは対照的に、甲きのえさんについては……いやもう、嘆なげかわしい限りですねぇ」


    　突とつ如じよ、烏からす丸まはよよと泣き崩れる振りをした。無む論ろん、唇くちびるはにやにやと嗤わらったままだ。


    「ちょっと！　勝手に憐あわれんでるんじゃないわよ！」


    　激げき昂こうのあまり立ち上がろうとした甲に、乙はおずおずと訊たずねた。


    「あ、あのさ……君はこの十年間、どんな風に暮らしていたんだ？」


    「ちょっと！　姉弟なのに、キミ、だなんて呼ばないでよね！　気持ち悪い！」


    「じゃあ……なんて呼べばいいんだよ？」


    「あたしには、甲っていう名前があるんだからね！」


    　その瞬間、乙は生まれて初めて、自分が正式に弟だと認めてもらえたような気がした。心が温まる思いがして、純粋に嬉しかった。


    「わかったよ。じゃあ……甲」


    「……何よ？」


    「いや、呼んでみただけ」


    「意味もなく呼ぶんじゃないわよ！」


    　結局、怒らせる羽目になってしまい、乙はすっかり萎い縮しゆくしてしまった。


    「ふひゃひゃ……じゃれ合うのはその辺にして、甲さんがこの十年間、どのように暮らしていたのか、話してあげたらどうですか？」


    　烏丸の指摘に、甲は「こほん！」とわざとらしく咳払いすると、気が進まない様子ながらも、ぽつぽつと語り始めた。


    「あたしはあの日……間一髪のところで白びやく蓮れんに救われて、炎に包まれた村を脱出したのよ。しばらくは、山から山へ移動しながら暮らしたわ。それはもう……ほとんど獣けものも同然の生活だったわよ。お前には想像もつかないでしょうね。まあ、たまたま烏丸に拾われてからは、ちゃんと服も着るようになったし、落ちてる物を拾って食べる癖くせもやめたけど」


    　かけるべき言葉も見つからず、乙は沈黙を保った。夢に登場した美しき幼女の姿を思い浮かべた途と端たん、胸の奥がズキリと痛んだ。


    「白蓮はね、一千年にわたり、水祭家と親交を結んでいる山神なの。歴代当主からは、神狼かむろ山の[image: ]ひめという意味をこめて、神狼[image: ]かむろめという称号で呼ばれていたわ」


    「ふひゃひゃ……ハカナシとは首を切断されようが、心臓を杭くいで刺されようが、生き永ながらえる種です。それほどまでに強きよう[image: ]じんな生命体です。ある意味、大地に拒絶された存在だと云いえるでしょう」


    　烏からす丸まのその言葉に、乙きのとは酷ひどく哀しい余よ韻いんが漂ただよっていることに気づいた。


    「いいですか？　ハカナシを殺すためには、〝喰くらう〟しかありません。食物連鎖に組み込まれることで初めて、ハカナシは土に還かえることを許されるのです。水み祭まつり家が白びやく蓮れんのような神獣と契約を結んでいた理由が、そこにあるのです。重い罪を犯おかしたハカナシや、長生きし過ぎた結果、死を望むようになったハカナシ……そういった者たちを、白蓮は延々と喰らい続けてきたのです。その中には、白蓮が心から信頼を寄せていた相手も含まれました。ああ見えて、彼女は純情な乙女ですからねぇ──」


    「何を云っておるか、愚か者め！」


    　烏丸の笑い声を遮さえぎったのは、当の白蓮だった。いつの間にか戸口に姿を現している。その足あし許もとに置かれた物体を見て、乙は「うっ」と息を呑のんだ。丸々と太った野の兎うさぎである。ぴくぴくと動いているところを見ると、辛かろうじて生きてはいるようだが、血を流している。白蓮の鋭い牙きばで嚙かみつかれたのだろう。生きているのが不思議なくらいだった。


    「お、おい……そのウサギはなんだ？」


    「こいつか？　今夜の晩飯じゃ」


    　白蓮は丸々と肥こえた野兎を軽々と銜くわえると、甲きのえの足許に運んだ。


    「どうじゃ、甲。そなたの好物じゃぞ。その……さっきは済まなかったな」


    「べ、別に、いいわよ。あたしも……その……云い過ぎたわ」


    　甲が手を伸ばし、白蓮の毛並みを撫なでた。白蓮は気持ちよさそうに寝そべると、撫でられるがままになっている。どうやら仲直りが成立したらしい。一見、微ほほ笑えましい光景に見えるが、乙の眼にはどうしても、哀れな野兎が映ってしまう。


    「ちょっと待て！　だいたい、なんで晩飯が野兎なんだよ！」


    「食料は狩猟で賄まかなう。それが妾わらわたちの流儀じゃが、何か問題が？　大自然の摂理じゃ」


    　白蓮は悪びれる様子もなく、堂々と云い放った。なまじ四本足の哺ほ乳にゆう類るいが主張しているだけに、妙な説得力がある。


    「そ、それはそうかもしれないけど……うっ！」


    　ふいに、乙は両手で口くち許もとを押さえ、膝ひざを突いた。


    「この程度で気持ち悪くなったっていうの？　これだからお坊ちゃん育ちは……」


    　呆あきれたように呟つぶやいた甲に、乙は反論しようとしたが、できなかった。灼熱の[image: ]よう岩がんが全身を駆けめぐっている。まるでそんな気分だった。


    「うぐっ……な、なんだ……なんなんだ、この感覚は……！」


    　視界に甲の顔かん容ばせが入った。


    　さすがの甲も尋常でない何かを察知したらしく、心配そうに乙を見つめている。


    　どくん、と鼓動が跳ね上がった。


    　──甲きのえが欲しい。


    　脳のう裡りで何者かが囁ささやいた。否いな、それは乙きのと自身の欲望だった。バカな、自分は何を考えているのだ？　乙は理性を総動員し、必死で耐えた。無理やり目ま蓋ぶたを閉ざし、甲の姿を視界から追い払う。それでも、目蓋の裏には甲の艶あで姿すがたが像を結んでしまう。たゆたうような幻想の中、甲はしどけない半裸を晒さらし、娼しよう婦ふのように微ほほ笑えんで、乙に繊せん手しゆを差し伸べている。その指の蠢うごめきは、あたかも乙自身を慰なぐさめているかのよう。


    　その性格を如によ実じつに物語るように、つんと上を向いた乳房は、思わず鷲わし摑づかみしたくなるほどの量感を備そなえている。何という艶あで姿すがた。甲が欲しい。甲のすべてが欲しい。あまりにも欲しい。その真っ白なうなじにかぶりついて、美酒のような鮮血を思う存分に啜すすりたい……。


    　全身の細胞が甲を求めている。


    　水み祭まつり乙を構成する六十兆個の細胞、そのひとつひとつが甲を渇かつ望ぼうしている。


    「違う、違うぞ！　俺は……俺は絶対に……そんなことを……望んでは──」


    　乙は糸を切られた操り人形さながら、かくんと倒れ伏し、そのまま動かなくなった。


    　　　　　　　†


    「うっ……」


    　澱よどんだ意識を振り払うように、咲さく弥やは覚かく醒せいした。古びた木材の匂いと、畳の匂い、そして土の匂いがした。贅ぜい沢たくに慣れた咲弥にとっては、あまりに耐え難い部屋であった。


    「目覚めたか」


    「お前はっ！」


    　視界一杯に、自分を掠さらった男の孤こ影えいが映っている。慌てて周囲を見渡すと、見たこともない光景が広がっていた。八畳程度の和室。調度品の類たぐいはない。天井も壁も崩れる寸前ではないかと思えるほど、老ろう朽きゆう化している。畳も所々がほつれている。窓はなく、灯あかりは燭しよく台だいに置かれた蠟ろう燭そくが二本のみ。座ざ敷しき牢ろうみたいだ……と咲弥は思った。今が昼なのか、夜なのかもわからない。思い出したように、咲弥は酷ひどい寒さに襲おそわれた。吐いた息が白く染まっている。


    　咲弥は本能的に後ずさろうとしたが、その拍子、手首と足首に劇痛が走った。手首には手錠が、足首には足あし枷かせが嵌はめられ、しかも鎖で繫つながれている。


    「くそっ……」


    　辛かろうじて上半身を起こした拍子、軀からだを覆っていた毛布がずり落ちた。咲弥は頰ほおに朱を散らした。あろうことか、咲弥は全裸だった。羞しゆう恥ち心しんのあまり、慌てて毛布を手た繰ぐり寄せる。その寸前、咲弥の視界に異様な光景が映った。


    「な、なんだこれは……？」


    　咲弥は恐る恐る、自分の腹部を覗のぞき込んだ。胸元から下腹部にかけて、赤黒いラインが引かれている。その模様は、外科手術の前に行われるマーキングにも似にていた。志し賀が真ま由ゆ璃りと御み園その生う初はつ美み、二人の遺体を目の当たりにした咲さく弥やの脳のう裡りを、最悪の想像がよぎった。


    「あ、あたしを……どうするつもりだ？」


    　勇ましく訊たずねたつもりだったが、どうしても声が震えを帯びてしまう。相手が人間離れした存在であることを、嫌というほど思い知らされた。とても信じがたいことだが、眼の前の男は銃弾を喰くらってもなお、平然としていたのだ。


    　冬とう梧ごは片かた膝ひざを突くと、咲弥の顎あごに指を添えた。咲弥の背筋に怖おぞ気けが走ったが、逃げることは許されなかった。その逞たくましい指が、顎を離れ、うなじをなぞり、鎖さ骨こつのラインを撫なでる。さらに下降し、左の乳房を無造作に摑つかんだ。熊手を思わせる五指の隙間から、たわわな肉が覗のぞいた。


    「あっ、あたしに触るなっ！」


    「ふふ……本当にいい女だな」


    　冬梧は乳房から手を離すと、真顔になった。


    「冥めい土どの土産みやげに教えてやる。お前はもうすぐ、俺の皮になるんだ」


    「皮……だと？」


    　咲弥の脳のう裡りで、志し賀が真ま由ゆ璃りと御み園その生う初美の姿が明めい滅めつした。


    　冬梧の顔に凄せい惨さんな笑えみが宿った。


    「あれは単なる皮ではない。昔話にも登場する〝姥うば皮かわ〟だ。お前も、いずれはああなる。そして、この俺がお前を着るんだ」


    「なっ、何を云いっているんだ……？」


    　怯おびえる咲弥に向けて、冬梧が身を乗り出した。身の危険を覚えた咲弥は、必死で両りよう膝ひざを閉じ合わせると、顔を背けた。冬梧の双そう眸ぼうに嗜し虐ぎやく的てきな炎が燃えた。


    「どうした？　まるで処女みたいに震えているじゃないか」


    「──っ！」


    　咲弥の肩が、ぴくんと跳ね上がる。その反応を前に、冬梧は会心の笑みを漏もらした。


    「ふはは……そうか、そういうことか。やはり、俺の直観に間違いはなかった。御み室むろ咲弥……それほどの美貌を誇りながら、未いまだ純潔を保っていたとはな」


    「い、云うな！」


    「恥ずかしがる必要はない。人は誰しも皮を被かぶって生きている。虚飾という名の皮だ。お前はあえて派手に着飾ることで、その純潔を隠し通してきた。可愛かわいいものじゃないか。かく云う俺自身、虚飾という皮を何枚も被っている。世間では芸術家の皮を被かぶり、教壇では理解のある講師の皮を被り、妹の前では優しい兄の皮を被っている……」


    　冬梧は突然、咲弥の耳元に唇くちびるを寄せた。生温かい息が、咲弥の耳じ朶だに触れた。周囲には誰もいないはずなのに、まるで内緒話でもするような仕草だった。


    「ちっ……近寄るんじゃない！」


    「教えてやるよ。俺はな、頭の中ではいつも、妹を穢けがらわしい妄想に利用していた。あいつが初潮を迎えた頃から、ずっとだ」


    「……何を云いっている？」


    「妄想の中で、妹は何度も泣き叫ぶんだ。『やめて、お兄ちゃん！』ってな」


    「こっ、この変態野郎！」


    「違う！　俺が悪いんじゃない……男という性こそが悪いんだ！」


    　冬とう梧ごは突然、咲さく弥やの手首を摑つかみ、自分の股間に導みちびいた。手錠がじゃらじゃらと鳴った。嫌がる咲弥の右手が、冬梧の股間に触れた。咲弥は怖おぞ気けのあまり失神しそうになった。男の股間に触れるなど、当然ながら初めての経験だった。そんな咲弥でさえ、ある違和感を覚えずにはいられなかった。ジーンズの上から触れた股間はつるりとして、女のように思えた。


    「自分の欲望を抑えるために、切り落としたんだ。妹を俺自身の欲望から護まもるためにな。もっとも……今のお前なら、俺が並の人間じゃないことはわかっているだろう？　ただ切り落としただけでは、すぐさま再生してしまう。結局、切断面は硝しよう酸さん銀ぎんで塗り固めた。再生活動は見事に止まった。かれこれ十年もの間、俺は宦かん官がんも同然の身の上なのさ」


    　衝撃の告白に、咲弥の表情は惨さんとして、もはや声もない。このような恐怖に晒さらされ続けるくらいなら、いっそ今すぐ殺して欲しいとさえ願った。


    「このゴツゴツとした不格好な軀からだも、毛むくじゃらの肌も、いい女となれば見境なく欲情する癖くせも……俺は嫌悪している。どうして俺は純心無垢な乙女として生まれなかったのか。どうして俺は美しいドレスを着ることが許されないのか。生まれたときから可愛かわいい洋服を着せられてきたご令嬢には、想像もつかん悩みだろうな」
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    　咲さく弥やは思った。立派な体たい軀くとは裏腹に、この男はあまりにも繊せん細さいで、脆もろく、傷つきやすいのではないか。おそらく、こいつは永年にわたり苦しんできたのだ。信じがたいことだが、こいつの心は実に少女じみている。あまりに極端な二面性。男性的な要素が肥大化すればするほど、少女的な部分が悲鳴をあげてきたのだろう……。


    「姥うば皮かわさえあれば、俺は女として生きていくことができる。俺は姥皮師。姥皮を生み出すための才能も技術もある。御み室むろ咲弥、俺にはお前の美び貌ぼうを永遠に残すことも可能なんだ。わかるだろう？　防腐加工を施ほどこされた姥皮は、決して年を喰くわん。くっくっく」


    　冬とう梧ごは嘲ちよう笑しようを張り付かせたまま、すっくと立ち上がった。咲弥は命の危機を感じ、ギュッと眼を閉じて萎い縮しゆくした。意外にも、冬梧は咲弥に触れようとはしなかった。


    「これからしばらく、お前にはここで生活してもらう。現代人の軀からだには、大量の化学物質が残留しているからな」


    「……？」


    「お前はこれから、自然食品と天然水だけで過ごし、この山の綺麗な空気を吸って、それらの化学物質を軀から排出するんだ。その上で、俺はお前を最高の作品に仕上げてやる……くっくっく」


    　もはや耐え切れず、咲弥の意識は再び闇に落ちた。


    　　　　　　　†


    「ぐあああああっ！」


    　乙きのとは無理やり覚かく醒せいさせられた。脳のう髄ずいに焼け火ひ箸ばしを無理やり突っ込まれたような、劇はげしい頭痛に襲おそわれたのだ。荒い息を吐きながら、布団を撥はね除のける勢いで、上半身を起こした。視界が真っ赤に染まっている。鼓こ動どうが速い。今にも脳の血管が破裂してしまうのではないか……そんな恐怖を覚えるほど、劇しく心臓が鳴っている。


    「落ち着きなさい」


    　その澄み切った佳音こえに、乙はびくんと反応した。餓かつえた野獣が野の兎うさぎの足音を聞いて、猛然と振り返るように、声の主を睥へい睨げいした。


    　甲きのえが椅い子すに腰掛けて、乙を心配そうに眺めている。その椅子は、以前、乙が初はつ美みから贈られた品だった。英国製の、アンティーク調の高級品で、地味な乙にはいささか瀟しよう洒しやすぎたが、甲の麗れい姿しにはよく似合っている。むしろ、甲のために作られた椅子ではないか、とすら思えてしまう。


    　いや、今は椅子などどうでもいい。


    　乙は衝動の赴おもむくままに、ベッドから転がり落ちた。


    　甲の姿を認めた瞬間、ますます鼓動が高まったのだ。視界は鮮血を思わせるヴェールに覆われ、今や甲きのえの雪せつ膚ぷも紅くれないに染まっているように見える。跳ね上がる鼓こ動どうに合わせるように、視界までがドクンドクンと震動を始める。


    　もはや、正気を保つこと自体が無理に思えつつあった。


    「き、甲っ……はぁ、はぁ……お、俺はいったい……どうしてしまったんだ……？」


    　乙きのとは苦しげに喘あえぎつつ、四つん這ばいになった。甲に一歩近づくたび、鼓動が更に高まってしまう。甲が放つ白びやく檀だんの香りが濃くなればなるほど、乙はますます興奮してしまう。


    　本当に、自分はどうなってしまったのだ？


    「お、俺は……甲が欲しい……欲しいんだっ！」


    　突発的に放った言葉。その露ろ骨こつな内容に、外ほかならぬ乙自身が驚いた。いったい、自分は何を云いっているのだ？　プライドの高い甲がこんなことを云われたら……当然、激怒するに決まっている。


    　乙は恐る恐る、甲を見上げた。意外にも、甲は至って冷静な顔をして、乙をじっと見据えている。その娟けん麗れいは、穢けがらわしい咎とが人にんを遥かなる高みから見下ろす、冷酷な姫君さながらであった。


    　やがて、甲はミニスカートから伸びる脚を、ゆっくりと組み替えた。


    　ほんの一瞬、スカートの内側に籠こもっていた馨かぐわしい匂いが、乙の鼻び孔こうを刺激した。濃密な温度を孕はらんだ匂いだった。あまりに艶なまめかしい、それは牝めすを感じさせる匂いでもあった。


    　ふと、乙はある事実に気づいた。


    　感覚器官が異様なほど鋭えい敏びんになっている。極限まで高められた嗅きゆう覚かくは、今や甲が放つ匂いのすべてを吸着せんと欲しているかのようだ。


    　突とつ如じよ、甲が意図的に、銀ぎん露ろ梅ばいの鈴を鳴らした。


    　しゃらん……乙の耳じ朶だには、それは死刑宣告を告げる鐘の音に聞こえた。


    「お聞きなさい。お前は朱しゆ里り橋が崩落したとき……一度、死んだのよ」


    「俺が……死んだ？」


    　乙の脳のう裡りに、頭上に降り注ぐ巨大な石塊の映像がフラッシュバックした。そうだ、あそこで記憶は途切れ、翌朝になって目覚めたのだ。あの状況を鑑かんがみれば、無傷で生還できるはずがなかった。


    「そう、お前は死んだ。だけど、あたしは……せっかく再会できた弟を、むざむざと見殺しにはできなかった。あたし自身、驚いたわ。自分に、そんな甘さが残っていたなんてね」


    「……俺に何をしたんだ？」


    「あたしはお前に血を与え、血けつ族ぞくにしたのよ」


    「俺が……血族？　じゃあ、俺はもう……人間じゃないのか？」


    　違うと云って欲しい。お前はまだ人間だと云って欲しい。すべては悪い夢なのだと、悪い冗談なのだと、そう断言して欲しい。


    　あいにく、甲きのえは凜りん冽れつとした声音で、託たく宣せんを告げる神官さながらに告げた。


    「お前はもう、人間じゃない。血けつ族ぞくよ」


    「じゃあ……俺も……不老不死になってしまったのか？」


    　劇はげしい頭痛、劇しい動どう悸きに耐えながらも、乙きのとは訊たずねた。


    「違うわ。血族は半不死。ハカナシほどの肉体再生能力は備そなわっていない。不老でもないのよ。お前はこれからも齢よわいを重ねるし、寿命だってある。大人しくしていれば、平凡な人間として一生を終えることもできるわ」


    　乙はやや安あん堵どした。とはいえ、脳のう裡りには烏からす丸まが告げた「血族とはハカナシにとって奴ど隷れい」という言葉が、今も魚の小骨さながら引っ掛かっている。


    「ただし、あたしがなんらかの理由で死んだときは、お前も無条件に死ぬことになる。ある意味、お前はあたしに生かされてるってこと。あたしたちの命は常に連動しているのよ。もっとも、このあたしが容た易やすく死ぬなんてことはまずないから、そこは安心していいわ」


    「じゃあ、この頭痛と動悸はなんなんだ？　まるで……悪い発作みたいだ……」


    　乙は苦く悶もんの喘あえぎを漏もらしつつも、ようやく甲の足あし許もとに辿たどり着いた。甲は再び優雅に脚を組み替えると、ブーツの爪つま先さきを乙の顎あごに添えた。皮ひ革かくの冷たい感触が、乙の喉のど元もとに押しつけられる。あまりに屈辱的な姿勢のはずなのに、乙は何故か喜びを覚えている。期待に胸を膨ふくらませている。


    　甲が軽く、くいっと爪先の角度を変えた。


    　たったそれだけで、乙の顎は上向いてしまう。鎖に繫つながれた子犬のように。


    「血族はね、定期的に主あるじの血を補充しなければ、生きていけないのよ。補充を怠おこたれば、劇しい発作に見舞われた挙あげ句く……死ぬわ」


    　顎の位置を固定されたまま、乙は眼を瞠みはった。


    「ちょっと待て！　じゃあ……この発作が……続けば……？」


    「確実に死ぬ。お前はもう、あたしに隷属するしかないのよ」


    「そんな！　酷ひどいじゃないかっ！」


    「そうしなければ、お前はとっくに死んでいたのよ！」


    　凄すさまじい一喝を浴び、乙は身も心もすくませた。


    「お前に問うわ。もし、血族として生きていくのが嫌だと云いうのなら、今ここで、あたしが殺してあげる」


    　そう宣告するや、甲は手て許もとの銀ぎん露ろ梅ばいを強く握り締めた。しゃらん、と鈴の音が鳴った。あまりにも美しく、あまりにも痛烈に。


    「逆に、もし血族として生きていく覚悟を決めたと云うのなら……今ここで、あたしの足をお嘗なめなさい。選ぶのは、お前よ」


    「お、俺は……俺は……」


    　なんという選択か。甲きのえは今、乙きのとに生か死のいずれかを選ばせようとしている。目尻から涙が零こぼれ落ちた。既に自分は人間の範はん疇ちゆうを逸いつ脱だつしてしまった。それは確かだ。


    　──俺はどうすればいい？


    　乙は自問する。思えば平坦な人生だった。高台の洋館で、初はつ美みのようなメイドさんと二人暮らし。そういった奇妙な家庭環境さえ除けば、ごくごく平凡な日常を送ってきた。将来、特に就つきたい職業があるわけでもなかった。人生のすべてを賭として、熱中できる対象があるわけでもなかった。今更ながら、初美への淡い恋心に気づくことはできたものの、もはや実みのることはない。本当に、代わり映ばえのしない人生だった。


    「……それでも俺はまだ……生きていたいんだ！」


    「それでこそ、あたしの弟よ」


    　甲はニッと口角を吊り上げると、三み度たび、脚を組み替えた。その拍子、またしてもスカートの奥に籠こもっていた熱気が匂いの微粒子となって、解放された。ムンとした熱気の密度に、乙は劇はげしく官能を揺さぶられ、思わず達してしまいそうになった。


    　甲は含み笑いを浮かべつつ、編み上げブーツの紐ひもを悠然と解ほどいた。軽く右足を振ると、重たげなブーツは軽々と綺き麗れいな弧を描き、部屋の片隅に落下した。


    　闇のように黒いオーバーニーソックスに包まれた、しなやかな爪つま先さきが現れた。


    「脱がせなさい」


    「いいのか……？」


    　暴発寸前の心臓を抱えつつ、乙は怖こわ々ごわと訊たずねた。


    「特別に、許してあげる」


    　乙は逸はやる気持ちを抑えつつ、甲の太ももに手を伸ばした。繊せん細さいなようで艶なまめかしい太ももに、生なま唾つばを呑のみ込んだ。ソックスのゴムがむっちりと喰くい込んで、肉感的な凹おう凸とつを形成している。乙は瀕ひん死しの餓が狼ろうさながら喘あえぎつつ、その瑞みず々みずしい雪せつ膚ぷと生地の隙間に、左右の人差し指から小指まで、計八本の指をねじ込んだ。あまりにも滑らかな膚はだえの感触に、心臓どころか、脳のう髄ずいまでが破裂しそうな気分に陥おちいった。


    「お……下ろすぞ……」


    　甲は何も答えなかった。沈黙を了承と見なし、乙はするするとソックスを脱がしていく。肌理きめの細かな肌が露あらわとなっていく。膝ひざ頭がしらが覗のぞき、向こう脛ずねが覗き、くるぶしが覗いた。真っ赤に塗られた、艶つややかな爪が現れた。素足の尖せん端たんからも、煮詰めたミルクを思わせる匂いが濃密に香った。ぱさり、とソックスが完全に滑り落ちた。


    「はぁ、はぁ……もっ、もう……限界だっ！」


    　今にも心臓を喉のどから吐き出しそうな勢いで、乙は叫び放った。


    　眼の前には美う味まそうな美脚。今すぐ犬歯を突き立てて、肉を囓かじり、血を啜すすりたい……。


    「焦あせらないで」


    　甲きのえはすらりと、白はく刃じんを鞘さやから抜いた。しゃらん……と、鈴の音が鳴り響いた。露あらわとなった太ももに、甲はざっくりと切り傷を付けた。あまりの早はや業わざに、その刀身は鮮血に濡ぬれることなく、美しく鞘に収まった。


    　秘境に湧く岩清水さながら、紅あかい鮮血が、雪せつ白ぱくの膚はだえを伝い落ち、膝ひざ頭がしらを経て、向こう脛ずねを経て、足首を経て、親指の爪つめに至る。


    　ぽたり、ぽたりと。


    　乙きのとが心底から切望していた液体が、秘ひそやかに滴したたり落ちている。


    　甲が動いた。一切の服飾を取り去った爪つま先さきが、またしても乙の顎あごに触れたのだ。ひんやりと冷たい素足が、乙の顎から喉のどにかけて、ぴたりと吸い付いた。かくん、と乙の顎が上向いて、こちらを冷ややかに見据える姫君と、視線が交錯してしまう。


    　甲の瞳ひとみは、不思議と潤うるんでいるように見えた。


    「お嘗なめなさい……あたしの〝血ち呑のみ子ご〟」


    　　　　　　　†


    　応接間に戻ってきた甲と乙を出迎えるなり、烏からす丸まは「ふひゃひゃひゃひゃ……」と、悪いた戯ずらっぽい笑みを零こぼした。いかにも、何やら余計なことを云いいたげな様子である。


    「……何よ？」


    　案あんの定じよう、甲はきりりと柳りゆう眉びを吊り上げた。


    「お二人とも、まるで情事を終えたカップルみたいですねぇ。すっきり気分爽快！」


    「──なっ！」


    　甲は劇はげしい羞しゆう恥ちに身を灼やかれたらしく、かちり、と衝動的に銀ぎん露ろ梅ばいの鯉こい口ぐちを切るや、渾こん身しんの抜ばつ刀とう術を以もつて、烏丸に斬りかかった。甲が激げき昂こうするのは予想通りだったが、まさか本気で攻撃するとは思わなかった。あまりの事態に乙は狼ろう狽ばいし、その場で立ちすくむことしかできない。乙にとっては、烏丸の言葉は当たらずとも遠からずと云ったところだった。甲の血からは絶望の味がした。世界で最高に美味な甘かん露ろを識しってしまったがゆえの、それは深い、深い絶望だった。


    　ふいに烏丸の姿が忽こつ然ぜんとかき消えた。あまりに鮮あざやかな消失ぶりに、乙はもちろんのこと、甲までが眼を白黒させた。


    　否いな、消えたのは烏丸の姿だけではなかった。驚くべきことに、甲が構えていた銀露梅までもが、鞘も含めて跡形もなく消え去ったのだ。なんという早業か。


    「ちょっ……烏丸？　出て来なさい！」


    「はぁい」


    　烏丸は突然、甲の背後にゆらりと出現した。右手には、鞘に納めた銀露梅を携たずさえている。背後を取られた甲は、完全に硬直してしまった。


    「くっ……こん畜ちく生しよう！」


    「駄目ですよぉ、水み祭まつり家の姫君ともあろう御方が、そんな汚い言葉を使ってはねぇ」


    　愉ゆ悦えつの笑えみを漏もらすと、烏からす丸まは意外にあっさり甲きのえから離れた。銀ぎん露ろ梅ばいをひょいっと投げて寄よ越こすと、再び三人掛けのソファを一人で陣取ったのである。


    　屈くつ辱じよくのあまり、ブルブルと震えている甲を諭さとしたのは、白びやく蓮れんだった。


    「甲よ、そなたの完敗じゃ。烏丸はこう見えて、神しん仙せん級のハカナシじゃからな。そなたがどれほど修練を積んだところで、勝てる道理がない」


    　白蓮の言葉に、乙きのとはちょっとした興味を覚えた。


    「今、〝シンセン〟級って云いいましたよね？　個体に応じてランクがあるんですか？」


    　乙の問いかけに、白蓮は重々しい口調で応じた。


    「うむ……一応、ハカナシには十二の位階があると云われておる。もっとも、数百年も生きてしまえば、大抵のハカナシは己の人生に絶望し、自ら死を選ぶものじゃが……例えば烏丸などは、かれこれ一千年もの人生を送っておる」


    　乙は瞠どう目もくした。咄とつ嗟さに烏丸を見やると、肯定とも否定ともつかぬ、曖あい昧まいな微ほほ笑えみが返ってきた。


    「何も驚くことはないぞ。神狼かむろ[image: ]めたる妾わらわとて、烏丸とほぼ同じくらいの年月を生きておるのじゃからな。ところで、乙よ。そなた、十二律という音階を知っておるか？」


    「十二律？　いや、聞いたことないです」


    「まったく、情けないのぅ……」


    「乙君。そこの書棚から古語辞典を取ってくれますか？　ふひゃひゃひゃひゃ」


    「あ、はい……」


    　応接間の壁際には、北欧製の家具を思わせる書棚が設置されており、古典文学や画集、そして専門的な辞書の類たぐいがずらりと並んでいる。乙は立ち上がると、烏丸に言われた通り、古語辞典を引き抜いた。そんな乙に冷ややかな一いち瞥べつをくれたのは、甲だった。


    「バカじゃないの？　くっだらない！」


    「甲さんは少し、黙っていて下さいねぇ。乙君、十二律の項目を調べててみて下さい」


    　乙は慌あわてて古語辞典のページをめくると、真っ先に目次を見た。確かに「音階表」という項目があった。今度は当該ページを開くと、五線譜に並ぶ音符に応じて、何やら小難しい二文字の熟語が記載されている。


    　──壱いち越こつ、断たん金ぎん、平ひよう調じよう、勝しよう絶ぜつ、下しも無む、双そう調じよう、鳧ふ鐘しよう、黄おう鐘しき、鸞らん鏡けい、盤ばん渉しき、神しん仙せん、上かみ無む


    「そう、それが雅が楽がくにおける十二律です。古来より、ハカナシの位階をこの十二律に当てはめて呼ぶのが、云わば慣例となってましてねぇ。生まれてから三年間は無位ですが、三歳から四歳の間は壱越、五歳から六歳の間は断金、七歳から八歳の間は平調、九歳から十五歳の間は勝絶、十六歳から二十歳までの間は下無となるのです」


    「それじゃあ……十五歳の甲は勝絶ってことですか？」


    「その通りです。一方、冬とう梧ご君は双そう調じよう級です。甲きのえさんは未いまだ冬梧君を倒せずにいますが、そもそも一個の生命体として、彼のほうが根本的に優れているというわけです。ふひゃっ！」


    「うるさいわよ！」


    　乙きのとはようやく、甲が不機嫌な理由を察した。烏からす丸まの話を聞く限り、ハカナシの戦闘力は年功序列的に増幅するらしい。となれば、甲はどうしても、自分が冬梧より下位に当たることを痛感せざるを得ないのだ。


    「ちなみに、双調から先は個人差もありますが……大まかに云いえば、二十一歳から四十歳までが双調、四十一歳から八十歳までが鳧ふ鐘しよう、八十一歳から百六十歳までが黄おう鐘しき……このような形で続いていきます」


    　烏丸の云いたいことを察した乙は、眉まゆをひそめた。


    「何ていうか……二十歳を境に、急にレベル・アップの敷しき居いが上がってしまうような……」


    「ふひゃひゃ、その通りですよ。そういうわけで、一千歳を超えるぼくなんかは、まさしく神しん仙せんとなるのです。いやぁ、神仙だなんて照れますねぇ。実感はないんですけど」


    　神仙。確かに烏丸からは、理屈では説明できないオーラが漂ただよっている。


    「ちなみに〝上かみ無む〟についてですがぁ──」


    　あいにく、それ以上の説明は甲が許さなかった。


    「もういいわ。脱線し過ぎよ」


    　無ぶ愛あい想そうに告げると、甲はソファにどっかりと腰を下ろした。烏丸はニヤニヤと薄ら笑いを漏もらしていたが、大人しく口を閉じた。


    「今までの話は、云ってみればプロローグに過ぎないわ。問題なのは、これからよ。あの姥うば皮かわ師、天あま城ぎ冬梧が何をしようとしているのか。そして、天城は誰の許もとで、なんのために動いているのか……それを今から説明してあげる」


    　乙は緊張のあまり、表情を強張らせた。烏丸のおかげで、まだまだ不完全な部分はあるものの、過去の事情は補完できた。問題なのは、あくまでも未来のことだった。


    　乙はソファに腰を落ち着けると、畏かしこまった面おも持もちで、烏丸と甲を交互に見やった。先に口を開いたのは甲だった。優雅に足を組むと、その性格に相応ふさわしく、事態の核心から切り出したのである。


    「天城冬梧を動かしているのは、蓮れん城じよう征せい志し郎ろうよ」


    「……えっ？」


    　蓮城征志郎。その名を聞いて呆気に取られた乙を見て、烏丸は興奮気味に嗤わらった。


    「そう、冬梧君を陰で操あやつっているのは、あの征志郎さんなのですよ。彼もまた、僕と同様……とてつもなく永ながい時間を生きてきたハカナシです。そもそも、すべての発ほつ端たんは、初はつ美みさんが征志郎さんの意志に背そむいたことから始まったと云っても過言ではありません」


    「初美さんが……蓮城征志郎に背いた？　どういうことです？」


    「征せい志し郎ろうさんはですねぇ、果は敢か無なし村が滅ほろびた後、全国各地に離散した生存者を集めて、あの村を復活させようとしているのですよ。まず、果敢無村を復活させるために必要な要素は何か？　もちろん、〝水み祭まつり様〟こと水祭家当主と、血ち祭まつり御ご前ぜん……この二人です。どちらが欠けても駄目なのです。ところが、次期当主の血祭御前となるべき幼女は、天あま城ぎ道どう山ざんが村を滅ぼした際、行方不明となりました。征志郎さんですら、甲さんの生存については諦あきらめていたようですからね。そこで征志郎さんは、ある計画を企くわだてたのです。それはつまり、現当主と産うぶ巫女みこを契ちぎらせて、次期当主と血祭御前を新たに誕生させるという、遠えん大だいなようで即物的な計画です。征志郎さんは、新たに生まれた双子を手なずけ、自ら擁よう立りつすることで、自分にとって理想の果敢無村を再構築しようと考えたのですよ」


    「それはつまり……俺と、御み園その生う家の女性を……ってことですか？」


    「厳密には、乙きのと君と初はつ美みさんですね」


    「……！」


    　言葉を失った乙に構わず、烏からす丸まは語り続ける。


    「実はですねぇ、征志郎さんは再三、初美さんに要請していたのですよ。乙君が十六歳の誕生日を迎えたら、初美さんが産巫女となって〝成人の儀〟を受けさせるように……とね。代々、水祭家で執とり行われてきた〝成人の儀〟とは、云わば筆下ろしのための儀式です。受胎するかどうかは、あくまでも二の次なんですけど、征志郎さんは〝成人の儀〟と受胎を同時に済ませようと考えたのでしょう。ふひゃひゃ……」


    　乙は吐き気を覚えつつも、訊たずねずにはいられなかった。


    「でも、どうして……初美さんが？」


    「仕方ないのですよ。果敢無村が滅ぼされた際、御園生家の女たちは初美さんを残して、炎に焼かれてしまいました。現状、御園生家の直系に当たる人物は初美さんだけです。もちろん、初美さんにとって、乙君が息子……あるいは、弟のような存在だったことくらいは容易に想像がつきます。当然ながら、初美さんは征志郎さんの命令を頑かたくなに拒こばみました。今更、こんなことを云いっても詮せんないのですが……仮に初美さんが征志郎さんに大人しく従したがっていれば、一連の事件は起きなかったかもしれませんねぇ」


    「そんな……！」


    「連続して失踪した三人の罪なき女性は、初美さんを姥うば皮かわにするための試作品として、冬梧君の毒どく牙がにかかりました。冬梧君は若いに似に合あわず、姥皮制作における理論は完璧に学んでいましたが、いかんせん、実技に関しては未経験でした。それゆえに、初美さんと骨格の似た女性を三人、連続して誘ゆう拐かいしたのです。三人目の志し賀が真ま由ゆ璃りさんについては、マスコミでもいろいろと騒がれましたから、乙君も知ってますよねぇ？　志賀真由璃さんを姥皮に加工した時点で、姥皮師としての手て応ごたえを摑つかんだ冬梧君は、満を持じして、初美さんに魔手を伸ばしたというわけです」


    　無む論ろん、乙きのとも既に気づいている。初はつ美みは既に姥うば皮かわとなっている。あの夜の記憶を取り戻した今なら、はっきりとわかる。朱しゆ里り橋の袂たもとに横たわっていた初美の腹ふく腔こうは、どう見ても空っぽだった。


    　そして、綾あや咲さく署の霊安室で再会した初美の中には、信じたくはなかったが、葉は桜ざくらが入っていたのだ。


    「で、でも……それじゃあ、おかしくないですか？　だって、男女の双子が生まれてくるためには、御み園その生う家の女性が必要なんでしょう？　初美さんを殺してしまったら……その計画自体が成り立たなくなってしまう！」


    「いえいえ。今でも初美さんは生きていますよ」


    「えっ？　それは、どういう……？」


    「征せい志し郎ろうさんはですねぇ、初美さんの姥皮を被かぶった女性に代理母を務めさせることで、次代の当主と血ち祭まつり御ご前ぜんを誕生させようと画策したのです。つまり、初美さんはまだ、生きているも同然なのですよ」


    「そんな無茶苦茶な！　いくら姥皮を被ったと云いっても、中身は……中に入っているのは葉桜なんですよ！　男女の双子が生まれる保証もなければ、出産後に母体が死なずに済むという保証だってないじゃないですか！」


    「乙君……君は姥皮を甘く見ている。皮とは何か？　それは触覚のデバイスです。他の感覚器官に比べて、触覚のデバイスはとてつもない表面積を誇ります。そうでしょう？　この世界を認識するのに最も重要な感覚器官は視覚だと思われがちですが、それは間違っています。ぼくは常々、触覚のデバイスたる皮ひ膚ふこそが、人間の主体だと考えているのです。ふひゃひゃひゃ！」


    「ま、まさか……そんなの、烏からす丸まさんの勝手な妄想じゃないですか！」


    「いいですか？　姥皮を被った人物は、自然と意識を姥皮に同調させることになります。その結果、何が起こると思います？　〝中の人〟は、身も心も〝外の人〟に成り代わってしまうのですよ！　信じられないかもしれませんが、優れた姥皮には、生前の記憶すら宿っています。そう……ひとたび姥皮を被ると、そこに宿った記憶が流れ込んでくる。決して珍しいことではありません。現に、ぼくは志し賀が真ま由ゆ璃りさんの姥皮を実際に着てみたのですが……彼女の記憶が鮮明に流れ込んできました。つまり、冬梧君の姥皮師としての才能は、そこまで達しているというわけです。いやはや、恐ろしい逸材ですねぇ」


    「とても信じられませんよ、そんなこと……」


    　頭を抱える乙を憐あわれむように、烏丸は薄い笑えみを浮かべた。


    「着用時間が長くなればなるほど、姥皮と中身は同調します。乙君は先ほど、初美さんの中には葉桜さんが入っていると云いましたね？　おそらく、葉桜さんは今頃、初美さんの姥皮を着用したまま生活を続けているはずです。来きたるべき〝成人の儀〟に備そなえてね」


    「そんな……葉は桜ざくらが……あの葉桜が、そんなことのためにっ！」


    　乙きのとは激げき昂こうした。葉桜はとっくの昔に巻き込まれていたのだ。思い起こせば、側かわ屋や守がみ神社にて、葉桜は霧に包まれて消えた。その真相が、今なら手に取るようにわかる。石段を上った葉桜は、社殿にて初はつ美みの姥うば皮かわを纏まとい、何食わぬ顔で石段を下りてきたのだ。輝てる美みが指摘したように、冬とう梧ごと登と美み子こ、初美の三人が、揃いも揃って噓うそをつき、乙を騙だました。その結果、葉桜が消失するという、奇妙な現象が発生してしまった。


    「現状、冬梧君と葉桜君は〝村むら八はち分ぶ〟の状態です」


    「村八分？」


    　なんの脈絡もなく放はなたれた単語に、乙は眉まゆ根ねを寄せた。


    「冬梧君は今、背徳者たる天あま城ぎ道どう山ざんの子という汚名を雪すすごうと、躍やつ起きになっているのですよ。現状、冬梧君と葉桜さんに、新しい果は敢か無なし村に〝参入〟する資格はありません。ですが、征せい志し郎ろうさんの計画を成功させれば、兄きよう妹だいの参入を拒こばんでいた村人たちも、認めざるを得なくなるでしょう。いったん、参入してしまえば、様々な面でメリットがあります。冬梧君は確か、非常に貧しい生活を余よ儀ぎなくされていますよね？」


    「そ、それは……確かに」


    「しかし、です。果敢無村には相互扶ふ助じよの精神が根付いています。征志郎さんが構築を進めている果敢無村が完成すれば、金銭的な援助も受けられるようになるでしょう。葉桜さんにしても、今よりはマシな生活が送れるはずです」


    　烏丸の言葉を遮さえぎるように、乙は立ち上がった。


    　握り締めた拳こぶしが、ぶるぶると震えている。


    「俺は……蓮れん城じよう征志郎の計画とか、はっきり云いって、どうでもいいです。自分が水み祭まつり家の当主であることさえ、どうでもいい……」


    「ほう？　ならば、乙君は何を望むのですか？」


    　烏丸の問いかけに、乙は決然たる眼まな差ざしで応じた。


    「俺はただ、葉桜を助けたい。葉桜にはなんの罪もないんです。冬梧さんが、葉桜の優しい気持ちに付け込んだに違いないんです。葉桜だって、こんなことを望んでいるとは絶対に思えません。それに、咲さく弥やさんのことも気になります」


    　乙の興奮をなだめるように、そのとき、甲きのえがすっくと立ち上がった。


    「方針が決まったわね。あたしは、天城冬梧があの女刑事を手に掛ける前に、奴を捜し出して誅ちゆう戮りくする。葉桜をどうやって救うのかは、お前が考えるのよ」

  


  
    　　陸　アルマ＝ガロの盟主


    



    　早朝、甲きのえは素振りに明け暮れていた。〝蜻蛉とんぼ〟の構えから助走に入り、そして斬ざん撃げき。初しよ太た刀ちで終わるのではなく、その場で斬って斬って斬りまくる。


    　一心不乱のように見えて、その実、甲の心は千ち々ぢに乱れていた。


    　甲は今、乙きのとの存在を強く意識してしまっている。こうして鍛錬に励はげんでいてもなお、雑念が忍び込んでくるのを禁じ得ない。


    　今朝方、甲は微睡まどろみの中で、ある夢を見た。夢の中で、甲は素足を晒さらし、乙に血を啜すすらせていた。なるべく忘れようと努めていたのに、明け方に忍び込んできた妖あやしい夢が、蓋ふたをしていた記憶を怒ど濤とうのごとく甦よみがえらせた。


    　昨日の午後、甲は乙に自分の血を啜らせた。表面上は、あくまでも厳然と振る舞っていた甲だったが、その実、とてつもない戦せん慄りつを覚えていた。〝血ち呑のみ子ご〟に触れられ、血を啜られるという儀式が、これほどの快感をもたらすなど、それまでの甲には想像もつかなかったのだ。


    　ハカナシは同時に複数の血族を扶養することが可能だが、自分にとって特別な個体を特に区別して、〝血呑み子〟と呼称する習わしがある。乙こそは、甲にとって〝血呑み子〟と呼ぶに相応ふさわしい存在だった。


    　むくむくと湧き起こった煩ぼん悩のうを吹き飛ばすように、甲は「えぃやっ！」と気合いをほとばしらせた。ほんの少し、心が晴れた気がした。肌を刺すような冷気が、稽けい古こで火照ほてった身体には心地良く染み渡る。


    「……乙？」


    　ふと、甲は手を休め、正門の方角を見やった。ちょうど、制服姿の乙が鞄かばんを手に、家を出るところだった。


    　　　　　　　†


    　──蓮れん城じよう征せい志し郎ろう。


    　ここ数年の間に、その名前をテレビ、新聞、雑誌……等々、各種メディアで見ない日はないと云いっても過言ではない。東京大学に在学中、独自に公開したＳＮＳ『アルマ＝ガロ』が見る見るうちに評判となり、後にアルマ＝ガロ社を設立。現在は代表取締役を務めている。


    「蓮城征志郎……絶対に許さない」


    　早朝の黒こく蒐しゆう院いん通りを歩きつつ、乙はぼそりと漏もらした。


    「ちょっと、独ひとり言ごとなんて暗いわよ！」


    　突然、背中をばしんと叩かれ、乙は呼吸を詰まらせた。


    「なっ……甲？」


    　乙は眼を剝むいた。早朝から素振りに明け暮れていた甲が、今では黒大附属の制服を着用している。右手には通学鞄かばん。左手には銀ぎん露ろ梅ばい。ただし、さすがに剝むき出しでは不味まずいと判断したのか、竹刀しない袋に納めている。傍はたから見れば、剣道部の女学生といったところだ。


    　純和風の顔かん容ばせだけあって、黒こく蒐しゆう院いんのセーラー服がよく似合っている。今や甲きのえは、歩道を往ゆく通学生の視線を一身に集めていた。


    「な、なんて格好してるんだよ！」


    「いいこと？　お前は蓮れん城じようと天あま城ぎの餌えさなのよ？　いずれ、奴らはお前に接触してくるわ。奴らが〝成人の儀〟の日取りを、お前の誕生日に定めるという保証はないしね」


    「それは……確かに」


    「あたしが現れたことで、連中が儀式の日取りを繰り上げる可能性もあるわ。特に、天城の奴は必ずお前に接触してくるはずよ。だから、あたしはお前を護衛するのよ。奴が現れたら返り討ちにして、あの女刑事の居場所を聞き出してやるわ。これでどう？」


    　そう簡単に冬とう梧ごが返り討ちに遭うとも思えなかったが、一応、筋は通っている。


    「でも、授業中はどうするんだよ？」


    「お前の身辺に眼を光らせつつ、適当に校内をぶらぶらしてるわよ」


    「……頼むから、大人しくしててくれよな？」


    「わかってるわよ！」


    　ちょうどそのとき、コンビニの前に差し掛かった。乙きのとの脳のう裡りを、御み室むろ咲さく弥やの面影がよぎった。そう、初めて咲弥と対面したのが、このコンビニの駐車場だった。


    「そうだ……冬梧さんは、どうして咲弥さんを誘ゆう拐かいしたんだろう？　あのとき、冬梧さんは俺を捕まえて逃げることだってできたはずなんだ。なのに、そうしなかったのは……咲弥さんを抱えていたからだと思う。烏からす丸まさんの話を聞く限り、蓮城征せい志し郎ろうの計画には俺が必要なはずだ。どうして冬梧さんは俺じゃなくて、咲弥さんを捕らえたんだろう？」


    「あたしが知るわけないでしょ？　だけど、あいつは姥うば皮かわ師よ。単純に考えれば、あの女刑事に惚ほれ込んで、姥皮に加工するために掠さらったのかもしれないわね」


    　乙の脳裡に、冬梧の言葉が甦よみがえった。


    　──俺自身が着てみたいと思えるほどの女に！


    「そうだ……あのとき……冬梧さんは確かに云いっていた……冬梧さんは咲弥さんを姥皮にして、自分で着るつもりなんだ！　このままじゃ咲弥さんが！」


    「──サク姉ねえがどうかしたの？」


    　突然、背後から誰かに声をかけられ、乙は仰のけ反ぞった。


    　高鳴る鼓動を胸に振り返ると、輝てる美みが佇たたずんでいた。心なしか元気がないように見える。普段の輝美なら、容よう赦しやなく乙の背中を蹴けりつけてくるはずだが……。


    「か、会長……おはようございます」


    　そういえば、昨日は試験を途中で抜け出した挙あげ句く、部活を無断欠席してしまったのだ。輝美のことだから、激怒しているかもしれない。乙きのとは劇はげしい危機感に駆られた。


    　意外にも、輝てる美みは無断欠席の件には触れなかった。


    「ねぇ、キノっち！　今、サク姉ねえのこと、話してなかった？　実はね、昨日から連絡が取れないの……」


    　しょんぼりと肩を落とした輝美の傍かたわら、甲きのえが妙に淑しとやかな口調で訊たずねた。


    「ねぇ、乙さん？　こちらはどなたかしら？　紹介して下さる？」


    　どうやら、甲は突然、猫を被かぶることに決めたらしい。変な奴だな、と乙は思った。妙なところで姉としての自覚が芽生えたのかもしれない。


    「えっと……この人は、御み鏡かがみ輝美先輩。部活の会長なんだ」


    　乙の説明に、甲はたちまち眉まゆを吊り上げた。


    「センパイ？　カイチョウ？　それって、恋人よりも偉いのかしら？」


    　あくまでも笑顔を浮かべているが、その柳りゆう眉びはぴくぴくと震えている。どうやら、先輩や会長といった概念すら知らないようだ。


    「ち、違うって！　何云いってんだよ！」


    　うろたえる乙に、今度は輝美が訊ねてきた。こちらは露ろ骨こつな三さん白ぱく眼がんである。


    「ねぇ……この人、キノっちの知り合い？　すっごい美人さんだよね。脚も長いし」


    「俺の姉ですよ、双子の姉！　実は生き別れになっていて……水み祭まつり甲って云うんです」


    　案あんの定じよう、輝美は眼をまん丸にした。


    「双子の姉ぇ？　そんな話、聞いたことないよ？　えっと、キノエってのは、甲こう乙おつの甲なのかな？　ふーん、名前だけなら確かに双子って感じ。一生、姉に頭の上がらない弟って感じも漂ただよってるけど。甲ちゃんって呼んでもいい？」


    　輝美の申し出に、甲は余裕の笑えみで応じた。


    「よろしくお願いしますわ、輝美さん」


    「うちの制服を着てるってことは、もう編入したってこと？」


    　乙は慌あわてて両者の間に割り込んだ。


    「いやいや、違うんです。えっと、その……この制服は、いわば体験入学みたいなものなんです。まだ編入すると決まったわけじゃなくて」


    　かなり苦しい云い訳だったが、輝美は咲弥のことで頭が一杯らしく、特に不審を表わすことはなかった。


    「じゃあ、あたしは独自に捜査を続けるから。甲ちゃん、またゆっくり話そうね！」


    　駆け去る輝美の背を見送りつつ、乙は暗あん澹たんとした気分に駆られた。このままだと、最悪の場合、咲弥の皮を被かぶった冬とう梧ごが何食わぬ顔をして、輝美の前に現れる可能性も考えられる。


    　一刻も早く、咲弥を救い出さねばならない──。


    　　　　　　　†


    　一年生の教室は四階に並んでいる。乙きのとのクラスはＡ組だ。まだ始業時間までは余裕があるため、廊ろう下かは行き交う生徒たちで賑にぎわっている。試験最終日の翌日ということもあり、生徒たちの顔は解放感に満ち溢あふれていた。


    「おーい、キノっち！」


    　Ａ組の扉をくぐろうとした矢先、乙は背後から声をかけられた。無む論ろん、乙にこんな形で声をかけてくれる相手など、限られている。


    「ああ、ハル。おはよう」


    「おはよう、じゃないって！　昨日はどうしたのさ？　Ａ組のダチから聞いたけど、試験の途中で早退したんだって？　もしかして、初はつ美みさんの失踪と関係ある？」


    「あ、ああ……いや、実は親戚の叔父さんが入院しててさ、急に病状が悪化したんだ」


    　すらすらと口を突いて出た噓うそに、当の乙自身が驚いた。自分はこんなにも器用に噓がつける人間だっただろうか？これもまた、血けつ族ぞくになった影響なのだろうか。


    「そうだったのか。ていうか、キノっちに叔父さんなんていたんだ？」


    「滅めつ多たに会わないから、話題に出なかっただけだよ。会長にも説明しといてくれるか？」


    「まあ、それは構わないけど。テルミン先輩も気にしてたしね。それで……初美さんは見つかったの？」


    「ああ、実は……まだ見つからないんだ。でもまあ、初美さんもいい年をした大人だし、家を空けることくらいあるだろ。そう考えることにしたよ」


    　そんな風に噓をつく自分に対し、乙は反へ吐どが出る思いだったが、噓は次々と口から飛び出してしまう。まるで、自分が自分ではなくなった気がした。


    「……キノっち？」


    　そんな乙の様子に、初はつ春はるもどうやら違和感を覚えたらしい。急に眉まゆをひそめると、乙の顔をまじまじと見つめた。


    「なんていうかさ……キノっち、雰囲気が変わったよね」


    「そ、そうか？」


    「うん。なんだか大人っぽくなったっていうか、カッコ良くなったっていうか……いやいや、ぼくってば何云いってんだ……恥ずかしいだろ！　こんなこと云わせんなって！」


    　ぷいっと横を向くと、初春はあろうことか、頰ほおをほんのりと紅く染めたではないか。乙はギョッとした。何やら居心地の悪い空気が漂ただよっている。初春自身、乙との間に漂う微妙な空気を察したのか、慌あわてたように声を張り上げた。


    「あっ、そうそう！　キノっちは聞いた？　来週の講演会なんだけど、あの蓮れん城じよう征せい志し郎ろうさんが来るらしいんだ！」


    　乙は呆ぼう然ぜんと立ちすくんだ。


    「ちょっと！　それって本当っ！」


    　猛然と喰くいついてきたのは、なんと甲きのえだった。昇降口の前で別れたはずなのに、いつの間にか乙きのとの傍そばに接近していたのだ。


    「うおっ！　ちょっ！　どちら様ですかっ？」


    　小心者の初はつ春はるは、甲の絢けん爛らんたる美び貌ぼうを前に、すっかり萎い縮しゆくしてしまった。


    「甲？　なんでここにいるんだよ！　さっき別れただろうが！」


    　乙の糾きゆう弾だんを受け、甲はようやく頭を冷やしたようだ。急にばつの悪そうな顔になった。どうやら蓮れん城じよう征せい志し郎ろうの名を聞いて、カッと頭に血が昇ってしまったらしい。


    　甲の直情ぶりは、確かに長所ではあるのだが、同時に短所でもあった。否いな、むしろ短所としての側面のほうが大きい気がする乙であった。


    「え、えっと……」


    　甲はわざとらしく咳せき払いをすると、猫を被かぶった。


    「初めまして。えっと……そちらは、乙さんのご学友かしら？」


    「は、はい……そうですけど……」


    　初春は今や、甲の美貌に釘付けとなっている。


    「わたくし、乙さんの姉で、水み祭まつり甲と申しますの。どうぞよしなに」


    　そう告げると、甲は優雅に一礼してみせた。ほんの一瞬、乙さえもが眼を奪われてしまったほどの佇たたずまい。初春などは完全に気を呑のまれてしまっている。


    「え、えっと……ぼ、ぼくは……八や百お井い初春っていいます。ハルって呼んで下さい。き、キノっち……いえ、乙君にこんなにも美人なお姉さんがいたなんて……」


    「まあ、美人だなんて……当然ですわね。おほほほほ」


    　乙はあわや転ぶところであった。早速、鍍金メツキが剝はげかかっている。


    「ところで、ハルさん？　先ほど蓮城征志郎がどうのこうのと云いってませんでした？」


    　初春は何度もこくこくと頷うなずいた。


    「奴がこの学校に来るって、本当なのかしら？」


    「そ、それはもう……ポスターが貼ってありましたから、間違いないです」


    「ポスター？　どこに？」


    「一階の職員室前の掲示板とか……」


    　そこまで聞き出すや、甲は獲物を見つけた野獣さながら、猛然と駆け出した。今まで被っていた猫はなんだったのだと思わせるほどの、人間離れしたスピードだった。


    「あいつ……職員室の場所って知ってるのかな？　ん？　おい、どうしたハル？」


    　初春は甲が消えた方角をぼんやりと見つめたまま、口を半開きにしている。


    「あのおみ足で、思いっきり踏まれたいなぁ」


    　どんだけ命知らずなんだよと、乙は心の裡うちで毒づいた。


    



    　一限目の授業が始まる。乙きのとの苦手な数学Ⅰだった。躍やつ起きになってノートを取ろうとした矢先、乙は妙な視線を感じた。顔を上げた途と端たん、ギョッとした。


    　斜め前の座席に座っているのは、果たして甲きのえだった。乙をちらちらと窺うかがいながら、右手をひらひらと振っている。唇には悪戯いたずらっぽい微笑すら浮かべている。


    「なっ、なんでお前がっ！」


    　思わず立ち上がり、叫び放った途端、乙は教室中の視線を集めてしまった。


    「あ……その……すみません」


    　乙はぼそぼそと云いい訳しつつ、再び座席に腰を落ち着けた。周囲の女子たちが、くすくす笑いを漏もらしている。改めて甲を窺うと、ぺろりと舌を出している。沸ふつ々ふつと怒りが沸いた。そもそも、甲が座っているのは葉は桜ざくらの席だ。その事実もまた、乙にとっては許し難がたい。


    　甲のアピールを努めて無視しつつ、乙は考える。


    　それにしても、どうして誰も気づかないんだ？　弟の自分が云うのもおかしいが、甲が美人なのは認めざるを得ない。それも中途半端な美人ではない。初春の態度を思い出してもわかる通り、稀まれに見る美女だ。無む論ろん、登校していた間は常に、周囲の眼を惹ひいていた。


    　なのに、今はどうだろう？


    　誰もが甲の存在をスルーしているように見える。もしや、自分以外の生徒には甲の姿が見えていないのでは？　とさえ思えてしまう。いったい、これはどうしたことだろう？


    　結局、そんなことを延々と考えていたら、五十分の授業はあっという間に終わってしまった。乙は溜息交じりに教科書とノートを片付けると、席を立った。あえて甲のほうは見なかった。小走りに教室を飛び出すと、男子トイレに駆け込んだ。一刻も早く、甲の挑発的な視線から逃のがれたかったというのもあるが、実のところ、先ほどから催もよおしていたのである。


    　授業が終わった直後ということもあり、トイレ内には誰もいない。乙は最初、小用の便器に向かおうとしたが、あえて個室に足を運んだ。昨今、巷ちまたでは座って小しよう用ようを足す男性が増えていると云われるが、実は乙も最近、その魅力に薄々ながら気づきつつあった。


    　便座の蓋ふたを上げ、ズボンを下ろそうとした刹せつ那な、耳元で囁ささやかれた。


    「ねぇ、どうして無視するの？」


    　驚きよう愕がくのあまり、乙は便器に顔面から突っ込みそうになった。あろうことか、甲が背後霊のごとく、ひっそりと佇たたずんでいるではないか。左手には、竹刀しない袋に納めた銀ぎん露ろ梅ばいを握り締めている。今更のように、白びやく檀だんの香りが個室に漂ただよい始める。既に扉の向こうでは、用を足す生徒たちの気け配はいが聞こえている。乙は高鳴る鼓こ動どうを無理やりに抑えつつ、声を潜ひそめた。


    「な、何やってんだよ？　ここは男子トイレだぞ？」


    「関係ないわ。あたしはお前の守護神だもの」


    　得意満面に告げられても、こんな状況では嬉しくもなんともない。そんなことより、授業の間、ずっと気になっていたことを問い質ただすべきだと思った。


    「クラスの連中に何かしたか？　誰も甲きのえの存在に違和感を覚えていなかったみたいだった」


    「まあ、ちょっとした暗示ね。自分の存在を極力、相手に悟さとらせないようにするの。この程度の技なら、下級のハカナシでも使えるわ。当然ながら、天あま城ぎ冬とう梧ごがその気になれば、校内に忍び込むのなんて造作もないってことよ」


    「それはわかったけど……とりあえず、出てってくれるか？」


    「……お腹なか、痛いの？」


    　意外にも、甲は心配そうな表情をした。


    「い、いや、別に。小のほうだけど」


    　乙きのとの煮え切らない返答に、甲はたちまち柳りゆう眉びを吊り上げた。


    「はぁ？　だったら、なんで個室に入ったりしたのよ？」


    「最近、気づいたんだよ。座ってしたほうが、気持ちいいって」


    「噓うそでしょう？　男の人って、立ってするのが普通だと思ってたけど」


    「まあ、そっちのほうが一般的だけどな。というわけで、今すぐ出て行ってくれ」


    　あいにく、甲は唇くちびるに人差し指を添そえると、不思議そうに小首を傾かしげた。


    「駄目……理解できないわ。これは由ゆ々ゆしき事態よ。きちんとした調査が必要ね」


    「必要ないって！」


    　　　　　　　†


    　乙が姉の仕打ちに悶もん々もんと耐えている頃、葉は桜ざくらは市内の高層ホテルに身を寄せていた。街を一望の下に見渡せる、最上階のスイートルームである。あの蓮れん城じよう征せい志し郎ろうが巨費を投じ、年間契約を交わしている部屋でもあった。


    　葉桜は今日も姥うば皮かわを被かぶっている。その姿はどこから見ても、御み園その生う初はつ美みに外ほかならない。今は蓮城が差し入れてくれた、流行の衣服に身を包んでいる。どの衣類にも、海外の有名ブランドのタグが付いていた。


    　ホテルの従業員は、葉桜を「蓮城征志郎の愛人」くらいに思っているのだろう。丁てい重ちように接される反面、値ね踏ぶみされているという感覚を抱いだかずにはいられなかった。


    「初美さん……」


    　艶つややかな唇から漏もれたのは、葉桜自身の声だった。不思議なことに、意識を姥皮に同調させると、初美の声を出すことができる。逆に、葉桜としての自我を保っているときは、葉桜自身の声が出るのだ。


    　生まれてこの方、母性に恵まれなかった葉桜にとって、御園生初美はまさしく、母のような存在であった。どこか懐なつかしさを感じさせる香り。相手を無条件に安心させてしまう、柔にゆう和わな物腰。小学校に通い始めたばかりの葉桜に、料理を教えてくれたのも初美だった。水み祭まつり家の厨ちゆう房ぼうで肩を並べ、初美から料理を教わる時間が、葉桜はたまらなく好きだった。


    　そんな初美は、結果的に、蓮城征志郎と敵対する道を選んだ。乙と契ちぎり、次代の当主及び血ち祭まつり御ご前ぜんを誕生させるという計画を、頑がんとして拒こばんだのだ。


    　思えば、初はつ美みが蓮れん城じよう征せい志し郎ろうの要求を呑のんでさえいれば、兄が闇に堕おちることもなかったのではあるまいか。もちろん、冬とう梧ごが姥うば皮かわに高い関心を抱いだいているのはわかっている。姥皮を制作するためには、人を殺さねばならない。


    　少なくとも、以前の冬梧は人殺しができるような男ではなかった。見た目こそ武ぶ骨こつだが、花を愛めでるという一面もあった。遠い将来、造形作家として成功した暁あかつきには、庭付きの一戸建てに住んで、花壇を造りたい……と語ったこともあった。


    　不思議な兄だった。見た目は屈くつ強きようの大男なのに、冬梧は園芸や裁さい縫ほう、そしてジュエリーといった分野に高い関心を示した。時折、冬梧が同級生の女の子みたいに思えてしまうことも少なくはなかった。


    　冬梧がファスナーの素材に使っているピンク・シルバーにしても、女性向けのアクセサリーに多用される合金だ。もちろん、冬梧は銀の苦手なハカナシなので、銅の比率を高めたピンク・シルバーを使っているとも考えられるが、葉は桜ざくらにだけはわかる。冬梧はピンク色の輝き自体を好んでいるのだ。


    　ある日突然、蓮城征志郎が眼の前に現れたとき、冬梧は道を踏み外した。そう、あの男こそが、冬梧が理性で抑おさえていた欲望に火を点つけてしまったのだ。


    　冬梧は瞬またたく間に三人の女性を拉致殺害し、姥皮に加工した。ご近所付き合いのあった川かわ屋や親子を無理やり血けつ族ぞくにして、使役するという暴挙にも及んだ。


    「蓮城さんが……お兄ちゃんを変えてしまったんだ」


    「それは違うな、葉桜君」


    「──ひっ！」


    　いつの間にか、戸口に蓮城征志郎が佇たたずんでいる。なんの気け配はいも感じなかった。まるで幽霊のように、ふっと出現したのだ。


    　いつ見ても、不気味なほどに幽ゆう艶えんな男だった。銀ぎん縁ぶち眼鏡をかけることで、知的な雰囲気を醸かもし出そうと演出しているが、その程度の小細工で、蓮城征志郎の本質を隠しおおせるはずもなかった。足あし許もとには、相も変わらず愛あい猫びようを従したがえている。子犬や子猫、可愛かわいい動物には眼のない葉桜だが、黒こく曜よう石せきだけは好きになれそうになかった。


    「私はただ、冬梧君の本性を引き出しただけだ。たとえ私に出会ってなかったとしても、彼は同じ道を進んでいただろう。その場合、姥皮にされていたのは君だったかもしれない」


    　葉桜は俯うつむいたまま、スカートの生地をギュッと握り締めた。


    「世間様にご迷惑をかけるよりは、そのほうがマシです」


    「随ずい分ぶんと弱気だな。今回の計画は、葉桜君にとってもチャンスだと思うのだがね」


    「何がですか！」


    　蓮城は葉桜の態度に気分を害した風もなく、酷ひどく冷淡な口調で答えた。


    「それは、君自身がわかっているはずだ」


    　葉は桜ざくらは動揺を露あらわにして、眼を伏ふせた。


    「近日中に、君には祭殿へ移ってもらう」


    　葉桜は俯うつむいたまま、消え入りそうな声で返事をした。


    「はい……わかっています」


    「云いいつけ通り、基礎体温の記録は続けているな？」


    「机の上に、あります」


    　蓮れん城じようは壁際に設置されたアンティーク調の机に歩み寄ると、そこに置かれたノートを手に取り、ぱらぱらとページをめくった。


    「ふむ、生理周期は安定している。立派な産うぶ巫み女こになれるだろう」


    　医師のように事務的な声ではあったが、葉桜の胸は羞しゆう恥ちと嫌けん悪おに埋め尽くされた。基礎体温の記録。すなわち、排卵日の記録でもある。蓮城は数字の羅ら列れつを眺ながめつつ、葉桜の肉体が最も妊娠しやすい時期を計算しているのだった。


    　劇はげしい羞恥に耐えていた葉桜が、再び視線を上げたときにはもう、蓮城征せい志し郎ろうは消えていた。ノートは元の場所に置かれている。


    　途と端たん、葉桜の……否いな、外側は初はつ美みの目尻から、ぽろぽろと涙が零こぼれ落ちた。


    　水み祭まつり乙きのとは天あま城ぎ葉桜にとって、初恋の相手だった。
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    　天あま城ぎ葉は桜ざくらは水み祭まつり乙きのとにとって、妹のような幼おさな馴な染じみでしかなかった。


    　乙が初はつ美みに憧あこがれていることはわかっていた。それが仄ほのかな恋心であることも、薄々は察していた。乙自身すら、己の気持ちに気づいてはいない様子だったが、永年、乙を傍そばで見守ってきた葉桜には一目瞭然だった。


    　まだ十歳にも満たなかった頃、その事実を察したとき、葉桜は劇はげしい嫉しつ妬とに駆られた。ずるい、とさえ思った。初美のような女性に、自分ごときが太た刀ち打うちできるはずもない……。


    　蓮れん城じよう征せい志し郎ろうは、葉桜のそんな想いを的確に見抜いているのだろう。


    　──葉桜君にとってもチャンスだと思うのだがね。


    　初美が産うぶ巫み女ことしての使命を拒否したと知ったとき、葉桜は安あん堵どと怒りがない交まぜになった、複雑な感情を抱いた。葉桜は果は敢か無なし村について詳しいことは知らないが、冬とう梧ごの話によれば、水祭家によって、非常に厳しく統制されていたと聞いている。水祭家が定めた掟おきては絶対だったという。そんな村での常識を鑑かんがみれば、初美が産巫女の使命を辞退するなど、絶対に赦ゆるされぬはずだった。初美自身、掟に逆らえば断罪されることはわかっていたはずだ。


    　何故、初美は命を賭としてまで、乙の子を孕はらむことを拒こばんだのか？


    　以前の葉桜には、その理由がわからなかった。だが、綾あや咲さく署の霊安室で初美の中に入り、静かに横たわっていたあのとき、葉桜の脳のう裡りに流れ込む情報があった。それは初美自身の記憶だった。葉桜の意識が初めて、初美の姥うば皮かわに同調したのだった。


    　霊安室を訪れた乙と女刑事の前で、葉桜は死体を演じるつもりだった。ところが、寝台に横たわる初美と対面した乙は、急に劇しい頭痛を覚えたらしく、苦しそうに膝ひざを突いた。


    　葉桜としては死体の振りを続けるつもりだった。しかし、できなかった。初美の姥皮に意識を同調させた葉桜は、自分が初美なのか、葉桜なのかもわからなくなった。気がつけば、さも当然のごとく起き上がり、乙に手を差し伸べていたのだ……。


    　　　　　　　†


    　週が明け、講演会の当日が訪れた。


    　黒こく蒐しゆう院いん大学附属高校には、早朝からＳＰが現場の〝消毒〟に当たっていた。蓮城征志郎ほどの有名人ともなると、警察のほうが万が一の事態を想定し、警護を申し出てくるのであった。蓮城自身にとっては、ありがた迷惑以外の何ものでもないだろうが。


    　四限目の授業を終え、昼休みを迎えた乙は、売店で野菜サンドと豆乳を買うと、部室に向かった。冬場ともなると、生徒の大半は教室や食堂で昼食を摂とるが、〈逢おう魔まの会〉の部員は季節を問わず、部室に集まることにしている。掘り炬ご燵たつのおかげで、冬場は快適なのだが、当然ながら冷房は備そなわっていないため、夏場はちょっとした灼しやく熱ねつ地獄と化す。


    「会長、大丈夫かな……」


    　ふと、乙の口からそんな呟つぶやきが漏もれた。輝てる美みの話によれば、御み室むろ咲さく弥やは愛車のポルシェを綾咲署に残したまま失踪したという。既に咲弥の両親は警察に捜索願を出し、その事実は親族一同にも伝えられた。幼い頃から咲さく弥やに懐なついてきた輝てる美みが、劇はげしいショックに襲おそわれたのはいうまでもない。


    　乙きのとは咲弥が冬とう梧ごに掠さらわれる現場に遭遇したにもかかわらず、輝美に真実を告げることができずにいた。


    　その一方で、葉は桜ざくらは期末試験の最終日以来、ずっと欠席を続けている。担任に訊たずねてみたところ、保護者からも葉桜自身からも、なんの連絡も入ってはいないという。


    「葉桜……お前は、本当にそれでいいのか？」


    　そう呟つぶやいて、乙は昇降口から校庭に出た。空は灰色に曇り、裸となった樹木の枝を寒風が揺らしている。あまりの冷たさに、乙は背中を丸めた。


    「……？」


    　小走りで部室を目指した乙は、遠目に奇妙な人影を発見した。部室として使っている木造家屋の前に、長身の男が佇たたずんでいるのだ。こちらに背中を向け、ぼんやりと家屋を眺めている様子だった。ファッションには疎うとい乙でも、男の背広が高級品であることは、一いち目もく瞭りよう然ぜんだった。


    　乙が恐おそる恐る近寄ると、男は優雅にこちらを振り返った。


    「──！」


    　乙は絶句した。校内に貼られたポスターで、何度も目にした男。怜れい悧りな雰囲気を醸かもし出す銀ぎん縁ぶち眼鏡。神々しさと妖あやしさを兼ね備そなえた、幽ゆう艶えんなる相そう貌ぼう。長身[image: ]そう軀く。圧倒的な存在感。


    　こんなときに限って、甲きのえはいない。ここ数日間、嫌というほど弟を追いかけ回していた甲だったが、今日だけは違った。登校後、昇降口の前で別れるや、忽こつ然ぜんと姿を消してしまったのである。校内を探索しているのか、あるいは街に出ているのか。


    　否いな、違う。この数日で、乙は甲の直情的な性格を嫌というほど思い知らされてきた。おそらく、甲は講堂で蓮れん城じよう征せい志し郎ろうを待ち受けているのだ。自みずからの手で黒幕を処刑するために。


    　無謀な試みではあった。いくら甲が猛も者さであっても、この男に太た刀ち打うちできるはずがないと、乙は即座に直感した。ならば、甲がいないのは好都合ともいえた。


    「君は、ここの部員なのかい？」


    　乙の予想に反し、蓮城征志郎は飄ひよう々ひようと訊たずねてきた。眼の前の高校生が水み祭まつり家の現当主であることなど、とっくにお見通しのはずなのに、気づいていない振りをしている。


    「そうですけど……」


    「私も、かつては郷土史研究部に所属していたんだ。実はね、この建物を部室として使わせてもらえるよう学校側に交渉したのは、外ほかならぬ私なのだよ」


    「じゃあ、あなたが噂うわさの……初代〝会長〟というわけですか？」


    「そういうことになるね。未いまだに、部長は会長と呼ばれているのかい？」


    「はい。〈逢おう魔まの会〉という名前も、しっかり受け継がれています」


    「そうか。ほんの遊び心で考えた通称なんだが、今も続いていたとはね。せっかくだから、中を見せてもらってもいいかな？」


    「構いませんよ」


    　乙きのとは合い鍵を使って扉を開くと、蓮れん城じようを招き入れた。どうせ逃げたところで無駄なのはわかっている。甲きのえの血けつ族ぞくになったことで、多少は人間の範はん疇ちゆうから逸脱した乙だったが、蓮城の前で何かができるとは思えない。今はただ、輝てる美みや初はつ春はるが部室に来ないように、祈るばかりだった。


    「ちらかってますけどね」


    「はは……私が在籍していた頃も、似にたようなものだった。掘り炬ご燵たつも現役のようだな」


    　蓮城は、まるで実家に帰った息子のようにくつろいだ表情で、掘り炬燵に足を入れた。乙も半なかば自棄やけになって、蓮城の向かいに腰を落ち着けた。


    「黒こく曜よう石せきにも、この温ぬくもりを教えてやりたかったものだ」


    「……黒曜石？」


    「私の飼い猫さ」


    　乙は蓮城征せい志し郎ろうのトレード・マークともいえる、黒猫の姿を思い出した。


    「今日は連れてないんですね」


    「あの子は狩猟が大好きでね。今日は肉付きのいい鼠ねずみを追いかけて行ったのさ」


    「はぁ……」


    　清潔な校内に太った鼠が棲すんでいるとも思えなかったが、乙は生返事を返すに留とどめた。


    「母校を見学する際は是非、この部室が残っているかどうか、確認しておきたかった。本当に懐なつかしいな。今はどんな活動をしているんだい？」


    「えっと、大変申し上げにくいのですが……」


    　たまにフィールド・ワークと称し、市内の神社や寺院、さらには山林に分け入ったことはあるものの、基本的には部室でバカ騒ぎに明け暮れる日々だった。


    　蓮城は乙の表情からすべてを察したらしく、苦笑を漏もらした。


    「私の高校時代も似たようなものだった。教師に隠れて、いろんな悪さをしたものさ」


    　あの烏からす丸まに負けず劣らず、随分と長生きしていそうな蓮城が、しみじみとした表情でそんなことを云いう。乙は不思議な気分に駆られた。


    　そんな調子で、どうでもいいことを幾いくつか話した後、蓮城は掘り炬燵を抜け出した。


    「そろそろお暇いとまするよ。ＳＰの連中がうるさいからね。君と話せて良かった」　


    「はぁ……そいつはどうも」


    　蓮城は戸口で革かわ靴ぐつを履はくと、扉の外に出た。乙も後に続いた。外は寒風が吹き荒れていた。蓮城の髪がふわりと揺れる。そんな何気ない姿でさえ、絵になる男だった。


    　蓮城は乙に背を向けたまま、なんの脈絡もなく、ぼそりと呟つぶやいた。


    「母親とは、強い生き物だね」


    　乙きのとはきょとんとして、小首を傾かしげた。


    「俺、母親っていないんですよ。だから……よくわかりません」


    「そんなはずはないだろう、水み祭まつり乙君」


    　蓮れん城じようが優雅に振り向いた。初めて乙の名前を呼んだのだ。その表情には、慈じ愛あいとも酷こく薄はくともとれそうな、曖あい昧まいな笑えみが宿っている。


    「君を産み落とした母親は、ずっと君の傍にいたのだからな」


    　視界がモノクロームと化し、時間がぴたりと静止した。この男はなんと云いった？　極限まで眼を瞠みひらき、瞬まばたきすら忘れた乙の前で、蓮城征せい志し郎ろうは真冬の冷気に渾こん然ぜんと溶け込むように、ふっ……と姿を消した。そんな蓮城と入れ替わるようにして、初はつ春はるがビニール袋を片手に、パタパタと駆け寄ってきた。初春は半開きの扉から部室の奥を眺めつつ、ぼやいた。


    「いやー、四限が終わった途と端たん、数学の村むら山やまに捕まっちゃってさー。あれれっ？　今日も先輩と葉は桜ざくらちゃんって休みなの？　寂しいなぁ……ん？　キノっち、どーかしたの？」


    　乙は茫ぼう乎ことして、蓮城が消えた方角を眺めている。


    　思い当たる節がないわけでもなかった。そう……普段は温厚な初はつ美みが、まだ幼かった乙から「お母さん」と呼ばれたときに限っては、厳しく諭さとしてきた。自分はあくまでも代理母に過ぎないという思いが、初美の胸きよう裡りには根ざしていたのだろうか。


    　初美はこの十年間……どんな思いで乙の傍そばにいたのだろう？


    　そして──乙はそんな初美に対し、恋心を抱いだいてしまった。


    　　　　　　　†


    　先週、蓮城征志郎が黒大附属で講演会を開催すると聞いた甲きのえは、今日という日に備そなえて銀ぎん露ろ梅ばいの手入れに余よ念ねんがなかった。


    　敵の親玉自みずから、綾あや咲さく市を訪れるというのだ。


    　ましてや、自分が護まもるべき弟の母校に。


    　願ってもない好機であった。相手が誰であろうと、戦力差がどれほどのものだろうと、地軸の底までぶった斬る。それが甲のポリシーである。


    　白びやく蓮れんからは何度も諭さとされたが、甲は聞く耳を持たなかった。やがて白蓮は諦あきらめたのか、その件については一言も云わなくなった。


    　早朝、乙を校門まで見送った甲は、単身、講堂周辺に配置されたＳＰの眼をかいくぐり、堂内への潜入を果たした。


    「ふん……他た愛あいもないもんね」


    　甲は今、舞台の真上に吊り下げられた、シャンデリア風の照明灯に身を潜ひそめている。左手には銀露梅の鞘さやを強く握り締めている。鈴はそのままだが、甲がその気になれば、鈴を一切鳴らすことなく、移動することができる。


    　そのまま、甲は時が刻一刻と過ぎるのを待ち続けている。


    　蓮れん城じよう征せい志し郎ろうの名前が記された横断幕が垂らされているおかげで、客席から甲きのえの姿を認めるのは不可能である。一方、舞台から真上を見上げても、照明灯の意匠が邪じや魔まをして、甲の姿はまず見えない。梯はし子ごなどの器具を使わずして照明灯の上に陣取ることは、常識的に考えれば不可能なため、ＳＰたちのチェックも緩ゆるくなっていた。


    　甲の右手には、投とう擲てきに適した貫級刀くびさしが一本。その鋭い眼まな差ざしは、巻き上げ式のスクリーンを捉とらえている。現在、スクリーンは巻き上げられ、綺麗に収納された状態だった。


    　甲の作戦は単純である。舞台に上がった蓮城が熱弁を振るう最中さなか、甲はスクリーンに貫級刀を投とう擲てきし、留め具を破壊する。スクリーンが舞台と客席を遮断すると同時に、照明灯から急降下。自じ顕げん流りゆうの初しよ太だ刀ちによって、蓮城の首を切断するのだ。すべては一瞬で行う。常人の眼に留まらない自信はあった。


    　無む論ろん、蓮城の首は胴体との接合を果たそうと足あ搔がくだろう。そこで白びやく蓮れんの出番となる。蓮城とて、いったん白蓮の胃袋に収まってしまえば、もはや〝甦よみがえり〟は不可能なのだ。


    　唯一の懸念は、白蓮が今回の作戦について、否定的だという事実だった。


    「あのバカ犬……ほんっとうに失礼しちゃうわ」


    　白蓮が云いうには、甲がいかなる作戦を練ったところで、相手は蓮城征志郎である。万にひとつも勝ち目はないとのこと。一応、講演会が始まるまでには出動するようにと云い含めてはおいたものの、最悪、掩えん護ごに来てくれないかもしれない。


    「ま、そのときはそのときよ」


    　やがて、四限の終了を告げるチャイムが鳴った。昼休みが始まったのだ。


    　甲の思考が徐々に研ぎ澄まされていく。


    「……何かしら？」


    　ふいに甲は眉まゆ根ねを寄せた。何やら客席が騒がしくなったのである。


    「こらっ！　待てー！」


    　突発的な叫び声に覆い重なるように、鋭い足音がバタバタと反響する。あいにく、客席から甲の姿を確認できないのと同様、甲の位置から客席を覗のぞき見るのも不可能だった。


    「手荒な真似はするな！　そいつ、蓮城さんの飼い猫だぞっ！」


    　騒いでいるのは、どうやらＳＰの連中らしい。断続的に聞こえてくる言葉から察するに、蓮城の飼い猫が講堂に紛れ込み、逃げ回っているようだ。


    　平和なものね……と、甲は呆あきれる思いがした。


    　──どん！


    　刹せつ那な、甲の足場を凄すさまじい衝撃が襲おそった。たったの一撃で、吊り下げられた照明装置は呆あつ気けなく崩れ落ち、全身がふわりとした浮遊感に包まれる。それも一瞬のこと、甲の軀からだは重力に従したがい、鉛直落下を遂げた。壇上に着地した際、木こっ端ぱ微み塵じんとなったガラス片で掌てのひらと膝ひざを切ったが、そんな些さ事じに構っている場合ではなかった。


    　ＳＰたちの視線を遮さえぎるべく、甲きのえは貫級刀くさびしを頭上に放った。狙い過あやまたず標的に命中。支えを失ったスクリーンがくるくると広がって、舞台を覆い隠す。


    　甲は銀ぎん露ろ梅ばいの鯉こい口ぐちを切った状態のまま、啞あ然ぜんとなった。蓮れん城じようの愛あい猫びようが黒こく曜よう石せきという名であることは聞き知っていたが、よもや文字通り猫を被かぶっていようとは、想定の範囲外もいいところだった。


    　子猫は瞬時に巨大化、獰どう猛もうな虎の姿を顕けん現げんさせた。黒々とした毛並みは鴉からすの濡れ羽を思わせ、禍まが々まがしい妖よう気きに覆われている。見るからに白びやく蓮れんの好敵手といった様相である。どうやら人語は話せないようなので、白蓮よりは低級のようだが、肝心の白蓮は傍そばにいない。


    「今の音はなんだっ！」


    　ＳＰたちの足音が近づいてくる。このままでは、彼らは確実に殺されてしまう。


    　甲が抱いた一瞬の迷いを、黒曜石は見逃さなかった。砲弾さながら突進すると、甲の腹部に喰くらいつく。細くくびれた腰に、びっしりと並ぶ牙きばが左右から突き立った。文字通り、脇腹を串刺しにされた。あまりの劇痛に、あわや意識を失いそうになってしまう。


    　黒曜石は全身に力を漲みなぎらせるや、跳躍。一瞬にして、天井を突き破った。甲の胴体を銜くわえたまま、講堂の屋上に着地する。そこから更に跳躍し、今度は旧校舎の屋上に着地を決めた。既に取り壊しが決まっており、生徒の立ち入りは禁じられている建物だった。甲は凄すさまじい劇痛に苛さいなまれながらも、黒曜石から「ここなら心おきなく戦えるだろう」と云いわれた気がして、戦慄した。


    「……ぐはっ！」


    　そんな思いも束つかの間、甲は血を吐いた。当初、蓮城征せい志し郎ろうを白蓮の餌えさにする作戦を立てていた甲だったが、このままでは自分が黒曜石の餌にされかねない。


    　甲は本能的に腕を振るうと、銀露梅の鞘さやを黒曜石の喉のどに突き立てた。ぐげっ……と黒曜石が嘔え吐ずいた隙すきに、鉄格子を思わせる牙から胴体を引き抜いた。肉が裂さけ、刺し貫つらぬかれた臓器が次々と破裂し、更なる血潮が溢あふれた。


    　甲は余力を振り絞り、後方に跳躍することで間合いを確保した。


    　その途と端たん、足あし許もとが血の海と化した。意識が朦もう朧ろうと霞かすみ始める。一応、傷ついた肉体は既に再生を始めている。潰れた組織の断面を、芽生えたばかりの細胞が埋め尽くしていく。新しい細胞が古い細胞を喰くらい、肉体を構成する粒子として確立する。


    　刹せつ那な、耳を塞ふさぎたくなるほど凄まじい咆ほう哮こうが曇どん天てんを貫つらぬいた。


    　──どん！


    　津波を思わせる衝撃波が甲を襲おそった。


    「ぐっ……がはっ！」


    　軽く二十メートルは吹っ飛ばされ、コンクリート製の栅さくに激突する。治りかけていた傷口がぱっくりと開いてしまう。のっしのっしと、黒曜石が近づいてくる。


    「ぐるるるる……」


    　満まん身しん[image: ]そう痍いとなった甲きのえの肢し体たいに、あまりに巨おおきな猛虎の唾だ液えきが滴したたり落ちた。それはどろりとして、生温かい粘液だった。


    　その爪つめで無造作に引き裂さかれるのか。いきなり頭部から丸まる囓かじりにされるのか。


    　黒こく曜よう石せきの舌がねっとりと、首筋から頰ほおにかけて、ぺろりと嘗なめ上げてきた。


    「……丸囓りコースみたいね」


    　甲の唇から、諦てい念ねんを含んだ呟つぶやきが漏もれた。生なま臭ぐさい吐と息いきを感じた。軀からだはもうしばらく動きそうにない。いまだに全身は麻ま痺ひ状態。黒曜石が更に身を乗り出してくる。


    「……えっ!?」


    　その刹せつ那な、甲の脳のう裡りに封印されていた記憶が、ぱっと鮮明に弾けた。


    　　　　　　　†


    　夜半だった。燃え落ちた家屋。逃げまどう村人たち。絶叫に次ぐ絶叫。悲痛な金切り声のように、闇夜に鳴り響く警けい鐘しよう。


    　水み祭まつり家の掟おきてに従したがい、甲が住まわされていた社やしろは村外れにあったため、辛かろうじて無事ではあった。が、不安は募つのる一方だった。村で何が起こっているのか。火事？　それにしては様子がおかしい。まるで戦いくさを思わせる、凄せい絶ぜつな鬼気が流れ込んでくる。


    　──血ち祭まつり御ご前ぜんはどうしたの？　村を護まもってはくれないの？


    　外部の情報には疎うとい甲だったが、伯お母ばに当たる血祭御前とは、過去に一度だけ対面したことがあった。あの優しい男の子と同じように、ある日突然、ふらりと社に現れたのである。


    　彼女は水祭壬みずのえと名乗り、この村にまつわる様々な話を聞かせてくれた。中でも、血祭御前と呼ばれる女性の逸話に、甲は胸を躍らせた。眼の前の壬こそが、当代の血祭御前だと聞かされたときは、心の底から驚いた。


    　壬の凜りんとした眼まな差ざし、気高さを感じさせる佇たたずまい、透き通るような佳こ音え……いつしか、甲は壬が語る逸話よりも、壬という女性自身に眼を奪われていた。と同時に、壬様が自分の本当の母親だったらいいのに、とも思った。


    　実のところ、甲は四歳になってもなお、母親の顔を知らなかった。母親がいるのかどうかも知らなかった。少なくとも「母」を名乗る人物は、この社を一度も訪れてはいなかった。


    　かくして、血祭御前という存在は、甲にとって憧あこがれの存在となった。その物ぶつ騒そうな呼び名こそ、甲の好みからは懸け離れていたが、水祭家の姫君でありながら当主を護り、家を護り、村を護る。のみならず、村人たちを律する役割をも果たす。そう、水祭家が定めた掟に背そむいた者は、血祭御前の手によって誅ちゆう戮りくされるのだ。


    　ところが、村が焼けているにもかかわらず、血祭御前は助けに来てくれない。


    「壬様、どうして来てくれないんだろう？」


    　ふいに、甲は異様極まる気配を背後に感じ、咄とつ嗟さに振り返った。今しも闇夜に溶け込みそうなほど黒い猛もう虎こが、全身の毛を逆立てて、身構えていた。


    　獰どう猛もうな唸うなり声に、甲きのえは萎い縮しゆくした。このままでは食べられてしまう。


    　甲は失神しそうになりながらも、力一杯叫び放った。


    「母様ぁーっ！」


    　その叫びは、厳密には自分を産んだ母親に向けられたものではなかった。無む論ろん、壬みずのえに向けられたものだった。その叫びに呼応して、


    「下げ郎ろう、推すい参さんなり！」


    　雷鳴を思わせる怒声が炸さく裂れつした。


    　甲の前方、突とつ如じよとして現れたのは、白銀の巨きよ狼ろうであった。


    　ふさふさとした毛並みに覆われた軀からだには、銀色の飾かざり太だ刀ちが結ゆわえられている。


    「水み祭まつり家の姫君、甲殿とお見受けする！　血ち祭まつり御ご前ぜんは先ほど名誉の戦死を遂げた！」


    　甲のあどけない相そう貌ぼうを、戦慄の波が駆け抜けた。


    　──血祭御前が……死んだ？


    「今はそなたが最後の希望じゃ！　そなたは妾わらわが護まもる！」


    　そう宣言するや、巨狼は漆しつ黒くの虎とらに襲おそいかかった。勝負は一瞬で決した。巨狼と猛虎。両者が交錯したと見えた刹せつ那な、周囲を覆う幽ゆう暗あんに鮮烈な血ち飛沫しぶきが奔ほん騰とうした。猛虎の左眼が、縦にざっくりと切り裂さかれた。苦く悶もんの咆ほう哮こうをほとぼしらせると、猛虎は去った。


    　それが、甲と白びやく蓮れんの出会いだった。


    　　　　　　　†


    　……思い出した！


    　甲は黒こく曜よう石せきと一度、相見あいまみえている。十年も昔のことだったので、すっかり忘れていたのだった。だが、どうして故郷の村が壊滅に追いやられたあの夜に、黒曜石が現場に出現したのだろう？


    　あいにく、そんな疑惑を吹き飛ばさんばかりに、黒曜石の牙きばが首筋に迫り来る。甲は辛かろうじて余力を振り絞り、銀ぎん露ろ梅ばいを水平に構えた。がきぃん、と鋭えい利りな牙が刀身を銜くわえ込む。それが限界だった。ぎりぎりと、びっしりと並ぶ牙が鼻先に迫る。淡紅色の歯は茎ぐきから滴したたる唾だ液えきが、甲の頰ほおをべっとりと濡らした。もはや恥も外聞もなく、甲は絶叫した。


    「母様ぁーっ！」


    　遠ざかる意識の果て、甲は確かに聞いた気がした。


    「下郎、推参なり！」


    　いつしか甲自身も気に入って、真似するようになった、痛快極まる言葉。下僕の分際でなんと無礼な──その程度の意味だと、後のちに白蓮は教えてくれた。


    　姫君の自分には、最高に相応ふさわしい言葉だ……。


    　　　　　　　†


    「う……ん……？」


    　甲きのえは喉のどの奥で幽かすかな呻うめきを漏もらしつつ、うっすらと目ま蓋ぶたを開いた。


    「おぉ、甲。やっと気づいたか」


    　朧おぼろ気げな視界。日本犬の姿をした白びやく蓮れんが、甲の顔を心配そうに覗のぞき込んでいる。自分は助かったのだろうか？　半信半疑ながらも、甲は恐おそる恐る訊たずねた。


    「あの黒い奴は……どうしたの？」


    「妾わらわが一撃を喰くらわしてやった途と端たん、あっさりと退却しよったわ。とにもかくにも、少しは良い薬になったじゃろう。今のそなたがどんなに足あ搔がいたところで、蓮れん城じよう征せい志し郎ろうの守護獣にも敵かなわんのじゃ」


    「ごめん……なさい」


    　甲は素直に謝った。もし白蓮が助けてくれなければ、文字通り自分は喰くわれていたのだ。


    「そういえば……このコート、誰が？」


    　ふと、甲は自分の身体に掛けられている、深紅のファー・コートに気づいた。甲が普段から着用している、馴な染じみのあるブランド品である。


    「うふふん。感謝してよね、甲さん」


    　得意満面に応こたえを寄よ越こし、白衣の裾すそをばさりと翻ひるがえしたのは、いつ見ても妖よう艶えん極まる女医、海え老び沢さわ玲れ魅みだった。


    「玲魅？　なんでお前が……？」


    「白蓮ちゃんから事前に連絡を受けていたの。あんまり手を煩わずらわせないで欲しいわねぇ」


    「ふん……烏からす丸まの血けつ族ぞくごときに、指図されたくないわね」


    　甲はぶすっと頰ほおを膨ふくらませると、視線を逸そらした。苦手な玲魅が相手となると、どうにも素直になれないのだった。もっとも、その程度で気を悪くするような玲魅ではなかった。それどころか、夜露の滴したたるような冷たい艶えん笑しようを浮かべたではないか。


    「あらあら、なんなら、うちの解かい剖ぼう室でプロメテウス神話を再現しても構わないのよぉ？　小生意気なお姫様の肝かん臓ぞうを毎日、ホルマリン漬けにして研究室に飾るの。幾いくつ数えるまで耐えられるかしらねぇ？」


    「……あたしが悪ぅございました」


    　さすがの甲も、これには顔色を失って、くたっと頭こうべを垂れたのだった。


    　　　　　　　†


    　乙きのとは初はつ春はると肩を並べ、黒こく蒐しゆう院いん通りを不確かな足取りで歩いている。


    　二人の周囲には、まるで登校時間さながら、大勢の生徒たちが和気靄あい々あいと歩いている。とはいえ、今は決して早朝ではない。ちょうど、午後一時を回った頃だった。


    「なぁ、キノっち？　これからどーする？　服でも買いに行く？」


    「そうだな……」


    　気泡の抜けた炭酸水さながら、乙きのとはぼんやりと生返事を返した。


    　昼休みの最中さなか、突然、講堂で事故が発生し、蓮れん城じよう征せい志し郎ろうの講演会は急きゆう遽きよ、中止となった。なんでも、蓮城征志郎を狙ったテロの疑いもあるという。


    　校内には警察関係者がどっと押し寄せ、慌あわただしく現場検証を始めた。当然ながら、全校生徒には速すみやかに帰宅するよう、通達が為なされた。輝てる美みも葉は桜ざくらも欠席しているため、乙は初はつ春はると二人、のんびりと下校しているのだった。


    　乙は既に察している。甲きのえが何かをやらかしたのだ。昼休み、姿が見えないなと思っていたら、蓮城に天てん誅ちゆうを下すべく、講堂に潜ひそんでいたとは……ある意味、甲らしいともいえる。蓮城が無事なのは聞いているので、結果が失敗に終わったのは明らかだが。


    　甲には悪いが、今の乙にとって、講堂の事故などは些さ事じに過ぎなかった。血けつ族ぞくたる乙がこうして生存しているのだから、その主あるじたる甲が無事なのもわかっている。


    　問題なのは、蓮城征志郎が乙に伝えた言葉だった。


    　──君を産み落とした母親は、ずっと君の傍そばにいたのだからな。


    　知りたくなんてなかった。知るべきではなかった。


    　思い返せば、先月の初頭。初はつ美みは唐とう突とつに休暇を願い出た。初めてのことだった。その表情は普段と変わらず、ふんわりとした微び笑しように彩いろどられていた。あの笑顔の奥で、初美は……蓮城から突きつけられた過酷な要求に悩み、傷ついていたのか。


    　──それでは、行って参ります。


    　小さな鞄かばんひとつを携たずさえ、玄関を去った初美。


    　そう……あの後ろ姿こそが、本当の意味で、最後の姿だったのだ。もしかしたら、蓮城は初美をなんとかして説得しようと試みたのかもしれないが、初美の決意を変えることはできなかったのだろう。結果、初美は冬とう梧ごの毒どく牙がにかかった。それから三週間を経へて、洋館に戻ってきた初美は、以前とは違う匂いを纏まとっていた……。


    「キノっち、大丈夫？　何か心配事でもあるの？」


    　ふと気づけば、初春が乙の顔を覗のぞき込んでいる。


    「ごめんな、初春。俺、今日は大人しく帰るわ」


    　精神的に限界に達しつつあった乙は、初春の問いには答えず、一人で歩き出した。


    「待ってよ、キノっち！」


    　突然、初春が叫んだ。乙は反射的に立ち止まった。初春は自分を心配してくれている。そんなことはわかっている。それでも、胸に燻くすぶる問題があまりに大きすぎて、素直に振り返る気にはなれなかった。


    「ここしばらく……ぼくたちって、何か変だよね？　初美さんは消えるし、テルミン先輩の従姉いとこだって突然、いなくなった。あの葉桜ちゃんまでが、何日も欠席を続けてる。挙あげ句くの果てに、キノっちの姉さんを名乗る美人が学校に現れた……」


    　初はつ春はるの声が幽かすかな震えを帯びていることに、乙きのとは確かに気づいた。


    「なんでだろう？　どこかで歯車が食い違った気がするんだ。ぼくはね……こんな風に考えてるんだ。初はつ美みさんが失踪して、キノっちが夜の街に飛び出したあの日から、何かがおかしくなったんじゃないかって。そう……朱しゆ里り橋が崩落した、あの夜だよ」


    　初春の推測は正しくもあり、間違ってもいた。確かに一連の異変が確固たる現象として、乙達の日常に襲おそいかかってきたのは、あの夜が最初だった。それは正しい。が、実際に歯車が食い違ったのは、甲きのえと乙がこの世に生を受けた、まさにその瞬間ではなかったか。


    　なおも沈黙を保つ乙に対し、初春は怒るのではなく、悄しよう然ぜんと肩を落とした。


    「きっと、ぼくなんかには云いえない事情があるんだよね。気づいてはいたんだ。あんなお屋敷で、初美さんと二人暮らし。キノっちはたぶん、特別な奴なんだ……でもね！」


    　初春は突然、耳たぶに装着していたファスナー・ピアスを無造作に取った。


    「キノっちに貸す」


    　唐とう突とつな申し出に、乙は面食らった。


    「どういうことだよ？　そのファスナー・ピアス、宝物なんだろう？」


    「だからさ、プレゼントじゃない。貸すんだ」


    「いや、でも……俺はピアス・ホールなんて開けてないし」


    「ただ持ってるだけでいいんだ。烏からす丸まさんがインタビューで云ってた。銀は魔ま除よけの象徴なんだってさ。ぼくには……キノっちのために、こんなことくらいしかできないから」


    「ハル……」


    「そんな顔すんなって！」


    　初春が乙の肩に腕を回した。普段、茶髪にピアスと粋いきがっている反面、その女め々めしい本性を隠し切れてはいなかった初春にしては、いつになく男らしい仕し草ぐさだった。


    「……ハル？」


    　がっちりと肩を抱かれたまま、乙は戸と惑まどっている。そんな乙の耳元で、初春は朗々と宣言してみせた。


    「ぼくたち、テルミン先輩に踏まれた仲じゃないか！」


    　相変わらず、初春はバカだった。その圧倒的なバカさ加減に、しかし、乙はなんとなく救われた気がした。


    「ははっ……さんきゅ、ハル」


    　乙は苦笑交じりに答えると、ピアスを受け取った。初春は乙を解放すると、ぶっきらぼうな口調ながらも、照れ臭そうな表情で告げた。


    「ねぇ、キノっち？　将来、話してもいいなって思えるようになったらさ、ちゃんと話してよね。こんなぼくだけど、真面目に聞くから。それじゃあ、また明日！」


    　初春は屈くつ託たくのない笑顔を残すと、ぱたぱたと駆け出した。

  


  
    　　漆　雪せつ華か月げつ娥が　


    



    「サク姉ねえ……」


    　早朝、御み鏡かがみ輝てる美みは綾あや咲さく署の地下駐車場に忍び込んでいた。


    　今なお、あちこちに爆発の痕こん跡せきが生なま々なましく残っている。無む論ろん、立入禁止区域に指定されているのだが、輝美は器用に侵入してみせた。


    　駐車場の片隅には、真紅の９１１ターボが置き去りにされている。


    「サク姉……今、どこにいるの？」


    　ボンネットにそっと触れる。ひんやりと冷たい感触がした。国道を時速二百キロ超で飛ばしているときのポルシェが生者なら、今のポルシェは間違いなく死者だ。そんな思いが脳のう裡りをよぎった途と端たん、あまりの不吉さに、輝美は慌あわてて首を左右に振った。


    「お嬢ちゃん、そこで何をしているんだ？　ここは関係者以外、立入禁止だ」


    　輝美の真横に現れたのは、年輩の男だった。咲さく弥やの上司に当たるベテラン刑事、源げん藤どう達たつ郎ろう警部補だ。輝美が振り返ると、源藤は驚いた顔をした。


    「ん？　お嬢ちゃんは確か……御み室むろの従妹いとこか？」


    「お久しぶり、源藤さん」


    　輝美は軽く右手を振った。二人は顔見知りだった。昨年、輝美は咲弥から要請を受け、市内で発生した、ある殺人事件の捜査に協力する機会を得た。地元の土ど俗ぞくに見立てた殺人事件だったため、輝美は民俗学の知識を提供したのである。その結果、犯人はあっさりと逮捕された。その際、輝美は何度か源藤とも顔を合わせていたのである。事件解決後は、ご褒ほう美びに焼肉を奢おごってもらったりもした。まさか、こんな形で再会するとは思わなかったが。


    「サク姉に関する情報、なんでもいいから教えてくんない？」


    「……今のところ、判明した事実は極めて限られている。少なくとも、御室が霊安室と地下駐車場で、何者かと戦っていたのは確かだ。霊安室と地下駐車場から、あいつの拳銃、弾丸と空から薬やつ莢きよう、二本の予備弾倉が見つかった。弾は全部で二十四発。すべて撃ち尽くされていた。拳銃には、あいつの指紋しか付着してはいなかった」


    　輝美はぴくりと眉を動かした。


    「予備弾倉？　ここは日本だよ？　サク姉の腕だったら、相手が完全武装のテロリストでもない限り、初弾で戦闘力を奪えるはずだよ」


    「俺もそう思う。そもそも、あいつが予備弾倉まで持ち出していたこと自体、不可解だ。まあ、妙に勘の鋭い奴だからな。崩落した朱しゆ里り橋を目の当たりにして、何か思うところがあったのかもしれん。結局、全弾を撃ち尽くす羽目になったんだから、ある意味、あいつの勘は正しかったともいえる」


    「サク姉ねえと戦った相手は……？」


    「それがわからん。実は身元不明の遺体が一体、この駐車場で見つかったんだが、損傷が激しすぎてな」


    「ちょっと！　そんな事実、一言も報道されてなかったよ？」


    　輝てる美みの指摘に、源げん藤どうはにやりと嗤わらった。どうやら極秘情報らしい。


    「サク姉は、どうして霊安室に？」


    「実は、朱しゆ里り橋が崩落したとき、現場付近の河原で若い女性の遺体が発見された。所持品から身元が判明したんで、身元確認のため、家族を連れてきたところだった」


    「ちょっと待ってよ。あたし、その話も聞いてない！」


    「地下駐車場の遺体と同様、こちらも非公開情報なんだが……」


    　源藤はさりげなく、輝美の耳元に口を寄せた。


    「あの爆発に紛まぎれて、遺体は紛失した。剝はく製せいみたいに中身を抜かれた遺体の腹部には、ファスナーが嵌はめ込まれていて、開閉が可能になっていた」


    　輝美は驚きよう愕がくのあまり叫びそうになったのを、辛かろうじて堪たえた。


    「……ファスナー？　それって、志し賀が真ま由ゆ璃りのときと同じじゃん！　……あ、しまった」


    　案あんの定じよう、源藤は口を滑らせた輝美を睨にらんでいる。


    「おいおい……御み室むろの奴、お前に喋しやべってたのかよ」


    「あはは……」


    「まったく、刑事の風上にも置けん奴だ。まあ、俺も人のことは云いえんがな」


    　源藤は苦笑した。


    「それはともかく、志賀真由璃の死体ってさー、結局は人形だったんじゃないの？」


    「警察医が人形だと断定した以上、そう発表するしかなかった。だが、御室はあれが死体だと確信していた。俺自身、今でも半信半疑ではある。ついでに云えば……志賀真由璃の遺体も署内で紛失したんだよな」


    「何それ？　ということは、ファスナーの装着された死体が、連続して署内で紛失したってわけ？」


    「……心苦しい限りだが、そういうことになる」


    「それはもう、紛失とは云わないね。間違いなく、誰かが盗み出したんだよ」


    「確かに、そう考えるのが自然かもしれん」


    「で、遺体の身元は？」


    「おいおい、そこまで訊きくかぁ？」


    　急に渋る素振りを見せた源藤を、輝美は半眼で睨みつけた。


    「ねぇ、源藤さん？　どうせ、サク姉の捜査なんて誰もしてないんでしょう？」


    「そ、それは……」


    　百戦錬磨の源げん藤どうともあろう刑事が、不自然なほどに視線を彷徨さまよわせた。


    「わかるよ、それくらい。朱しゆ里り橋崩落。綾あや咲さく署内での車両爆発。さらには蓮れん城じよう征せい志し郎ろうへのテロ未遂。綾咲署も県警も今じゃ大忙しだよね？　本音を云いえば、たかが刑事一人の失踪に構ってられるか……ってとこなんじゃないの？」


    　源藤は降参したとばかりに、眉まゆをハの字にした。


    「はぁ……お嬢ちゃんの見識には降参するよ。案外、御み室むろより優秀な刑事になれるかもしれんな。わかった。わかったよ！　俺だって御室には一刻も早く帰ってきて欲しい。今はお嬢ちゃんの捜査力に期待するしかないようだ」


    「そう来なくっちゃ！　で、遺体の身元は？」


    　輝てる美みは携帯電話を操作して、メモ帳機能を呼び出した。


    「御み園その生う初はつ美み、二十九歳の家政婦だ。住所は神狼かむろ町一丁目──」


    　驚きよう愕がくのあまり、輝美の手から携帯電話が零こぼれ落ちた。


    　　　　　　　†


    　昨夜、市内では今年最初となる雪が観測された。細かく千ち切ぎった真綿のような牡ぼ丹たん雪ゆきは、夜が明けてもなお、はらはらと降り続けている。乙きのとは制服に腕を通しつつ、一年ぶりの雪景色を自室の窓からぼんやりと眺めていた。


    　甲きのえと予期せぬ再会を果たし、烏からす丸まから果は敢か無なし村にまつわる情報を知らされてから、今日でちょうど一週間になる。その間かん、蓮れん城じよう征せい志し郎ろうの接触を受けたり、甲が黒こく曜よう石せきに敗北するといったアクシデントはあったものの、乙は今も無事に過ごしている。ただし、御室咲さく弥やが冬とう梧ごに掠さらわれたことを考えると、悠ゆう長ちように構えてはいられない。


    「はぁっ！」


    　眼下の庭園では、甲が鍛錬を続けている。甲は自じ顕げん流りゆうのみならず、複数の流派を囓かじっているという。事実、今朝は荒々しい自顕流ではなく、華麗な剣捌さばきを披露していた。じっと見つめていると、甲が実際に誰かと斬り結んでいるかのように見えてくるから不思議だ。その一挙一動が、舞踏のように美しい。


    　ただし、甲が訓練を終えた後、綺麗に生はえ揃そろっていた芝しば生ふは、戦場もかくやと思わせる惨状になり果ててしまう。決して銀ぎん露ろ梅ばいの切っ先が芝生を剔えぐるわけではない。常人離れした甲が素振りをすると、それだけで激しい乱気流が発生するのだ。その結果、大気には一時的に真空地帯が生じる。その真空こそが、芝生を剔る元凶だった。


    　ふと、乙は思い出したように、携帯電話の時刻表示を確認した。そろそろ登校時間だ。


    　乙は窓を開け放った。途と端たん、暖房の効いた室内に、凄すさまじい寒気が流れ込んでくる。あまりの冷たさに身震いしつつ、乙は甲を呼んだ。


    　　　　　　　†


    　午前八時二分。綾咲署の通信司令室に、二本の通報が相次いで入った。


    　一本目の通報者は、聖ヨハネ幼稚園の園長を名乗る人物だった。送迎バスが定刻になっても現れない上に、運転手との連絡もつかないという。


    　二本目の通報が入った時点で、署内は騒然となった。県道を猛スピードで駆け抜けたバスが、集団登校中の小学生をひいた上、逃走したという。その後、幼稚園の送迎バスと暴走バスが、同一車両であることが判明した。


    　警報とともに告げられる放送を聞きながら、源げん藤どう達たつ郎ろう警部補は溜ため息いきを漏もらした。ベテランの源藤といえども、これほどの激務に追われたケースは初めてだった。所しよ詮せんは片田舎の警察署である。どちらかというと、牧歌的な雰囲気を漂ただよわせていた職場のはずだった。


    「いったい、この街で何が起こっているんだ？」


    　のっそりと椅い子すから立ち上がると、源藤は何気なく周囲を見渡した。


    　刑事課のオフィスは、今やがらんどうと化している。


    「御み室むろ……お前は今、どこにいるんだ？」　


    　　　　　　　†


    　午前八時二十八分。甲きのえと乙きのとは黒こく蒐しゆう院いん通りに差し掛かっていた。最も通学生が多い時間帯ということもあり、歩道の人口密度はいやが上にも高まっている。


    　その刹せつ那な、耳をつんざくようなブレーキ音が、大気を劇はげしく切り裂さいた。凄すさまじい高音に乙は眉まゆをしかめた。どん！　という衝撃が来た。地震を思わせる鳴動に、乙はびくっと肩をすくめた。


    　たちまち、周囲がざわめき始める。悲鳴や怒ど号ごう、そして泣き声までが飛び交い始める。登校していた生徒たちの流れが、ぴたりと停止した。


    　甲と乙は呆ぼう然ぜんと、遠目に校門の方角を見やった。人ごみが邪魔をして、校門周辺の状況はよくわからないが、歩道に乗り上げ、校門脇の塀に激突したバスの姿だけは、はっきりと確認することができた。


    「マジかよ……」


    　乙は甲の隣に並ぶと、呆然と前方を見やった。運転席は完全に潰れている。一方、窓から覗のぞいているのは、いたいけな幼児たちの顔だった。車両からは白煙が漏もれ、ぷすぷすと炎が上がりつつあった。いつ爆発してもおかしくないのは、素人しろうと目にも明らかだった。


    　そのとき初めて、事故を起こしたのが幼稚園の送迎バスなのだと、乙は気づいた。


    　ふいに、ぎりっと奥歯を嚙かみ締める音が聞こえた。甲だった。その横顔は激烈な怒りに縁ふち取どられている。


    「なんで……なんで、誰も助けようとしないのよ！」


    「おいっ、待てってば！」


    　乙の制止も虚むなしく、甲は周囲の人ごみを搔き分け、俊敏に駆け出した。乙は祈るような思いでバスを見つめた。甲は果敢にも扉をこじ開け、車両内に突入した。見物人たちの間から、無責任な歓声が漏もれ聞こえた。傍かたわらから見れば、甲きのえが発揮した怪力はあまりに現実離れしていたのだが、状況が状況だけに、誰もその不自然さには気づかなかったようだ。


    「──っ！」


    　その直後、乙きのとは何者かに背後から抱きすくめられた。振り払う暇ひまもなく、鼻び孔こうにガーゼのような布地を押し当てられた。


    　　　　　　　†


    　泣き喚わめく幼児たちを窓越しに垣間見た刹せつ那な、甲は衝動的に飛び出した。絶対に乙を護まもると決めたはずなのに、今だけは心と軀からだが同時に動いた。動かずにはいられなかった。


    　迫り来る炎を前に、泣きじゃくることしかできない幼児たち。その痛ましい姿は、今から十年前、故郷の村が滅ほろぼされる際、甲自身が覚えた絶望を克明に思い出させた。


    　──あの子たちは、かつてのあたしだ。


    　あの日、甲を救い出してくれたのは、白びやく蓮れんだった。


    　今度は自分があの子たちを救い出す番だ。


    　そんな決意を胸に、甲は車内に飛びこんだ。運転手の男性は、完全にひしゃげた運転席の奥で事切れている。一方、幼児たちは無事の様子だった。ざっと見たところ、全部で二十人といったところか。泣き叫んでいる子が大半だったが、泣ける元気があるなら問題はない。あれほどの衝撃にもかかわらず、どの子も大怪け我がは免まぬがれたようだ。


    　車内に煙が充満しないうちに、ガソリンタンクに引火しないうちに、なんとしてもすべての幼児を車外に避難させねばならない。


    「大丈夫？　お姉ちゃんが今すぐ助けてあげるからね」


    　甲は床に膝ひざを突くと、先頭の座席に腰掛けていた二人の女児に話しかけた。窓際に腰掛けている子はわんわんと泣き叫んでいたが、通路側の子は気丈にも、こくんと頷うなずいてくれた。その強さに感動を覚えたのも束つかの間、甲は背後に異様な気配を覚え、振り返った。


    「お前は……っ！」


    　甲は瞠どう目もくした。運転席で息絶えていたはずの男が、ニヤニヤと不気味な笑えみを漏もらしつつ、こちらを眺めているのだ。


    　──血けつ族ぞくか！


    　甲は奥歯を嚙かみ締めた。


    　天あま城ぎ冬とう梧ごはすべてを計算していたのだ。いや、作戦を立てたのは、おそらく蓮れん城じよう征せい志し郎ろうに違いない。幼少時、故郷を焼き討ちにされた挙あげ句く、命からがら逃げ出した甲であれば、眼の前で危機に瀕ひんしている幼児を見捨てることはできないだろう──蓮城征志郎はそこまで計算した上で、あえて幼稚園の送迎バスを使うよう指示したのだ。


    　甲を乙から引き離すという、ただそれだけの目的のために。　


    　──ならば天城冬梧は今、どこにいる？


    　甲きのえは咄とつ嗟さに、窓の外に視線を向けた。あいにく、車外には群衆がひしめいており、乙きのとの姿を認めることはできなかった。


    　その動揺が、一瞬の隙すきを生んだ。運転手が素早く動いた。その手には一目で手しゆ榴りゆう弾だんだとわかる物体が握られていた。


    　甲が鯉こい口ぐちを切るよりも一瞬早く、運転手の指が安全ピンを抜いた。


    　　　　　　　†


    　午前八時三十分ジャスト。校門脇の塀に突き刺さった送迎バスが、目ま映ばゆい火か焰えんと爆風に包まれた。轟ごう音おんが大気をびりびりと震わせ、降りしきる牡ぼ丹たん雪ゆきを瞬時に溶かし尽くす。バスの周囲で立ち止まっていた通学生や教師は、強烈な爆風に吹き飛ばされた挙あげ句く、地面に劇はげしく叩きつけられた。絹きぬの裂さけるような悲鳴がほとばしり、辺りには騒然とした気け配はいが充みち満みちる。やがて、サイレンの音が灰色の空を通じて聞こえてきた。


    　校舎の屋上、姉弟の様子を遠くから見守っていた白びやく蓮れんは眼を剝むいている。驚きよう愕がくのあまり、仮の姿から本来の姿へと戻りそうになったほどだ。


    　戦場もかくやと思わせる、凄すさまじい爆発だった。いくら不老不死のハカナシといえども、肉体が木こっ端ぱ微み塵じんに吹き飛ばされては、再生に何日を要することか。そこまで思考を巡らせたとき、白蓮は水み祭まつり家当主の存在を思い出した。


    「……しまった！　乙はどこじゃっ？」


    　遠目を凝らす。白蓮の視力ならば、何百メートル離れていようが、ひとりひとりの顔を見分けることもできる。群衆の中に乙の姿はない。忽こつ然ぜんと消えてしまったのだ。


    「なんたることかっ！」


    　白蓮は喉のどの奥で唸うなりつつ、甲だけではなく、自分自身をも[image: ]しつ咤たしたい気持ちに駆られた。


    　とにかく、今はバスの残ざん骸がいから甲の断片を回収し、再生を待つしかない。黒煙が朦もう々もうと立ちこめる現場へ向けて、白蓮は高々と飛翔した。


    　　　　　　　†


    　祭さい殿でんに至る螺ら旋せん階段を、天あま城ぎ冬とう梧ごは粛しゆく然ぜんたる面おも持もちで上り続ける。右肩には水祭乙の身柄を担ぎ、一歩一歩を重々しく踏み締めている。乙は今も眠り続けている。麻酔を嗅かがせたので、あと数時間は眠り続けるだろう。


    　いよいよ今夜、〝成人の儀〟を執とり行う。


    　冬梧は水祭甲が相当のダメージを受けたと考えている。たとえ今夜の儀式までに回復したとしても、甲が祭殿の位置を突き止とめるまでには、すべてが終了しているだろう。


    　ハカナシが生まれるためには、神狼かむろ山というフィールドが必要である。古来より、霊峰と崇あがめられてきた神狼山。昔の村人たちは、神狼山を覆う霊気こそがハカナシを生むのだと考えた。無む論ろん、科学の発達した現代に生きる冬梧は、そんな世よ迷まよい言を真に受けてはいない。生態学、地質学などの見地から神狼山を調査すれば、遠い将来、ハカナシが誕生するための必要条件が解明される日も来るだろう。もっとも、頭ではわかっていても、やはり神狼かむろ山には独特の霊気が流れているのではないか……との考えを、冬とう梧ごは不思議と捨てきれない。


    　何にせよ、直情的な甲きのえのことだ。乙きのとを捜し出すべく、単独で山に入るのは目に見えているが、いくら血ち祭まつり御ご前ぜんといえども、祭殿の位置を一夜で突き止とめられるわけがない。


    　その上、冬梧は蓮れん城じよう征せい志し郎ろうが立案した計画に従したがい、ある仕掛けを施ほどこしている。甲がどれほど必死になって神狼山を駆けめぐろうが、祭殿の位置を突き止めるのは無理だろう。


    　──からん。


    　そのとき、乙の制服から銀色の輝きが零こぼれ落ち、螺ら旋せん階段の上り口まで落下したのだが、冬梧は気にも留めなかった。制服のボタンか何かだと判断したのだ。


    　冬梧は螺旋階段を上り続ける。広間を経由して、次の螺旋階段に足をかける。


    　やがて、最上階に辿たどり着いた。


    　眼の前には、螺ら鈿でんを施ほどこした豪ごう奢しやな扉。祭さい殿でんに至る入り口。


    　その奥では、初はつ美みの皮を被かぶった葉は桜ざくらが──否いな、産うぶ巫み女こ様が待機している。


    　　　　　　　†


    　運転手が手しゆ榴りゆう弾だんの安全ピンを抜いた刹せつ那な、甲の動きは神速に達した。爆裂から逃のがれるのではなく、あえて真っ向から立ち向かったのだ。


    　──夢む想そう神しん伝でん流りゆう居い合あい、初しよ発はつ刀とう。


    　制定居合の一本目、その原型ともなった技である。座った状態から片かた膝ひざ立ちへとシフトしつつ刀身を鞘さや走ばしらせ、水平に斬りつける。なおも留まることなく、二の太刀を垂直に振り下ろす。そして納刀。


    　甲は刹那の千分の一にも満たない極小の狭間で、一連の技を成し遂げた。


    　白はく刃じんが生み出した剣風は、劇はげしい乱気流を発生させると同時に、真空の楯たてを展開した。巌いわおによって分断された河川の流れさながら、爆風は甲の居場所を境に分断させられた。


    「はぁ、はぁ……くそっ！」


    　甲は黒煙に巻かれたまま、がくんと片膝を突いた。渾こん身しんの居合は、それほどの消しよう耗もうを強しいたのである。


    　今や運転席の周囲は原形を失い、黒くろ焦こげと化している。自爆を図はかった運転手の身体は四散して、もはや跡形もない。いくら血けつ族ぞくとはいえ、半不死の身では、まず復活するのは無理だろう。


    　朦もう々もうと立ちこめる黒煙の中、甲は咄とつ嗟さに背後の座席を振り返った。怖いくらいの静せい寂じやくが、最悪の想像を生んだ。


    　果たして──幼児たちは無事だった。誰もが口を半開きにしたまま、ぽかんと呆ほうけてしまっている。眼の前で何が起きたのか、理解できていないのだろう。いや、それでいい。かくも酸さん鼻びな現実など、悪い夢として、さっさと葬ほうむってしまえばいいのだ。


    「ここから逃げるのよ！　外に出たら、できるだけバスから離れて！」


    　甲きのえの迅じん速そくな号令を受け、呆ほうけていた幼児たちは我に返ると、弾かれたように駆け出した。その後ろ姿を見送り、安あん堵どを覚えた途と端たん、甲の双そう眸ぼうから涙が溢あふれた。かつての自分を救ってくれた白びやく蓮れんと同様、今度は甲があの子たちを救うことができたのだ。


    「そなた、無事じゃったのか！」


    　ちょうどそのとき、朦もう々もうたる黒煙の障壁を突っ切って、甲の頭上からすとんと飛び込んできたのは、なんと白蓮だった。


    「早く撤退するのじゃ！　そろそろ警察や消防の連中が来るぞ！」


    「乙きのとは？　乙はどうしたの？」


    「……その話は後じゃ！」


    　白蓮とともに、甲は跳んだ。人間離れした跳躍力。現場に居合わせた誰一人として、甲と白蓮の存在に気づくことはなかっただろう。何度か跳躍と着地を繰り返し、甲はドーム型の屋根に着地した。黒大附属の体育館だった。ほぼ同時に、白蓮も着地を決める。


    「それで、乙は？　あの子はどこ？」


    　白蓮は歯切れの悪い口調で応じた。　


    「乙は……掠さらわれた。あの爆発は、そなたたちをほんの少し、引き離すためだけに仕組まれた罠わなじゃった。爆発後、妾わらわも乙の姿を捜したのじゃが……とっくに消えておったわ」


    「……やられたわね」


    「今は作戦会議を要する。甲よ、まずは玲れ魅みの許もとへ向かうのじゃ。何か良い知恵を授けてくれるやもしれん」


    　　　　　　　†


    　祭さい殿でんにて、葉は桜ざくらは粛しゆく然ぜんと夜更けを待っている。無む論ろん、今も初はつ美みの姥うば皮かわを被かぶったままだ。今日から十月十日、この皮を脱ぐことはないだろう。


    　周囲を見渡せば、豪ごう奢しやな天てん蓋がいを備そなえ、羅ら紗しやのカーテンで四方を覆われた寝台がある。衝つい立たての向こうには、大理石を贅ぜい沢たくに使用した湯殿が備わっている。部屋の四隅では、黒こく戀れん香こうが焚たかれており、甘い香りを漂ただよわせている。人間の本能的な欲望を高めるための装置だった。


    　壁際には産うぶ巫み女この装しよう束ぞくが掛けられている。御み園その生う家に受け継がれてきた黄金の冠かんむりと、薄うす絹ぎぬを仕立てた長なが襦じゆ袢ばん。


    　──今夜、わたしはあの装束を纏まとい、キノちゃんと……。


    　そこまで考えて、葉桜は鼓こ動どうを高鳴らせた。


    　当の乙は、寝台で正体もなく眠りこけている。つい先ほど、冬とう梧ごが運び込んできたばかりだった。仰あお向むけのまま、規則正しい寝息を漏もらしている。外は雪だが、乙の軀からだに布団や毛布は掛けていない。床暖房が効いているため、室内は薄着でも寒さを感じなかった。


    　葉桜はベッドの縁ふちに腰掛けると、乙の寝顔を眺めた。


    「キノちゃん……」


    　十年間、ずっと思い続けてきた相手をこんな風に呼べるのも、今日が最後だ。そう思った途と端たん、涙が溢あふれそうになった。葉は桜ざくらは何度も何度も「キノちゃん」と繰り返した。葉桜自身の声で何度も呼んだ。やがて、単純な呼びかけは謝罪の言葉へと移り変わった。


    「ごめんね、本当にごめんね……」


    　初はつ美みの姥うば皮かわを被かぶったことで、葉桜は残酷な真実を知った。


    　その昔、初美は水み祭まつり癸みずのとと契ちぎり、珠たまのような双子を産み落とした。


    　それが甲きのえと乙きのとだった。


    　思い起こせば、初美が乙を見る眼まな差ざしには、単なる家政婦を超えた、深い慈愛がこもっていたような気がする。


    　先代当主の正妻、すなわち、戸籍上は乙の母とされている女性は、既に亡くなっているという。天あま城ぎ道どう山ざんが村を滅ほろぼした際、彼女も炎に焼かれた。その後、山を下り、乙と二人きりで暮らしていたにもかかわらず、初美は自分が実母であることを隠し通した。あくまでも、家政婦としての立場を貫き続けた。


    　正妻に義理立てしたのだろうか。あるいは、単に告白するのが怖かったのか。あいにく、そこまでの情報を姥皮から読み取ることはできなかった。


    　いっそ……このまま、乙の眼が覚めなければいいのに、とも思う。


    　先日、葉桜は冬とう梧ごから聞かされた。乙は既に、初美が自分の実母であることを知らされたというのだ。蓮れん城じよう征せい志し郎ろうが直接、校内で乙きのとに対面し、その事実を告げたという。無む論ろん、冬とう梧ごは蓮城本人からその話を聞いたのだった。
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    　乙が眼を覚ましたとき、枕元で待ち受けているのは、産うぶ巫み女この衣装を纏まとった初はつ美みだ。


    　初美は乙にとって、家族であり、実母であり、そして初恋の相手でもある。そんな相手と契ちぎらねばならない運命とは、なんなのか。その上、初美の中には葉は桜ざくらが入っている……。


    　葉桜は自問する。


    　──この十年間、自分は水み祭まつり乙にとって、どんな存在だったのだろう？


    　　　　　　　†


    　葉桜が初めて乙に出会ったのは、小学一年の四月だった。入学式の翌日である。葉桜は酷ひどく緊張していた。生まれて初めての集団登校が、数分後に迫っていたのである。


    　自宅の近所には、児童公園があった。そこが集団登校の待ち合わせ場所だった。神狼かむろ町一丁目に住んでいる新一年生は、乙と葉桜を含めて五人。ところが、残る三人は幼稚園が同じだったらしく、既に三人だけの世界を作り上げていた。近寄りがたい雰囲気があった。


    　他方、水祭乙に関しては、あまりに遠い存在に思えた。なんといっても、高台の上にそびえ立つ〝水祭城〟のお坊ちゃんだ。遠目に眺めていても、何やらお金持ちのオーラが漂ただよっている気がした。衣服にしても上等だし、髪型もお上品だ。何より、周囲の子どもたちはそわそわと落ち着きがないのに、乙は泰たい然ぜんと構えていた。


    　葉桜がぼんやりと乙を眺めていたとき、一陣の風が吹いた。


    　春風とは思えないほどの突風が公園を吹き抜け、落ち葉が舞い散った。その拍子、葉桜のスカートがめくれ上がり、毛糸のパンツが露あらわとなった。もう春先とはいえ、まだまだ朝は冷えるため、冬梧がわざわざ穿はかせてくれたのだ。


    「あー！　毛糸のパンツー！」


    　突然、上級生が葉桜を指差して、揶や揄ゆした。葉桜は慌ててスカートの裾すそを押さえたが、もう遅かった。毛糸のパンツの何が悪いのか、葉桜にはわからない。だが、彼らは皆、一様にからかいの視線を向けてくる。それどころか、別の男の子など、自らの手で葉桜のスカートをめくろうとした。


    「いやっ！　やめてぇ！」


    　うるうると涙目になりながら、葉桜は抗議した。が、葉桜が弱々しい姿を見せれば見せるほど、男の子たちは意地悪になった。


    「バッカじゃねぇの？」


    　そのとき、誰かが告げた。無論、上級生たちは黙っていない。今のは誰が云いったんだと、周囲に問い詰める。


    「俺だ」


    　葉桜は驚いた。〝水祭城〟のお坊ちゃんが、なんら恐れる風もなく、上級生たちと対峙しているのだ。否いな、驚くのはまだまだこれからだった。


    「毛糸のパンツがどうした。見ろ、俺だって穿はいてる」


    　あろうことか、乙きのとはガチャガチャとベルトを外し、ズボンのホックを外し、ファスナーに手を掛けた。葉は桜ざくらは頰ほおを染めると、両手で顔を覆った。


    　その時点で、上級生たちは「バッカじゃねーの！」と捨て台詞ぜりふを残し、そそくさと立ち去った。後で知ったことだが、近所の子どもたちは皆、母親から強く云いい含められていたという。水み祭まつり城のお坊ちゃんに関わってはいけませんよ、と。理由は単純で、あんな大きな洋館に、メイドと二人きりで暮らしている水祭乙という存在が、あまりにも奇異に映ったからだ。


    　脱ぎかけだったズボンを直した乙に、葉桜は思い切って声をかけた。


    「あ、あのっ……さっきは……ありがとう」


    　ところが、乙は茫ぼう洋ようとした表情を変えることなく、


    「お前……誰？」


    　ぶっきらぼうに、そう告げた。普段の葉桜であれば、そこで逃げ出していただろう。乙の顔には「無関心」の三文字がありありと浮かんでいた。それでも、葉桜は一生に一度の勇気を「えいやっ」と振り絞った。


    「わたしはね、葉桜っていうの」


    　乙は急に眉まゆをひそめた。


    「葉桜？　それって、花が散った後の桜のことだろ？　お前の親、何考えてんだ？」


    「えっ……そうなの？」


    　葉桜は愕がく然ぜんとなった。てっきり「葉桜」という名の品種があるものとばかり、思い込んでいたのだ。


    「おいおい、そんなことも知らなかったのか」


    　駄目だ。さすがは高台のお城に住むお坊ちゃん。その博識ぶりといい、言葉を飾らぬ話しぶりといい、とてもじゃないが、仲良くできるとは思えなかった。葉桜はしょんぼりと肩を落とし、大人しく退散しようとした。心なしか、ランドセルが重たく感じられた。


    「でもまあ……」


    　ふいに、葉桜の背中を柔らかく包み込む言葉があった。


    「次の春が来れば、ちゃんと咲く。だから安心しろって」


    



    　その一言で、葉桜は恋に落ちた。


    　その一言で、葉桜は恋を知った。


    　なんという皮ひ肉にくか。


    「わたしは……わたしは、もう……」


    　大粒の涙が玉となって顎あごを伝い落ち、乙の頰に降り注いだ。


    　初はつ美みの皮を被かぶってしまった葉は桜ざくらは、もう二度と、咲くことはない──。


    　　　　　　　†


    　厳重な警備システムが配備されている黒こく蒐しゆう院いん大学だったが、甲きのえと白びやく蓮れんにとっては赤児の手を捻ひねるようなもので、なんの阻害も受けることなく、海え老び沢さわ玲れ魅みの研究室に辿たどり着いた。


    　研究室の最奥にて、玲魅は一人と一匹を妖あやしい笑顔で出迎えた。


    「あらぁ、嬉しいわ。甲さんと白蓮ちゃんがわざわざ会いに来てくれるなんて。ちょうど美お味いしいケーキもあるのよ。紅茶にする？　コーヒーにする？　それとも……わ、た、し？」


    「ふざけてる場合じゃないわ！　あの子が、乙きのとが掠さらわれたのよ！」


    「あらあら、甲さんが護衛していたんじゃなくて？」


    「そ、それが……」


    　口ごもった甲に代わり、白蓮が先ほどの一件を説明した。


    「……というわけじゃ。今は一刻も早く乙を救出せねばならんのじゃが……そなた、天あま城ぎ冬とう梧ごが乙を連れて行きそうな場所に心当たりはないか？」


    「そうねぇ。征せい志し郎ろうさんが欲しているのは、あくまでも男女の双子よ。しかも、女児のほうは次代の血ち祭まつり御ご前ぜんになるわけだから、ハカナシである必要があるわ。現在、天城冬梧は水み祭まつり家当主の身柄と、御み園その生う初美の姥うば皮かわを手にしているわけだけど、それだけでは足りない要素があるの。おわかり？」


    　訝いぶかしげに眉まゆをひそめた甲とは対照的に、白蓮は即座に応じた。


    「神狼かむろ山じゃ！　ハカナシが生まれてくるためには、神狼山というフィールドが絶対に必要じゃからな。奴ら、神狼山に新たな祭さい殿でんを築いたのではあるまいか？」


    　玲魅は満足げに頷うなずいた。


    「ご名答。もちろん種付けが終わった後も、御園生初美の姥皮を被かぶった葉桜さんは、そのまま山中に留とどまることになるでしょうね。胎児が首を吊るのを待つために」


    　胎児が首を吊る──昔の人間が思いついた伝承に過ぎないはずなのに、玲魅がその言葉を呟つぶやいた途と端たん、甲は室内の気温が数度、急激に下がった気がした。


    「何はともあれ、天城冬梧が乙を神狼山に連れて行くことは、ほぼ確定したようじゃ。問題なのは、〝成人の儀〟の日取りじゃが……妾わらわの予想では、今夜ではないかと思う」


    「うふっ、さすがは白蓮ちゃん。私もそう考えていたところよ」


    　玲魅と白蓮だけが事態を了解しているのが気に喰くわず、甲は拳こぶしを震わせた。


    「ちょっと、どうしてそうなるのよ？　あたしにも説明して！」


    「古来より伝統的に、〝成人の儀〟は満月の夜に執とり行われてきたの。単純に、月明かりのある神秘的な夜が儀式に相応ふさわしいという理由もあるだろうけど、それ以上に、御園生家の女が最も孕はらみやすい時期というのが、ちょうど十五夜なのよね」


    「だけど……初美の中身は、あくまでも葉桜なのよ？」


    「いや、烏からす丸まが云いっておったじゃろう？　着用時間が長くなればなるほど、姥うば皮かわと中身は同調するのじゃと。おそらく葉は桜ざくらの卵巣は、姥皮の影響を受けておると予想される」


    「あぁもう！　ごちゃごちゃうるさいわよ！」


    　突然、甲きのえが噴火した。生せい来らい、ややこしい話は苦手なのである。


    「こうなったら山狩りよ、山狩り！」


    　玲れ魅みと白びやく蓮れんは、ぽかんとして甲を見やった。


    「銀ぎん露ろ梅ばいで山を丸裸にしてでも、あの子を救い出す！」


    　なまじ燦さん爛らんたる美少女であるだけに、揺るぎなき決意に燃えるその貌かおは、ゾッとするほどの迫力に充みちている。


    　ところが、これには白蓮が怒った。全身の毛を逆立てて、猛反対の意志を示したのだ。


    「いくら水み祭まつり家の姫とて、云いってもいいことと悪いことがある！　神狼かむろ山は由緒正しき霊峰なのじゃ！」


    　白蓮は、今にも本来の姿に戻りそうなほど激げき昂こうしている。世を忍ぶ仮の姿とはいえ、一千年を生きた神獣の赫かく怒どである。さすがの甲も圧倒される外ほかはなかった。


    「だったら、どうするのよ……！」


    　堰せきを切ったように、甲の頰ほおを大粒の涙がぼろぼろと伝い落ちた。


    「まったく……そなたは怒るか泣くかしかできぬのか？　少しは落ち着くが良い」


    　呆あきれ顔の白蓮に同調するように、玲魅も苦笑交じりに甲をなだめた。


    「そうよぉ。今は落ち着きが肝心。大丈夫、乙きのとさんは捕らえられたけど、すぐに命が奪われるわけじゃないわ。まあ、無事に双子が生まれてしまえば、抹殺される可能性はあるけどね。今夜、乙さんが奪われる予定なのは、あくまでも貞操だけ。おわかり？」


    「それが許せないってのよ！　人の弟を捕まえて、種馬として利用するなんて！」


    　大泣きしたかと思えば、またしても烈火のごとく憤ふん激げきする甲であった。もはや付き合ってはおれんとばかりに、白蓮は玲魅に視線を向けた。


    「ところで、玲魅よ。この肝心なときに、烏丸はどこにおるのじゃ？」


    　玲魅は苦笑交じりに肩をすくめてみせた。


    「あらぁ……それは残念ね。烏丸さんなら、今頃は東京よ」


    　予想外の返答に、甲も白蓮もあんぐりと口を開けた。


    「このようなときに東京じゃと！　何故じゃっ？」


    「なんでもファッション・ショーにゲスト出演するそうよ。モデルさんが身に着けるジュエリーを総合的にプロデュースするんですって」


    「あの野郎！　今度会ったら白蓮の餌えさにしてやるわ！」


    「彼奴きやつの肉など、こっちから願い下げじゃ！」


    　甲と白蓮が云い争っている間に、玲魅はさりげなく席を立つと、壁際のガラス棚から茶色い小瓶を取り出した。


    「はいはい、漫才はそこまでにしてちょうだいな。ねぇ、甲きのえさん？　あなた、少し疲れているんじゃないかしら？　これでも呑のんで、リラックスしてちょうだい」


    　ずい、と胸に押しつけられた小瓶を前に、甲は当惑した。


    「これって……なんの薬？」


    「果は敢か無なし村に古くから伝わる、滋じ養よう強きよう壮そう剤よ。肉体的な疲労はもちろんだけど、精神的な負荷だって癒いやしてくれる優れものよ」


    「ほんとかしら？　白びやく蓮れん、匂いを嗅かいでみて」


    　甲は小瓶の栓を抜くと、白蓮の鼻先に近づけた。


    「……ふむ。匂いの成分は四十六種。神狼かむろ山に自生する薬草ばかりのようじゃが」


    「ほんとに？　なんていうか……どぎつい匂いが漂ただよってくるんだけど」


    　事実、栓を抜いた時点で、小瓶の口からは異様な匂いが漂い始めている。


    「あらあら……私が毒を盛るなどと思っているの？　哀しいわ、甲さん」


    　玲れ魅みはわざとらしく、ぐすんと泣き真似をしてみせた。


    「……そんな風に思われたくないのなら、日頃の言動には気をつけなさいよね！　ま、白蓮の鼻は信頼できるし、遠慮なく頂ちよう戴だいするわよ」


    「うふふふふ。ぐいっと一息にね」


    　甲は小瓶に唇くちびるを付け、一気に呷あおった。漢方薬みたい、と思ったのも一瞬のこと。ねっとりと絡からみつくような喉のど越ごしに、甲こう虫ちゆうの死し骸がいを煮詰めたような苦みが加わった。


    「何これっ？　マズっ！」


    　辛かろうじて飲み干したものの、甲は真っ青だ。だらしなく垂らした舌は深緑色に染まっている。これほど後味の悪い液体を、甲は生まれて初めて呑んだ。


    「……えっ？」


    　刹せつ那な、何やら軀からだが芯からぽかぽかと温まってきたかと思うと、劇はげしい眩暈めまいに襲おそわれた。さすがの甲も耐えきれず、背後のソファにぐったりと軀を預けてしまう。


    「ちょっ……お前……この薬は……何？」


    　辛うじて意識を繫つなぎ止とめると、甲は爛らんとした眼まな差ざしで玲魅を見上げた。玲魅は悪びれる様子もなく、白衣のポケットに両手を突っ込むと、にんまりと妖あやしく笑んだ。


    「ふふ。云いったでしょう？　精神的な負荷を癒やすって。いったん眠れば、記憶は美しく再構成されるわ。前向きな記憶は表層に、後ろ向きな記憶は深層に。取捨選択ってわけね。それではお休みなさい。ね～んね～ん～、ころぉりぃよぉ～、おこぉろ～りぃよ～。〝ころり〟はぁ～コレラ菌～」


    　人をおちょくるような歌詞とは裏腹に、玲魅が聴かせる独特の歌い回しは、どういうわけか、甲の激情を安らかに静めていく。極めて呪じゆ術じゆつ的な歌い方ともいえた。誘われてはならない。抗あらがわねばならない。強く念じて堪たえようと必死で足あ搔がいたものの、甲きのえの意識は泥沼に引きずり込まれるように、深い闇に落ちていった。


    



    　甲はソファに片かた頰ほほを埋うずめ、すぅすぅと寝息を立てている。その寝顔だけを見ていると、軀からだは成長しても、いたいけな童女を彷ほう彿ふつとさせた。


    「催眠効果のある薬草が入っていたこと、黙っていてくれて感謝するわ」


    　再び席に着いた玲れ魅みが、甲の横顔をしみじみと眺めている白びやく蓮れんに声をかけた。


    「ふん……今の甲が睡眠を必要としておるのは、妾わらわにもわかっておった。気丈に振る舞ってはおるが、護まもるべき弟をみすみす奪われた……精神的に参っているのは明らかじゃ」


    　そう答えると、白蓮は銀ぎん露ろ梅ばいの鞘さやを器用に銜くわえた。甲の脇に寄り添わせるように、そっと置いた。そんな白蓮の甲か斐い甲が斐いしい様子を眺めつつ、玲魅は眩まぶしそうな表情を浮かべた。


    「白蓮ちゃんって、甲さんの母親みたいね」


    「事実、甲を育てたのは妾じゃからな。それよりも、じゃ。気になることがある。甲は騙だませても、妾の鼻は誤ご魔ま化かせんぞ、玲魅」


    　白蓮の双そう眸ぼうが嶮けわしい光を宿した。


    「あぁら、なんのことかしら？」


    　玲魅は恬てん然ぜんとして微笑ほほえんでいる。白蓮ほどの神獣に睨にらまれても、なんら臆するところがないのは、さすがといったところか。


    「先ほどの調合……間違いない。恵え那な杜もり家に古くから伝わる薬草術じゃ。なにゆえ、そなたが知っておる？　妾の記憶に間違いがなければ、恵那杜家の跡取り娘は今から十五年前……崖から転落して死亡したはずじゃ。そなた、烏からす丸まの血けつ族ぞくだとは聞いておるが……いかにして奴と出会ったのじゃ？」


    　玲魅は人を喰くったような笑みを浮かべると、机の下で悠然と脚を組んだ。


    「あらあら、女の過去を問い質ただすなんて、随分と野暮なのね。かれこれ一千年も生きている白蓮ちゃんにだって、訊きかれたくない過去のひとつやふたつ、あるでしょう？」


    　その言葉には、さすがの白蓮も毒気を抜かれた。


    「ふーむ……それはそうじゃが」


    　白蓮が不ふ承しよう不ぶ承しようながらも、玲魅の言葉を肯定したそのとき、卓上の電話が鳴った。玲魅は受話器を取ると、ただ「わかりましたわ、今すぐ伺います」とだけ告げた。


    「ごめんなさいね、仕事が入ったの。この部屋は自由に使ってくれて構わないわ。甲さんが目覚めたら、よろしく伝えてね」


    　白衣に包まれた玲魅の背中を見送ると、白蓮は茫ぼう漠ばくとした口調で呟つぶやいた。


    「海え老び沢さわ玲魅……彼奴あやつ、何者なのじゃ？」


    　　　　　　　†


    　夕刻、御み鏡かがみ輝てる美みは水み祭まつり邸の玄関前に立ち尽くしていた。相変わらず傘かさは差していない。雪は随ずい分ぶんとまばらになったが、時折、思い出したかのように降り注ぐ。午前から午後にかけて、空を一杯に埋め尽くしていた濃のう灰かい色しよくの雲も、今では途切れつつあった。


    「……いないのかなぁ？」


    　先ほどから、輝美は何度か呼び鈴を鳴らしてみたのだが、なんら反応はない。改めて玄関から距離を置き、屋敷の全ぜん貌ぼうを真っ正面から眺めやる。どの窓も明かりは灯ともっておらず、まるで廃墟の様相を呈している。あたかも自分ひとりだけ、十九世紀の倫敦ロンドンに放り込まれたような錯覚に陥ってしまい、輝美は身震いした。


    　輝美が水祭家を訪れた理由は、無む論ろん、咲さく弥やの件に決まっている。期末試験の最終日、乙きのとは何故、咲弥に連れられて綾あや咲さく署を訪れたことを黙っていたのか。何故、初はつ美みの遺体が発見されたことを黙っていたのか。何故、その遺体にファスナーが埋め込まれていたことを黙っていたのか。


    　乙は絶対に何かを摑つかんでいる。そもそも、十二月に入って以降、不自然なことがあまりに多すぎた。今朝に至っては、幼稚園の送迎バスが黒大附属の校門脇に突っ込んだのである。挙あげ句くの果てに、大爆発を起こした。蓮れん城じよう征せい志し郎ろうの講演会が中止になった記憶も新しいというのに、またしても生徒たちは強引に早退させられたのだ。


    　今現在、咲弥に繫つながりそうな手がかりは、乙だけだ。いや、もしかしたら……あの甲きのえという名の姉もまた、何かを握っているかもしれない。今月に入り、市内で不可解な現象が同時多発的に進行すると同時に、ふらりと現れた美少女。あまりにタイミングが良すぎるのではなかろうか。


    「しゃーないなぁ」


    　輝美は心に決めた。あの姉弟が不在というのなら、屋敷に忍び込んでやるまでだ。もしかしたら、なんらかの手がかりが摑つかめるかもしれない。そもそも、不自然というのなら、この屋敷の存在自体があまりに不自然だ。昔ながらの家屋が建ち並ぶ住宅街を見下ろすように、超然とそびえ立つ洋館。これを機に、調べ尽くしてやろうではないか。


    　無論、後輩の自宅とはいえ、これから輝美がやろうとしていることは、明らかに不法侵入なのだが、手段を選んでいる場合ではない。今は一刻も早く、咲弥を救い出さねばならないのだ。あまりに多くの命が失われている今、咲弥の命が脅おびやかされている可能性は否いなめない。最悪の場合、既に咲弥は──そこまで考えて、輝美はぶんぶんと首を横に振った。


    　輝美は拳こぶしを握り締め、気を奮ふるい立たせると、屋敷の裏手に回った。


    　玄関口の頑丈な鍵はお手上げだが、厨ちゆう房ぼうに通ずる勝手口なら、なんとか突破できるのではないかと踏んだのだ。案あんの定じよう、ヘアピンを使って試行錯誤を繰り返した結果、勝手口の鍵はかちりと開いた。


    「ふふん。ちょろいもんね」


    　足音を忍ばせて、輝てる美みは真っ暗な厨房に上がり込んだ。懐ふところからペンライトを取り出し、スイッチを入れる。白色のＬＥＤによる光源が、ホテルの厨ちゆう房ぼうにも匹ひつ敵てきする空間を、くっきりと浮かび上がらせた。とりあえず、輝美は厨房から食堂へと至る扉を目指した。その後、食堂を経由して、廊ろう下かに出た。


    　何度か遊びに来たことがあるので、屋内の間取りはだいたい、頭に入っている。


    　やがて、輝美は玄関ホールにたどり着いた。相変わらず真っ暗だが、闇に眼が慣れたこともあり、二階へ至る階段をうっすらと認めることができた。洋館としては定番の、左右からそれぞれ伸びた階段が、中央で繫つながる様式である。


    　とりあえず、各部屋を探索しようと輝美は決めた。乙きのとがなんらかの手がかりを残しているかもしれない。あるいは、生前の初はつ美みが何かを遺のこした可能性もある。


    「始めるとすっか！」


    　自信溢あふれる笑みを浮かべると、輝美はぺろりと唇くちびるを嘗なめた。


    



    　およそ一時間に及ぶ探索の果てに、輝美は拍子抜けした気分を味わっていた。めぼしい物証はなんら発見できず、無駄に体力と時間を消耗しただけだった。


    　最初に探ったのは乙の部屋だった。外から不法侵入がバレたらまずいので、あえて部屋の灯あかりは点つけず、ペンライトを頼りに行動した。


    　残念ながら、乙の部屋からはなんの収穫も得られなかった。咲さく弥やの居場所に繫がりそうな情報など、望むべくもなかった。


    　次に探ったのは、もちろん初美の個室と思おぼしき部屋だった。玄関口から最も近い一室であり、戸口の脇には「使用人室」なる表記があった。扉は施錠されておらず、苦もなく開いた。真っ暗な室内に踏み込んで、ペンライトで周囲を照らすなり、輝美は眼を瞠みはった。


    　なんと質素な部屋であることか。広さは四畳半程度。必要最低限の調度品。そこは、いかにも「使用人向けに用意しました」と云いわんばかりの小部屋であった。


    　乙はこの現実を知っていたのだろうか？　この洋館には多数の客間がある。どの客間にしても、高級ホテルの一室と見み紛まがう品質を保っている。初美がその気になれば、それらの一室を使うことだってできたはずだ……。そんな発見はともかく、結局、初美の部屋からもめぼしい手がかりは得られなかった。


    　一階から二階、すべての部屋を探索し終えた輝美は、玄関ホールの中央にどっかり腰を下ろし、胡座あぐらをかくと、腕組みをした。


    「そういえば……」


    　ふと、輝美は呟つぶやいた。屋敷のあちこちに立てかけられている、初美が手作りした箒ほうきを意識したのだ。


    「……初美さん、なんであんなにも箒を作ったんだろ？」


    　日頃の癖くせで、輝てる美みは民俗学的思考に耽ふけった。箒ほうき神。産うぶ神かみの象徴。安産祈願の呪じゆ具ぐ。改めて、屋敷における箒の配置を思い描く。


    　例えば、この玄関ホール。ペンライトを左右に振ると、ちらほらと箒が目に付いた。左右に分かれた階段の上り口に、それぞれ二本ずつ固定されている。少なくとも、玄関ホールに設置された箒の大半は、階段の付近に集中しているようだ。なんとなく、階段を上りなさいと云いわれているような気がした。


    「試す価値はあるかも……」


    　輝美は颯さつ爽そうと立ち上がった。無む論ろん、気のせいである確率のほうが圧倒的に高そうだが、もしかしたら、初はつ美みが遺のこしたメッセージが秘められているかもしれない。


    　輝美は、まるで箒神に導かれるように、かつん、かつんと階段を上り始めた。ブーツの厚底が、闇の深しん奥おうにて、異様に深い残響を生んだ。


    　あたかも二本の支流が合流するかのように、左右の階段が一体となる踊り場を経へて、輝美は二階に辿たどり着いた。廊ろう下かは左右に続いているが、箒の密度は薄くなるように思われた。あくまでも、箒の本数が増える方向、すなわち前方へと輝美は足を向けた。廊下を往いくと、案あんの定じよう、左右の壁に立てかけられた箒の間隔が狭まっていく。


    「……あれっ？」


    　廊下の突き当たりに現れたのは、優雅にとぐろを巻いた巨大な蛇へびを思わせる、螺ら旋せん階段だった。輝美は脳のう裡りで屋敷の見取り図を思い描いた。恐らく、ここは屋敷の中心付近だろう。以前、乙から「塔の内部は〝開かずの間〟になっていて、入れない」と聞いていたので、あえて放置していた場所でもあった。


    　そのとき、ペンライトの灯あかりを浴びて、廊下で何かがきらりと光った。


    「……？」


    　輝美は不思議に思い、その輝きを掌てのひらに閉じ込めた。


    　ひんやりと、金属の質感を覚えた。


    　──ざっ。


    　その刹せつ那な、輝美の背後に重たげな足音が忍び寄った。


    「んんーっ！」


    　ペンライトを叩き落とされた。叫ぶ間もなく、ひんやりとした掌で口を塞ふさがれた。こくのあるミルクのように芳ほう醇じゆんな香りが、闇を溶かすように立ち上った。乱暴に背中を押され、客間の一室に放り込まれてしまう。


    　輝美とて格闘技を囓かじっていることもあり、腕うでっ節ぷしには自信があった。なのに、まったく歯が立たない。万まん力りきを思わせる握力。闇に伝でん播ぱするような威圧。あれよあれよという間に、絨じゆう毯たんを敷いた床に転がされてしまう。


    　突然、視界が真っ白に染まった。謎の襲撃者が蛍光灯のスイッチを押したのだ。輝美は眩まばゆさのあまり、手の甲を眼の前にかざしつつ、指の隙間から相手の姿を確認した。


    「甲きのえちゃんっ？」


    　そう、輝てる美みを冷ややかに見下ろしているのは、水み祭まつり甲だった。黒こく蒐しゆう院いんのセーラー服を颯さつ爽そうと着こなして、たおやかな腰には刀を差している。平安時代の公く卿げあたりが差していそうな、絢けん爛らん豪ごう華かな拵こしらえであった。


    　一方、甲の足あし許もとには、白銀の毛並みが見事な日本犬が控えている。甲とは対照的に、感情を露あらわにはしていない。むしろ、獣けものにしては冷静すぎるほど落ち着いている。


    「お前は……確か輝美だったわね。我が家に忍び込むなんて、どういう料りよう簡けんかしら？」


    「あ、あはは……そ、それは……ええっと……誰もいないみたいだったから、つい……」


    　突とつ如じよ、甲がすらりと白はく刃じんを抜いた。ぎらり、と刀身が禍まが々まがしい光を反射する。


    「ひいっ！　そ、それって……もしかして、本物……なのかな？」


    「なんなら、お前の寸ずん胴どうで試してみる？」


    　甲はキュッと口角を吊り上げた。輝美は蒼白となったが、訂正するのは忘れなかった。


    「寸胴じゃないもん！　ちゃんとくびれてるもん！」


    「あら、そう」


    　輝美は焦った。このままでは、本当に試し斬りの材料にされ兼ねない。それより何より、今の甲は明らかに妙だ。以前は良家の令嬢さながら、淑しとやかな喋しやべり方だった。多少のぎこちなさは漂ただよっていたが、それはそれで初々しい感じがした。今の甲はどうだ。白刃を振りかざし、艶つややかな唇くちびるには酷こく薄はくそうな笑えみ。まるで別人だった。


    　甲が冷れい然ぜんと告げた。


    「白びやく蓮れん。こいつを拷ごう問もんにかけるわ」


    「……無理はするな。その娘、ヒトの匂いしか漂ただよっては来ぬぞ」


    　輝美は眼を剝むいた。今、確かに犬が喋った。


    「だけど、不審人物であることに変わりはないわ」


    　甲はきっぱり断言すると、刀の切っ先を輝美の頸けい部ぶに突きつけた。犬が人語を話したことによる違和感など、圧倒的な恐怖に吹き飛ばされた。


    「のぅ、娘よ？　そなたが天あま城ぎ冬とう梧ごの手先というのなら、今すぐ情報を吐くのじゃ！」


    



    　白蓮の威風に真っ向から晒さらされて、輝美は水面に浮上した鯉こいさながら、ぱくぱくと口を動かし始めた。


    「あ、あたしはただ、キノっち──じゃなくて、乙きのと君に会いに来ただけなの！　そ、そりゃあ、勝手に上がり込んだことについては、悪いことだと思ってる。この通り謝あやまるから！」


    「つまり、お前も乙の居場所を知らないってわけ？」


    　輝美はこくこくと頷うなずいた。甲は軽い失望を覚えた。もしかしたら、この泥棒猫から乙に繫つながる情報を聞き出せるかもしれないと思ったのだが、無関係らしい。　


    　甲きのえは深い溜ため息いきをつくと、先ほどから事態を傍ぼう観かんしている白びやく蓮れんに視線を向けた。


    「お前はどう思う？」


    　白蓮は欠伸あくびを嚙かみ殺しつつ、さも興味のなさそうな顔をした。


    「どうも何も……シロに決まっておろうが。天あま城ぎとは無関係じゃろうて」


    「ちっ、時間を無駄にしたわね」


    　忌いま々いましげに吐き捨てると、甲は銀ぎん露ろ梅ばいを鞘さやに納めた。輝てる美みはよほど安あん堵どしたのか、今にも失神しそうな様子だったが、その拍子、何かがぽろりと零こぼれ落ちた。甲は眉まゆを顰しかめると、床を転がる銀色の輝きを拾い上げた。


    　どうやら、何かが輝美のスカートに引っ掛かっていたらしい。そういえば……甲が二階の廊ろう下かで輝美に遭遇した際、輝美は何かを拾っていたように見えた。


    　甲は改めて、指先で抓つまんだ物体を眼の前にかざしてみた。どうやらピアスのようだが、よく見るとファスナー的な装飾が施ほどこされている。なんとなく、烏からす丸まの趣味を彷ほう彿ふつとさせた。もしかしたら『Ｌ．Ｆ．Ｌ』の製品かもしれない。だが、どうしてそんなアイテムが我が家に落ちているのだろう？　この女の所持品だろうか？　


    　甲は再び、輝美を睥へい睨げいした。たちまち、輝美が警戒心も露あらわに後ずさる。


    「これが最後の質問よ。これは何？　どうして、こんな物が廊下に落ちていたの？」


    　甲は輝美の鼻先にピアスを突きつけた。輝美は恐怖に打ち震えながらも、ピアスをまじまじと眺めていたが、やがて、ぽつんと告げた。


    「それ……たぶん、ハルのピアスだと思う。Ｗｅｂ通販のみの限定品だし……」


    「ハル？　あぁ……あの茶髪の子ね？」


    　輝美はこくんと頷うなずくと、言葉を継ついだ。


    「何日か前に、ハルから聞いたの。そのピアス、キノっちに御守りとして渡したって。竹たけ箒ぼうきが指し示す方向に進んだらね……そのピアスが落ちてたの」


    　その刹せつ那な、甲の脳のう裡りに天啓のごとく、ひとつの考えが浮かび上がった。


    「ふふっ。確かに素晴らしい御守りね。これですべてが繫つながったわ」


    　甲は改めて輝美を見遣やると、ニッと会心の笑えみを漏もらした。


    「お前は……そうね。しばらく眠ってなさい」


    　甲の繊せん手しゆが閃ひらめいて、輝美の頸けい部ぶを軽く叩いた。たったそれだけで、輝美はその場に崩れ落ちた。完全に気を失っている。


    「行くわよ、白蓮！」


    　甲は艶えん美びなる御髪みぐしをはらりと翻ひるがすや、一直線に駆け出した。


    　　　　　　　†


    　乙きのとはうっすらと、重たい目蓋まぶたを開いた。ぼんやりとした視界が晴れるや否いなや、ギョッとして跳ね起きた。ここはどこだ？　なんなんだ、この豪ごう奢しやな寝台は？　それに、この甘ったるい匂い……間違いなく黒こく戀れん香こうだ。かつて嗅かいだことがないほど、強く焚たかれている。そもそも、自分はいったい、どうしてしまったんだろう？　記憶が混こん濁だくしている。今朝、甲きのえと一緒に登校していた辺りまでは覚えているのだが……。


    　室内は薄暗い。周囲を見渡すと、要所要所に配置された燭しよく台だいで、蠟ろう燭そくが燃えている。その厳おごそかな様子からは、宗教的な気け配はいが感じらせた。壁際には等間隔に、あたかも神殿の列柱さながら、数あま多たの竹たけ箒ぼうきが立てかけられている。


    　ふと、乙きのとは自分が白装しよう束ぞくを着せられていることに気づいた。例えるならば、大奥の寝所を訪れた、徳川将軍を彷ほう彿ふつとさせる着物だった。どうやら、寝ている間に着替えさせられたらしい。着心地は決して悪くはないのだが、洋服になれた身には、あまりに心こころ許もとなく感じられてしまう。


    　ベッドから下りようとして、何気なく視線を落とした乙は、更に驚いた。


    「葉は桜ざくら……なのか？」


    　ベッドの脇、初はつ美みの皮を被かぶった葉桜が、楚そ々そとした風ふ情ぜいで三つ指を突いている。その畏かしこまりようは、貞てい淑しゆくな妻のようでもあり、計算高い娼しよう婦ふのようでもあった。


    　しゃららら……、らん。


    　えもいわれぬ妙みよう音おんに、乙は鳥肌の立つ思いがした。


    　葉桜が──否いな、初美がゆっくりと顔を上げたのである。


    　たちまち乙は頰ほおを染め、慌あわてて視線を逸そらした。初美が羽織っているのは、肌の輪郭も露あらわな、限りなく透明に近い長なが襦じゆ袢ばんであった。当然のように、薄絹の下には何も纏まとってはいない。生地越しに映るのは、未踏の雪原を思わせる素肌であり、熟した果実のような乳房であり、腹部の中央を縦断する桃銀ピンク色のファスナーであった。


    　清せい艶えんな艶つやを帯びた黒髪は、今は丹念に結ゆい上げて、戴いただいた金冠からは、数じゆ珠ず繫つなぎにされた金鈴の連なりが、幾本も垂れ下がっている。


    　それが産うぶ巫み女この正装であることを、乙は悟った。妖よう美びと森しん厳げんの混こん淆こう。今の初美は魔ま魅みのごとく揺らめくようでありながら、荘そう厳ごんなる気配をも感じさせる。


    　初美は淑しとやかに、生前の口調のままに、あの懐なつかしい声音のままに、ゆったりと言葉を紡つむぎ出した。


    「水祭みまつり様の子こ胤だね、これより頂ちよう戴だい仕つかまつります」


    　　　　　　　†


    　闇に包まれた廊ろう下かを一直線に駆け、甲は玄関ホールを経由して二階に辿たどり着いた。先ほど輝美が選んだ経路をなぞるように、すなわち竹箒の密度が増す方角へ向けて、甲はひたすらに走った。足あし許もとでは白びやく蓮れんも併走している。


    「どうしたのじゃ、甲！　何がわかった？」


    　甲きのえは全力で駆けながらも、深紅の唇くちびるには会心の笑えみを浮かべている。


    「天あま城ぎ……いえ、蓮れん城じようの奴、しくじったわね。裏の裏をかいたつもりが、ふたつの偶然がすべてを引っ繰り返してしまったのよ。ひとつは初はつ春はるがこのピアスを乙きのとに渡したこと、もうひとつは、輝てる美みがこの屋敷に忍びこんで、あのピアスを発見したこと。素直に神狼かむろ山で儀式を執とり行えば、蓮城の目的は完かん遂すいできたはずだったのにね」


    　甲は廊ろう下かの突き当たり、すなわち螺ら旋せん階段を駆け上った。


    「待つのじゃ、甲！　この階段を上ったところで、階上には開かずの間しか──」


    「確かに、あたしたちはそう思い込んできた。でも、そこが盲点だったのよ！　乙から〝開かずの間〟だと聞かされていたから、あたしたちは塔の探索を怠おこたってしまったの」


    「つまりは……この塔の最上階こそが〝成人の儀〟の祭さい殿でんということか？　じゃが、それでは……たとえ受胎に成功したとしても、ハカナシは決して生まれて来ぬぞ！」


    　白びやく蓮れんの鋭い指摘に、しかし、甲は余裕の笑みを以もつて応じた。


    「まだ気づかないの？　年がら年中、神狼町には霊峰の山さん気きが流れ込んでいるのよ。この洋館のロケーションを思い出してみるといいわ。特に、この竹たけ箒ぼうきの数をご覧なさい。尖せん塔とうに近づけば近づくほど、階段を上れば上るほど、数を増やしているわ」


    「そうか！　この洋館の……特に尖塔部分は、神狼山の山気を真っ向から受け止とめておるわけか！　いわば、塔自体が産屋というわけじゃな！」


    「そう。この屋敷の塔は、神狼山の山気を真っ向から受け止めるための、一種の受信装置ってとこかしらね」


    「じゃが、あまりにも博打バクチではないか？　絶対にハカナシが生まれてくるという確証は……いや、あの蓮城のことじゃ。実験するための期間は、かれこれ十年もあった。恐らく、配下の者どもをこの洋館に招き入れ……乙には気づかれぬよう、密ひそかに実験を繰り返しておったのではあるまいか？」


    「あたしもそう思う。御み園その生う初はつ美みは、その実験の立会人でもあったんだわ。だからこそ、安産祈願のツールである箒をずっと造り続けた……」


    　やがて、螺旋階段が途切れた。眼の前には、観音開きの扉が立ちはだかっている。


    「気をつけろ、甲。ここはまだ三階……祭殿が最上階じゃとすると、この奥には──」


    　白蓮の警告を遮さえぎるように、甲は突撃を開始した。流れるような抜ばつ刀とう術を以て、豪ごう奢しやな扉に真っ向から斬りつける。爆破にも等しい衝撃の果てに、甲は室内に踏み込んだ。


    「姥うば皮かわ師ぃ！　人様の屋敷で何をやらかしてんのよっ！」


    　四方の壁を箒の列で覆われた、異様な部屋であった。光源は燭しよく台だいのみ。窓には暗幕をかけているため、月明かりすら届いてはいない。室内最奥には、最上階へと至る最後の螺旋階段が伸びている。


    　天城冬とう梧ごは螺旋階段の手前に茣ご蓙ざを敷き、端たん然ぜんと正座していた。なんと、平安時代における衣い冠かん束そく帯たいに準じた、神職の正装を纏まとっている。宮ぐう司じを思わせる佇たたずまいであった。おおかた、儀式の立会人を気取っているのだろう。ただし、冬とう梧ごの手て許もとに置かれているのは、かつては登と美み子こが振るったのと同じく、諸もろ刃はの直刀だった。儀式の立会人として、あくまでも正装で臨のぞんだ冬梧。その反面、万にひとつの事態に備そなえ、得え物ものは用意していたということか。


    　冬梧の、固く閉ざされていた目蓋まぶたが、ゆっくりと開いた。


    「血ち祭まつり御ご前ぜん……来たか」


    　問答無用、甲きのえは峻しゆん烈れつに地を蹴けって、牝め獅じ子しのごとく突進した。大上段に振りかぶり、渾こん身しんの初しよ太た刀ちを放つ。冬梧は片かた膝ひざ立ちになるや、鉄剣を鞘さやから抜いた。


    　銀ぎん露ろ梅ばいの流麗な刀身と、鉄剣の武骨な刃やいばが戛かつ然ぜんと嚙かみ合った。冬梧は音もなく片膝立つや、自じ顕げん流りゆうの初太刀を真っ向から受け止とめた。すかさず蹴りを放つ。足た袋びと草ぞう鞋りに包まれた足が、甲の腹部に鋭く突き刺さった。甲の軀からだが吹っ飛んだ。暗幕ごと窓を突き破り、硝子ガラスの破片を雪のように散らしつつ、庭先へと落下する。


    「甲ぇっ！」


    　白びやく蓮れんが叫んだ。自らも夜陰に飛び込むべく、破砕された窓枠に飛びついたが、一瞬早く、冬梧のほうが先にくぐり抜けた。


    　　　　　　　†


    　乙きのとは湯ゆ殿どのの洗い場にて、背中を丹念に流されていた。葉は桜ざくら＝初はつ美みによれば、儀式の前には必ず、禊みそぎを済まさねばならないのだという。


    　無む論ろん、当初は劇はげしく拒否した乙だったが、産うぶ巫み女こたる初美の手しゆ練れんに抗するなど、十年は早いのだと思い知らされた。その慈愛に満ちた声音で、他た愛わいのない言葉を囁ささやかれているうちに、ふと気がつけば帯を解とかれていた。恥ずかしがる余裕すら与えてはもらえなかった。


    「こ、こんなの駄目だよ……初美さん……」


    　いつしか、乙は相手が葉桜などではなく、初美なのだと認識するようになっている。明らかに、思考が鈍どん麻まを始めていた。おそらくは黒こく戀れん香こうの影響だろう……そう思って呼吸をしばらく止めたりもしてみたが、所しよ詮せんは悪あがきに過ぎない。


    　そうこうしているうちに、黒戀香はますます乙の意識をぼんやりとさせていく──。


    



    　困惑と緊張のあまり、動どう悸きを劇しくしているのは、乙だけではなかった。初美の皮を被かぶった葉桜もまた、いざ〝成人の儀〟を始めた途と端たん、戦慄を覚えている。


    　葉桜のような生き娘むすめにとって、産巫女としての責務はあまりにも荷が重すぎた。初美の姥うば皮かわに自我を同調させていなければ、羞しゆう恥ち心しんのあまり身動きひとつとれなかっただろう。


    　今や葉桜の意識は、初美の姥皮と完全に同調している。初美は御み園その生う家に代々伝わる閨けい房ぼう術じゆつを完璧に心得ている。その秘伝とは、どれも葉桜にとっては口に出すのも憚はばかられるような所業だったが、御園生家の女たちにとっては、産巫女へと至る修練のひとつに過ぎない。


    　姥うば皮かわに意識を同調させているおかげで、葉は桜ざくらは辛かろうじて羞しゆう恥ち心しんを乗り越えて、正気を保っていられるのだが、正直なところ、いつ失神してもおかしくない状況だった。


    　　　　　　　†


    　制服にまとわりついた硝子ガラス片が、ぱらぱらと足あし許もとの雪面に降り注ぐ。甲きのえが遥か頭上の尖せん塔とうを睨にらむと同時に、今度は冬とう梧ごが荒々しく着地した。互いに得え物ものを構えたまま、睨にらみ合う。


    　そんな両者の間に、はらり、はらりと降り注ぐ雪せつ華か。


    　闇夜の果ての雲くも居いには、蒼あお白じろき月げつ娥がが覗のぞく。年に一度、あるかないかの、神秘的な雪ゆき月づく夜よであった。薄ぼんやりとした雪明かりに照らされて、甲が歌うように告げた。


    「下げ郎ろうの最さい期ごには、勿もつ体たいないほどの夜だわ」


    　冬梧は鉄剣を青眼に構えると、挑むように告げた。


    「〝勝絶〟級のお前に俺は倒せない。それが自然の摂理だからだ」


    　冬梧が雪を蹴け散ちらすや、跳んだ。風が逆巻き剣つるぎが奔はしる。甲は刀を水平にかざし、右手で刀身を支えた。剣けん戟げきの響きがほとばしり、火花が散った。


    　横一文字による防御から、すかさず甲は応戦する。


    「摂理？　笑わせんじゃないわよ」


    　流れるような剣捌さばき。舞い散る火花が蝶ちようのようだ。甲は嗜し虐ぎやく的てきに微ほほ笑えんで、じりじりと冬梧を追い詰めていく。自分でも驚くほどに、今夜は軀からだが軽い。剣けん尖せんも[image: ]えている。案外、玲れ魅みに呑のまされた薬草茶が効いているのかもしれない。


    　否いな、そうじゃない。ここしばらく、甲は黒こく曜よう石せきにあしらわれた悔しさを胸に、基本の型から忠実に練り直した。自己の甘さを徹底的に塗り潰し、一から鍛え直したのだ。


    「あたしたちは生まれつき、大地から拒絶された存在なのよ！」


    　全国を行あん脚ぎやして、様々な流派を取り入れた結果、独自に編み出した連続攻撃。


    「自然なんて知ったことじゃないわ！」


    　縦横無尽に変化する剣尖が描く軌跡は、さながら万まん華げ鏡きようだ。初しよ太た刀ちこそ自じ顕げん流りゆうに頼り切りだが、会え得とくした剣技の数にかけては、冬梧など足あし許もとにも及ばない。やがて、冬梧の顔を「こんなはずでは！」とでも云いいたげな、戦慄の波が駆け抜けた。


    「お前があくまでも自然を楯にするのなら！」


    　壮そう烈れつな気合いを放つや、甲は更に踏み込んだ。


    「その摂理ごと斬り伏せてやるっ！」


    



    　刹せつ那な、冬梧の視界では、甲の存在が何倍にも膨ふくれ上がったように見えた。辛かろうじて斬撃は防いだものの、凄すさまじい衝撃が高圧電流さながら、手首から肘ひじ、そして肩へと伝でん播ぱした。


    　まるで鬼神が乗り移ったかのように、今夜の甲は異様なまでに[image: ]えている。あたかも燦さん爛らんと光り輝く月娥のように。以前とは気組みからして段違いだった。何故だ、何故、そんなにも強くなった？


    「くそっ……何故だ！　やはり……これが血筋の差なのか！　お前が水み祭まつり家の姫だから！　血ち祭まつり御ご前ぜんだから！」


    「うるさいわよ、下げ郎ろう！　ほらほら、手がお留守になってるわよ！」


    　甲きのえの剣けん尖せんが更に鋭さを増す。機関銃の連射にも勝る勢いで、打だ突とつの嵐が吹き荒れる。それらを辛かろうじて食い止とめつつ、冬とう梧ごは吠えた。


    「そうだ！　俺は下郎だ！　生まれついての下郎なのだ！　常に最底辺の暮らしを余よ儀ぎなくされてきた！　愛する妹になんら贅ぜい沢たくをさせてやれない侘わびしさ……お前にこの気持ちがわかるか！　下郎として生きていくしかない虚むなしさが、生まれた時点で己の限界を決められる絶望がわかるか！　悪いのは俺じゃない！　この絶望的な現実が悪いんだ！」


    「巫ふ、山ざ、戯け、る、な！」


    　神しん籟らいにも匹敵する威圧に、冬梧は不覚にも怯ひるんだ。腰が引け、戦術とはなんら無縁の、単純な待避行動に移ってしまう。そこを狙い澄ましたかのように、甲が更なる斬撃を繰り出す。


    　断続的に降り注ぐ雪片をも両断する速さ。


    　その剣尖が、冬梧の顔面を鋭く斬り上げた。


    「くっ！」


    　[image: ]さえ[image: ]ざえとした月気の許もと、鮮血の雫しずくがたらりと滴したたり落ちて、冬梧の頰ほおを紅あかく染めた。甲は更に畳みかける。


    「あたしだって家を失った！　山野を駆ける身分に落ちぶれた！　あの頃、頼れるのは白びやく蓮れんしかいなかった！」


    　右へ、左へ。甲の斬撃はいよいよ変幻自在、冬梧の皮ひ膚ふに細かな生傷を拵こしらえていく。


    「それでもあたしは──」


    　群れを為なした獣けものが、じわり、じわりと陣形を狭せばめ、得え物ものを追い詰めていくように、甲の攻撃もまた、少しずつ、少しずつ、冬梧の急所に近づきつつあった。


    「姫としての誇りだけは、絶対に失わなかった！」


    　その刹せつ那な、冬梧の瞳ひとみが明らかに揺れた。


    　甲は更に踏み込むと、大上段に振りかぶった。


    



    　冬梧は、肉体的には優位なはずでも、精神的には打ちのめされていた。そうだ、水祭甲もまた、生まれこそ由緒正しき旧家とはいえ、不遇の人生を歩んできたのではなかったか。


    　目先の餌えさにつられ、蓮れん城じよう征せい志し郎ろうの走そう狗くに成り下がり、挙あげ句くの果てに、姥うば皮かわ師の闇に取り込まれた自分。すべては周りが悪いのだと誤ご魔ま化かしてきた。葉は桜ざくらを護まもるためだの、背徳者たる父親の汚名を雪そそぐためだと自己弁護して、思えば云いい訳だらけの人生を送ってきた気がする。そう、自分はとっくの昔に、誇りを失ってしまったのだ……。


    　この時点で、冬とう梧ごは戦意の半分を喪失していた。それでも、なんとか頭部を幹から竹たけ割わりにする軌道を察知し、半はん身みに構えると、受け流しの構えをとった。甲きのえの斬撃を素早く受け流すと同時に、渾こん身しんの突きを繰り出すつもりだった。


    「……っ！」


    　冬梧は驚きよう愕がくした。峻しゆん烈れつな銀ぎん閃せんと化した白はく刃じんの軌道は、確かに振り下ろされたはずなのに、冬梧の得え物ものにはなんら衝撃を与えることなく、転瞬、視界の外から冬梧の右足を斬り上げたのだった。初歩的なフェイントに過ぎないはずなのに、冬梧はまんまと騙だまされた。


    　理由は単純で、甲は未いまだかつて、決して足を狙ねらうことはしなかった。一般的に、足への攻撃は剣客が最も忌いみ嫌うところだが、甲の真っ直ぐな性格が、下段攻撃を良しとしないのだろうと、冬梧は自然と思い込んでいた。否いな、思い込まされていたのだ。


    「ぐっ！」


    　冬梧の喉のどから苦く悶もんの呻うめきが漏もれた。斬り飛ばされた膝しつ下かが草ぞう履りを履いたまま、くるくると月夜に舞い踊る。牡ぼ丹たん雪ゆきが深紅に染まった。


    　左足で立ったまま、冬梧は背後に跳躍した。無む論ろん、甲の追撃を予想して、空中での剣けん戟げきを念頭に置いた。宙で弧を描きつつも、視線は甲から離さず、得物は水平に構えたままである。


    　ところが、甲は何故か追ってこない。あくまでも、その場に留まっている。冬梧が甲の立場なら、自分も跳躍し、相手の更なる頭上から空襲をかける。あるいは、相手の着地点を予想し、高速で移動する。無む論ろん、相手が着地する一瞬を狙い澄ますのだ。


    　ところが、甲はそのどちらも仕掛けては来ない。ただじっと、地上から冬梧を見上げるのみ。月夜を滑空しつつ、冬梧は自問する。何故、甲は攻撃を止とめた？　


    　薄ら寒い予感を覚えつつ、冬梧は着地した──否、着地すらできなかった。雪に覆われた芝生に、残された左足が触れるか触れないかといった刹せつ那な、それは起きた。


    　ばしゅっ！　という破裂音とともに、右腕、左腕、左足までもが弾け飛んだのだ。痛みこそ感じなかったが、凄すさまじい衝撃が全身を突き上げた。


    　たとえハカナシとて、四肢を失ってしまっては、ただただ自己再生を待つしかない。半開きとなった唇くちびるに、土の交じった雪が触れた。


    「まさか……真空地帯だとっ!?」


    　冬梧の口から、嗟さ嘆たんの声が零こぼれ落ちた。


    



    　甲は悠然と冬梧の許もとに歩み寄った。


    　下げ郎ろうを眺める姫君の視点から、冬梧を嗜し虐ぎやく的てきに見下ろす。周囲の雪を鮮血で染めた冬梧に、もはや為なす術すべはない。


    　銀ぎん露ろ梅ばいには、ハカナシの驚異的な肉体再生能力を阻害する効果が秘められている。その効力は、銀露梅によって生み出された真空においても、同様に認められるのだ。現に、冬梧の四肢はなかなか再生を始めようとはしない。ジュクジュクと音をたててはいるが、一向に細胞の再構築が進まないのだ。あたかも、断面における細胞が悲鳴をあげているかのように映った。


    「バカな……！　いつの間に……こんな真空地帯を築き上げていたというのだ？」


    　塔から庭へと舞台を移して以来、甲きのえと冬とう梧ごはずっと切り結んでいた。冬梧が不思議に思うのも当然かもしれない。だが、それこそが冬梧の限界を意味している。


    「まだ気づいていないの？　あたしはお前に蹴けられた振りをして、窓から庭へ飛び降りた。三階の高さから地上に到達するまでの、一秒にも満たない間かん隙げき。それだけあれば充分よ」


    「まさか、最初から……俺をこの地点に誘い込むつもりで……闘っていたのか？」


    「そうよ」


    　甲は恬てん然ぜんとして応じた。


    「まさか……双そう調じよう級の俺が……勝しよう絶ぜつ級のお前に……斬り伏せられることになるとは……」


    「ふん。まだ気づいていないの？　確かに一個の生命体としては、お前のほうが優れている。それは認めざるを得ないわ」


    　甲はビュッと刀を振ると、鮮血の雫しずくを振り払い、華麗に納のう刀とうしてみせた。


    「でもね、お前は誤った選択をした。得え物ものに剣つるぎを選んだ時点で、お前は負けていたのよ」


    「バカな……得物の種類など関係あるものか！」


    　甲は両手を腰に当てると、昂こう然ぜんと云いい放った。


    「ひとつの生命体として、極めて高いポテンシャルを秘めたハカナシの場合、見み様よう見み真ま似ねで武器を振るうだけでも、充分な戦闘力を獲得できる。それゆえに、あたしみたいに武道を極めたがるハカナシは少数派だといえるわ。お前にしても、多少の武術は囓かじったみたいだけど、一通りの型を学んだ時点で止やめた口なんじゃないの？」


    「それは……」


    　案あんの定じよう、冬梧は言葉を詰まらせた。


    「余計なお喋しやべりはここまでよ。女刑事の居場所を吐いてもらうわ」


    　腹部に押しつけられた鞘さや尻じりに呼吸を詰まらせつつも、冬梧は夢見がちな声を漏もらした。


    「あれは……俺の皮になるに相応ふさわしい女……渡してなるものか！　ふははははっ！」


    　冬梧は哄こう笑しようをほとばしらせた。その双そう眸ぼうは虚うつろにして、既に正気を失っているように思われた。もはや尋問は無理だろうと甲は判断した。仮に正気を保っていたとしても、拷ごう問もんで素直に吐くとも思えない。女刑事の行方については、後で葉は桜ざくらを問い詰めるしかなさそうだ。


    「白びやく蓮れん！」


    　頭上を覆う雪ゆき月づく夜よに向けて、甲が叫んだ。庭先で甲の戦闘を見守っていた白蓮は、皓こう々こうたる月輪に向け、朗ろう々ろうと雄叫びを放った。日本犬にしか見えなかった外がい貌ぼうに、壮絶な妖よう気きが漲みなぎって、肉体組織の肥大化が始まる。やがて、白蓮は久々に本来の姿に戻った。


    「甲よ。今こ宵よいの闘い、見事であった」


    　白びやく蓮れんが一語一語を紡つむぎ出すたび、その熱い呼気を浴びた雪片が、空中にて朦もう々もうたる水蒸気を噴ふき上げた。


    「食事の時間よ、白蓮」


    　白蓮は冬とう梧ごを傲ごう然ぜんと見下ろすと、厳げん粛しゆくな面おも持もちで宣告した。


    「そなたは晴れて、神狼かむろ[image: ]めたる妾わらわの血肉となるのじゃ。光栄に思うが良い」


    　己おのれの運命を悟った冬梧は、ついに情けない悲鳴を漏もらすと、じたばたと足あ搔がこうとしたのだが、四肢を切断された身ではいかんともしがたい。


    「ところで、甲きのえよ」


    　餌えさを前にした白蓮は、妙にご機嫌な声を出すと、悪戯いたずらっぽく訊たずねてきた。


    「やけに落ち着き払っている様子じゃが……良いのか？　今頃はもう、産うぶ巫み女こが乙きのとの貞操を奪っておるやもしれんぞ？」


    　甲はサッと頰ほおに朱を散らすや、脇腹を痛烈に鞭むち打うたれた競走馬さながら、一いち目もく散さんに駆け出した。

  


  
    　　捌　蟲まじ物ものせる罪


    



    　湯ゆ浴あみを終えた乙きのとと初はつ美みは、寝台の縁ふちに肩を並べ、静かに腰掛けている。乙は再び白しろ装しよう束ぞくを、初美は産巫女の正装を羽織っている。


    「あの……やっぱり……こういうことは……その……」


    　つい先ほど、文字通り肉体の隅々までを磨き抜かれた乙は、すっかり萎い縮しゆくしてしまい、もじもじと視線を彷徨さまよわせている。まともに初美の顔を見ることすらできない始末だった。


    　そんな乙とは対照的に、初美はあくまでも気丈に振る舞っている。その厳粛な面持ちは、まさしく神事の執行者そのものだった。


    「何も怖いことなんてありません。殿方ならば、誰もが一度は通る道です」


    　妖よう艶えんな囁ささやきを耳じ朶だに受け、乙は身震いした。ふと気づけば、初美がぴたりと肩を寄せ、右手は乙の頤おとがいを、左手は膝ひざ頭がしらを、それぞれ撫なで回している。それぞれが独立した生き物かと思えるほど、艶なまめかしい指先の蠢うごめきに、乙は思わず切せつなげな喘あえぎを漏もらした。


    「さ、乙さん」


    　震える肩先から胸元にかけて、しなだれかかる女体の重さに、乙は抵抗する気力も失い、陶然となった。珠たまのような膚はだえから匂い立つ香りが、鼻び孔こうと肺に充満する。


    　乙きのとは仰あお向むけに寝かされて、前をはだけられた。もはや抵抗は無意味だった。乙は俎そ上じようの鯉こいさながら、ただ静かに目ま蓋ぶたを閉ざした。


    「そう、それでいいのよ」


    　初はつ美みがそう呟つぶやいて、ゆっくりと軀からだを重ねてくる。無防備な胸板に、柔らかな掌てのひらが触れ、円弧を描くように撫なで回す。


    「うっ……」


    　まるで天女の羽は衣ごろもに撫でられているかのような心地がして、声を漏もらさずにはいられなかった。じっと眼を閉じていると、初美の吐と息いきが耳じ朶だに忍び込んでくる。少しずつ、その吐息が荒くなり、熱を帯びてきたのがわかる。


    　その吐息に誘われて、乙の呼吸も徐々に同調を始めつつあった。理性あるヒトから、本能だけで生きる獣けものへの移行。ヒトとして必要な概念は一枚ずつ脱がされて、最後に残ったのはただ、一匹の牝めすが一匹の雄おすを陥落させるという、ただそれだけの構図だった。


    　やがて、初美がゆっくりと上体を起こした。しゃらららら……と、金冠から垂れ下がる鈴が鳴った。急に初美の気け配はいが遠ざかった気がして、底知れぬ不安に駆られた乙は、恐おそる恐る目蓋を開いた。初美はそこにいた。艶えん然ぜんと微ほほ笑えんで、膝ひざ立ちのまま、乙の腰をゆっくりと跨またいだ。薄絹の生地が、なだらかな稜りよう線せんを思わせる撫なで肩を、幽かすかな衣きぬ擦ずれの音とともに、はらりと滑り落ちた。


    「……欲しい？」


    　淫いん靡びな呟つぶやきとともに、真綿のように柔らかな手しゆ掌しようが、どくんどくんと脈打つ乙自身を、しっとりと包み込んだ。そのまま、少しずつ腰を落としていく。


    　そのとき、乙の朧おぼろ気げな視界をよぎったのは、象ぞう牙げのように白い腹を縦断する、桃銀ピンク色のファスナーだった。


    「やっぱり……駄目だよっ！」


    　皮ひ肉にくにも、その不自然極まる装飾こそが、乙の理性を闇の深しん奥おうから呼び覚ました。鈍どん麻ましていた思考が研ぎ澄まされ、眼の前に横たわる現実の輪りん郭かくを、まざまざと活写する。


    　必死でいやいやをする乙に、しかし、初美はねっとりと囁ささやいた。


    「大丈夫よ。あなたはただ、じっと横たわっていればいい。わたくしに身を委ゆだねて……」


    　誘惑の声は、今ではもう、乙の悲しみを深めただけだった。乙の胸きよう裡りで、堰せきを切ったように、悲愴な感情が溢あふれた。ぎゅっと閉ざした両眼から、大粒の涙が滴したたり落ちて、蒼白と化した頰ほおに玉を散らした。


    「助けて、助けてよ……お母さん！」


    　悲痛な面おも持もちで、乙は叫んだ。


    　まだ幼かった頃、慣れぬ屋敷の通路にて、真っ暗闇の中、初美に救いを求めたように。


    「……！」


    　その刹せつ那な、初はつ美みの肢体がぴたりと動きを止とめた。


    



    　──何故？　どうして軀からだが動かないの？


    　初美の裡うちで、葉は桜ざくらは狼ろう狽ばいしている。


    　たった今、乙きのとから「お母さん」と呼ばれた途と端たん、姥うば皮かわがある種の変へん貌ぼうを遂げた。


    　それは、決して目に見える変異ではなかったが、葉桜は確かに感じたのだ。突然、未知のエネルギーが宿ったような気がしたのである。


    　初美が肉体の主導権を奪い、葉桜に反旗を翻ひるがえした。


    　バカな。あり得ない。優れた姥皮には生前の記憶が宿る。それは確かな事実だが、姥皮から読み取れる記憶とは、あくまでも情報に過ぎない。いわば、皮ひ膚ふという名のデバイスに刻み込まれた残ざん滓しである。残留思念といい替えても良い。


    　葉桜に襲おそいかかった現象は、そんな理屈を遥かに超越していた。姥皮という媒体を通じて、初美の自我が覚かく醒せいしたとしか思えなかった。


    　ふいに、硬直していた軀からだが自動的に動いた。抗あらがおうとしても無駄だった。葉桜の皮膚に過ぎなかった存在が、今では葉桜の支配を逃のがれ、葉桜の肉体をすら乗っ取って、独自に起動している。


    　初美は乙から離れると、一度は脱ぎ捨てた正装を肩に羽織った。続けざま、なおも泣きじゃくっている乙の脇に正座すると、白しろ装しよう束ぞくを着せてやった。優しい手つきで帯を締められた乙は、ようやく泣き止やんで、不思議そうにこちらを見つめた。


    　その視線に呼応するかのように、初美の唇くちびるが独自に言葉を紡つむぎ出した。


    「お久しぶりです、乙さん」


    　　　　　　　†


    　冬とう梧ごは喰くわれている。下半身を咀そ嚼しやくされている。己おのれの肉が引き千切られ、骨をバキバキと嚙かみ砕かれ、生き血を啜すすられる。想像を絶するおぞましさに、冬梧はもはや失神寸前の態ていに陥おちいっている。


    「ところで、そなたにひとつ訊ききたいことがあるのじゃが」


    　白びやく蓮れんが喋しやべった途と端たん、冬梧の軀からだはひゅんと落下して、大量の血液を雪面にぶちまけた。


    「そなたは今なお、天あま城ぎ道どう山ざんが背徳者だと信じておるのかえ？」


    　その問いかけに、一度は闇に沈みかけていた冬梧の意識は、再び浮上した。


    「何を云いっている……？　父が故郷を壊滅に追いやったのは事実だ……」


    「愚おろかな。そなたは所しよ詮せん、蓮れん城じよう征せい志し郎ろうの情報を鵜う呑のみにしただけじゃろう？　冷静に考えてみるが良い。当時、村には高位のハカナシが何人も住んでいた。先代の血ち祭まつり御ご前ぜん、水み祭まつり壬みずのえも守りに就ついていた。当時、天城道山の齢よわいは六十代……その位階は鳧ふ鐘しようじゃった。今のそなたと、一段階しか変わらんのじゃ。その程度の男が、血祭御前を倒し、高位のハカナシたちをも倒し、村をひとつ丸ごと消すなど……まず不可能じゃろうて」


    　白びやく蓮れんが語り出した恐るべき内容に、冬とう梧ごは慄りつ然ぜんとした思いを禁じ得ない。そうだ、冷静に考えれば、その不自然さは極まりない。どうして気づかなかったのだろう？　本来ならば、道どう山ざんの息子たる自分こそが、真っ先に気づかねばならなかったはずなのに……。


    「冥めい土どの土産みやげに教えてやろう。あの日、果は敢か無なし村には一匹の神獣が紛まぎれ込んでおった。村を滅ほろぼすべく計画した者に加担したのじゃ。その名を、黒こく曜よう石せきという」


    「……なっ！」


    　血みどろの体たい軀くに、更なる戦慄が駆け抜けた。


    「もうわかったじゃろう。実際に村を滅ほろぼしたのは蓮れん城じよう征せい志し郎ろうじゃ。おそらく、あの時点で既に、天あま城ぎ道山は姥うば皮かわにされておったのじゃよ。その皮を自ら被かぶった蓮城が、黒曜石と手を組んだ。時代の流れとともに、果敢無村の閉鎖的な環境は限界を迎えつつあった。他の誰よりも早く、その事実を痛感しておった蓮城は、もはや時代の流れに任せるのではなく、自みずからの手で果敢無村を滅ぼすことを決めた。すべては、奴の自作自演だったのじゃ」


    「なんということだ……」


    　なおも体軀を喰くわれつつ、冬梧は絶望の言葉を漏もらした。


    　　　　　　　†


    　急に儀式を中止して、がらりと変へん貌ぼうを遂げた初はつ美み。予想外の異変を前に、乙きのとは瞠どう目もくすると同時に、不思議な懐なつかしさも覚えていた。


    「初美さん？　もしかして、本当に……初美さんなの？」


    「はい。今現在、この軀からだの主導権は、わたくしが握っております。自分でも、どうしてこんな現象が発生したのか、よくわからないのですけど」


    　初美は乙の視線を改めて意識したのか、恥ずかしげに俯うつむくと、両手を胸の前で交差させた。その頰ほおに、ほんのりと紅が差した。異常なまでの可か憐れんさに、乙は失神しそうになった。


    「ごめんなさいね。こんな、お見苦しいものを見せてしまって」


    　初美はベッドシーツをくるくると軀に巻き付けることで、剝むき出しも同然だった肌を覆い隠した。


    「そ、そんなことないよ……すごく、すごく綺麗だよ」


    「そんなことを云いっては駄目です。乙さんはもう、事実を知ってしまったのでしょう？」


    　哀かなしげに眼を伏ふせた初美の横顔が、あまりに痛ましくて、乙は正視できなかった。それでも、沈黙を埋めるように答えた。


    「初美さんは産うぶ巫み女こで……俺にとっては、実の母親なんだよね？」


    「知られたくありませんでした。わたくしは、あくまでも代理母。わたくしごときが母として名乗り出るなど、絶対に赦ゆるされることではないのです。それが果敢無村における因いん習しゆうでしたし……何よりも、亡なき奥様に対して申し訳が立ちません」


    「だけど……戸籍上の母親なんて、俺は全然、覚えていないんだ」


    「いいえ。経緯はどうあれ、奥様もまた、あなたの母上なのです」


    　初はつ美みの口調に、峻しゆん厳げんな響きが交じった。どうやら、初美は「奥様」に対して並々ならぬ忠誠心を抱いだいているように思われた。乙きのとは、[image: ]しかられた児童のように肩を落とすと、無言のまま俯うつむいた。


    「ねぇ、乙さん？」


    　初美は優しく呼びかけると、乙にぴたりと寄り添った。赤ん坊を抱く聖母のように、乙の頭を抱きかかえる。そのまま、柔らかな胸元にそっと引き寄せた。乙は他の何にも代かえ難がたい温ぬくもりを覚えつつ、自分が聖母子像における赤ん坊になった気がした。やはり、この人こそが母なのだと、心の裡うちで確信することができた。初美の胸に顔を埋うずめ、たおやかな腰に手を回した。祭さい殿でんには今も黒こく戀れん香こうの濃密な匂いが満ちていたが、乙は確かに、懐なつかしい白びやく檀だんの匂いを覚えていた。


    「乙さん？　泣いているのですか？」


    「な、なんでもないから……」


    　それでも乙の双眼からは、熱い涙が次から次へと溢あふれ出した。


    「ねぇ、乙さん。覚えていますか？」


    「何を？」


    「あなたが屋敷の廊ろう下かで、独りぼっちで泣いていた夜のことです」


    「忘れるはずないよ。生まれて初めて、初美さんに[image: ]しかられた記憶なんだから」


    「本当に、ごめんなさいね」


    「どうして謝あやまるの？」


    「本当はね……涙が出るほど嬉しかった。乙さんに初めて、〝お母さん〟って呼んでもらえたのですから。所しよ詮せんは産うぶ巫み女こでしかないわたくしにとっては、一生に一度の思い出となりました。あの一瞬に覚えた喜びを忘れさえしなければ、わたくしは大丈夫、これからも挫くじけることなく生きていけるんだと確信できました。ですが、わたくしは……あのとき、乙さんを[image: ]ることしかできませんでした。亡くなられた奥様のことを思うと、どうしても手放しでは喜べなかったのです」


    　悲痛な面おも持もちでそう告げると、初美は涙を溢あふれさせた。熱を孕はらんだ涙滴が、乙の顔にはらはらと降り注ぐ。


    「呼ぶよ！　俺、これからはずっと、お母さんって呼ぶよ！　だから、だから……」


    　それ以上、乙は言葉を続けることができなかった。このまま、ずっと傍そばにいて欲しい。これからは家政婦としてではなく、実の母親として、一緒に過ごして欲しい。


    　たとえ、それが不可能なのだとわかってはいても──。


    　そんな乙の甘えを読んだのか、初美は急に真顔になると、決然たる眼まな差ざしを以もつて、乙から素早く軀からだを離した。


    「……どうしたの？」


    「今のうちに、乙きのとさんにお伝えしなければならないことがあります」


    　乙は戸と惑まどった。ここ二週間ほどの合間に、乙は水み祭まつり家と果は敢か無なし村にまつわる様々な謎に翻ほん弄ろうされた。今後、いかなる事実が判明しようとも、自分が驚くことはもうないだろうと確信していた。


    　しかし、初はつ美みが真顔になって乙と対峙した途と端たん、そんな確信は跡形もなく吹き飛んだ。


    　果たして、初美は何を云いおうとしているのだろう？


    　緊張のあまり背筋を正した乙に対し、初美が切り出したのは、


    「葉は桜ざくらさんを、護まもってあげて下さい」


    　そんな申し出であった。


    　乙はなんとなく、拍子抜けした思いがした。初美にわざわざ云われるまでもなく、乙は葉桜を救うつもりでいた。何故、初美は今更のようにそんな申し出を切り出したののだろう？


    「良いですか？　葉桜さんも聞いて下さい。今から十五年前……三月三日の午前零時を回った頃でした。わたくしは産室で陣痛に苦しんでいました。産室には水祭家の親族と、助産師を務める女性が詰めていました。そこで、前代未聞の事態が発生したのです」


    「何が……起きたっていうの？」


    「因習に縛られた旧家の人々は、誰もが驚き、慌てふためき、ついには恐れ戦おののきました。何故なら……わたくしが産み落としたのは、双子ではなく三つ子だったからです」


    「──えっ!?」


    「そして、葉桜さん……あなたこそ、甲さんと乙さんの妹なのです」


    　　　　　　　†


    　冬梧は肉体の三分の二を喰くらわれながらも、なおも意識を保っている。否いな、白びやく蓮れんが告げた真実の重さが、冬梧の意識を無理やりに繫つなぎ止とめていると云ってもいい。


    「そんな……そんなバカな……あの征せい志し郎ろうさんが……」


    「蓮れん城じよう征志郎と黒こく曜よう石せき。両者が組めば、ほとんど無敵じゃ。村を護まもるべく立ち上がったハカナシたちは、次々と蓮城に倒され、黒曜石に喰らわれた。その上、甲と乙を除き、水祭家の一族は根絶やしにされた。そして、命からがら逃げ延びた者たちは皆、背徳者は天あま城ぎ道どう山ざんだと証言した……事実、天城が村人たちを虐ぎやく殺さつする姿を、多くの者が目撃しておったのじゃからな」


    「だが、何故だ？　何故、征志郎さんがそんなことをする必要が……」


    「蓮城征志郎は常々、水祭家の定めた掟おきてに反感を抱いだいておった。ヒトとハカナシの比率を常に七対三に留めおくという、あの掟じゃ。強大な力を秘めたハカナシが増えすぎる事態を、歴代当主は常に恐れていた。いくら血ち祭まつり御ご前ぜんという守護者がついていようとも、当主としては当然の心配じゃろうて。それゆえに……歴代当主は、あの比率が少しでも崩れようものなら、生まれたばかりのハカナシを掠さらい、妾わらわの餌えさとして捧ささげることも辞さなかった」


    「やはり……あの比率は……人為的に操作された結果だったのか……」


    「蓮れん城じようはハカナシこそが至高の生命体じゃと思い込んでおる。奴が画策しておるのは、ハカナシとその血けつ族ぞくによってのみ構成された、新たなる果は敢か無なし村なのじゃ。奴は今も、そのための計画を着々と進めておる。こたびの〝成人の儀〟にしても、その一環に過ぎん」


    「そんなことのために……俺も葉は桜ざくらも……利用されてきたというのか？」


    「そういうことじゃ。さて、冥めい土どの土産みやげはここまでじゃ」


    　白びやく蓮れんが再び食事を再開する。


    　　　　　　†


    　初はつ美みの告白を、甲きのえは扉の外で聞いた。実をいうと、甲は先ほどから、戸口で聞き耳を立てていたのである。


    　当初は決然と乗り込むつもりだった。強引に扉を蹴け破って、恐らくは睦むつみ合っているのだろう二人を引き剝はがし、事前なのか、事後なのかを問い詰めてやるつもりだった。事前であれば素直に許そう。事後であれば、葉桜といえども容よう赦しやはしない。そこまで思い詰めていたほどだ。


    　ところが扉越し、妙に厳げん粛しゆくな雰囲気を感じさせる会話が聞こえてきたので、甲は出鼻を挫くじかれた恰好となった。仕方なく、しばらく様子を見ることにした。


    　やがて、甲は扉の向こうで発生している現象に気づくや、戦せん慄りつした。どうやら、初美の自我が復活を遂げたらしいのだ。果たしてそんなことがあり得るのか？　少なくとも、烏からす丸まからそのような例を聞いたためしは一度もなかった。


    　そのとき、甲の胸をよぎったのは、今すぐ自分も名乗り出たい、あなたの娘ですと告白したい、との願いだった。


    　その切望を、しかし、甲は無理やり封じ込めた。


    　乙きのとと初美、かれこれ十年にわたり一緒に過ごしてきた関係を思えば、今ここで自分が飛び出すのは、あまりに野や暮ぼというものだ。そう判断したのである。それに、甲にはずっと白蓮が付き従したがってくれた。白蓮が母代わりとなって、育て上げてくれたのだ。甲の「母様」は、今も昔も白蓮だけでいい。そう、それでいいのだ。


    　その直後、初美が衝撃の告白をした。


    「わたくしが産み落としたのは、双子ではなく三つ子だったからです。そして、葉桜さん……あなたこそ、甲さんと乙さんの妹なのです」


    　甲は呆ぼう然ぜんとなって、へなへなとその場でくずおれた。


    「あらあら、甲さん？　お腹なかでも痛いの？」


    　呆然となって、虚こ空くうを見つめる甲の前に、突とつ如じよとして現れたのは、なんと、あの海え老び沢さわ玲れ魅みであった。


    　　　　　　　†


    　冬とう梧ごは呪った。


    　不ふ甲が斐いない己おのれ自身を。


    　自分を欺あざむき、利用した蓮れん城じよう征せい志し郎ろうを。


    　──何故だ？　何故、俺はこんなにも無力なのだ？　何がハカナシだ。何が至高の生命体だ。眼の前の畜生一匹、倒すことができないではないか。ふざけるな。ふざけるな！　ふざけるな！　俺はただ幸せになりたかった。果たしてそれはいけないことなのか？　下げ郎ろうには幸せを望むことすら許されないというのか？　俺は確かに罪を犯した。だが、御み室むろ咲さく弥やの姥うば皮かわを完成させた暁あかつきには、すべてのしがらみを絶つつもりだった。綾あや咲さくから遠く離れた土地に引っ越して、葉は桜ざくらとふたり、仲の良い姉妹として暮らしていければ、俺は満足だった。そうだ、俺にはまだ為なさねばならぬことがある。こんなところでくたばってたまるか。俺はこんなところで死に往ゆく器ではないはずだ。だが……どうすればいい。どうすれば、俺は、俺は、俺は！　力が、力が、力が！　現実という名の桎しつ梏こくをねじ伏せるに足る、圧倒的な力が欲しい！


    　その刹せつ那な、冬梧の裡うちに何かが降臨した。


    　──汝なんじ、マジモノせる罪を犯す者なりしか？　


    　それは不思議な声であった。美しくもあり、酷こく薄はくでもあった。厳げん粛しゆくであると同時に、淫いん靡びな響きをも含んでいた。


    　果たして、それは絶対的な死を目前にした幻聴なのか。あるいは──？


    「ふっ……ふははははっ！」


    　冬梧は嗤わらった。白びやく蓮れんにムシャムシャと臓物を喰くらわれつつ、なおも嗤い続けた。


    　そうだ、それが夢か現うつつか幻まぼろしかなど、もはやどうでも良いではないか。


    　冬梧は藁わらにもすがる思いで、その妙なる声こわ音ねに意識を向けた。


    　　　　　　　†


    　凝ぎよう然ぜんと凍りついた空気に炸さく裂れつしたのは、葉桜自身の叫び声だった。


    「噓うそだよっ！」


    　初はつ美みの内側で、葉桜は酷ひどく混乱している。


    「いいえ、本当なのですよ……葉桜さん」


    　今度は初美の声が応じた。初美の皮に葉桜の軀からだ。今や完全一体となった二人は、会話をすら可能としていた。


    「だって……わたし、初美さんの記憶を……その……ずっと覗のぞき見していたんです。初美さんの記憶の中に登場したわたしは、あくまでも……キノちゃんの幼おさな馴な染じみでしかありませんでした！」


    　葉桜の悲痛な声音に、しかし、初美はすかさず応じた。


    「仕方のないことなの。わたくし自身……半信半疑でした。そもそも、出産中は……意識が朦もう朧ろうとしていて……自分が産んだのが双子なのか、三つ子なのか……正直、よくわかってはいませんでした。ですから、わたくしはあくまでも、生まれてきたのは双子だと思い込んでいたのです。ところが……この洋館に身を寄せた後、奥様の遺品を整理していたわたくしは……一冊の日記帳を見つけました」


    「そこに、事実が記しるされていたのですね？」


    「はい……。里子に出された末の妹が、葉は桜ざくらと名づけられたことも記されていました。驚きました。乙きのとさんと仲良くして下さっている、ご近所の娘さんの名前もまた……葉桜だったのですから。怖くなったわたくしは……自分自身に暗示をかけました。あくまでも、自分が生んだのは双子なのだと。葉桜さんは、乙さんのお友達に過ぎないのだと……」


    　初はつ美みが顔を伏せた途と端たん、その唇くちびるから葉桜の呟つぶやきが零こぼれ落ちた。


    「そんな……そんなことって……噓うそ……噓だよ……」


    　絶望的な呟きが、再び初美の声に取って代わった。　


    「今から十五年前、突とつ如じよとして水み祭まつり家を襲おそった現象……あれを単なる偶然のひとことで済ませられるほど、水祭家の一族は楽天的ではありませんでした。わたくし自身も、当時は村人たちの影響で、随ずい分ぶんと迷信深い人間でした。本音を云いえば……葉桜さん、あなたの存在が怖かったとも云えます。本当に……ごめんなさい」


    「そんな……わたしが……わたしが……キノちゃんの妹……三つ子の妹だなんて……」


    　それっきり、葉桜の声はぴたりと途と絶だえた。その後を継つぐように、初美の声が森しん厳げんなる口調で告げた。


    「乙さん。お願いがあります」


    　その眼まな差ざしは、乙がぞくりと鳥肌を覚えたほどに、真剣なものだった。それゆえに、乙は悟った。悟ってしまった。


    「あなた自身の手で、このファスナーを下ろしてください。そうすれば、きっと……わたくしは消えることになるでしょう。ですが、それで良いのです」


    「だ、駄目だ……そんなの、駄目だよ……」


    　初美はゆっくりと頭かぶりを振った。


    「今のわたくしは、その存在自体が、あまりに不自然なのです。現在、わたくしの意識は、とてつもなく危あやうい均きん衡こう状態の中、奇蹟的に保持されています。その存在自体が間違っているとも云えましょう。このファスナーを下ろせば……その均衡状態を崩せるはずです」


    「嫌だ……そんなの、嫌だよ……」


    「お願いです、乙さん。あなた自身の手で、決着をつけてください。それがわたくしの、最後の望みです。最後の我がままなのです。水祭家の当主としてではなく、わたくしの息子として……お願いします」


    　初美はあくまでも凜りん然ぜんと告げた。軀からだを隠していたシーツをはらりと取り外すと、透明な長なが襦じゆ袢ばんの前を開け放つ。白磁のような質感をたたえた腹部の中央には、ピンク・シルバーのファスナーが埋め込まれている。


    　初はつ美みは、胸元で揺れる薔ば薇ら細ざい工くに、乙きのとの指を導いた。紅あかい天然石を嵌はめ込まれた薔薇細工は、ファスナーの引き手に燦さん然ぜんと吊り下げられている。


    「この姥うば皮かわも、なるべく早く処分して下さい」


    「初美さん……お母さん……お母さん！」


    「さようなら、乙さん。こんなわたくしを母親と認めてくれて……本当に、ありがとう──」


    　　　　　　　†


    　──汝なんじ、マジモノせる罪を犯す者なりしか？


    　脳のう裡りで響いた謎の問いかけに、冬とう梧ごは即座に応じた。


    　言葉の意味はわからない。


    　だが、「マジモノ」なる単語の禍まが々まがしさには、冬梧を魅み了りようする何かが秘められていた。絶対的な自己肯定の意思が、冬梧の心しん裡りを圧倒的なまでの勢いで塗り潰していく。埋め尽くしていく。俺は肯定する。己おのれの凡すべてを肯定する。俺は肯定する。俺は肯定する。肯定する。肯定する。肯定。肯定。肯定。肯定。肯定肯定肯定肯定肯定肯定肯定肯定肯定肯定肯定……。


    　　　　　　　†


    　乙の手がファスナーを下ろす寸前、葉は桜ざくらに優しく語りかける言葉があった。初美と葉桜、それまでは互いにひとつの唇くちびるを共有していたのだが、そのときに限っては、初美の思考が直接、葉桜の意識に流れ込んできたのである。


    　──ねぇ、葉桜さん？　あなたが乙さんを想う気持ちには、ずっと気づいていました。ですが……ひとたび死んだことで自己暗示が解とけ、水み祭まつり家にまつわる秘事を完全に思い出した今、わたくしはどうしても、真実を告げずにはいられませんでした。過酷な真実を突きつけたこと、本当に申し訳なく思っています。ただ……あなたの想いを否定する気はありません。あなたが自分の頭で考え、行動し、絶対に後悔はしないと確信できるのであれば……その想いを大切に育てて下さい。そして……乙さんをお願いします。


    　乙がファスナーをほんの数センチ下ろした時点で、初美の存在は露つゆのように消えた。


    　その事実を、葉桜は身を以もつて知覚した。急に肌寒くなった気がした。初美の意識が顕けん現げんしている間、自分がどれほど温かな感情に包まれていたのか、嫌というほど思い知らされた。涙が出るほど痛感させられた。


    　が、今はそれ以上に、真実の重みに耐えかねた心が決壊寸前だった。葉桜は眼の前の現実から逃げるように、儚はかなげな呟つぶやきを、ぽつり、ぽつりと漏もらし始めた。


    「噓うそ……噓だよ……こんなの……夢だよね？　そう……すべては、悪い夢なんだよ……」


    　乙は壊れ物を扱うように、そんな葉桜を優しく抱き締めた。


    「俺だって……信じられない。だけど、初美さんは真剣だった。あんな状況で……噓をつくはずがないだろう？　残された僅わずかな時間を使ってまで、初はつ美みさんが残した言葉なんだ……信じるしか、ないんだよ」


    「だけど、だけど！」


    　そのとき、祭さい殿でんの扉がなんの脈みやく絡らくもなく、開け放たれた。


    「初美さんが残した言葉、噓うそじゃないわよ。私が証言してあげる」


    　戸口に颯さつ爽そうと現れたのは、白衣姿の女であった。


    「……玲れ魅みさん？」


    　乙きのとが呆ぼう然ぜんと呟つぶやいた。


    　　　　　　　†


    　祭殿の戸口に潜ひそみ、玲魅が何を語り出すのか、聞き耳を立てようとした甲きのえだったが、ふと妙な気配を感じた。とてつもなく剣けん呑のんな感じがして、うなじに鳥肌が立つ思いがした。


    「……何かしら？」


    　特に差し迫った妖よう気きを感じたわけでもないのだが、甲は直観に従したがうことにした。玲魅が握っている情報については、正直、後ろ髪を引かれる思いもあった。葉は桜ざくらが自分たちの妹だというのは、果たして本当なのだろうか。


    　いや、後で乙から聞けば済むことだと思い直し、甲は立ち上がった。庭先に向けて、窓から華麗に飛び降りる。雪は既に熄やんでいた。遠目にも、白びやく蓮れんが食事を続けているのがわかる。


    　それ以外には、特に変わった様子はない。冬とう梧ごは既に軀からだの大半を喰くらわれている。白蓮は舌した鼓づつみを打ちながら、ご満悦な様子だった。


    「……気のせいかしら？」


    　甲は自問する。案外、葉桜が実の妹だったと知り、動揺してしまったのかもしれない。自分らしくもないな、と甲は自みずからを叱しつ咤たしたい思いに駆られた。


    　　　　　　　†


    　茫ぼう乎ことして言葉を失った乙と葉桜を前に、玲魅は滔とう々とうと語り始めた。


    「私の本名は、恵え那な杜もり月つき子こ。恵那杜家とは、御み園その生う家と同じく女系の一族だったの。医師、薬くす師し、占い師、助産師、女性のお悩み相談……それはもう、重要な役割を担っていたのよ。元々は、胞え衣な墓ばかの守もり人びとを務める一族だったらしいけどね」


    「胞衣墓守……臍さい帯たいを埋めたお墓の管理人ってことですか？」


    「ふふ、その通りよ。昔の人ってね、胞衣の処置には随分と気を遣ったのよ」


    「それじゃあ、俺たちが生まれて来たとき、助産師を務めていた女性っていうのは……？」


    「そう、この私。祖母も母も亡くなっていたから、私が水み祭まつり家のお屋敷に呼び出されたの」


    　玲魅は眼鏡越し、遠い目をして、その後の玲魅自身の人生をも変えることとなった、運命の一夜を脳のう裡りに甦よみがえらせた。


    「水祭家の産室では、当時十四歳だった初美さんが、陣痛に喘あえいでいたわ。私は恵那杜家に伝わる秘伝の薬を使うことにした。恵え那な杜もり一族のアイデンティティともいえる花、黒こく戀れんから抽出した成分を含む麻酔薬よ。果は敢か無なし村ではねぇ、恵那杜家が発明した麻酔薬によって、かれこれ一千年年も昔から、無痛分ぶん娩べんが行われていたの」


    「無痛分娩……！」


    　乙きのとはその単語を呟つぶやくと同時に、納得もしていた。初はつ美みの証言において、いささか要領を得なかった部分が、玲れ魅みのおかげで見事に繫つながったのだ。


    　──そもそも、出産中は……意識が朦もう朧ろうとしていて……自分が産んだのが双子なのか、三つ子なのか……正直、よくわかってはいませんでした。


    　そう、いくら意識が朦朧としていようが、自分が産み落としたのが双子なのか三つ子なのか、母体がそれを認識できないなど、常識的に考えてありえないのではないか。乙はそう考えたのである。だが、玲魅が施ほどこした麻酔の効果を考慮すれば、なるほど、あり得ないことではないだろう。出産の最中さなか、初美は痛覚を麻痺させられていたのだ。


    「その後、日付が変わって、三月三日の午前零時を過ぎた頃、最初の分娩が始まったわ。まずは男の子──つまり、乙さんが生まれてくるはずだった。一応、説明しておくと、果敢無村のように旧ふるい土ど俗ぞくが残っている土地ではね、多た胎たい妊にん娠しんの場合、先に生まれた子が弟や妹と見なされるの。最初に生まれてきたのは女の子だった。後の葉は桜ざくらちゃんよ」


    　玲魅はいったん言葉を切ると、姥うば皮かわの裡うちで蒼白になっているであろう葉桜に向け、鋭い一いち瞥べつを与えた。


    「その次に生まれてきたのが、男の子だった。乙君よ。で、私はその時点で分娩は終わったのかと思ったのだけど、実はそうじゃなかったの。お腹の中には、まだ甲きのえさんが残っていたのよ」


    　乙は劇はげしい混乱を覚えつつも、玲魅の話に耳を傾けている。


    　必ず双子が生まれて来なければならないという状況において、三つ子が生まれた場合、水み祭まつり家の人間がいかなる発想をするかは、想像にあまりあった。無む論ろん、元気な赤ん坊が一人増えたからといって、単純に喜んだりはしないだろう。家に不吉をもたらすかもしれぬ存在として見なされた可能性もある。最悪、直ただちに葬ほうむり去るべきだとの意見も出たのではあるまいか。現に、先ほど初美も告白したではないか。本音を云いえば、葉桜が怖かったと……。


    　そんな乙の思考を察したのか、玲魅は満足そうに微ほほ笑えんだ。


    「そう……問題なのは、最初に生まれた女の子のことだった。水祭家の人々は事態を重く見て、この女の子の存在を伏ふせることに決めたわ。なんといっても、一千年にわたり、強固な因習に縛られてきた旧家だもの。迷信深い連中の集まりでねぇ……とりあえず、その女の子が水祭家になんらかの災いをもたらさぬよう、私には様々な命令が下ったわ。一つ目は、最初に生まれた女の子の誕生日を繰り上げることで、双子との関連性を断つこと」


    　乙は戦せん慄りつした。そうだ、葉桜の誕生日は三月二日だと聞いている。乙と葉桜の誕生日が一日違いだというのは、決して偶然ではなかったのだ。


    「二つ目は、名づけによる呪じゆ術じゆつを施ほどこすこと」


    「名づけによる……呪術？」


    　乙きのとは呆ぼう然ざんとなったあまり、鸚鵡おうむ返しに答えることしかできなかった。


    「そうよ。私は試行錯誤を重ねた結果、赤ん坊に〝葉は桜ざくら〟と名づけた。花のついていない桜の樹のように、目立つことなく、ひっそりと暮らして欲しいとの願いをこめてね。その後、葉桜ちゃんは親のない子として、天あま城ぎ道どう山ざんの手て許もとに養子として送り出されたってわけ。道山は職人の家系ってことで、水み祭まつり家とも親交があったのね」


    　　　　　　　†


    ──どくん。


    　そのとき、冬とう梧ごの裡うちで、何かが脈動を開始した。


    　心臓など、とっくに喰くらわれたというのに。


    　後はもう、頭部を丸呑のみにされるのを待つだけだというのに。


    　なのに、何かが劇はげしく脈動している。


    　存在するはずのない臓器が、どくんどくんと脈打っている。


    　──嗚あ呼あ……なんだこれは……力が……力が漲みなぎってくる……。


    　冬梧は、未いまだかつて覚えたことのない歓喜の洪水を知覚した。


    　　　　　　　†


    　葉桜は衝撃のあまり、今や失神寸前の態ていに陥おちいっている。乙が実兄だったという事実に、完かん膚ぷなきまでに打ちのめされた。


    　葉桜は初美の姥うば皮かわを被かぶり、乙と契ちぎろうとさえした。実の妹が、実の母の皮を被り、実の兄と契る寸前だったのである。なんという事実か。もはや悲劇を通り越して、これでは喜劇ではないか。


    　それ以上に衝撃だったのは、葉桜という名前の由来だった。


    　──次の春が来れば、ちゃんと咲く。だから安心しろって。


    　幼き日、初めて乙と出会い、かけてもらった言葉。あの言葉に、葉桜はどれほど救われたことだろう。どれほど勇気づけられたことだろう。


    　玲れ魅みが告げた真実は、葉桜にとって、あまりにも惨ひどいものだった。


    「やだっ……嫌だよ！　そんな話……絶対に、絶対に信じないっ！」


    　葉桜の唇くちびるから、絶望の喘あえぎが漏もれた。極限状態を迎えた意識は、もはや現実を拒絶し、呆あつ気けなく闇に呑み込まれた。


    　　　　　　　†


    　ハカナシが位階を上げる際には、とある予よ兆ちようが顕あらわれる。各位階に対応した音階が、脳のう裡りで再生されるのである。


    　例えば、冬梧が二十一歳の誕生日を迎える直前のこと、いよいよ双そう調じよう級に上がるのを待ち受けていた冬とう梧ごは、いとも妙なる双そう調じようの音を聴いた。ただ純粋に、その音色に聴き惚ほれた。


    　そして、冬梧が次に位階を上げるためには、本来ならば、あと十四年の時を待たねばならなかった。四十一歳の誕生日を迎える頃には、次なる鳧ふ鐘しようの音色が届くだろう。


    　否いな、届くはずだった。


    　その刹せつ那な、冬梧の脳のう裡りに響き渡った音こそは、まさしく鳧鐘の音色であった。嬰トＧ♯の近似音。しかし、音階こそ鳧鐘だったが、過去に冬梧が聴いてきた澄明な美音とは真逆の、それは雷鳴を思わせる轟ごう音おんであった。


    　　　　　　　†


    　失神した葉は桜ざくらの肩を抱き寄せながらも、乙きのとは訊たずねずにはいられなかった。


    「玲れ魅みさんは、葉桜に名前を授さずけた後……どうしたんですか？　先ほど、あなたは云いいましたよね？　三つ子が生まれた事実は、一般には伏ふせることになったと。不可抗力とはいえ、水み祭まつり家にとって部外者だったあなたは……？」


    　玲魅は唇くちびるの端を吊り上げると、ぞっとするような冷笑を浮かべた。


    「うふふ、その通りよ。身の危機を覚えた私は、水祭家がアクションを起こす前に、村を飛び出して山を下りようとしたの。だけど遅かったわ。間かん髪はつを容いれず、刺客が送られてきた……ばっさりと斬られた挙あげ句く、崖の下に突き落とされたわ」


    「そんな！　水祭家の秘事を護まもるためだけに……助産師を殺すだなんて！」


    「信じられないかもしれないけど、事実よ。でもね、私の死体は烏からす丸まさんによって発見されたの。幸運だったわ。彼の血を受けたことで、私は甦よみがえることができた。その後については、想像にお任せするわね」


    「じゃあ……それほどの秘事を蓮れん城じよう征せい志し郎ろうが知る機会はあったんでしょうか？」


    　玲魅は出来の良い生徒を誉ほめそやす教師のように、会心の笑えみを浮かべた。


    「その可能性はあるわねぇ。征志郎さんが乙さんを擁よう立りつするのではなく、あくまでも乙さんの後継者を擁立したがっているのが、気にかかるわ。そもそも何故、征志郎さんはこれほどまでに焦あせっているのかしらね？　彼ほどの男なら、乙さんと甲さんを擁立することで、新しい果は敢か無なし村の実権を握ることも充分に可能なはずよ」


    「……奴がそれをしないのは、何故なんでしょう？」


    　数日前、部室で蓮城と実際に対面し、言葉を交わした際の情景を思い浮かべつつ、乙は訊たずねた。


    「征志郎さんからすれば、やはり三つ子として生まれてきた甲さんと乙さんと葉桜さんは、水祭家の人々が考えたのと同じく、得体の知れない存在なんでしょうね。今ではＩＴ社長としてふんぞり返っているけど、なんだかんだいって大昔に生まれた人だから、迷信深いのよ。ふふっ……そう思うと、なんだか可お笑かしいわ」


    「なるほど。確かにそう考えると、俺たちが三つ子だったことを蓮城征志郎が知っている可能性は高そうですね。ただ、その場合、ひとつの矛む盾じゆんが生じてしまいます。仮に蓮れん城じようが事実を知っていたなら、葉は桜ざくらに初はつ美みさんの姥うば皮かわを被かぶらせる必要はあったんでしょうか？　葉桜は俺たちの妹であると同時に、御み園その生う家の直系でもあるわけじゃないですか。最悪、初美さんを殺す必要すらなかったことに……」


    「ふふっ。今夜の乙きのとさん、とっても[image: ]さえてるのね。でも、その点についは、征せい志し郎ろうさんに直接、訊たずねてみるしかないわねぇ。もちろん、いろいろと想像することはできるけど──」


    　刹せつ那な、玲れ魅みの含み笑いを遮さえぎって、劇はげしい雷鳴が響き渡ったかと思うと、落雷じみた凄すさまじい轟ごう音おんが響き渡った。


    　　　　　　　†


    　白びやく蓮れんが冬とう梧ごの生首を丸呑のみしようと、あんぐり口を開いた刹せつ那な、それは起こった。


    「──！」


    　甲きのえは瞠どう目もくした。清せい爽そうなる月夜に暗雲が見る見るうちに立ちこめたかと思うと、彼方かなたの空、冠雪を戴いただいた神狼かむろ山の頂上に、落雷したのである。


    　と同時に、白蓮が銜くわえたはずの生首が、眼も開けていられぬほどに、カッ！　と眩まぶしく発光した。と見る間に、膨ぼう大だいな熱量が発生し、圧倒的な颶ぐ風ふうが甲と白蓮を軽々と吹き飛ばした。


    「なっ……なんじゃこれはっ！」


    　白蓮は驚きながらも、宙でくるりと回転を決め、甲の落下予想地点に着地した。一秒と経たぬ間に、その柔らかな毛並みに包まれた背に、甲がぽすんと落ちてきた。


    　凄まじい風圧に、甲は太ももに力を込め、白蓮の背筋を挟み込んだ。そうしていないと、今にも吹き飛ばされそうだった。


    「何が起こっているというの？」


    　呆ぼう然ぜんと呟つぶやきつつ、甲はすらりと白はく刃じんを抜いた。


    「気をつけるのじゃ！　これは単なる風ではないぞ！　限りなく濃縮された妖よう気きじゃ！」


    「わかってるわ！　いったい……あいつの身に何が起こっているの？」


    「この妖気。この律動……神狼山が酷ひどく騒いでおる……もしや、これはもしや……」


    　そんな風に何かを畏おそれる白蓮に接するのは、無む論ろん、甲にとって初めてのことだった。いかなるときであろうと、白蓮は強く、凜り々りしく、甲を導いてくれる存在だったのだから。


    「……心当たりがあるのね？」


    「うむ……もはや疑いようもないわ」


    「なんだっていうの？」


    「──蟲まじ物ものですよ」


    　白蓮が答える寸前、飄ひよう々ひようと口を挟んできたのは、なんと烏からす丸まだった。いつの間にか、甲の遥か頭上、庭木の枝に腰掛けて、事態をニヤニヤと傍ぼう観かんしているではないか。


    　しかも、これほどの暴風である。甲の髪も白蓮の毛並みも、先ほどから猛烈に煽あおられているというのに、烏からす丸まはいとも涼しげな顔をしている。その髪にも、衣服の裾すそにも、なんら乱れは生じていない。そんな佇たたずまいが、余計に甲きのえを苛立たせてしまう。


    「烏丸！　お前、いつ戻って来たのよ！」


    「ふひゃひゃ。つい先ほどです。そんなことより、冬とう梧ご君が禁忌きんきを犯してしまうとは、いやはや、恐れ入りましたねぇ」


    　烏丸がにやけている間にも、冬梧の生首は謎の光に包まれて、今や影も形もない。それどころか、肌に痛いほどの妖よう気きは増す一方で、ついには砂すな埃ぼこりを噴ふき上げ始めた。土つち塊くれが次々と舞い上がり、烈風が轟ごう々ごうと吹き荒れて、庭の中央には球状の虚こ空くうが芽生え始めている。それはあたかも、異界に通ずる門を思わせた。


    　次第に、庭先を卵の腐ったような腐ふ臭しゆうが漂ただよい始めた。甲は思わず咳せき込んで、鼻び孔こうを白びやく蓮れんの毛並みに埋うずめた。甲が愛する山野の匂いに包まれたのも一瞬のこと、ますます腐臭は濃さを増し、甲の鼻孔に入り込んでくる。


    　甲は顔をしかめつつ、頭上の烏丸に向けて叫んだ。


    「禁忌って、何のことよっ!?」


    「〝位階越え〟です。肉体が然しかるべき年月を経へていないにもかかわらず、次なる位階を望んでしまうことです。彼は期せずして〝転調〟してしまったのですよ」


    　今や周囲を取り巻く大気は、水面みなもをびっしりと藻で覆われた底無し沼のごとく濁りきっている。もしや、沼の底には大量の腐乱死体が沈んでいるのではないか。今しもそれらの屍かばねが浮上して、上陸しようとしているのではあるまいか。


    「〝蟲まじ物ものせる罪〟──己おのれの基き音おんを見誤った者の末路とは、哀れなものですねぇ」


    　まるで他人事のように、烏丸がしみじみと呟つぶやいた。やがて、屋敷の庭前に充満する妖気の昂たかぶりが最高潮に達し、闇の深しん奥おうより、何かがもぞりと這はいずりだした。


    　月つく夜よ霊みを失くし、烏う夜やとなり果てた天てん蓋がいの下もと、名状しがたい咆ほう哮こうが大気を鳴動させた。


    　──ＫＯＨＨＨＨＨＨＨＨＨＨＨ!!


    　　　　　　　†


    　なおも失神している葉は桜ざくらを寝台に横たえると、乙は暗幕に覆われている窓に飛びついた。いったい、外では何が起こっているのか。先ほどの異音は何だったのか。単なる落雷なのか。それ以外の何かなのか。


    　乙きのとは一気に窓を開け放ち、闇夜に身を乗り出した。いつの間にか、月が黒雲の向こうに隠れてしまっている。それどころか、街の灯火すら見えない。あたかも、妖気のヴェールに洋館と庭園だけが包み込まれてしまったかのようだ。


    　鼓こ膜まくをつんざくような咆哮を経て、朦もう々もうと立ちこめる土つち煙けむりが晴れた。鼻先にとてつもない腐乱臭を感じた。あまりに信じがたい光景を前に、乙は思わず息を呑のんだ。


    「──なんなんだ……あれはっ！」


    　屋敷の全容に匹敵する、それは巨大な魔物であった。魔物としか呼びようのない存在であった。その一本一本が、建設現場のクレーンほどもある八本の節足。腹部は妊婦のようにぷっくりと膨ふくらんで、黄色と緑色の縞しま模様。下面には鮮紅色の紋もん様ようも垣かい間ま見える。巨大な女じよ郎ろう蜘ぐ蛛もを袴はかまのごとく、下半身に穿はいているかのように見えた。


    　一方、女郎蜘蛛という確固たるモチーフを感じさせる下半身とは裏腹に、その上半身ときたら、あまりに混こん沌とんとしていた。動物なのか、植物なのかも判然としない。薔ば薇らの花弁を思わせる部位があるかと思えば、うねうねと蠢うごめく剣けん呑のんな触手が何本も、否いな、何十本と垂れ下がっている。岩肌を思わせる部位もある。至るところに髑がい髏こつが覗のぞいているのも、見れば見るほど不気味であった。そして、高さにおいては洋館の尖せん塔とう部分にも匹敵する頭頂部には、旅客船の舳へ先さきを飾る女じよ神しん像さながら、四肢の欠けた女体が芽生えている。もしかすると、それは冬とう梧ごが理想とする女性像なのかもしれなかった。事実、その顔立ちときたら、どことなく、御み室むろ咲さく弥やに似にているのだ。のみならず、葉は桜ざくらの面おも影かげすら漂ただよわせている。咲弥の凜りん然ぜんたる部分と、葉桜のあどけない部分を混こん淆こうさせたような、それは奇怪な女性像であった。その硬質的な膚はだえは象ぞう牙げ色、薄ぼんやりと発光している。


    　──ふしゅううううううう……。


    　体たい軀くのあちこちから垂れ下がる、何十本もの触手。その尖せん端たんから、いっせいに白い蒸気がほとばしった。

  


  [image: ]


  
    「玲れ魅みさん……あれは……なんなんですか？」


    　さすがの玲魅も真顔となって、乙の真横に立つと、呆ぼう然ぜんと漏もらした。


    「あれはもう……天あま城ぎ冬とう梧ごであって、天城冬梧ではない存在モノよ。あえて呼び名を与えるとすすなら、それこそ〝蟲まじ物もの〟としか呼びようがないわねぇ」


    　　　　　　　†


    「白びやく蓮れん！　奴を倒すわよ！」


    　甲きのえは己おのれを鼓こ舞ぶさせるように叫び放つや、白蓮の体毛をむんずと引っ摑つかんだ。あいにく、白蓮はいつものように跳んではくれなかった。


    「無茶を云いうな！　妖よう気きの量が桁けた外はずれじゃ！　捻ひねり潰されるぞっ！」


    　甲とて、白蓮の云いたいことはわかっている。あれはもう、人間の理ことわりを超えているのはもちろんだが、ハカナシや神獣のように、山野に棲せい息そくする異類における理をも、とっくに超越しているのだ。そう、あれは異類の中の異類なのではない。異類の外の異形なのだ。あの黒こく曜よう石せきですら、あれと比べたら子猫も同然だろう。


    　それでも、甲に逃げるつもりはない。何故なら、甲はこの銀ぎん露ろ梅ばいを継ぎし者。そう、血ち祭まつり御ご前ぜんなのである。当主を護まもり、家を護り、罪を犯したハカナシを誅ちゆう戮りくする。そのありようを一言で表現するなら、まさしく「守護神」に外ほかならない。


    　つまりは、甲の辞書に「逃走」の二文字はないのだ。


    「あれを放置するわけにはいかないでしょうが！　あたしを乗せて跳びなさい！」


    　蟲物と化した冬梧は今、徐々にではあるが、八本の節足を少しずつ蠢うごめかせ、こちらに向かっている。甲の背後には屋敷がある。屋敷には乙きのとがいる。実の妹だと判明した葉は桜ざくらもいる。なんとしても、ここであれを喰くい止とめなければならない。この高台で結着をつけねばならない。万が一、あんなのを街に下ろしてしまったら、朱しゆ里り橋崩落などとは比較にならぬ大惨事となるだろう。神狼かむろ町どころか、綾あや咲さく市そのものが地図上から消えかねない。


    　甲のブーツが白蓮の肌を蹴ける。蹴る。蹴り上げる。それでも白蓮は動かない。頭上の烏からす丸まを振り仰あおぐと、救いを希こいねがう眼差しを向けた。


    「烏丸よ！　そなた、神しん仙せんなんじゃろうが！　たまには本気を見せたらどうじゃ！」


    　ところが、烏丸は酷こく薄はくな笑顔を覗のぞかせると、枝の上、軽やかに立ち上がった。


    「いやはや、面白くなってきましたねぇ」


    「嗤わらっておる場合かっ！」


    「あいにくですが、戦闘はぼくの専門外でしてねぇ。それに、ぼくのような卑ひ賤せんの輩やからに救われたとあっては、麗うるわしき血祭御前の名がすたりますよ。ふひゃひゃひゃひゃ……」


    　いやらしい笑えみだけを残し、烏丸は姿を消した。文字通り、その場で忽こつ然ぜんと消え失せたのである。甲は肩をすくめると、白蓮の耳元に語りかけた。


    「あいつの云いう通りよ、白蓮。あたしは烏丸の手助けなんて要らない。それに、あたしはお前を信じてる。だって、お前はあたしの〝母様〟なのでしょう？」


    「……ふん。こんなときだけ〝母様〟扱いとはのぅ！　親とは因果な役割じゃて！　どうなっても知らんぞっ！」


    　白びやく蓮れんは全身の筋肉をバネのごとくしならせるや、幽ゆう暗あんに身を躍らせた。


    　蟲まじ物ものは、今頃になって甲きのえと白蓮の存在に気を留めたのか、獰どう猛もうに蒸気を吐くと、触手の尖せん端たんからピュッと銀閃をほとばしらせた。飛来する流星群さながら降り注ぐ粘液を、右へ左へとかわしつつ、白蓮は駆ける。跳ぶ。着地する。また跳ぶ。着実に距離を詰めながらも、白蓮は蒼そう惶こうとして叫んだ。


    「この液体……硝しよう酸さん銀ぎんの匂いじゃ！　浴びるでないぞ！」


    　意想外の指摘に、甲は白蓮の背中に必死でしがみつきながら、喉のどの奥で呻つぶやいた。


    「まさか！　体内で銀を生み出してるっていうのっ？」


    　銀に触れるとアレルギー反応を示すハカナシだった者が、今では体内で銀を生成している。なんという怪異か。矛盾もいいところだ。


    　無む論ろん、それで臆病風に吹かれる甲ではない。要は浴びなければ良いのだ。


    「白蓮！　速く！　もっと速く！」


    　甲の意思に呼応して、白蓮の速度が更に増す。硝酸銀の雨を次から次へとかいくぐり、ついには蟲物の真下に潜もぐり込んだ。腐臭はますます強まったが、あれほど渦巻いていた烈れつ風ぷうは噓うそのように途と絶だえた。静かすぎて不気味なほどだ。視界の左右、巨大な列柱のごとく並び立つ節足を尻目に、甲は高々と銀ぎん露ろ梅ばいを振りかぶった。


    　白蓮が裂れつ帛ぱくの気合いを発し、弓矢のごとく跳んだ。甲が構えた剣けん尖せんが、今や天井のごとく頭上を占める腹部の中央、ずぶりと突き刺さる。そのまま白蓮の加速を利用して、白はく刃じんをぶよぶよとした肉天井に突き立てたまま、疾しつ風ぷう迅じん雷らい、一気に滑らせる。


    　怒ど濤とうのごとき正中切開。白蓮が滑空すればするほど、凄せい惨さんな傷口からはぼたぼたと、紫色の粘液が滴したたり落ちた。その不気味な体液は、大地に降り注ぐなり、降り積もっていた雪を溶かし、その下から現れた芝生をも焼いた。強酸かもしれない。


    　──ＳＨＡＨＨＨＨＨＨＨＨＨＨＨＨＨＨ!!


    　蟲物が絶叫する。ついに白蓮は蟲物の下部を完全にくぐり抜け、華麗に着地を決めた。すかさず軀からだを旋回させて、蟲物の背中を睨にらみつける。


    　狼ろう上じようにて、甲は白刃をビュッと一振りし、汚お濁だくのような粘液を振り払った。


    「ふふっ……手て応ごたえあったわよ」


    「油断するでないっ！」


    　得意満面に告げた甲とは対照的に、白蓮は慎重な姿勢を崩さない。その眼まな差ざしは、蟲物の腹部にまっすぐ注がれている。


    「甲よ……どうやら、そなたはとんだ帝王切開を施ほどこしてしまったようじゃな」


    「帝王切開？　何を云いって──……何よあれ！」


    「子こ蜘ぐ蛛もを産んだのじゃろうて。天あま城ぎの奴、どうやら性転換を果たしたらしいぞ」


    　事実、蟲まじ物ものの腹部下面、全長三十メートルにも及ぶ壮そう絶ぜつな裂れつ傷しようの奥からは、今しも魚卵を思わせる半透明の塊かたまりが次々と落下して、着地と同時にばしゃりと潰つぶれ、どろりとした透明な飛ひ沫まつを散らした。その総数、ざっと見ただけでも、数百はありそうに思われた。あろうことか、ぶよぶよと膨ふくれた腹の底にて、蟲物は大量の卵を孕はらんでいたのである。


    　地上では次々と不気味な女じよ郎ろう蜘ぐ蛛もが誕生し、かさかさと疾しつ駆くを開始する。各おの々おのが一抱えはありそうな、蜘蛛にしてはあまりに巨大な蟲むしであった。その気になれば、成人ですら余裕で丸呑のみしてしまいそうな、剣けん呑のんな気配を携えている。


    「えぇい！　一掃するわよ！　全速前進！」


    　もはや自や棄け気味に叫ぶ甲きのえだったが、


    「愚か者めが！　よく見てみぃ！」


    　白びやく蓮れんは慎重に後退しつつ、戦場を冷静に俯ふ瞰かんしている。


    「……な、なんなのこいつらっ!?」


    　甲もようやく事態を把は握あくして、ぎりっと奥歯を嚙かんだ。子蜘蛛の群れは一見、無造作に移動しているだけのように見えて、その実、数体ずつが小隊を形成しつつ、ぞろぞろと左右に展開、最終的には〝鶴かく翼よくの陣〟さながら、巨大なＶ字を描き出したのである。


    　あのまま白蓮が甲の命に従したがい、全速前進していた場合、中央に誘い込まれた挙あげ句く、挟きよう撃げきされていただろう。


    「なんてこと！」


    　甲が叫んだ刹せつ那な、子蜘蛛がいっせいに糸を吐いた。左右からいっせいに放射された粘ねん糸しの速度は凄すさまじく、白蓮の足を同時に絡からめ取った。


    「ちぃっ！　小こ癪しやくな！」


    　白蓮の身動きが封じられたと知るや、甲は跳躍した。着地と同時に、白蓮を絡め取った粘糸の束をばっさばっさと断ち切っていく。すかさず新たな粘糸が左右から撒き散らされる。甲は右方、白蓮は左方に跳躍し、ひゅんひゅんと風を切る粘糸群をかわした。放射された糸は次々と網を為なし、移動できる箇所を着実に削ぎ落としていく。


    　巨大な網目模様を隔へだてて、甲は叫んだ。


    「お前は右！　あたしは左！　いいわねっ！」


    「承知！」


    　白蓮と分断されたのは痛いが、こうなれば個別に鶴翼を叩たたき潰すしかない。大丈夫、自分と白蓮なら各個撃破されることはない。逆に、こちらが連中を撃破してやるのだ──。


    　　　　　　　†


    「甲……」


    　眼下では今もなお、甲きのえと白びやく蓮れんが死闘を繰り広げている。子こ蜘ぐ蛛も部隊が展開する鶴かく翼よくの陣に対し、甲と白蓮は左右に分かれ、各々の翼を同時に潰し始めた。


    　甲が突っ込む。ばっさばっさと子蜘蛛どもを蹴け散ちらしていく。


    　白蓮が唸うなる。その苛か烈れつな体当たりで以もつて、次々と子蜘蛛どもを轢れき断だんしていく。


    　少しずつではあったが、鶴翼は潰されつつあった。


    　乙きのとは手に汗を握る思いで、眼下の戦場を凝ぎよう然ぜんと見つめている。


    　大丈夫、甲も白蓮も優勢だ。このまま子蜘蛛を蹴散らせば、残るは本体のみ。


    「玲れ魅みさん！　これなら勝てます！　きっと勝てますよ！」


    　乙にしては珍しく、興奮気味に叫んだ。あいにく玲魅は答えなかった。


    　代わりに応じたのは、不気味極まりない妖よう笑しようだった。


    「ふひゃひゃひゃひゃ」


    「かっ──烏からす丸まさん？　いつの間に？」


    　びっくりして背後を振り向いた乙に、烏丸は冷笑を向けた。


    「駄目ですよぉ、乙君。あれは蟲まじ物もの。たとえ甲さんと白蓮とはいえ、そう簡単に誅ちゆう戮りくできる代物ではありません。水み祭まつり家の当主たる者、もっと的確な分析力を持たねば」


    　烏丸の言葉を裏付けるように、甲と白蓮の突撃が鈍にぶり始めた。産卵を終えた本体が、いよいよ再活動を始めたのである。どすん、どすん、凄すさまじい地響きを立てながら、その禍まが々まがしき威い容ようをぐるりと方向転換させて、今しも甲と白蓮が戦っている方角を向いた。


    　　　　　　　†


    　縦じゆう横おう無む尽じんに銀ぎん露ろ梅ばいを振るいつつ、甲は劇はげしい焦しよう燥そうに駆られている。斬っても斬ってもキリがないのだ。それどころか、一度は陣形の半分ほどを切り崩したにもかかわらず、徐々に後退を余よ儀ぎなくされている。いったい、どれほどの卵を産み落としたのか。


    「くそっ……まだ本体にすら辿たどり着けてないってのに！」


    　甲はその場で立ち止まると、銀露梅を大上段に振りかぶった。気合い一いつ閃せん、渾こん身しんの斬撃を放つ。底光りのする刀身が劇はげしい旋風を巻き起こし、前方に巨大な真空地帯を構築する。真空に触れるなり、子蜘蛛の群れは連鎖的に次々と破裂した。


    「はぁ、はぁ……」


    　荒い息を吐きながらも、甲は会心の笑えみを漏もらした。随分と体力を消耗させられたとはいえ、鶴翼の半分を切り崩すことに成功したのだ。残りの半分は白蓮に任せておけば──と思った刹せつ那な、


    「甲ぇ！　逃げるのじゃっ！」


    　白蓮の絶叫が甲の耳じ朶だを直撃した。


    　──ふしゅうううううううううう……


    　夜天より霧状の硝しよう酸さん銀ぎんが吹き付けて、白蓮の全身を覆おおい尽くした。高濃度の硝酸銀を浴びた白びやく蓮れんは、全身に鍍銀メツキを施ほどこされ、僅わずか数秒と経たぬ間に、銀色に輝く彫像と化した。


    　否いな、白蓮のみならず、周囲を取り巻いていた子こ蜘ぐ蛛もたちまでもが硝しよう酸さん銀ぎんの餌え食じきとなった。こちらは白蓮とは対照的に、次々と溶よう解かいしたのである。あろうことか、蟲まじ物ものは我が子もろとも白蓮を攻撃したのだった。


    「白蓮っ──！」


    　甲きのえは歯は嚙がみしつつ、蟲物の威い容ようをキッと睨にらみ上げた。今や、その胴体中央には巨大な口こう唇しんが芽生えている。あたかも腹部の中央に嵌はめ込まれたファスナーが、ぱっくりと左右に開いているかのように。忌いま々いましい硝酸銀の蒸気は、そこから噴ふん霧むされたのだ。


    「このっ……よくも白蓮を！」


    　激情に駆られた挙あげ句く、甲は我が武む者しや羅らに駆け出した。次々と頭上より襲おそい来る触手を立て続けに斬り捨てて、猛然と跳躍。壁面のごとくそそり立つ蟲物の肌を駆け上がる。巨大な口唇に差し掛かる寸前、第二波がほとばしった。


    　甲は更に跳ぶことで、辛かろうじて硝酸銀の噴霧をかわした。あんなものを間近で喰くらっては、甲も白蓮と同様、鍍銀を施された彫像と成り果ててしまう。


    　甲の目標はひとつ。頭頂部の女神像だ。最も強い妖よう気きを感じる部位だった。ぬめぬめとした不定形の絶壁に、ブーツの硬い厚底を次々とめり込ませて、一気に駆け上がる。腐臭が増す。烈れつ風ぷうが逆さか巻まく。妖気のフィールドが甲の接近を荒々しく拒絶する。


    　それでも甲は揺るがない。幽ゆう暗あんに溶け込むような御髪みぐしを、戦旗のごとくはためかせ、天てん狗ぐ風かぜにも見み紛まがう速さで夜天を目指す。


    　最後の跳躍。一気に蟲物の頭上に躍り上がるや、構えは〝蜻蛉とんぼ〟、今こそ自じ顕げん流りゆうの真髄を叩き込まんとばかりに、大おお鷲わしのごとく滑空する。


    　今しも眼下には、女神像の頭部がぐんぐんと迫っている。


    「獲った！」


    　強烈な確信を胸に、甲は渾こん身しんの一撃を放った。


    　白銀の刀身が華麗なる残像を描き、女神像の眉み間けんを目がけ、幹から竹たけ割わりの軌道を描く。


    　その剣けん尖せんが眉間に吸い込まれたと見えた刹せつ那な、


    　──がぃぃいいいいいいん！


    　戛かつ然ぜんたる響きが、深遠なる闇夜を突き抜けた。


    「……なっ！」


    　甲は中空にぴたりと静止したまま、愕がく然ぜんとなった。瞬まばたきすら忘れた。女神像は微動だにすることなく、甲の〝渾身〟を易やす々やすと受け止とめた。女神像の眉間から僅わずか数ミリの距離において、あたかも時間を止めたように、銀ぎん露ろ梅ばいは停止している。濃密な妖気が薄膜となって、斬撃を完璧に防御したのだ。


    　ぴしり、と銀露梅が哭ないた。甲は信じがたい思いを胸に、十年来の相棒を見つめた。刀身の半なかばを横切るように、亀き裂れつが生じたかと思うと、真っ二つに折れ砕けた。


    「噓うそ……でしょう？」


    　銀ぎん露ろ梅ばいが破壊されると同時に、甲きのえの軀からだは落下を始めた。何度か蟲まじ物ものの胴体の突起に肩や腰を打ちつけながら、甲は背中から地面に到達した。凄すさまじい衝撃が全身を襲ったが、痛みは覚えなかった。痛みを自覚する余裕すら失っていた。


    「どうして……どうして……銀露梅が……？」


    　震える右手を辛かろうじて眼の前にかざす。悪い夢であって欲しいと願いつつ、もう一度、刀身を眺める。無惨にも、銀露梅は完かん膚ぷなきまでに折れている。


    　歴代の血ち祭まつり御ご前ぜんが振るいし、伝家の宝刀。その刀身には、水み祭まつり家の重い歴史が込められている。甲自身、その刀を授さずかった際は、胸きよう裡りに誇らしい気分が満ち溢れた。


    　その宝刀が今、いとも呆あつ気けなく折れてしまった。


    「噓よ……噓……」


    　失意のどん底に落ちた甲は、もはや戦意を喪失している。その隙を見逃さず、蟲物の触手が甲の四肢に絡みつき、無造作に吊り上げた。


    　甲の右手から、銀露梅の柄つかがゆっくりと滑り落ちた。たちまち無数の触手が蠢うごめいて、銀色に濡れ光る粘糸を縦じゆう横おう無む尽じんにほとばしらせた。


    　見る見るうちに、網の目模様が形成されていく。大聖堂の天てん蓋がいほどもありそうな、巨大な蜘く蛛もの巣が展開されていく。


    　甲は抵抗らしい抵抗をすることもなく、無力な蝶ちようさながら、ぐったりと網の目に囚とらわれていく……。


    　　　　　　　†


    　乙きのとは塔の窓から身を乗り出して、甲の危機を食い入るように見つめている。


    「甲っ！」


    　衝動的に駆け出そうとした乙を、しかし、烏からす丸まが制した。


    「どこへ行くつもりですか、乙君？」


    「決まってるじゃないですか！　甲を助けに行くんですよ！」


    「ふひゃひゃひゃひゃ！　これは傑作ですねぇ」


    「そうよ、乙さん。いくらなんでも無茶が過ぎるわ。いくら血けつ族ぞくになったとはいえ、あなたに何ができるっていうの？」


    　乙は唇くちびるを嚙かんだ。確かに、血族は不死ではなく半不死。ここで下手に乙が飛び出したところで、何もできずに返り討ちに遭うのは目に見えている。そうなれば、甲が身を挺ていして戦ってきたこと自体が、無駄になってしまう。


    「くそっ……どうすれば……」


    　銀色の網に囚われたまま、甲はぶらんと吊り下げられている。頭こうべはだらんと垂れて、諸手は左右に広げられ、両足首は粘ねん糸しに固く束ねられている。


    　その無惨な姿は、磔たく刑けいに処される基督キリストの孤影を彷ほう彿ふつとさせた。


    　──ＫＯＨＨＨＨＨＨＨＨＨ!!


    　蟲まじ物ものが夜天にほとばしらせた咆ほう哮こうは、歓喜の洪水を思わせた。


    「甲きのえっ！　甲ぇぇえええっ！」


    　乙きのとは己の無力さを嚙かみ締めながら、必死で甲の名を呼んだ。呼び続けた。


    　　　　　　　†


    　乙の叫び声に耳じ朶だを打たれ、甲は我に返った。肩越しに振り返ろうとしたが、できなかった。全身にねっとりと貼り付く粘液質の銀糸。その気になれば、容た易やすく千ち切ぎれそうなほど柔らかな糸なのに、どんなに力を込めても断つことができない。足あ搔がけば足搔くほど皮ひ膚ふに喰くい込み、ぎりぎりと締め付けてくる。


    「くっ……！」


    　──ふしゅううううううう。


    　悶もだえる甲の正面、蟲物の胴体中央部分では、左右にぱっくりと開いた口こう唇しんから、金属的な匂いを孕はらんだ蒸気が漏もれている。あれを噴ふき付けられたが最後、甲も白びやく蓮れんの二の舞となってしまう。いや、噴き付けられる以前に、あの巨大な口こう腔くうに放り込まれ、むしゃむしゃと喰らわれでもしたら、もはや一巻の終わりであろう。


    　白蓮は戦闘不能。烏からす丸まは傍観者に徹している。乙と玲れ魅みは非戦闘員。頼れるのは自分自身の膂りよ力りよくのみ。だが、もはや銀ぎん露ろ梅ばいは折れ砕けた。自分はもう、血ち祭まつり御ご前ぜんとしての資格さえ失った……。そんな甲の絶望を嘲あざ笑わらうように、


    　──カッ！


    　さながら粒子砲を思わせる光条が、寂せき寞ばくとした烏う夜やを貫つらぬいた。銀の粒子を光化学兵器さながら放射したのだった。一条の光こう芒ぼうは甲の腹部を貫通し、酸さん鼻びな風穴を穿うがった。傷口から大量の銀が流れ込むと同時に、劇はげしい衝撃が生じた。猛然と吹き飛ばされた。烈れつ風ぷうに煽あおられる凧たこさながら、甲は庭園の上空を突っ切って、屋敷の壁面に叩きつけられた。


    　　　　　　　†


    「甲っ！」


    　乙は我が武む者しや羅らに窓枠を乗り越えるや、烏丸と玲れ魅みが止とめる隙も与えずに、四階の高さから飛び降りた。乙は確信している。自分は血けつ族ぞくだ。たとえ足が折れたとしても、すぐに治ると見込んだのだった。朱しゆ里り橋崩落に巻き込まれてもなお、甦よみがえることができたのだ。たかが四階から飛び降りた程度なら、すぐさま回復できる自信があった。


    　甲のすぐ脇に着地を決めた乙は、凄すさまじい衝撃を両足に覚えた。折れたかもしれない。嫌な汗が額ひたいに浮かんだ。その直後、乙が予想した通り、痛みは噓うそのように消えた。折れた骨が徐々に修復されていくプロセスを、乙は確かに実感した。


    　遥か彼方かなたの庭先で、じわりじわりと蠢うごめいている蟲まじ物ものの気け配はいをひしひしと感じながら、乙きのとは甲きのえの脇に膝ひざを突いた。幸い、蟲物はそれほどせっかちではないらしく、今すぐこちらに忍び寄る気配は感じられない。無む論ろん、油断はできないが。


    「甲、甲っ！」


    　乙は何度も呼びかけつつ、甲の肩を抱き寄せた。予想以上に華きや奢しやな感触に驚いた。甲は完全に気を失っている。ふさと閉じられた目ま蓋ぶたは長い睫まつ毛げに縁ふち取られ、もう二度と開かないかと思われた。初美に着せてもらった白装束が、見る見るうちに紅あかく染まっていく。


    　死体のように蒼白な甲の面おも持もちに、乙は戦せん慄りつした。その腹部を穿うがった傷痕を目まの当たりにして、奥歯を嚙かみ締めた。なんという惨むごさか。しかも、自己修復機能が一向に働いていない。腹部に穿たれた傷痕も、失われた左腕の切断面も、じゅくじゅくと再生細胞が活動を始めているのはわかるのだが、一向に傷口が塞ふさがる気配が感じられない。


    　やがて、甲がうっすらと目ま蓋ぶたを開いた。乙は慌あわてて呼びかけた。


    「甲っ！　俺だ！　わかるかっ？」


    「乙……？」


    　あまりに繊かぼそい声こわ音ねであった。これが本当に、あの甲の声なのか。


    　甲はどういうわけか、頻しきりに片方の手を動かして、何かを取り出そうとしている。やがて、懐ふところから何かがぽろりと転がり落ちた。


    「……これは！」


    　乙は眼を瞬またたいた。甲が落とした物体を、ゆっくりと拾い上げる。鼈べつ甲こうの櫛くしだった。乙が甲の髪を梳くしけずってやった、あの櫛だ。懐なつかしさが胸に込み上げた。


    「甲……」


    　こんこんと咳せきをして、血塊を吐きながら、甲は震える声で、途切れ途切れに告げた。


    「あのとき……会いに来てくれて…………ありがとう。すごく……嬉しかったの……」


    「甲？　何を云いってるんだ？　そんな言葉……甲らしくないだろう？」


    　戸惑う乙に、しかし、甲は取り合わず、頰ほおを紅涙に濡らしながら、あえかなる声音で告げた。


    「もう一度……この髪に……触れて欲しかった。もう一度触れて欲しくて……この櫛で梳すいて欲しくて……頑張って伸ばしたの……」


    「甲……そんなことで良ければ、いつだって──」


    　あいにく、乙の言葉は遮さえぎられた。


    「早く、早く逃げて……あたしを置いて……ここから逃げるのよ……」


    　今の甲からは、会話に整合性が感じられない。意識が混こん濁だくしているのかもしれない。乙は悲愴な思いに胸を押し潰されそうになりながらも、辛かろうじて声を絞り出した。


    「逃げられるはず、ないだろう？　だいたい、俺たちの命は連動しているんだって、そう云ったのは甲じゃないか」


    　甲きのえは一瞬、虚を突つかれたように固まったが、やがて、力なく微び笑しようを零こぼした。


    「ああ……そうだったわね。ごめんなさい……あたしが、お前を血けつ族ぞくにしたりしたから……本当に、ごめんなさい……」


    「そ、そんなこと云いうなよ！　俺は、これでも感謝してるんだ。確かに、人間ではなくなってしまったけど、おかげで、こうして再会できたんだから」　


    「嗚あ呼あ……乙きのと。あたしの……たったひとりの弟…………お前の顔は…………どこ？」


    　もはや甲は、視覚すら奪われたというのか。眦まなじりの切れ上がった流麗たる双そう眸ぼうには、もう何も映し出されてはいないというのか。否いな、視覚だけではない。もはや、乙の言葉すら届いていないように思われた。


    　甲の残された右手を握り締めると、乙は自分の頰ほおにそっと導いた。鮮血に濡れて、ひんやりと冷たい掌てのひらが、乙の頰を儚はかなげに撫なでさすった。


    　そのとき、乙の背後にひっそりと佇たたずむ影が、いつになく神しん妙みような口調で囁ささやいた。


    「乙君。甲さんの望みを叶えてあげましょうよ」


    「烏からす丸まさん？　何を云ってるんです？」


    「これほどの汚染です。自浄作用が完了するまで、甲さんはずっと眠り続けることになるでしょう。目覚めるのは一年後になるか、あるいは十年後になるか……」


    　その言葉の過酷さに、乙はゾッとして蒼あお褪ざめた。


    「そんな！　なんとかならないんですか！　玲れ魅みさんなら、秘伝の薬草術で──」


    「無理ね。恵え那な杜もり家の薬草術だって万能じゃないのよ」


    　いつの間にか玄関口に下りていた玲魅が、無感情に応じた。


    「さぁ、乙君。甲さんの望みを叶えてあげましょう」


    「甲の……望み？」


    　乙の問いに応じたのは、いつになく粛しゆく然ぜんたる表情を浮かべた玲魅だった。


    「そうよ、乙さん。あなたってば、甲さんの乙女心がわからないの？　この十年間、甲さんがその櫛くしをずっと、肌身離さず持ち歩いていたことの意味……ちゃんとわかってあげてね」


    　玲魅の言葉が、乙の胸きよう裡りを刺し貫つらぬいた。周囲から朴ぼく念ねん仁じんと揶や揄ゆされてきた乙でさえも、玲魅が何を云いたいかはわかった。痛いくらいにわかった。


    「乙……？　どうしたの？　お前が……お前がとても…………遠いわ」


    　甲の儚げな問いかけで、乙は我に返った。改めて、甲の掌を強く握り締める。たちまち、甲の表情にふわりと、安あん堵どの色が宿った。なんという安らかさか。あの甲がそんな表情を浮かべているという事実が、とても信じられない。


    　乙は意を決した。甲の肩を更に抱き寄せる。甲がほんの少し、不安げな表情を浮かべた。萎い縮しゆくした甲の心を解ときほぐすように、その頰に触れた。甲がぴくん、と肩を震わせた。あの気丈な甲が、たかがこんな風に触れられただけで、驚いている。身をすくませている。


    　乙きのとは少しずつ、少しずつ、唇くちびるを近づけていく。


    「乙？」


    　甲きのえが不安げに名前を呼んだ拍子、幽かすかに半開きとなった唇。乙はそっと目ま蓋ぶたを閉ざすと、自分の唇で甲の唇を塞ふさいだ。


    　その刹せつ那な、がりっという音がした。唇を嚙かまれたのだ。劇痛が走った。それでも乙は唇を離さなかった。甲が貪むさぼるように突き立ててきた犬歯を、甘んじて受け容いれた。


    　その接せつ吻ぷんは、どこまでも鋼はがねじみた、血の味がした。


    　　　　　　　†


    「……ここは？」


    　甲は見知らぬ場所に立っていた。


    　例えるならば、自鳴琴オルゴールの内部を思わせる空間だった。撥ぜん条まい、円筒、円盤。そして、金属製の鍵盤を思わせる音階盤も備そなわっている。


    　場所も場所だが、甲は妙な違和感を覚えていた。やけに視点が低い気がする。試しに、つるつるに磨き上げられた壁際に自分の姿を映し込んでみる。己の全身像を確認するなり、甲は息を呑のんだ。


    　一人の幼女が、楚そ々そとして佇たたずんでいる。髪は肩先で切り揃え、服装は深紅の長なが襦じゆ袢ばん。


    　甲は不安げな眼まな差ざしを周囲に向けた。整然と配置された装置の数々。撥条は回っているのに、歯車が嚙かみ合っていないのか、音階盤はぴくりとも動いていない。おかげで、機械的なノイズは常に耳じ朶だを這はっているのに、美しく澄んだ音色は一向に響かない。


    「いらっしゃい、甲さん」


    　どことなく懐なつかしい声差しに、甲は咄とつ嗟さに振り返った。高く高くそびえ立つ円筒の上に、見覚えのある女の人が、ちょこんと腰掛けている。紫紺の生地に桜吹雪の和装。緑の黒髪は鬢びん削そぎにして、背までまっすぐ伸ばしている。深紅の帯には、なんと銀ぎん露ろ梅ばいを差している。


    「壬みずのえ……様？」


    　そう、遥かなる高みから甲を見下ろしているのは、先代の血ち祭まつり御ご前ぜんたる水み祭まつり壬だった。


    「お久しぶり、甲ちゃん」


    「はい。ご無ぶ沙さ汰たしております、壬様」


    　相手が水祭壬ともなれば、さすがの甲も畏かしこまらざるを得ない。


    「甲ちゃんは、どうしてここに来たの？」


    「……わかりません」


    　しばし迷った後、甲が正直に答えると、壬は苦笑を浮かべた。


    「そう。だったら、仕方ないわねぇ。質問を変えるわ。甲ちゃんは、何がしたいの？」


    「あたしの……したいこと？」


    「そう。甲ちゃんが今、いちばんしたいこと」


    「……よくわからないの。甲きのえ、どうしてここにいるの？　ここはどこ？」


    　甲が不安に駆られて訊たずねると、壬みずのえは憐あわれむように呟つぶやいた。


    「記憶が混こん濁だくしているのね。きっと甲ちゃんは今、過酷な状況に置かれているんだわ」


    　壬はすっくと立ち上がるや、華麗に飛び降りた。宙で美しい弧を描くと、巨大な音階盤の脇に立った。音階盤の数は十二。やけに狭い音域だわ……と、甲は場違いなことを考えた。


    「甲ちゃんは勝しよう絶ぜつだから、そっちの端から四番目ね。さ、乗って頂ちよう戴だい」


    　壬の意図は不明だが、甲は大人しく音階盤の上に乗った。りん……甲の足場で金属的な美音が鳴った。まさしく勝絶の音色だった。驚いた拍子に、すぐ隣の音階盤を踏んでしまいそうになる。


    「駄目よ。そっちは下しも無むなんだから、あなたにはまだ早いの。下手に踏んだりしたら、蟲まじ物ものになってしまうわよ？」


    「マジモノ？」


    　あいにく、壬は甲の質問には答えなかった。その代わり、甲からは随分と離れた位置に移動した。壱いち越こつとは対極に位置する音階盤だった。


    「ねぇ、甲ちゃん？　本来、位階越えは赦ゆるされざる重罪なの。でもね、血ち祭まつり御ご前ぜんたる私たちは特別。もし、甲ちゃんが望むなら跳んでもいいのよ。ただし、あなたが踏んでいいのは、この〝上無かみむ〟だけ。わかった？」


    「……どうして？」


    「それが、血祭御前の定めだからよ。さ、もう時間がないのではなくて？」


    「時間？」


    　云いわれてみれば。甲は先ほどから、自分が妙な焦しよう燥そうを抱えていることに気づいた。胸の奥がもやもやする。今すぐ帰らねばならない気がする。帰る？　どこへ？


    　口の中に、じんわりと血の味が広がった。


    　それは、自分が護まもるべき人の味だった。


    「あたし、跳びます」


    　もはや躊躇ためらうことなく、甲は跳躍した。


    　流れるように美しい放物線を描いて、甲は見事、上無の音階盤に到達した。


    　刹せつ那な、甲の脳のう裡りに鳴り響いたのは、嬰ハＣ♯の近似音だった。正真正銘、それは上無の音階だった。これまでに聴いたこともない、妙なる音色。あまりの美音に目頭が熱くなった。熱い涙が次から次へと零こぼれ落ちた。と同時に、自分を取り巻く世界が一変した。機械仕掛けの閉鎖的な空間は霧散して、その代わり、楽園としか呼びようのない、大自然の景観が広がった。それは、古き良き時代の神狼かむろ山だった。清せい爽そうの気に充ちた山林。ほんのりと紅あかく色づいた果実。純美なる岩清水のせせらぎ。狩る者と狩られる者。疾しつ駆くする獣けものたち。野鳥の囀さえずり。飛び交う昆虫。山という一個の劇場において、何千年、何万年……連れん綿めんと繰り返されてきた大自然の営みが、そこにはあった。木々の枝には、たおやかな孤影が幾つも腰掛けて、長い長い御髪みぐしをなびかせている。一人一人の姿はあまりに遠く、その表情はとても窺うかがい知れない。それでも甲きのえは確信することができた。彼女たちは皆、優しく微ほほ笑えんでいるのだ。


    　──そう……あれは歴代の……！


    　すべてを悟った瞬間、甲は天使に祝福された心地がした。


    「忘れ物よ、甲ちゃん」


    　そう云って、壬みずのえは腰に差していた銀ぎん露ろ梅ばいを抜き、甲に差し出した。甲はふと、自分が十五歳の姿に戻っていることに気づいた。髪は伸びて、背丈も伸びている。壬との身長差も、ほとんどなくなっていた。


    「ありがとう、壬様」


    　甲は謹つつしんで、銀露梅を受け取った。


    　　　　　　　†


    　乙きのとの接せつ吻ぷんを受け、その血を体内に含んだ甲は、安らかに寝入った。このまま百年の、否いな、一千年の時を眠り続けるのではないか。そんな風に思えてしまうほど穏やかな寝顔だった。


    　今しも、庭前では蟲まじ物ものが活動を再開しつつあった。屋敷の傍かたわらに固まっている乙たちを目め敏ざとく見つけるや、ずしん、ずしん、八本の節足を蠢うごめかせ、緩かん慢まんに近づいてきたのである。そのまま前進を許し続ければ、いずれ屋敷は完かん膚ぷなきまでに破壊されるだろう。


    　──カッ！


    　その刹せつ那な、甲の軀からだに凄すさまじい妖よう気きが満ちた。


    「えっ……？」


    　乙は眼を瞠みはった。今や、甲の肢体をうっすらと覆おおう妖気が、ほんのりと鮮せん紅こうに色づいて、乙の肉眼ですら視認できるほどだった。見る見るうちに、甲の左腕が再生を始める。千ち切ぎれ跳んだ袖そで口ぐちから、新たな左手が芽生える。腹ふく腔こうに穿うがたれた大穴も、瞬時にして塞ふさがれた。


    「な、なんだ……？」


    　甲の軀が異様なまでに発熱している。


    「ふひゃっ！　来ました、来ましたよ！　これぞ、血ち祭まつり御ご前ぜんの真の姿なのです！」


    　烏からす丸まが歓喜の叫びを放った。


    「真の……姿？」


    　乙が呆然と呟つぶやいたそのとき、甲が緩慢に目ま蓋ぶたを開いた。乙の背筋を戦せん慄りつが走り抜けた。あろうことか、甲の瞳ひとみは爛らん々らんとして、琥こ珀はく色の輝きを帯びているではないか。


    「……甲？」


    　甲は無言で立ち上がると、烏丸に手を伸ばした。烏丸は悪いた戯ずらっぽい笑みを零こぼすと、いつの間に回収していたのか、真っ二つに折れた銀露梅を手渡した。


    　甲は無言のまま、左手で柄つかを、右手で折れた刀身を受け取った。刀身の断面同士をぴたりと合わせる。刀身に明らかな異変が生じた。切断面の亀き裂れつが徐々に消失していったのだ。甲きのえがそっと手を離したときにはもう、銀ぎん露ろ梅ばいは修復を終えていた。


    　否いな、それは単なる修復ではなかった。


    「──っ！」


    　乙きのとは思わず声を呑のんだ。今や銀露梅の刀身には、それまでは窺うかがい知ることのできなかった模様が芽生えている。刀身彫であった。龍が巨大な剣に巻き付いて、その尖せん端たんから呑み込まんとしている構図。不動明王の変化神を意味する、倶く利り伽か羅らと呼ばれる図像であった。乙の眼には、あたかも銀露梅がひとつの生命体として、脈動しているかのように映った。事実、その精せい緻ちな刀身彫は明めい滅めつを繰り返しているのだ……。


    「甲？　いったい……どうしてしまったんだ？」


    　怖々と訊たずねた乙に鋭い一いち瞥べつをくれると、甲は素っ気なく云いい放った。


    「話は後よ。まずは、あいつを片付ける！」


    　甲の姿が蜃しん気き楼ろうのごとく、ふっ……と消えた。


    　乙が呆ぼう然ぜんと立ちすくむ間にも、甲は白びやく蓮れんの足あし許もとに移動している。全身に鍍銀メツキを施ほどこされ、一体の彫像と化した白蓮の肌に、甲はそっと掌てのひらで触れた。たちまち、白蓮を封じていた鍍銀メツキにびしびしと亀裂が生じ、ついには硝子ガラスを思わせる破砕音とともに、呆あつ気けなく砕けた。


    　ふさふさとした白銀の毛並みが現れて、風になびいた。


    「待たせたわね、白蓮」


    　完全復活を遂げた白蓮に、甲はぶっきらぼうに告げると、その背に飛び乗った。


    「そなた、その姿は……そうか。ついに、覚かく醒せいしたのじゃな」


    　狼ろう上じようの姫騎士。否。その佇たたずまいは、もはや姫将軍であろうか。


    「さぁ、行くわよ。全速前進！」


    　甲の命令に呼応して、白蓮が烈れつ火かのごとく地を蹴けった。


    　　　　　　　†


    　甲はかつてない高揚感に、武者震いを禁じ得なかった。


    　──銀光一閃！


    　甲は何ら躊躇ためらうことなく、白蓮を蟲まじ物ものの足許へと驀ばく進しんさせた。節足の一本目を華麗に斬り飛ばす。蟲物の全身が斜めに傾ぐ。続けざま、二本目、三本目、四本目と、左側面の足をすべて薙なぎ払う。断端面から紫色の粘液がほとばしった。


    　これにはたまらず、蟲物は停止を余よ儀ぎなくされた。その体たい軀くは完全に傾かしいでいる。左側面の足をすべて切り飛ばされた以上、もはや前進は不可能だ。残された右側面の足でいくら頑張ろうが、その場で円弧を描くだけである。


    　──ＫＹＳＨＡＨＨＨＨＨＨＨＨＨ!!


    　蟲物が激怒して、闇をも揺るがす絶叫をほとばしらせる。と同時に、黄色と黒の縞しま模も様ようを描く、ぶよぶよとした腹部がぱっくりと左右に割れて、次々と産卵を始めた。接地と同時に透明な卵膜が潰れ、子こ蜘ぐ蛛もがわらわらと這はい出してくる。


    　甲きのえは眉一筋動かすことなく、何気ない仕草で刀を横薙なぎに振った。刹せつ那な、産卵地帯で巨大な真空が発生し、今しも駆け出そうとしていた子蜘蛛を一網打尽にしたのだった。


    　　　　　　　†


    　銀ぎん露ろ梅ばいに顕けん現げんした刀身彫が表わすように、まさしく不動明王の化身さながら、甲は圧倒的な力を以て蟲まじ物ものに挑んでいる。


    「烏からす丸まさん！　甲は、甲はいったい……どうなってしまったんですか！」


    　乙きのとは未いまだに、眼の前の光景が信じられない。つい先ほど、あれほど苦戦した挙あげ句く、甲も白びやく蓮れんも戦闘不能に追い込まれた。ところが今はどうだ。


    　烏丸はニィ……と底意地の悪そうな笑みを漏もらすと、乙を見やった。


    「甲さんはですねぇ、目覚めたんですよ。《血ち祭まつり御ご前ぜん・上かみ無む》として」


    「上無って……まさか、十二律の！」


    「はぁい。十二律の音階表においては、最も高い嬰ハ音です」


    　烏丸は「ふひゃふひゃ」と歪いびつな笑いを差し挟むと、戦場に眼をやった。


    「ほらほら、ラスト・ダンスが始まりますよぉ」


    　　　　　　　†


    　──斬ざん！　斬！　斬！　斬！


    　白蓮が流星のごとく、蟲物の右側面を駆け抜ける。流れるような連撃の果てに、蟲物はすべての節足を奪われた。本来ならば即座に再生しているはずなのに、《血祭御前・上無》に共鳴している銀露梅の威力は痛烈を極め、いかなる再生プロセスをも許さない。


    　──ＷＯＨＨＨＨＨＨＨＨＨ!!


    　もはや蟲物はその場でのたうち回り、無数の触手を蠢うごめかせ、硝しよう酸さん銀ぎん水溶液を滅め茶ちや苦く茶ちやに噴ふん霧むするばかりであった。あれほどの猛威を振るった化け物が、今では断末魔の様相を呈ていしている。


    「白蓮！　決めるわよ！」


    「承知じゃ、甲！」


    　白蓮が跳ぶ。甲が高々と白はく刃じんを振りかぶる。行く手を遮さえぎる触手の網をすぱすぱと斬り捨てる甲。蟲物の胴体部分に着地して、更なる跳躍に臨のぞむ白蓮。


    「地軸の底までぇ──」


    　女神像の上空に到達。


    「ぶった斬るっ！」


    　雷撃さながら、銀露梅の剣けん尖せんが女神像の脳のう天てんに突き刺さる。女神像の全身を幹から竹たけ割わりにしてもなお、銀露梅の勢いは衰おとろえず、その刀身を蟲物の胴体に突き刺したまま、甲は白蓮とともに地上まで滑空した。


    　縦一いつ閃せん。白びやく蓮れんが着地すると同時に、甲きのえは白はく刃じんを猛然と振り切った。一切の穢けがれを寄せ付けぬ刀身が、白銀の煌きらめきを帯びた。


    　直後、凄すさまじい真空地帯が発生し、ただの残ざん骸がいと成り果てた蟲まじ物ものを破裂させた。逆さか巻まく風ふう塵じん。散りゆく肉塊。


    　屋敷のみならず、高台全体をすっぽりと覆い尽くしていた妖よう気きの障壁が、噓うそのように晴れ渡った。漆しつ黒こくのヴェールは剝はがれ落ち、頭上には蒼あお白じろい月輪。街の灯火も甦よみがえる。


    　甲は白蓮の背から飛び降りると、頭頂から股間にかけ、真っ二つと成り果てた女神像の脇に立った。


    「あ…………う………………」


    　あろうことか、その腹部には奇妙な赤ん坊が宿っていた。女神像の子宮から零こぼれ落ち、冷たい夜気に触れて、苦しげに呻うめいている。その肌はどろりと溶解して、今にも骨や臓ぞう腑ふが肌の下から現れてしまいそうな、危うげな気配をたたえていた。それが、容よう貌ぼう魁かい偉いな男として生まれながらも、見目麗うるわしい女として新生したいと渇望した冬とう梧ごの、成れの果てであった。


    　　　　　　　†


    　乙きのとは烏からす丸まと玲れ魅みに伴ともなわれ、甲と白蓮の許もとへ向かった。


    　たった今、劇はげしい戦闘は終わりを告げたのだ。


    「うっ……」


    　溶解寸前の赤児を目前にした瞬間、乙は劇しい嘔おう吐と感に見舞われた。本来、赤ん坊とは祝福されるべき存在なのに、今の冬梧が放つ禍まが々まがしさときたら、筆ひつ舌ぜつに尽くしがたい。


    　その刹せつ那な、甲が「ごふっ！」と血を吐いて、膝ひざを突いた。


    「甲っ！」


    　突然の事態に、乙は蒼そう惶こうとして駆け寄った。甲の軀からだに渦巻いていた桁けた外はずれの妖気は、既に鳴りを潜ひそめている。琥こ珀はく色に輝いていた瞳ひとみは元に戻っているし、銀ぎん露ろ梅ばいの刀身に浮かんだ倶く利り伽か羅らの模様も、噓うそのように消えている。


    　今の甲に《血ち祭まつり御ご前ぜん・上かみ無む》の威圧感は皆無であった。荒い吐と息いきを吐いて、もはや会話すらままならぬ様子である。


    「烏丸さん！　これは……どういうことですかっ！」


    「副作用ですよ。上無の力……残念ながら、あれもまた、蟲まじ物ものの一種であることに変わりはないのです。ふひゃひゃひゃひゃ」


    「そんなっ！」


    　確かに《血祭御前・上無》は異常な存在であった。無尽蔵に放射される妖気の奔ほん流りゆう。改めて思い起こせば、あのときの甲からは、確かに蟲物に通ずる禍々しさが感じられた。


    「甲は……甲はどうなるんですかっ！」


    「大丈夫ですよ。一晩も休めば、治まりますよ」


    「そ、そうですか……良かった」


    　乙きのとがホッと安あん堵どの溜ため息いきを漏もらしたのも束つかの間、


    「もっとも、上かみ無むの力を使い過ぎた場合は、その限りではありませんがね」


    「どういうことですかっ！」


    　乙はキッとして、烏からす丸まを睨にらみ上げた。


    　その詰問に答えたのは、烏丸ではなく、玲れ魅みだった。


    「それについては、私が説明して差し上げるわ。上無の力を使いすぎると、血ち祭まつり御ご前ぜんの存在は少しずつ、希薄になっていくの」


    「希薄……ですか？」


    「ええ、そうよ。肉体を構成する細胞間の結合が、緩ゆるくなっていくのね。仮に、並の人間が同じ症状に見舞われた場合を想定すると、おそらくは頭頂から爪つま先さきまで、ありとあらゆる機能障害に見舞われた挙あげ句く、死亡するでしょうね」


    「なっ！」


    　乙は絶句した。副作用などという一言で済ますには、あまりに酷ひどい。


    「もっとも、血祭御前はハカナシですもの。そのような状態になってもなお、安らかな死を許されることはないのよ。存在の希薄化が進行し、その最終階階に至ったとき──血祭御前という存在は、大気に浮遊する細胞の断片に、自意識が辛かろうじて引っ掛かっているだけの状態と化すのよ」


    　玲魅が言葉を切ると、烏からす丸まが凄すごみのある嗤わらいを浮かべた。


    「その状態を最も的確に表現するならば、幽霊。あるいは、魂といったところでしょうか。ふひゃひゃひゃひゃ」


    　耳に残る不愉快な笑みを断ち切るように、そのとき、甲きのえが乙から身を離し、ゆらりと立ち上がった。血に濡れた口くち許もとを拭ぬぐいつつ、柳りゆう眉びを逆立て、烏丸を睥へい睨げいする。


    「お前……銀ぎん露ろ梅ばいにまつわる秘密を……あたしに隠していたわね？」


    「ふひゃっ！　どうやら、気づいてしまったようですねぇ」


    　飄ひよう然ぜんと嗤う烏丸に、甲は怒気を叩きつけた。


    「伯母の壬みずのえ様に会ってきたわ。最初は、どうして壬様があそこにいるのか、わからなかった……でも、今ならわかる。根拠はないけど、直観的に悟ったの。銀露梅には、歴代の血祭御前達が宿っているのね？　たった今、お前が云いった通り……存在が希薄化して、幽霊だか魂だかになった血祭御前を……この刀に封じ込めた奴がいる」


    　烏丸は答えない。


    「それほどの奥義を究きわめた職人といったら……お前しか思い浮かばないわ──烏丸」


    「ふひゃひゃ……もはや隠しても無駄なようですねぇ。その通りです！　ふひゃっ！　歴代の血祭御前の魂を刀身に吸着させ、一千年の永ながきにわたり、鍛え続けた宝刀にして妖刀。それこそが、銀ぎん露ろ梅ばいの真しん髄ずいなのですよ！　壬みずのえさんにしても、十五年前、あの惨劇の最中に肉体を喪失してしまいましてね。このぼくが彼女の残ざん滓しを搔かき集め、銀露梅に封じたのです」


    　乙きのとは呆ぼう然ぜんと、銀露梅にまつわる秘事を脳のう裡りで反はん芻すうした。


    　仮に、それが本当に真実なのだとしたら……甲きのえもまた、このまま戦いを続ける限り、上かみ無むの力に頼る機会が増えるだろう。そうなれば、徐々に存在が希薄化することになる。すなわち、幽霊じみた存在へとシフトするのだろうか……。


    　そのとき、乙が抱いだいた凶きよう兆ちようを断ち切るように、


    「お兄ちゃん！」


    　可か憐れんでありながら、悲愴をも感じさせる声こわ音ねがほとばしった。


    　屋敷の庭園を横切って、一直線に駆けてくる人影があった。葉は桜ざくらだった。既に初はつ美みの姥うば皮かわは脱いで、私服を纏まとっている。


    　葉桜は膝ひざを突いて、赤児の脇に寄った。それが冬とう梧ごだと、本能的に察したのだろう。


    「おに……いちゃん……？」


    「葉桜か……。お前はまだ……やり直せる。お前は……何も……悪くない。すべては……俺自身の……弱さが……招いたことだ…………」


    「違う！　わたしだって、わたしだって……お兄ちゃんを止とめることができなかった！　わたしだって、お兄ちゃんと同罪なの。だから……わたしもお兄ちゃんと一緒に……」


    「駄目だ……葉桜……お前は生きろ。お願いだから、生きてくれ……」


    「お兄ちゃん……？」


    「お前を血けつ族ぞくにしようと思ったことも……あった。だが、俺は……その欲望に耐えた。耐え抜くことができた。それだけが……俺の誇りだ……いつの日か……お前が美しく咲き誇る日を……願っている…………」


    「違うの！　わたしは……葉桜が咲く日なんて……来ないんだよ！　わたしは永遠に咲くことのない葉桜として……とっくの昔に定められていたんだよ……」


    　それっきり言葉を閉ざし、葉桜はその場で泣き崩れた。


    「乙。葉桜を連れて行きなさい」


    　突然、甲が冷厳たる口調で命じてきたので、乙は面食らった。だが、その苛か烈れつな眼まな差ざしが意味しているところを察し、乙は葉桜を無理やり立ち上がらせると、肩を貸しつつ、洋館へと向けて歩き出した。


    「ちょっと待って」


    　立ち止まった乙には一いち瞥べつもくれず、甲は葉桜の正面につかつかと歩み寄った。上無の力を使ったことで、今では立っているのも辛つらい状態のはずなのに、甲はそんな辛しん苦くを微み塵じんも感じさせはしない。その堂々たる佇たたずまいは、まさしく姫の称号に相応ふさわしい。


    「葉桜、あたしを見なさい。さぁ、見るのよ！」


    　痛烈に[image: ]しつ咤たされ、葉は桜ざくらはおどおどと甲きのえを見上げた。甲の繊せん手しゆがほとばしり、葉桜の頰ほおを張った。吹き散らされた木の葉のごとく、葉桜は後方へ倒れ込み、がくんと膝ひざを突いた。


    「何してんだよ！」


    　乙きのとは慌あわてて葉桜の肩を抱くと、糾弾の眼まな差ざしを甲に向けた。甲は取り合わず、あくまでも葉桜の前に膝を突いた。無造作に両手を伸ばし、葉桜の頰を左右から挟み込んだ。無理やり上向かされた葉桜の顔は、涙でぐしゃぐしゃとなっている。


    　互いの鼻先が触れ合わんばかりに顔を接近させると、甲は急に優しい眼をした。


    「咲かない葉桜なんて、ないのよ。次の春が巡れば、きっと咲くわ。もちろん、なんらかの理由で咲かないことだってあるかもしれない。でもね、もし咲かなければ、次の次の春まで待てばいい。枯れてしまわない限り、いつかは必ず咲く。そうでしょう？」


    「うっ、ひぐっ……でも、わたしは……」


    「罪の意識を感じているなら、生きて償つぐなうのよ。贖しよく罪ざいが済んだときにこそ、お前は咲くことができる。そうでしょ？」


    　甲の優しげな眼差しに胸を打たれたのか、葉桜はなおも大粒の涙を零こぼしながらも、こくんと頷うなずいた。


    　甲の目め配くばせに気づいた乙は、改めて葉桜に肩を貸すと、今度こそ洋館に戻った。


    



    「水み祭まつり甲……葉桜のこと…………感謝する」


    　葉桜の姿が充分に遠ざかった頃、冬とう梧ごが神妙な口調で告げた。


    「お前のためじゃないわ。あたし自身のためよ」


    「どういう、ことだ……？」


    「葉桜はね……あたしと乙の妹。あたしたち、本当は三つ子だったのよ」


    「……そうだったのか。きっと、征せい志し郎ろうさんは……その事実をも見越した上で……葉桜に白羽の矢を立てたのか……結局、あの人は御み園その生う初はつ美みの姥うば皮かわを、完全には信頼していなかったんだな……」


    「そうかもしれないわね。それより、もう一度訊きくわ。女刑事の身柄はどこ？」


    　冬梧はもはや観念しているのか、先ほどとは違い、あっさりと口を割った。


    「神狼かむろ山の二合目付近……以前は狼ろう閣かく寺という名で呼ばれていた廃寺だ……まだ手術は施ほどこしていない……食料は充分に用意しておいた……凍死さえしていなければ……」


    「狼閣寺ね。わかったわ」


    　後で輝てる美みに教えてやろう、と甲は心に決めた。そういえば、輝美は今も失神したまま、廊ろう下かに転がっているはず……。


    　頭を抱える甲を尻目に、冬梧が烏からす丸まに声をかけた。


    「そこにいるのは……姥皮師の始祖……烏丸様だとお見受けしますが……」


    「ふひゃひゃひゃ。こうして対面するのは、初めてですねぇ」


    　烏からす丸まはあくまでも飄ひよう々ひようと応じた。


    「ずっと……あなたに訊ききたいことがありました……」


    「それはそれは。なんなりと、どうぞ」


    「姥うば皮かわとは……結局のところ……なんなのですか？」


    　たちまち、烏丸は高笑いをほとばしらせた。


    「ふひゃひゃっ！　冬とう梧ご君！　君は普段、そんなことを考えながら姥皮を[image: ]っていたのですかぁ？　道理で君の姥皮からは、何やら理屈っぽさのようなものが漂ただよっていたわけです」


    「教えて下さい……姥皮とは、いったい……」


    「なに、簡単なことですよ」


    　烏丸は勿もつ体たいぶった調子で嗤わらうと、きっぱりと断言してみせた。


    「姥皮とは、ただ着るためのアクセサリーなのですよ」


    「あなたらしい……なんという明解な答えなんだ……」


    　そのとき、ザッと甲きのえが一歩を踏み出して、冬梧と烏丸の間に割って入った。


    「そろそろ、いいかしら？」


    　冬梧は神妙な面おも持もちで頷うなずいた。


    「白びやく蓮れん。天あま城ぎ冬梧を大地に還かえしてあげて」


    「うむ」


    　白蓮の巨体が冬梧の脇に迫る。冬梧はこれから己おのれを喰くらう巨きよ狼ろうを、虚うつろな双そう眸ぼうで見上げつつ、茫ぼう漠ばくとした口調で呟つぶやいた。


    「ハカナシに……墓はないんだな……」


    　甲は冬梧に背を向けると、しゃらん、と銀ぎん露ろ梅ばいの鈴を鳴らした。


    「そうよ。あたしたちに、墓はない」

  


  
    　　結　スモール・ワールド


    



    　御み室むろ咲さく弥やは市内の総合病院に入院している。今からちょうど一週間前、神狼かむろ山に入った県警機動隊による捜索の結果、咲弥の身柄は廃寺にて保護された。冬とう梧ごが置いていった食料は尽きかけていたし、日増しに気温が下がり、ついには雪が降り出したことで、凍死する可能性も充分にあった。冬梧が使っていた囲い炉ろ裏りがなければ、とっくに凍死していただろう。


    　情報源は、匿とく名めいのタレコミだったという。よくもまあ、そんな曖あい昧まいなソースを鵜う呑のみにして、機動隊を動かしてくれたものだと、感嘆せずにはいられない。


    　御室家の令嬢だけあって、咲弥が過ごしているのは最高級のＶＩＰルームである。


    　今、咲弥の腕の中では、輝てる美みがすぅすぅと寝息を立てている。ＶＩＰルームに入っているおかげで、多少の我がままは通る。輝美は咲弥が入院して以来、毎日決まって見舞いに来てくれる。輝美にも随分と心配をかけてしまった。


    「うーん……サク姉ねえ…………大好き」


    　幸か不幸か、一連の事件は闇に葬ほうむられることになるだろう。あまりに不可解な点が多すぎた。銃で撃たれても甦よみがえる不死者。人間の死体から生み出される姥うば皮かわ。これらを報告書に記しるしたところで、信じてもらえないのはわかっている。


    　それでも、今後も刑事を続ける限り、御室咲弥が謎の不死者について、そして姥皮という名の着ぐるみについて、忘れることはないだろう。


    　　　　　　　†


    　あの晩、朱しゆ里り橋が崩壊した直後から、水み祭まつり乙きのとは水祭甲きのえの血けつ族ぞくとなった。幸い、二度目の発作はまだ起きていないが、いつ起こるともしれない。乙は死ぬまで甲の傍そばで生きていくしかなくなったのである。結果として、甲は冬梧を倒した後も、この洋館に住むことになった。


    　ひとまず周囲の状況が落ち着いた頃、乙は甲に勉強を教えるようになった。冬休みが終わったら、甲を黒こく蒐しゆう院いん大学附属高校に編入させるという計画を立てたのだ。


    　学校側に問い合わせてみたところ、甲自身に編入する意志があるのなら、是非どうぞ、との返事が返ってきた。よほど少子化の影響が応えているらしい。


    　その日の夕刻も、乙は机に問題集を広げ、甲に勉強をさせていた。実に小学三年生向けの内容だったが、甲にとってはかなりの難度らしい。ろくに問題を解といてもいないうちから、休きゆう憩けい時間と相成った。


    「そういえばさ……蓮れん城じよう征せい志し郎ろうって、新しい果は敢か無なし村を作ろうとしてるんだよな？」


    　乙が何気なく訊たずねると、甲は素っ気なく応じた。


    「そうらしいわね」


    「いったい、どうやって村を再建するんだろう？」


    「知らないわよ。あんな外げ道どうの考えることなんて、知りたくもないしね」


    　甲きのえはつんとして、とりつく島もない。ソファの上で白びやく蓮れんとじゃれ合いながら、むすっとした顔で、乙きのとに対し一いち瞥べつをくれようともしない。


    「ふひゃひゃ……血ち祭まつり御ご前ぜんともあろう御お方かたが、そんなことを云いってたら駄目ですよぉ」


    　突とつ如じよとして、もはや耳に馴な染じみつつある嗤わらい声が、姉弟の背後に忍び寄った。乙は椅い子すごと引っ繰り返りそうになりながらも、背後を振り返った。


    　いつもながら、烏からす丸まは神しん出しゆつ鬼き没ぼつであった。こんな男の血けつ族ぞくになった玲れ魅みさんは苦労しているんだろうなぁ……と、乙は同情を禁じ得ない。もっとも、玲魅は玲魅で、血族としての人生を謳おう歌かしている様子なので、別段、問題はないのかもしれない。


    「烏丸さんは、何か知っているんですか？」


    　乙が訊たずねると、烏丸はさも当然とばかりに、余裕ぶった笑顔で応じた。


    「征せい志し郎ろうさんの職業を思い出せば、自おのずとわかることじゃないですか。ソーシャル・ネットワーキング・サービスの『アルマ＝ガロ』。ぴんと来ませんか？」


    「さぁ？　ＳＮＳには興味ないですから」


    「まったく……嘆なげかわしいですねぇ。文明開化の折、この洋館を私財で購入した、己つちのとさんの先見ぶりを、少しは見習いましょうよ？　じゃあ、乙君は『アルマ＝ガロ』と聞いて、何を連想しますか？　いったい、どういう意味なんでしょうねぇ？」


    「云われてみれば、確かに意味不明ですよね。アルマ＝ガロ……なんなんだろう？」


    「なぁに、簡単なアナグラムなんですよ。難しく考える必要なんて、ないんです」


    　烏丸はそう云うと、ペンを取り、先ほど甲が投げ出した問題集の余白に何やら書き込み始めた。甲も少しは興味を惹ひかれたのか、あくまでもさりげなくではあるが、烏丸の手て許もとに視線を送っている。


    「はい。これが、『アルマ＝ガロ』をアルファベットで記しるした場合のスペルです」


    　烏丸の手許には、「ＡＲＵＭＡ＝ＧＡＲＯ」なる文字の羅列があった。


    「これを見てもまだ、なんとも思いませんか？」


    「うーん……アナグラムって云いましたよね？」


    「はぁい、そうです」


    「──あっ！」


    　刹せつ那な、乙の脳のう裡りを電撃じみた衝撃が駆け抜けた。対照的に、甲は白蓮とじゃれ合ったまま、いつの間にか深い眠りに落ちている。白蓮の温ぬくもりに加え、床暖房が効いている。心地良さのあまり、寝入ってしまったのだろう。普段は刺とげ々とげしい癖くせして、寝顔だけは十五歳という年齢相応の表情をしていた。


    「記号を除けたら『ＡＲＵＭＡＧＡＲＯ』！　これを逆さから読めば……『おらが村』になります！」


    　乙きのとの脳のう裡りには、あの童謡の冒頭部分が克明に再現されている。


    　──おらが村　おらが村……。


    「その通りですよ。『アルマ＝ガロ』こそが、征せい志し郎ろうさんの計画を支える土台なのです」


    「だけど、ＳＮＳと果は敢か無なし村の再建が、どう関わってくるんでしょう？」


    「乙さんは、こんな都市伝説を聞いたことがありませんか？　『アルマ＝ガロ』には、実はプレミアム・スペースがあるのだと」


    「聞いたことはありますけど……それが何か？」


    「わかりませんか？　この特別な領域こそが、次世代の果敢無村なんです。ふひゃっ！」


    「次世代の……果敢無村？」


    「征志郎さんは、ここにハカナシと血けつ族ぞくだけによる王国を形成するつもりなのです。今はまだ充電中といったところでしょうが、いずれはこの王国を拠点に、この大地をハカナシと血族のみの楽園にするつもりなのですよ」


    「そ、それって人類を滅ほろぼすってことですかっ!?」


    「大人しく血族になる者は受け容いれ、抵抗する者は容よう赦しやなく殺すでしょう。征志郎さんは、ハカナシこそが至上の生命体だと確信しています」


    　あまりに荒こう唐とう無む稽けいな計画。その全ぜん貌ぼうを前に、乙は絶句した。烏からす丸まはそんな乙を愉たのしむように眺めやると、歌うように語り始めた。


    「村人全員が顔見知りであり、誰が、いつ、どこで、誰と、何をしているかが、常に了解事項として成立している。閉鎖的で、外部からの訪問者を厭いとう。村人が外部に流出するのも厭う。これがムラ社会の本質です。わかりますね？」


    「はぁ、それくらいなら……一応、郷土史研究部で、いろいろ教わってますし」


    「では、ＳＮＳの場合はどうでしょう？　広義には、ＳＮＳは『社会的ネットワークを構築するサービス』だと定義されます。特に『アルマ＝ガロ』のようなタイプの場合、極めて閉鎖的な領域が用意され、そこには特定の会員だけがアクセスを許可されます。『アルマ＝ガロ』とは、この現代にムラ社会を甦よみがえらせることを目的としたシステムなのですよ」


    「じゃあ、これから甲きのえと蓮れん城じようは……？」


    「水み祭まつり家が定めた掟おきてにおいて、ハカナシが人類に危害を及ぼすことは禁きん忌きとされています。銀ぎん露ろ梅ばいの継承者たる甲さんは、掟の代弁者ともいえます。そういう意味において、両者は天敵といえるでしょうねぇ」


    　　　　　　　†


    　神出鬼没な烏丸らしく、喋しやべりたいことを一方的に喋ると、忽こつ然ぜんと姿を消した。甲は白びやく蓮れんと抱き合ったまま、うたた寝している。仕方なく、乙は問題集の採点を始めたのだが、これがあまりにも酷ひどい出来だった。


    　乙が頭を抱えていたら、甲が「うーん」と伸びをして、ソファから軀からだを起こした。白蓮を起こさぬよう、音もなく立ち上がると、椅い子すのほうに移動した。以前、甲きのえが自分の血を乙きのとに吸わせた際に使った、あのアンティーク調の椅子だった。


    　その瀟しよう洒しやな椅子を眺めるたび、乙はあの日の記憶を甦よみがえらせてしまう。同時に、期待と不安が入り交じった気分を抱いだいてしまう。


    　烏からす丸まや玲れ魅みが云いうには、多少の個人差はあるものの、発作の感覚は一か月に一度が平均的だという。ならば、乙が次の発作を迎える可能性が高いのは、来月の上旬辺りだろうか。そのとき、甲はまたしても、足を嘗なめさせるつもりだろうか。あるいは……？


    「ねぇ」


    　突然、甲が声をかけてきたので、乙は飛び上がらんばかりに驚いた。


    「……なんだよ？」


    　甲は無言のまま、鼈べつ甲こうの櫛くしを乙に差し出した。乙は素直に受け取ることにした。甲の背後に回ると、わざわざ梳くしけずる必要があるとも思えない、さらさらの御髪みぐしを掌てのひらですくい取る。


    「なぁ……なんで人にやらせるんだ？　普段は自分でやってるんだろ？」


    「本当にバカね、お前は」


    　甲はさも小バカにしたように、傲ごう然ぜんと応じた。


    「人にしてもらったほうが、気持ちいいからに決まってるでしょう？」


    　夢の中に登場した幼女の台詞せりふと、寸分違わぬ言葉だった。本音を云えば、乙はその言葉を聞きたかったからこそ、わざわざ過去の自分と同じ質問をしたのだ。


    　しばらくの間、乙は黙々と姉の髪を梳すいていたが、思い出したように切り出した。


    「実は……甲に、まだ云ってなかったことがあるんだ」


    「何よ？」


    　ほんの少し、照れ臭い気分を覚えながらも、乙は思い切って告げた。


    「お帰り、甲」


    　甲は虚を突かれたように硬直し、黙り込んだものの、やがて、くすりと微ほほ笑えんだ。


    「ただいま、乙」


    　お互いの存在を再確認するように、名前を呼び合ったそのとき、


    「あ、あのぅ……」


    　遠慮がちな声が聞こえた。晴れて三人目の家族となった少女が、戸口にちんまりと佇たたずんでいる。半開きとなった扉の隙間からは、白いエプロンの裾すそが幽かすかに覗のぞいている。どうやら、夕餉ゆうげの支し度たくができたらしい。


    「葉は桜ざくらも、おかえり」


    　乙が声をかけると、葉桜は急に言葉を詰まらせ、泣きそうな表情になった。エプロンの生地を握り締めたまま、深々と俯うつむいてしまったが、やがて、ゆっくりと顔を上げた。幽かに震える唇くちびるが、幾分、ぎこちなさを伴ともないながらも、花のように綻ゆるんだ。
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